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、

は じ め

我が困の水産業は年々危機が叫ばれながらも昭和 4 6年の海面漁獲量は 9 1 3万ト

ンとなり史上最高を記錯しました。

しかし魚種別にみると総漁獲量の 4 3 %が北方トローノレ及びまき網漁業によるスケ

トウダラとサバで占められており、沿岸漁業の飛躍的発展Kはつながらない現状であ

ります。

当水試では昭和 4 3年から 4 6年にかけて沿岸海域の水深底質図の作成を完了し、

4 6年から生物分布調査を開始していますが、これが完成しますと、本県沿岸魚類の

分布ならびに資源量が明かになり、栽培漁業もしくは漁船漁業の基礎資料として有効

K利用されるものと確信されます。

一方沖合における漁業開発も逐次実施しておりますが、ズワイガニ、スケトウダラ、

パイ資源の実情も次第に明かKされ、 4 7年度からは深海におけるべニズワイガニの

開発を計画しています。

最近本県漁民の依存度が高いスルメイカの来遊に変化が多く、イカ釣漁業経営の一

大変革が予想される折柄、試験研究機関としても業界K寄与するため甘んじて縁の下

の力持ちになり切る覚悟を新たにすると岡崎に、時勢!tL.JI国応して転換の必要性が生じ

た場合の代替えメニューを整備して置き度いと思います。

大方の一層のご協力と援助を希望いたします。

昭和 4 7年 1 1月

青森県水産試験場長

馬場勝彦
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1 タイヤ魚礁設置効果調査

I 調査目的

沿岸漁場改良造成の新しいこころみとして、当水試では昭和 44年度から継続事業として実施してき
た。 4 6年度までに 3，8 0 0本のタイヤ魚礁の設置を完了し、その投資効果を図るため、効果調査を主
として行ない、沿岸漁業経営の安定に寄与する。

E 調査内容

1 調査期間 4 6年 6月上句-10月まで。

2 調査海域鯵ケ沢港赤灯台より北東 2.2浬。

3 調査員及び調査船

(1)調査員

技師沢田兼造

田村真通

M 小田切譲二 ・ 一
トン PH  

(2) 調査船 傭船第 5長徳丸(4. 2 7 2 5 ) 

4 調査項目

(1)設置状況調査

(2) 時期別魚種別漁獲量

(3) 集魚調査

(4) 魚種別多項目調査、(体長、体重、性別、胃内容物重量)

(5) 標本船漁獲量調査

5 調査方法

(1)設置状況調査

魚群探知機による調査

(2) 時期別に漁業試験を行い魚種別の漁獲量調査を実施した。

(3) 集魚調査

魚群探知機並K三枚綱による集魚調査を行った。

(4) 魚種別多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

(5) 標本船調査

鯵ケ沢港における小型船 10告書K依頼L標本船調査を実施Lた。

E 調査結果

(1 )診置状況調査

昭和 45年度設置場所を試験船東奥丸の魚群探知機により確認L標識を入れ同船により 46年 6月

2 3日から 6月 29日空での 4日間K2，00 0本のタイヤ魚確設置を完了Lた。

(2) 時期別、魚種別、漁獲量

漁獲試験は 7月-10月まで各月の上、下句 2固とし傭船第 5長徳丸により三枚網 10，反(2寸

8分目〉を使用した。魚獲魚種は 7月-10月の聞で、 1 6種であったが、その中で、倒回多いの

がホシザメで全漁獲量(8 2 K 6 009 )の 84係を占め、エゾメパル 14.5%、アイナ|メ 4.2%

ソイ1.4仇タナゴ 2仇ヒラメ 2係、タイ1.5府、根付魚が主体を占めている。時期IJ漁獲量

については第 1表のとおりである。

(3) 集魚調査

7}j-l0月まで、各月上句、下匂の 2回、魚群探知機により、タ什魚礁の集魚状況を降認L三



枚網を技網ιた。第 1凶のとおり。

第 1表 時期別、魚種別漁獲量

魚 種 7 月 8 月 9 月 1 0月

エゾメパノレ
K 9 
1， 416 

K !] 
1. 143 5K.753 9 3~55l 

ア イ ナ メ 995 625 400 1，477 

マコガレイ 208 

カ ワ ハギ 214 816 370 

カナガシラ 792 

ソ イ 21 0 977 

タ ナ ゴ 200 789 335 384 

クロウ‘ンノシタ 303 1. 802 

ホ シザs メ 1 4， 246 2 3. 90 0 10，日10 5.366 

ヒ フ メ 1， 81 3 

タ イ 8 1 5 610 528 

コ チ 72 

コ ノ シ ロ 290 

ガンギエイ 972 700 

ウ -ン エ イ 448 

イシガレイ 312 

言十 2 O，K 3979 30K ，2055 S 19K 240 9 12K，773 9 

第 1図 魚群探知桟模式図

S 4 6年 7月3日

緋代

S 46年 8月3日

魚群?移

動

- 2 ー

S 4 6年 9月 7日

;へ

量位kg

言T 上ヒ 率 % 

11K.870 9 14.47 

3. 497 4.24 

208 O. 25 

1， 400 1.6 

792 0.95 

1， 187 1. 43 

1. 708 2. 06 

2， 105 2. 54 

54.022 65.50 

1，813 2. 13 

1. 219. 5 1. 47 

72 O. 08 

290 ， O. 35 

1.672 2. 02 

448 0， 54 

312 0， 37 

Bf6156 100 % 

S 4 6年 10月5日



(4) 魚種別、多項目調査

A 魚種別、月別平均体長組成

エゾメパル、アイナメ、ソイ、マダイの体長は 8月に漁獲きれたのが大きく(2 7cm-2 8cm)カワハ

ギ、クロウシノシ夕、ホシザメの体長は 7月漁獲きれたのが大きい(2 5cm-6 6cm)タナづは 7月と

1 0月(2 3 cm_ 2 4 cm )に大きいのが漁獲された。

第z図~第 9図のとおり。

第 2図エソソパノレ 第4図カワハギ 第6灰i タナゴ 第 8図ホシザメ
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B 魚種別、月別平均体重

カワハギ、タナゴ、ホシザメ、クロウツノシタは 7月に漁獲されたのが重量が多く (2149-160

9 )あった。アイナメ、ソイの重量は 8月K若手、獲されたのが多く (6259-2109)あった。エゾメ

バルは 10月に漁獲されたのが重量が多く (3009)あった。

第 10 [-g]-第 17図のとおり

- 3 -
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C 魚種別、時期別雌雄別成熟状況

三枚網によって調査したところ、根付魚であるエゾメバルは 7、8、9月までは雌雄共に未熟で 10月に

なってから半熟になった。

他の1魚種についてはすべて未成魚から未熟魚であった。

魚種別、時期別雌雄別成熟状況は第 2表のとおり。

- 4ー



第 2 表 魚種別時期別雌雄別成熟状況

Fでh 7 8 9 10 

9 
調査
熟度 8 ♀ 調査 熟度 8 ♀ 調査 熟度 8 ♀ 尾数 尾数 尾数 尾数

ヱゾメパノレ
1 1 

5 4 1 
品 8 

18 2-1 7 12 3 不明 3 
1 
不明 4 不明 2 

5 

ア イ ナ メ 2 2 2-1 l 1 2-1  1 1 2-1 1 2 3 2-1 

マコガレイ 1 1 2-1 

カ ワ ハギ 1 1 2-1 
3 

不
2 

明 1 
6 1 2 2 2 -1  

カナガシラ 日 6 2-1  

ソ イ
2 

3 2-1 
不明 1 

1 
不明 1 

ul 

タ ナ コ. 1 
1 

1 1 
不明 連

4 1 
不明 1 

2 1 
不明 1 

I 

クロウシノシタ
不明 2 

2 
不 明 1~ 

12 

ホシ ザメ 9 16 25 2 --1 7 12 19 E 2 10 12 1 3 5 8 1 

ヒ フ メ 3 3 1 

.守 占r イ
不明

2 

l 
3 1 3 3 I 1 2 3 l 

コ チ 1 
不明 1 

コ ノ シ ロ 1 1 1 

ガンギエイ 2 2 1 1 1 2 1 

ウ シエ イ
不明 1主

3 

イシ jj ν4 1 1 



D 魚種月ij 月月Ij湾内容物

妥説明

漁獲された 16種の魚、Kついて胃内容物の持、去をしたところ、各魚種共、甲穀類を食している。甲殻類宅

多く食していたのはホシザメ、で、(ふたほしいしがに)次にエゾメバル乙吋'1長となっている。綜 3表の各月

調査の間内1竿穴明の分化ついては消化したものであった。

第 3表のとおり。

第 3 表 魚、種別、月5j1j、胃内容物

-6-



量重量内
E百
円月u種魚月11月E 

7月-1 0月までに漁獲された 13穫の魚類げついて、月見IJ平均胃内容物の調査を行なったところ各月

1尾当り 14. 5 f}、次にアイナメで 11. 4 {}、エゾメバJレ、ヒラメ、タイとも多かったのがホシザメで、

の11固となっている。

第 19図のとおり。
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6月中の操業回数 25回でヒラメは全漁獲量の自 8%魚種別漁獲量か調査した。訴事、法は三枚網で、

を占めている。第 20図のとおり。

またf庸船による魚種別漁獲量は第 21凶のとおりである。
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町 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

(1) タイヤ魚樵の設置効呆調査は 44生貯の設置主Fーの 9月から魚探反応調査及び漁業試験(一本釣)

によって実施したところ魚種設置言.，'に見られない魚摂反応、も確認され、漁業試験陀よって(4 4年

の 9月、 1 0月、 1 1月まで)漁獲した去は 22. 1 9 5 kgで、その中で、タイが 9.49 0旬、全体

の(4 2 % )次にエゾメバルが 6.0 0 0 fJ、(2 7必)除々に集魚効果があらわれてきた。

(2) 4 5年度において水中テレビによるf貴重調査を実施したととろ魚礁が一組づっ 1-2 mの間隔で

分散しているのが観察された。又一本釣による漁業試験の結果は、 9月-10月に行なったカミ、海

上時化模様が続き調査回数が少なく、 9月 1回、 1 0月 1回で、タイ、エゾメバル、ソイが主で 2

kg程度の漁獲よりなかったc

標本舶による漁猿l土3隻で 6月中匂から 7月上勾まで、三枚網によるi魚、j穫が多くなった。漁獲魚

種は 10種であったが、タイヤ魚礁周辺の総漁獲は約 34 0 ~g で、その内ヒラメが全体の( R5 ap ) 

で、も円とも多く、次にエゾアイナメ、エソ・メパノレ、タナゴ、タイ、ソイで、根魚が主位をしめて

L、る。

(3) 4 6年廃ば7jj-10月まで、各月上告〕、下旬と 2同づっ三枚網tてよる魚礁周辺の漁業試験を行

なったところ調査期間中約 83 kgの漁獲があった。 16種の魚類の内、多く漁獲されたのはホシザ

メ 54 kg ( 6 5 % )次にエゾメパノレで 12 kg、(1 4 % )エゾアイナメ、タナゴ、ヒラメ、タイ、

ソイ、カワハギの11頁で根付魚しが主位ケ占めた。

標本船 2隻で 6月中匂-7月上匂空で、 2呂田操業し(1隻、三枚網 20反使用)約 40 0 kgの漁

獲をあげている。その内ヒラメが 35 0 kgで、全体の(8 8 % )ケ占めた。

(4) 4 7年度の効果関査は、 6月上匂から魚群探知機による集魚、調査及び三枚網による漁業試験を行

なった。 9月 14日までにタイヤ魚、樵からの漁猿は 67 kgで、もっとも多いのはホシザメで、全体

の(5 8. 4係)を占め、次Kエゾメバル(17.9%)、ヒラメ(1 4.9 % )、ソイ(4労〉、アイ

ナメ(2. 2 % )、タナプ(1. 3労)、マダイ(1. 2係〉のj震で、このタiクロウシノシ夕、ガンギエ

イ与も漁獲されてL、るが、年ごとにキ討す魚が多く潟、挺されてきている。 6月上句に調査した三枚網

に大ヒラメ 1尾(全長 88cm) (体重 7.500kg)1雌で、成熟生殖腺重量は 6日 59あった。同期

から標本船Uてよるタイヤ魚礁周辺で三枚網漁、業が行われており、その漁獲も 6隻でヒラメ約 40 0 

kgの漁獲をあげた。

魚礁周辺に集魚されるヒラメは ι月上匂から 7月上旬陀多く見られることからヒラメについては

産卵前期の移動期にあたりタイヤ魚徐周辺に集魚されるものと考一えられた。年々時期的Uてヒラメ、

カレイ類の漁場として使局されてきており魚礁としての役割を果してきている。

2. 今後の課題

1. タイヤ魚礁上には甲殻類が蛸集されていることから今後の調査は三枚調の細目または寵漁業によ

って魚礁Uて集角、する小角、及び甲殻類を漁獲して調査な行うことが必要と考えられる。
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2 十三沖大型魚礁効果調査

I 調査目的

E 

昭和 38年、初めて青森県に設置された十三沖大型魚礁について、その設置状況・利用状況を調査し、

今後の事業施行に資する。

調 査， 内 合円与唱

1. 調査期間 昭和 46年 4月から

昭和 47年 3月まで

2 調査場所 北津軽郡小泊村下前

市浦村脇元・十三

3. 調 査 員 調査課長山形 実

技 師沢田 兼造

技 師小田切譲二

4. 調査項目

(1) 魚礁設置状況

(2) 下前地区小型一本釣船の操業状況

(3) 脇元地区小型底刺網漁船の操業状況

5. 調査方法

(1 ) 魚礁設置状況

漁業者からの関取りおよび現場での魚礁・位置の確認により調べた。

(2) 下前地区小?型一本釣漁船の操業状況

漁業者からの間取りおよびlis和 43年から 4 6年までに下前漁協帳簿に記載された関係漁船の毎

日の水揚高に主り調べた。

13) 脇元地区小型底刺網漁船の操業状況

漁業者からの間取りおよび附和 45・46年に脇元漁協帳簿に記載された関係漁船の毎日の水揚

高により調べた。

E 調査結果

1 魚礁設置状況

魚様の位置はj事 1図のとおりで、天然礁の明神根と唐川根との間K図のように長径 2.00 0 m、短

径 1.60 0 mほどの楕円内K散在し、比較的、数のまとまった数群に分かれている。その中の一群は

特にプロックが集中的に投入されたので、海底から 3mほど盛上がり、小高い礁をなしている。この

濃密なプロックの分布範囲は径 70 mほどである。

魚礁の分布水深は 38_45mで、 40m等深線の轡曲からもわかるとおり、やL窪んだところで、

底質は礁混りの砂である。明神根と唐川根はともに海底から 2mほど突出しており、明神根は小さい

いが荒L、。

2 下前地区小型一本釣漁船の操業状況

下前地区て吠型魚礁を刺用する漁船は 1トン未満の小型動力漁船 30隻ほどでL利用時期は閑漁

期に当る 1月から 6月まで人イカ漁に従事しない少数は 7月まで利用する。釣獲魚種はクロソイが

殆んどで、ほかにアイナメ・エゾメバルなどである。

十三沖大型魚礁は設置後 3年間、下前地区漁業者に利用されることは全くなかった。しかし、満 3

年経過後の昭和 42年、角田鍋助氏が初めて大型魚礁においてクロソイの大漁をしてから毎年利用す

るようになっナこ。従来は少数漁船が唐川根や明神根でソイ釣りをしていたが、角田氏の実績を見て、

他の漁業者も昭和 44年から利用するようになった。
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第 1図 十三沖大型魚礁設置位置
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第 1務ま角田氏を含めた 6名の昭和46年 1月から 6月までの毎日の操業状況を月ごとに要約した

もので、 6名のうち 5名が多かれ少なかれ大型魚礁を利用している。一方、出漁日数・大型魚礁利用

日数・漁獲金額などにかなり格差のあることもわかる。漁船番号 1は角田氏で特異である。同氏は出

漁 6 7日のうち 53日(8 0 %)大裂魚礁を矛!聞い漁獲の 70%が大型魚礁でのソイである。大型

魚礁ではソイのほかにアイナメ・エゾメバルなども釣れるので、同氏が大型魚礁で漁獲する割合はも

っと高いものとなる。同氏の大型魚礁でのソイだけの 1日あたり漁獲金額は 7，5 0 0円である。ソイ

は魚礁の真上ないしはごく近くでなければよく釣れないので、山立てが正確でなければならないとい

う。ソイの盛漁期は 5・6月である。
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第 1表 十三沖大型魚礁利用状況(下前地区一本釣漁船操業状況)

漁 船 4 6年 1月

2日 ヒラメ
4日 ソイ

1 
4.5乎円
23.4千円

0日マ ス
14日ヤリイカ

2 ヒラメ

80.5千円

0臼マ ス

10日ヒラメ
3 

36.1千円

4 

0日
2日マ ス

5 

1 1. 2千円

o日マ ス
3日夕 コ

6 

6.2千円

2日
33日

計
4.5千円

1 57.4千円

単位当り 2目2千円
漁獲金額

注

単位当り

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 言十

漁獲金額

8日
イ 3日ソイ

10日ソ イ 15日ソ イ 1 5臼ソ イ 53日
12日ソ 3日 1 4日ヤリイカ 19日ヤリイカ 1 5日ヤリイカ 67日. 
39.5'1'円 22.0乎円 68.2キ円 1 22.4乎円 10.7千円 397.2千円 7.5千円
61.6千円 23.3千円 109.4千円 1 89.5千円 33.5千円 564.4千円 8.4千円

。日マ ス 0日マ ス 5日ヤリイカ 9日ヤリイカ 14日
10日ヒラメ 4日ヤリイカ 1 5日ソ イ 1 3日ソ イ 56臼
ソ イ ヒラメ

8.9千円 10.7千円 19.6乎円 1.4千円

49.4千円 14.2乎円 83.7千円 33.5千阿 261.4千円 4.7千円

0日マ ス 。日
13日ソ イ 23日
ヤリイカ

36.5千円 72.6千円 3.2千円

0日マ ス 。日メノ-vレ 2日ソイ 6日ソ イ
8日

4日 1日 4日メバル 6日 15日

6.6千円 15.9千円 22.5千円 2.8千円

8.3千円 19.5千円 8.8千円 15.9千円 35.7千円 2.4千阿

0日マス
02 日日;.パ，・レ

2日ヤリイカ 4日ソイ 6日
9日アワビ 5日ソイ 7日ヤリイカ 25日

2.4千円 12.9千円 15.3千円 2.5千円

33.5千円 19.5千円 11.3千円 17.8乎円 93.2千円 3.7千円

0日マ 1日 ヤリイカ 7日ソイ 3日ソ 1 1日
ス イ

9日 8日 9日ヤリイカ 3日 32臼

0.9千円 15.5千円 8.4千円 24.8千円 2.3千円

25.4千円 14.6千円 1 9.9千円 8.4平河 74.5千円 2:3千円

8日 3白 15日 37日 27日 92日
57日 6日 35日 56日 31日 218日

39.5千円 22.0千円 78.1千円 1 75.6千円 159.7千円 479.4千円 5.2千円
214.7千円 45.4千円 1 58.3千阿 326.9千円 199.1千円 1.101.8千円 5.1千円

4.9千円 7.3千円 5.2千円 4.7千円 5.9千円 5.2千円
3.8千円 7.6千円 4.5千円 5.8千円 6.4千円 5.1キ円

2日
4日

大型魚礁利用日数
出漁日数

魚種名は多獲魚種

4. 5刊 ←一一一一一大型魚礁でのソイの漁獲金額
2 3.4千円 ←一一一一一総漁獲金額
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工員 日 4 3年 4 4年 4 5年 4 6年

魚礁を利用しに月| 3-6月 1-7月 1-7月| 1-6月

t世 漁 し fこ 月| 3-6月 1 --7月 1 - 1 0月| 1-6月

数|魚 礁 利 用 日 4 5日 3 7日 4 4日 5 4日

出漁日数! 日日 4ちH i 67H | 67u i 
ソ イ 漁獲量 (金額〉 |10トン ( 141千円) I 0.8トン (山千円) ! 1.2トン ( 173 r一円) i 20卜ン ( 397刊

総 i魚 集 量 (金額) 11 3トン(18雪刊) I 0.9トン (川千円) i 1.8トン ( 291刊の!2.6卜γ ( 546吋

180)ソイ漁獲量 (凶岬余繍額) I 2…2μ山…4;';山ιω9， 3 山 2 0.3仰 3， 9叩削…0ω0

1 日の漁獲量(金婚)I 2 6 1同 3，630司Yτ6k.y 4，030円: :2 7. 5叫川町円 39.2同 8，420円

第 2表i工角田氏のiiB治14 3任ーから 46 fF.までの毎日の漁業状況を謂ベて要約したもので、ソイ漁獲

量は年ごと K増加していることがわかるっこれは来注するンイ資苦手の交到:てよることではあろう

が、角田氏の大型魚慌に対寸る，色凡売り増加!こもよ乙しのと巴、われる。

第 2表 十1三frjl大型魚礁利用状況(下前地区茶一本fr)"J漁船操業状況)

上表の長一本釣:魚拾の 1日当りソイ最高漁獲は 13 5同 2.l， 3 0 0円である。

第己司は下}前海、乃のンイ時年漁獲量を表わした

もので、多人訟で:ぺ IÍfiJ~魚慌を利用してからいちじ

るしく守主呈カ寸奇よl口してL、る。

3. f!ふ』了2区小型安中J桐{.:};，Bf';の操業状況

三 Þj~~ で二〈民ム;'，1\'空を利用する漁船は 2 隻で、

!自Cfi11 '"年三から内川し姶めた。 J魚、兵i主底刺間で、

たつは九六主fπ訴を漁場とし、宮間はシオム γ

(出~~ヲ) ")コzミ害を珪けるため、 1 B免限りとして

し、ヲ c

第 :3-;/心土こ豆の、日和 4~・ .1 6年の大型魚礁利用

状況4了二とでしたもので、利用時期・投:業日数・漁

獲令額・ 1日の J色沼金煩などがわかる。 A!iYr;は昭

和 4 ;)~F て二百の号:んいてf千三台、しプこc

人~~~

'¥uJ/ 

」一一」一一ー 一一ーム一一一
:J ~ :1日 :¥7 18 39 .JO 41 42 4:1 ，)4 45 46 
年ミ

下前漁協のソイ漁獲量

古
川
庄
町
村
人

F

つ一一二【

注

つ釦

漁
銭
円
足
(
ト
ン
)

日三 f中大型f，\~利用

(京~~j1.!亙第 3表

ハUQd
 
oo 
一hJj

 
Hr 
-つ臼

ハ
けに

J
I
J
 

ハ
リη4
 

nhu 

-
i
 

T呆業8
総 (~T~?_1i金箱

1日の(l¥1孟金額

3日

24. 9千円

8， 310ドj
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A船 4.2 ~トン:1 5馬力 4人乗

B鉛 217トン 11 tt;，力 2人乗
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第 4表 女型魚礁外での底刺網操業結果

漁 船刺網反数 主五 操業場所 3 月 4 月 5 月 6 月 計

8日 3日 1 1日

脇元 8 船 1 5反 4 5!If. 脇元地先 31.9平岡 8.3千円 40.2平岡

青

反

操

操

1 

3，980円 2.770円 3，650円

4日 4臼 8日

鵬 丸 1 5反 4 6 車力沖 3.5千円 4.5平岡 8.0千円

880円 1，135円 1，01 0円

注 8船 2.17トン 11馬力 2人乗 8日 モ一一一操業回数

3 1. 9千円 ←一一一総漁獲金額

青鵬丸(試験船)1 9. 9 4トン 3，9 8 0円←一一ー 1日の漁獲金額

第 4表は大型魚礁外での底刺網操業結果であるカ元第3表の大型魚礁での操業結果と比べると、漁

獲成績がかなり劣っていることがわかる。車力沖操業場所は大型魚礁設置場所とほ r同水深の数か所

である。

第 5表 底刺網目魚船の操業場所別漁獲金額組成

項 目 脇 7c A 船 脇 7c 8 船 脇 7c 8 船 背 鰻 丸

数 4 0反 1 5反 1 5反 1 5反

年 4 6年 4 5・46年 45;$. 4 6年

業 場 所 十三沖大型魚礁 十三沖大型魚礁 脇 7c 地 先 車 力 沖

業 日 数 2 2日 3 6 B 1 1日 8日

日 の漁獲量 135ιg 4 4ιg 2 4ιg 1 1ιg 

1 日の漁獲金額 15. 640円 6，040円 3，650円 1， 010円

1位 マコガレイ 50.0% マコガレイ 30.6% アイナメ 44.4 % ヒラメ 43.1 % 

2 ヒラメ 11.6 ヒラメ 22.4 タナゴ 26.2 ホシザメ 14.8 

3 パパガν4 9.1 ソイ 20.3 ソイ 1 0.5 ソイ 12.3 

4 ムシガレイ 8.6 ムシガレイ 7.6 マス 3.4 マコガレイ 12.0 

5 ゾイ 6.4 パパガレイ 7.4 アエイソナ寸メY 3.1 アイナメ 5.8 

6 雑ガレイ 6.2 アイナメ 4.8 ポラ 3.0 ムシガレイ 4.5 

7 アイナメ 3.0 雑ガレイ 3.9 マコガレイ 2.4 カナガシラ 3.3 

8 アンコウ 1.9 エソメバル 1.2 パパガν4 1.5 雑ガレイ 2.7 

9 カナガシラ 1.5 タイ 1.2 ウグイ 1.5 ガンギエイ 0.9 

1 0 タヨ 0.8 マヌ、 0.4 ヒラメ 1.0 アンコウ 0.6 

1 1 ホγザメ 0.2 す1すすiツラ 0.2 エソヲパJレ 0.7 

1 2 その他 0.7 アメマス 0.7 

1 3 ムシガレイ 0.6 

1 4 雑ガレイ 0.5 

1 5 タイ 0.5 

注 雑ガ νイは小型各種カレイ

-13-



1魚

底

第 5表は底刺網漁船の操業場所別漁獲金額組成を示したもので、大型魚礁ではマコガレイ・ヒラメ

・ソイ・パパガレイ・ムシガレイが多獲され、脇元地先ではアイナメ・タナゴ・ソイが多獲されるほ

か、淡水系のポラ・ウグイ・アメマスも混獲され、車力沖では総漁獲金額がいちじるしく少ないが、

相対的にヒラメ・ホシザメ・ソイ・マゴガレイの比率が多くなっている。

大型魚礁で操業する A・8両船のうち、 8船のソイ漁獲比率が多いのは、 8船がA船よりも大型魚

礁の近くへ投網するためである。

魚礁にはマホヤ・カキが付着しており、刺網にか与ってくるとL、う。

第 6表と第7表はそれぞれA・8両船の年間操業状況を示したものである。年間総漁獲金額に対す

る大型魚礁での漁獲金額の比率はA船が 7%、 8船が9%である。両船ともスルメイカに大きく依存

しており、 8船はメバノレにもかなり依存している。商船とも大型魚樵を利用するのは生産性の高いメ

バル刺網やスルメイカ釣りが始まる前の 3・4・5月であることがわかる。 11月から 2月までは北

西の季節風が強く、一方、脇元漁港はよく整備されてなし出漁困難であるので休得、する。

第6表 脇元A船の年間操業状況(昭和 46年)

業 名 月 出得、日数 漁獲金額
1 日当り I1人1日当

イ庸 考
漁獲金額り漁獲金額

日 平円 千同 千円

車リ 網 3・4・5 22 344.1 15. 6 3. 9 魚礁利用40反

メバル車Ij網 6 24 1. 754. 3 73. 2 18.4 

スルメイカ釣 7・8・9・10 37 2. 684. 3 72.6 18.2 

計 83 4.782.7 57. 6 14. 4 
伍間 1人当り
1. 195. 7乎円

注 A船 4.2 5トン 3 5馬力 4人乗組

第 7表 脇元 8船の年間操業状況(昭和 46年)

漁 業 名 月 出漁臼数 漁獲金額
1 日当り 1人 1日当 備 考
漁獲金額 り漁獲金額

日 千円 平内 'f円

底 束。 網 3・4・5 18 86.4 4. 8 2. 4 魚礁利用15反

スルメイカ的 6・7・8・9 33 815.6 24. 7 12.4 

マ グ ロ 釣 7 1 20. 9 20. 9 10. 9 

フクラグ釣 9・10 8 21. 1 2.6 1.3 

計 55 944. 0 17. 2 8.6 
年間 1人当り
471. 0千円

注 8船 2. 1 7トン 1 1馬力 2人乗組

一14-



第8表は操業形態は似ているが、漁船規模や乗組員数の異なるA・8両船の年間出漁回数や漁獲金

額ル比較したもので、すべての項目において規模の大きいA船がすぐれており、労働の生産性向上の

ためには漁船性能・設備・漁具等生産手段の強化が重要な要素となることがわかる。

第 8表 脇元A ・8両船各項目比較

項 日 A 船 8 

出 漁、 日 数 1 0 0 6 6 

総漁獲金額 100 2 0 

1日1隻の漁獲金額 1 0 0 3 0 

1日1人の漁獲金額 100 6 0 

年間 1人の漁獲金額 1 0 0 3 9 

注 A船4.25トン 35馬力4人乗り

8船 2.17トン 11馬力 2人乗り

A船を 100とした場合の8船の比率

昭和46年脇元漁協帳簿による

百 調査の成果および今後の課題

1.調査の成果

船

十三沖大型魚礁の位置・分布状況・天然礁等自然環境、下前地区小型一本釣漁船および脇元地区小

型底車IJ網漁船による利用状況が明らかになった。大型魚礁はスノレメイカ釣りやメバノレ刺網などの生産

性の高い漁業の耐魚期K小型漁船Kよってそれ相応に利用されている。

2. 今後の課題

十三沖大型魚礁の主対象魚であるソイをはじめ、マコガレイ・ヒラメなどの生態がまだよくわかっ

ていないので、漁船の利用状況調査とあわせて、主対象魚の生態を調査し、魚類が大型魚礁へ集まる

機構を明らかにする必要がある。
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3 大型魚礁設置効果調査

既設10地区の利用状況調査

I調査目的

昭和 38年度から 45年度までに、沿岸各地主亡設置された 10地区の大型魚礁につき、その効果を利

用状況から調査し、今後の事業施行に資する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和 46年 5月から昭和 47年 3月まで

2 調査地区 西津軽郡深浦町・北津軽郡市浦村十三・小泊村・東津軽郡三厩村・平館村・下北郡風

間浦村下風呂・東通村岩屋・白糠・三沢市細谷・三戸郡階上村

3 調査員 調査課長 山形 実

技師 沢田兼造

技師 団村真通

技師 小田切譲一

4 調査項目 標本船による大型魚礁利用状況調査

5 調査方法 各地ごとに 10隻ずつ標本船を選定し、毎日の操業状況・大型魚礁利用状況をしらべ

た。

国調査結果

昭和 38年度から 45年度までの大型魚礁設置位置は第 1図のとおりで、標本船の調査表回答状況は

第 1表のと、おりである。

第 1図 大型魚礁設置位置
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標本船は各地区とも小型動力漁船で、 1人乗りが多く、細谷沖に出漁する八戸根拠の底刺網を除けば、

釣漁業により大型魚礁を利用している。

第 1表標本船の調査表回答状況

地 区
36年 37年

言十5月 6月 7月 8月! 9月 10月 u月 12月 1月 2月 3月

深 浦 5 5 3 13 

十

泊 7 6 1 1 2 4 3 1 25 

厩 。。。。。。。
平 館 4 5 4 1 2 16 

下風呂 10 。。。。。。。。 10 

岩 屋 9 。。。。。。 6 8 23 

白 糠

細 谷 3 1 。。。。。。。。4 
階 上

計 5 38 15 5 2 4 4 3 7 8 。 91 
一一一一一一一一一一一一一

注、 O印は利用船皆無の旨の回答

各地区標本船の大型魚礁利用状況は第 2表・第 3表のとおりである。回答あった地区について、大型

魚礁利用状況を要約すればつぎのとおりである。

1 深浦

5月から 7月までの間にソイ・メバノレを対象として、 1 3'隻が利用している。 5月に最も多く利用

してL、る。

2 小泊

6・7月および 11・12・1月にソイ・メバノレを対象として、 5 0集jほどが利用している。

夏期には観光漁業の釣場としても利用している。

3 平館

石崎根拠の標本船についてしらべたところ、 6・7・8月Kソイ・アイナメを対象として多く利用

していた。今別町東部と合せて、 60隻ほどが利用している。

4 下風呂

6月にスズキを対象として、 70隻ほどが利用している。 4・5月にも同様に利用している。

5 岩屋

大畑港根拠船 10隻が 2月から 6月までタコ・ソイ・スズキを対象として利用している。

6 細谷

八戸港根拠の底刺網漁船が 6・7月カレイ・ヒラメ・カニを対象として利用している。利用隻数は

4 0隻ほどである。

[V 調査の成果および今後の課題

1 調査の成呆

大型魚礁利用状況調査表の回答あった地区について、小型の釣漁船および底刺網漁船がソイ・スズ

キ・メバル・ヒラメ・カレイ類・アイナメ・タコなどを対象として利用しており、大型魚礁の効果を

認め、操業K好都合な根拠地に近いところへの設置を望んでいる。

2 今後の課題

調査地区を限定して、きめ細やかに調査する必要がある。

- 1 7 -



第 2表標本船の大型魚礁利用状況(普及員送付分)

地 区
4 6年
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

(9. 3日)(41%) (8.8日)(14%) (5.1日)(39%) 

15日
65 % 

16日
25 % 

6日
46 % 

23日 (62%) 63日 (55 %) 13日 (85 %) 
深 浦

18853.. 16乎手円円 46 % 79. 8 '1'同 79-一6 
33. 2平円

1，082目5'1'同 126. 5乎円 26 % 

9， 150円 5隻
7.980円

9.060円 5隻
17.160円

6.520円 3隻
9. 720円

。2日)(7 %) (15.0日)(17%) ( 0日)(0 %) ( 0 B ) ( O)lの
33日
32 % 

19日
22 % ....Q.J;L 。% 4且 0%  

102日 (22幼 88日 (79 %) 
6日 8日 ー

f白 69. 2平円 109‘1乎円 % O. 0乎同
0%  

O. 0乎円

019隻: I 
837. 0平内 8%  1，763・9手同6 20. 0手同 287. 0平円

2.640円 7隻 5.730円 6隻
3.340円 1隻2. 730円 20. 000円 35. 800円

(5. 3日)(18 %) (5. 9日)(20%) (8. 3日)(38%) ( 0日)

14日
47 % _lli 31 Jo 11且 50 % 

。日
30日 (38 %) 

29日
(66 %) 22日 (75 %) 0日

平 長官 14. 0乎月 17 % 一 41. 8手円 58 J子d 18.9平内 41 % 
82. 1千円 7'2. 4平内 46. 6千円

2. 640円 4隻 7，080円 2.280円 4隻 1隻 l

2.730円 2. 500円 5隻 2. 120円

(57.0日)(59%) 

94日
98 % 

96日 (61 %) 
下風呂 325.2乎円 61 % 。% 。% 。%

531. 3手同

5.710 円 10寄件与
5. 530円

( 13.2日)(19幼

19日
28 % 

宅'"五J 屋 69日
(69幼

(った畑根拠) 162. 7乎問 23)l一6 
701. 9平内 。% 0.% 。%

12. 330円 9隻
10. 160円

(14.9日)(34 %) (8. 1日)(43%} 

23且
52 % 

ロ日
63 % 

高田 谷 44日 (65 %) 19日 (67 %) 

(八戸根拠〕 245.9平内43 % 133. 4千円 53J一6 。% 。%
572. 1千内 253.2千円

16. 460円 3隻
13. 000円

16.460円 1隻
お.310円
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4 7年
1 .0月 1 1月 1 2月 1 月 2 月

( 0日】(0 %) (o.9日) (16幼 (6. 8日) (26 %') (3目 O日】 (38%) 

0日 。% 17日 39 % 
18日

69 % 
4日

50 % 
20日 戸 44日

(41 %】 26日 (38劫
8日 (75幼

0.0千円
。%
105.0千円

21 % 
199.4'f円

40 % 
76.3千円

3.8% 
316.0 'f円 493.0乎何 502.0千円 2~: 6千円

一 2隻 6， 170円
4隻
11， 100円

3隻
25. 450 EI 

1隻
15， 800円 11， 200円 19， 300円 25， 200円

(1. 0日)( 14 96) 

1日 14%
7日 (100幼
3. 9千円
22.9千円 17 % 

3，920円
2隻3， 270円

。% 。% 0'% 0%  0%  

(0.0日) (0 %) (19. 1日〕 (30幼

。日 。% 3主且 36 % 
15日

一
64日 (83 %) 

0.0平岡
0%  

230.8千円
46 % 

。% 。‘% 。% 84.6千円 505. 2乎円

一 6隻
12. 090円

8隻
5， 580円 7，890円

。% 0%  。% 。% 。%

凡例
魚礁正味刺用日数一一争(57，0白) ( 5 9%) ~一一日数的にみた月間正味魚礁利用率
魚礁利用日数 4生且 98% モ一一日数的にみた月間魚礁刑用率
総出漁日数 96日
魚礁での総漁獲金額一..，...325.2千円 (61%)唾一一魚礁利用日の平均魚礁利用率
総漁獲金額 531，3乎同

魚礁での単位漁獲金額--;;.5，7 1 0円
61%恒一一金額的にみた魚礁利用率

単位漁獲金額 5.530円 10隻モ一一回答した標本船隻数
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第 3表標本船の大型魚礁利用状況(普及員送付分)

各船の魚礁利用日数・出漁日数・魚礁での漁獲率

地 区漁業種類
4 6年

5 月 6 月 7 月 8月

3日/5日22% 5日//14日15% 4日/7日 35% 

3 /5 59ソ 4 4 /12 10メノミJレ 1 /2 日メノ勺レ

深 浦 釣 3 /5 27 4 //12 6 1 /4 2ゾイ

4 /5 77メバル 2 /14 5ソイ

2 /3 2R 1 /11 2 

1/15 0 U/23 11 3/18 2 0/19 0 。日1/6日0%

1/17 4 8/l! 19 1// 5 3 ソイ ソイ

泊 釣、観光 7//18 6 ソイ 0/11 0 メルレ

。V120 メバル 0/12 0 イカ

2// 5 9 15/23 57 

5/9 36 アイナメ 2/423 ソ イ 0/ 3 0 

0/6 0 ソ イ 0/1 0 アイナイ 0/ 0 0 

平 館 釣 0/6 0 。/3 0 タ イ 3/3 10 

(石崎根拠〕 9/9 23 タ イ 3/9 15 8/16 50 

4/12 96 ソイ・タイ

lQ/10 66 3/ 3 64 

ヰ/5 44 19/19 59 

下風呂 釣
ら/659 9/  9 68 

今/461 16/16 59 

13パ361 11/11 64 
スズヰ

7/13 49 0/3 。

たこ樽流し
。/2 0 2/9 15 

6/14 26 0/4 。
司ι4三4 屋 釣

2/  9 21 0/3 。
(大畑根拠〕

2/12 6 タコ

ソイ・スえキ

11/17 56 カレイ /日同~
刺網

8/12 41 ヒラメ ヒラメ
高田 谷

4/15 21 カニ
(八戸根拠)

魚礁利用回数一一予3日/イ5日 22%  魚礁での漁礁金額の月総漁獲金額に対する割合

出漁日数~
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4 '1年
9 月 1 0月 1 1月 1 2月 1 月 2 月

。/8 0イカ I0日/9日0% 3日/11 7.メノ秘 3日/5日12% 4日/8日38% 

o /11 0メ均レ 。/16 0ソイ 3 /9 11 メ...vレ

イカ 6 /6  56ヒラメ 6 /6 73 イカ

8 /11 18 メノξノレ

ヒラメ

0/0 。 I 1/4 49 ヒラメ
0/3 0 

0/3 0 0/4 0 11/11 0/6 

0/2 0 5/10 3/9 

。/10 ~ス 。/100/9 

0/40 今/8タコ

。/10 0/1ソイ
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4沿岸資源、分布調査

I調査目的

津軽海峡における冬季の底魚を刺網漁業によって調査し、その資源状態を把握し治岸漁業の発展に寄

与する。

なお、この調査は、栽培漁業事前調査も兼ねる。

E 調査内容

1.調査期間 4 7年 1月-3月 15日

2. 調査場所 津軽海峡の尻矢沖~佐井沖まで(別紙第 1圏のとおり)。

3. 調査員及び調査船

(1)調査員技師沢田兼造

(2) 調

4. 調査項目

( 1) 様境調査

A 表 層底層水温

B 底質

(2) A 種類と分布状況

B 魚体調査 (全長、体重、胃内容物、生殖線)

5 調査方法

津軽海峡資源分布調査漁揚図(第 1図)にもとづき、底刺網 20反(三尚司 2寸 8分目 25 K切り)

一放しにして行なった。

調査課長 山形 実

技 師 田村真通

技 師 小田切譲一

査 知 試験船 青 鵬 京L ( 1 9. 9 4トン 17 0 P S ) 

E調査結果

1.環境調査

(1 ) 調査点は別図 1- 1 4 6点とし 1点の桝目を 2.0 0 0 mにした(第 1函のとおり)。

(2) 表層、底層水温

操業日ごとに表層、底層の漁場水温を観測したところ刻版第 l表のとおりである。

(3) 底質調査

操業ごとに、 SK式円筒~採泥器により採泥し魚群探知機により底状を謂査して、平担なところ

。L
n
4
 



を漁場にした(第 1表のとおり)。

2. 生物調査

(1 )各調査点の調査は 47年 1月~同年 3月末までにしたが、時期的に季節風による時化が多く、し

たがって出漁日数も少なく調査期間中 9回より操業できなかった。操業場所は第 1図に示すとおり

大畑港を根拠として前沖を 5回操業した。操業海区ごとに漁獲された魚種別漁獲量を比較すると、

海区 67、 7 1、 52、 6 5ではアブラツノザメ 93 4 kgでもっとも多く、次にアンコウ 65旬、

パパガレイ 12. 5旬、ムシガレイ 6kgのj顕であった。

海区月IJvc魚J種別漁獲量を比較すると 47年 1月 20日-2月 9日までは、大畑前沖で、アブラツ

ノザメの漁獲が最も多く、 2月 12日-3月 15日までの奥戸前沖はカレイ類が多く、その中で、

パパガレイが主位を示している。

-2 3-
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第 1表

調査 調査

点 月日

S47年
1. 20 

67 

1. 21 
1. 24 

71 
1. 30 

2. 4 
52 
2. 5 

2. 7 

65 
2. 9 

2. 10 
132 
2. 12 

2. 16 

126 
2. 18 

18 3. 6 

12 3. 7 

3. 9 

138 
3. 11 

3. 13 
127 
3. 15 

水深 底質

80 SM  

85 S 

73 S 

85 R 

100 S 

70 S 

41 

S 
37 

113 

S 
100 

100 R 

表層
水温

底層
ヒラメ アガレイ

表 7. 8 2尾 尾

底 7. 7 0.3 K K 

表 7. 0 

底 7. 0 

表 9. 3 

!主主 8. 9 

表 9. 7 1 1 

底 8. 5 O. 3 O. 1 

表 9. 7 6 13 

底 9. 6 3. 5 2.0 

表 8. 4 3 2 

底 8. 3 1. 2 O. 3 

表 8. 3 1 

fi主 8. 3 O. 2 

表 8.7 1 

底 8. 6 0.8 

表 8. 5 

底 8.4 

言十
13尾 U尾
6.1 K 2.6 K 

比率% 0.4% 0.2 

津軽海峡泊岸資源分布調査 結果表

主 な 漁[ 獲

'7 ::1 
ノ、、、、ノ、， ム シ アブラ

アイナメ イ そ 他
ガガイ ガレイ ガレイ ツノザごメ

アンコウ ゾ の

尾 尾 30尾 20尾 原4 2尾 3尾
サパo1 K 

K K 2.0 K 135 K K 1.0K  1.0K  

7 60 6 
タコ 14.5 K 

12. 5 97 57. 5 

2 1 

O. 5 2. 0 

1 7 1 300 1 3 カスベ 8.9K、ウスメバル 0.2K

O. 3 3. O 3. 5 700 7. 5 0.7 サクラマス1.9 K 

7 207 10 5 サメガレイ 0.1K カスベ 12K
トラザメ 0.1K、ガンギエイ 7.0K

5. 0 90 5. 0 33 ホシザメ 6.0K、ノコギリザメ 9.0K

2 15 4 タコ 2.2K、スナガレイ 0.2K

0.2 5. 0 6.0 ノコサよメ 7.0K 

4 5 1 2 スナガレイ 0.1K、クサウオ(ゴコ)2 
1.2K 

O. 3 5. 5 O. 8 2. 0 マホヤ 8コ、ムラサキウニ 30コ、

15 100 14 13 8 サクフマス 14 K、カスベ 3.0K
ガンギエイ 2.0K、ノコギリザメ oOK

0.2 35 4.0 46 1. 8 カナガ、ンラ 0.2K

15 2 3 2 

5. 0 2. 0 O. 5 O. 3 
ノコギリザメ 3.0K、カスベ0.3K 

29尾 356尾 57尾 385尾 27尾 17尾 7尾 9 0尾(計同

8.2 K 156.6 K 15.0 K 940 K 146 K 4.8 K 3.3 K 1 7 3 K 計1.455. 6 K 

0.6 10. 8 1.0 64. 6 10. 0 O. 3 0.2 1. 1. 9 100 % 



3. 魚体調査

本調査の主要魚種であるヒラメ、マガレイ、マコガレイ、パパガレイの全長、体重、生殖腺、胃内

容物の多項目調査を実施したととろ次のとおりであった。

(1) ヒラメ

魚種ヒラメ

漁獲月日 全

47年 2.12

H 

， 

，1 

(2) マガレイ

魚類マガレイ

漁獲月日 全

47年 2.1.2 

， 

a 

， 

， 

， 

3. 7 

11 

長

cm 
49 5 

48. 2 

46.0 

46.7 

長

cm 
26.0 

24. 4 

27. 3 

24. 5 

24.3 

24.4 

25.2 

20.3 

体 重
性別

♀ 8 

1.50K0 9 。
1.主00 。
0.950 。
O. 950 。

体 重
性別

ー

8 
k'J 
0.203 。
O. 150 。
0.200 。
O. 174 。
0.150 。
O. 147 。
O. 160 。
0.050 。

生殖腺

重量

9 
0.7 

8.0 

6.0 

7. 3 
」幽圃圃嗣

生殖腺

重量

s 
4.7 

2.7 

8. 0 

2.0 

O. 1 

3. 5 

11. 5 

1. 8 

胃内容

重量種類
g 。
。
。
。

(第2表)

成熟度

未成魚

， 

， 

H 

ヒラメの

多項目調査

は漁獲が少

なかったた

め、 1回よ

り調査出来

なかった

(第 2表の

とおり)。

(第 3表) 第 3表に

胃

重量
9 
0.5 

O. 7 

O. 7 

0.3 

0.6 

....，・・・・園開園司-・・，
内
廿内そ，

成熟度
種 類

ロウカク類 成熟

カニ多毛類 ， 

多毛類 • 
クモヒトデ ， 

コウカク類 成熟l
t元b 古同宅島

半 熟|

示したとお

りで、漁獲

が少なかっ

たため、多

項目調査は

Z回より出

来なかった。

2月 12日

に漁獲され

たマガレイ

6尾の内 4

尾は雌、 2

尾は土佐であ

った。いず

れも成熟で、 3月 7日に調査した 2尾の内 1尾は雌で完熟、雄半熟であった。

(3) マコガレイ

魚種マコガレイ

漁 日 全 長 体 重
性別 生殖腺

♀ S 重量
cm kg g 

47年 2.12 38.7 O. 900 。 170 

H 36. 9 0.650 。 100 

H 36.6 0.620 。 108 

11 35.8 0.700 。 100 

H 30， 0 O. 755 。 3. 5 
， 30.2 O. 780 。 41 

' 34. 4 O. 600 80 

3. 7 30. 6 0， 300 。 73 

あった。 3月 7日調査した雌 1尾は完熟で放卵中であった。

- 2 7ー

胃内容

重量種類
g 

(第 4表) 第 4表に

成熟度

成 熟

' 
， 
， 

成 熟

H 

フ，さじョ 熟

示したとお

りで、 2回

多項目調査

した中で、

2月12日の

調査で雌 4

尾、 土佐 2尾

であった。

雌雄共に胃

内容物はな

く成熟から

完熟状態で



(4) パパガレイ

魚種パパガレイ (第 5表)

漁獲月 HI全長
性別 生殖腺 宵内容

体重 成熟度 備 主号

~ I o 数量 重量種類

47年 2.12 
C抗
041K8 9 

3 3 
33. 8 。 2. 5 放卵 放卵後のものは腸管内にヒトデ

11 30. 7 o. 355 に(ノ 4. 0 11 

並vc不消化物が充満して¥，，¥，、る。

" 31. 7 o. 330 。 4. 0 貝類 11 

11 38. 7 o. 700 。 50 

11 35. 7 o. 500 。 3.0 ヒトデ 放卵

11 34. 4 o. 510 。 80 完熟 放卵後のものは胃腸内に内容物
t 

11 35. 0 o. 500 。 45 11 
なし。

11 41. 7 o. 800 。 110 m 

11 40. 7 o. 780 。 13 貝類 放卵

11 35. 8 o. 485 。 6. 0 11 11 

3. 7 47. 0 1. 500 。 220 元熟 放卵寸前

11 49. 5 1. 600 。 250 11 ， 

11 46. 5 1. 200 。 210 11 

" 
11 39. 5 O. 700 。 110 /ノ H 

11 39. 0 o. 450 。 。 ヒトデ 放卵

第 5表代示したとおりで、多項目調査は 2回だけであるが、 2月 12日の調査は雌鉱共 10尾で

あったが、共に放卵または放卵寸前のものであった。また、 3月 7日に調査した雌 5尾も完熟(放

卵寸前)と放卵後のものであった。

IV 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

時化のため操業日数が少なく、詞査項目通り満足な調査は出来なかったが、栽培漁業の関連調査で

行なった、マガレイ、マコガレイ、ノミパガレイについては、津経海峡における産卵期のおよその見当

がついた。

2. 今後の課題

この調査は 47年の 1月-3月まで行なったのであるが、時化が多く操業回数も限定されること

から、今後三枚網による謁査を実施するのであれば 3月以降が適期ではなし、かと考えられる。
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n 津軽海峡漁場細密調査

I 調査目的

津軽海峡の水深・底質・海底地形合調査し、人工魚礁設置・増殖対策・漁業操業に資する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和 46年 7月 1白から 8月 31日まで

2. 調査海域 津軽海峡東南部

3. 調査員 調査課長 山形 笑

技師団村真通

4. 調査船 背鵬丸 19. 9 4トン 1 7 0馬力

事}長中川武光ほか 5名

5. 調査項目 水深・底質・海底地形

6 調査方法

調査海域を磁針方位東西南北 1，0 0 0 m桝目に区画し、その分画線上を航走し、魚採により水深・海

底地形を調べ、 :!，Q 0 0 mごとに径 15仰の漏斗型探泥器を用いて底質を係取して調べた。

皿 調査結果

調査海域の水深氏質図は第 1図のとおりである。この水深底質図は縮尺5万分の 1、等深線は水深

1 0 0 mまでは 1(1 mごと、 10 0 m以深は 20mごとに引き、底質は岩盤をだいだい色、穣・粗砂をあ

い色、中砂・細砂セ黄色で色分けして印刷し、関係機関へ配付した。

-29~ 



第 1図 津軽海峡東南部水深底質図

W 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

3給料ほ線司
r史命令"

調査海域の水深・底質・海底地形についての知見が得られた。水深度貰図の関係機関への配付陀よ

り、人工魚礁設置・増殖対策.r魚業操業に役立つ。

2 今後の課題

この海域の調査そもって、県下沿岸全域の調査が完了した。将来もしもっときめ細か陀水深・底質・

海底地形を調査するならば、そのときには、船位決定.1!iiJ深・底貰採取に用いる諸器具は、従来使用

のものより勝れたものを用いるべきである。
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1 日本海スルメイカ漁場調査

I 目的

E 

この調査は.近年のイカ釣漁業着業船の増加に伴う漁場静合bて鑑み.新漁業脅開発して漁業指導を行

うと共I'L.漁況予測l精度向上のための基礎研究を推進し.漁業経営安定の指針を得ることを目的とする。

調査内容

1. 調査期間 昭和4前年5月~同年 10月

2. 調査海域 本県日本海沿岸及び沖合

3. 調査員及び調査船

調査員 技 師 赤羽光秋 技 師 田村真通

主任研究員 斉藤重男 技 師 沢 回兼造

技師補 松井謙介 技 師 小田切譲ー

調査船 管鵬丸(19.94トン. 17 OPS、中川船昆以下 5人乗組)

東奥丸(38.35トン. 120 PS、高井船長以下 10人乗組)

瑞鴎丸(40.8 1トン. 16 OPS .橋本船長以下 10人乗組)

4. 調査項目

( 1) 日本海沿岸の幼イカ調査

A 定置網の漁獲量調査

B 生物測定

C 標識放旅

(2) 沿岸漁場調査

A 漁場観測

B 漁獲試験

C 生物損11定

D 標識放流

(3) 沖合漁場調査

(2)A-Dと同じ内

5 調査方法

(1) 日本海沿岸の幼イカ調査

大戸瀬埼以南、秋田・青森県境以北の海域において、 9カ所の定置網を対象K5月 3日から 6月

3日までの期間中、毎日の入網量、生物測定(パンチング 7回 520尾中、多項目測定6回 257

尾)、標識放流(4回、 309尾)の調査をおこなった令定置網の入網量調査は、各定置網の直接

関係者陀毎日の凡その入網量の記録を依頼し、定期的に回収する方法をとった。生物測定は.一部

現地陀おいて行い、他は本場I'L持帰η狽IJ定を行司た。標識放流は、轟木地区及び岩崎姐互の 2ケ所

を選定し.網起しの際1'L2-3人が乗船して定置網付近海域bておいて生貨を利用し.ホソ乎キス針

及び 15加盟アンカータグピンを使用して行った。

(2) 沿岸漁場調査

漁獲試験は試蜘台育鵬丸では 5月 15日-6月 29日の期間サンパーイカ釣機6台を使用して12

航海行い、東奥丸では 8月 11日-9月 24日の期聞にも自動イカ釣機6台(ハマデ式 2台、ニッ

サン 2台.サンパー 1台、関式 1台)及び手回し釣機 2台を使用して 11航海行い.瑞鴎丸では10

月4日-1.5日の期間自動イカ釣機 5台(ハマデ式 2台.サンパー 2台、ニッサン 1台)及び手回

し釣機 5台を使用して 4航海行 n た。漁獲試験の結果は 27航海延 27 O. 5時間の操業で漁獲尾数

は 61. 2 4 1尾となり、釣機1時間 1台当り漁獲尾数は 31. 9尾であった。漁場観測は 0-200m 
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の各層測温と一般海気象観測を争航海毎ltl.2 7回行った。生物測定はパンチング 19回 1，7 1 9尾‘

多項目測定 19回 95 0尾夫々 行司すこ、

標識放流は 5月 20日-6月 18日の期聞に 3回目 70尾、ガンタグ(ピン長 15棚)を使用し

て行司た。

(3) 沖合漁場調査

6月-9月の期聞に.日本海沖合潮境域漁場の調査を4航海行い、この聞に漁場観測と漁獲試験

を 13回.生物測定 11回.標識放流 3回を夫々実施した。漁獲試験の結果は、延 83.5時間の操

業で 12，4 1 6尾の漁獲を得、釣機 1台 1時間当 η漁獲尾数は 23尾であった令

生物測定はパンチング 11回90 4尾.多項目 10回 500尾行った。標識放流は 3回 163尾

1 5仰アンカータグピンを使用して行った。

E 調査結果

1. 日本海沿岸の幼イカ調査

調査を行なった定置網の位置は第 1図のとおりである、

第 1図昭和 46年度幼イカ調査海域図
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(1)定置網入網量

第 1表 地区別幼イカ入網量

伝ぞ大間越 大間越 黒崎 岩崎 B 岩崎 A 沢 辺 行合埼 轟 木 北~ケ沢
板貝 外 2?"-字

網起とし回数 6日 12 13 15 15 17 11 13 13 

入網量合計
8. 5 kg 445.0 2. 605.0 615.0 713. 0 408.0 298.5 502. 5 116. 5 (5.13~6. 2) 

1日当り平均 1. 4 kg 37. 1 200.4 41. 0 47. 5 24.0 27. 1 38. 7 9. 0 
入

市蒲

網 量

ヨ長J 4月30日 4月20臼 4月20日
初 T焦、 初 漁初 漁

第 1表は昭和46年 5月 13日から 6月 3日までの 22日間における 9地区の定置網による幼イ

カ漁獲量をまとめたものである。

聞きとりの結果によると、初漁はほぼ 4月下匂であるが、最も北に位置する北金ケ沢の定置網だ

けは他より遅く、初漁は 5月中匂に入ってからであった。また終漁は 6月上~中匂であるが、その

頃になると魚体は急速に大型化寸ると共に次第に定置網からは姿を消してゆくようである。幼イカ

の一日当り平均入網量は、1.4 - 2 0 O. 4 kgでかなり巾があるが一見したところ艦作埼以南の海域

に多L、。

各定置網の幼イカ入網量の推移は第2図のとおりで、 5月 14 - 2 0日及び 5月 23 - 2 4日の

時期に集中的に入網している。また 5月 27日以降は全体に少くなって終漁の様相を呈している。
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(2)環境

第 2図 地区別定置網の幼イカ入網量推移
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南

ヰヒ

東

無

入網景に関連して、調査対象海域のほぼ中央部にあたる深浦で測定した定置水温と風向を第 3図

及び第 2表に示した。

第 3図 昭和 46住 4-6月の深浦定置水温の推移
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第 2表 昭和 46年 4- 6月における深浦の匂別・風向月iJ日数

風向¥月・匂 4上 中 下 5上 中 下 6上 中 下

寄 り 3白 5 3 1 7 7 。 2 。
寄 り 3日 3 5 7 。 1 8 。 2 

西 方 前l 2日 2 1 2 1 2 2 4 3 

風 2日 。 1 。 2 1 。 4 

幼イカが漁獲され始める 4月下匂の7.kilif，は 1000 前後であり、終漁となる 6月初めの水温は

1 5 00 前後で、この聞に水温は日増しに上昇し続けるが、 i漁獲初めの時期を境にして昇温の傾き

は大きくなり、特に多獲された 5月中~下匂は直線的な昇温期に当っており、 13 - 1 4.5 00 く

らいである。

一方風向との!菊併を見ると、幼イカが集中的に漁獲された 5月中~下匂は南寄りの臼が 14日間

( 6 7 % )、北寄りの日は健か 1日(5 %)東西方向及び無風の日が夫々 3日間( 1 4 % )で、風

の吹いていた臼!わみにワいて見れば、がJ8割の臼が南寄りの風となっている。

これに対して漁樹刀め及び終漁の頃についてみると夫々北寄りの日が圧倒的に多く、南寄りの風

が吹く日は少ないことが顕著である。

以上のことから、南寄りの風の卓越が水温・地形等の要因と相まって定置への幼イカの乗網を促

進する条件となることが、ほぽ明らかである。
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第 4図 昭和-16住定置網漁獲スルメイカの列慎背長と推定戒畏曲線及び発空七時期
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(3) 群の性状

今回の調査で得られた幼イカの外套背長組成及び機守の材料として関連してむつ湾定賢網に入網

したスルメイカの外套背長和成を第 4図に示した。図中の失々の外套背長モードには冬生まれ群の

成長曲線(北水研桝NZ1+e(OJ1-0769t) をあてはめて群相互聞の関連を示した。

今回の調査で得られた幼イカ群はほぼ 3群に介けられ、発生時期は 12 月上初~1 月下句と推定

きれ、 5月Uて乗網した幼イカば生後約 4ヶ月経過したものと恩われる。これらは成長するとむつ湾

定置網の若手め一部十てつながったり、宮た釣イカ群にもつながってゆく。またむつ湾で 7-9月に漁

獲されるモート 14~ 1 8仰の群は、西海岸定芦ー網の群より 1~ 3ヶ月遅れて発体した別の群であ

ると考えられる。

(4) 標識放流

幼イカの標識放流は初の試みとして行った再掠報告は全く得られず、成果は得られなかった。放

流の実施状況は第 3表のとおりで、カモメの食害や衰弱等により 2割程度は死亡している。

第 3表 幼イカ標識放流実施表

放 流 尾 数

月 日 放流場所
ホッチキ

外套背長 i庸 考
1 5 mm 

ヌよ 針 タク'ピン
言十 (cm ) 

5. 3 轟木 W3 km 9 0 。 9 0 9 - 1 5 
カモメ食害にあったため、有

Mo.l 0 効尾数 70 

5 1 3 同 上 1 5 1 5 3 0 6 - 1 0 有効尾数
Mo. 8 

3 0 

5 1 8 岩 崎 A 1 2 0 9 129 
6 ~ 1 0 

" 1 0 0 Mo. 7 

5 1 9 追良瀬W1. 5 km 5 0 1 0 6 0 9 - 1 0 ' 5 0 

2. 沿岸漁場調査結果

(1) 昭和 46盆の漁況

第4表 青森県日本海主要 4港のスルメイカ漁獲量(単位:100 トン)

年 IS40 1 41 1 

夏

秋

カ

カ

イ

イ

言十

4港:深浦・鯵ケ沢・下前・小泊港

第 5表 同航海数 (単位: 100隻)

第 6表

年

夏イ

秋イ

年

イカ

カ

(単位:1 0 kg ) 

カ
一
カ
一
間
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戸手;ι 茨~な':6 宍 \(ζ 木県日オ一、海沿岸涼;，:r~，てゴ示した漁船の漁獲与:、航海数、 1航海当り漁獲量の経年

変動を示した。

f色、f弓は従来柊現時~ノj、島の悔域に限られてL、たが、近年次釘に組作出去、深浦(日未日 4 4年頃から主

代深浦港の漁船が操業)及て)手鯵ケ沢のq，-よネ允j中における操業が目立りてきたっ

漁獲量は昭和:， 9年J;j、持;車7射して，j :， 70'とどークとな杓、その後 t年間l土低い水準とたっている。

これとは桁反して航汚数は目前i-1 1 年比~:f '~ 1 0 0 ~ 8， 8 (i 0隻の官で余り変動していたL、。 1航海

当り漁獲量i士山手口 10平の 49 0 k9から、り花氏場えて，13圧にはが 50 kgのピークに達したがその後

ば急な減ごかすたどり、 4 6年はこれ?での長低の，J4， 0 kg i'と事もこんでレる。

第 7表 :率一ナI1日木(容のスノレメイカメー!きさ (単位1， 0 0 0トン)
ーーーーー司ーーー--ーァー国同国四回目戸割目_'-.----------__ ----------. 

4 1 4 5 

fii三日太海区水産研究所

次代i::f~ 7表から本州日玄海全体の 見ると、弁府原抱牛一 における漁獲量の合計は

昭和 2 7 ~ :0 8年では平均 3万トンであ打、 3 9年から 4 5年、つ間では 3フ:::2千トンから 5万 9千ト

ンの間にあってと2ーク{土，15年に見られる。 士;1昭和 4 1 年以降六壬~J:取を出心とすみ巴本:海沖合漁場

の開発vごより、沖合妙;の漁獲量ば年々1村山の一途をたどって 46:iには沿長治、建量の 4，6倍にあたる

9 万 3 午トンばョ主した。とのì~l合操業のi主畏;イム町、本州の合計 ι;重量は直線的な延びを示してきたが、

4 6年は沿岸の漁獲量がかつてないオてにたみ空わ炉、 :275トン;こ激t宮、したため、合計漁獲量は 45年

をやや下回った。

以上の日本海の結来1;:: 、 ~í計三の玉三巴 J 宇多了十るスノレメイカ資江号、の減少に伴う f号、況の低下を、魚価の高

勝と相まって端 I~ヲ十と毛足以している。ち三支.. =-~í~~~ rJ; ，1 f)、 4ら王手の木清の結果、これら海域の漁船

は日本海に集中し、不;名、による魚行の三;1伶は治芸船の1戸山口と沖合汚士号への出漁ケイ足がしている。この

ようなことを考慮すると、沖合衿弓(こゴゴゲーミ去年 0) ，祭 U~，\- 士、守短努力量の増引に負うところが大きく

えて v、ることはブごえら才なL、c

一:ち(，ごみよL、てl士、 .{ 5 ~'::::(j士;さ合同志努力の t'itf:!f iVC支えられて 3 9 年以降でピーク ~(C J重したも

のの本主iーは努力ローの閉討にも拘号、ず、、日t主主主刊と16:両で、 i長)I!量水準は啄めて12:かった3

(2) 木県来遊群の件状

太県;沿岸安てJJj読した苦手の住が:ぞ してみると、第 5図のJ支長曲線で示

しナたごよ う;にてヲ行1主三庄時?立府日から;ほま;，:f~1 計計命に 7三う久，.:>- ，._， ~円、 Jる)0 こわれjら粁f立Cのてウ):~. 

一下下ト下-句VにC[Hi十現Lた第 1tiが干は夏イカ注ゲ渋4手、Z完ミ;訂マL討:にこ=三 l打し)入、 8月中匂か兵ら)9 )月1上匂(陀てえかl守、けて出現した群は夏キ枯占れ期

に当り、 9 pi .j1匂のき~ 3 ITf~主主 t，-ノ犬I ，~主内計三 71]当しとのあと点、況は主主端、て不おとなっている。

3 沖合 JJ:)，調存

-3 S -



航海男11沖合スルメイカ漁獲詞験結果

航 海 次 建設 第 1 i失 第 2 次 第 3 次 第 4 次

調 査 船 王宮1 青 勝 丸 東 奥 丸 東 奥 丸 東 奥 丸

実 施 時 員円
6月 7月 8汁 8月 9月

8 - 1 3日 30日 ~ 2日 25 ~ 27日 7 ~ 8日
操 業 回 主t 6 回 3 2 2 

操 業 時 間 f!{ 22. 1時間 30. 3 18. 6 12. 5 

1操業平均使用漁貝数 5， 3台 9. 0 7. 5 5 0 

漁 獲 尾 tz 1， 321尾 3， 495 6，940 ， 670 

1時間 1台当り漁獲尾数 11. 3尾 12. 8 49 7 10. 7 

イ勝 考
100尾入 6箱 55尾入 12箱 50尾入 138箱 60尾入 11箱
80 11 8 n 45 11 63 11 

第 8表

昭和 46'平:$:県日オS:l海の目別スルメイカ外套背長モード及び釣イカ漁獲量の匂別推移第 5図
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ヌド年実施した沖合調査の海域及び漁獲試験の結果は第6図及び第8表のとおりで、 6--9月の期聞

に4航海、 1 3回の漁獲試験を行い、この間延83.5時間の操業で238箱(i 2. 4 2 6尾)を漁獲

し、釣機 1台 1時間当りの漁獲尾数は、通算すると 23尾であった。

沖合スルメイカ群の外套背長組成は第5図で示したように 1航海目及び 2航海自の群は、冬生まれ

第 1群に相当するものと、一部に秋生まれに近い群があり、 3航海自は第 1群と 2群の中間型で、 4

航海自の群は第 2群iモ相当するものと推定される。

魚群密度と 50 m層水温との関係は第 7図のとおりで、 6月上匂の場合5.5 "c付近で群密度が高く、

8 月上匂 ~9 月上句の期間ではそれよりも水温の低いととろで密度が高い傾向を示している。

第 7図 沖合スノレメイカ漁場の 5 0 m層水温と釣機 1台 1時間当り漁獲尾数との関係

尾
漁 80

獲

量 60

20 

d 
、

‘ 、、

、、、、
¥ 

。.、山¥
¥ ，〆・、、

勾̂'¥ "、、¥、
一、/ "、

• O~二-0 唱喝、"-

2 4 s 8 10 

-第 1次 C第 2次 ム第 3次

-4 0一

12 14 16 18 'c 

50 m層水温

片第 4次



4 標識放流

第 9表 昭和 46年日本海スルメイカ標識放流実施一覧表

月 日 場 所 尾数 外 套 背 長 標識種類 イ庸 三号

5. 2 0 舟戸作崎Wij W 15浬 55 
13 - 17αn 1 5mm アンカー

青鵬九沿岸漁場
モード 15 cm タグピン黄色

5.27 - 28 権現埼ijW /W  5浬 130 
13 -18 cm 

" " ， " モード 15 C7n 

6. 8 - 9 舟戸作埼 W 45湿 30 
14 - 23 (7n 

，沖合漁場
モード " 19 CI冗

6. 9 W tN35浬 46 
15 - 23叩

" " " " モード 19 cm ， 

6. 9 - 10 W +N24浬 87 
14 - 21 cm 

" " モード 16.18.19，cm " ， " 

6. 17 - 18 権現埼 wh10浬 485 
13 - 23 cm 

H ，沿岸漁場
モード " 17αR 

言十 6回 8331 

第 10表標識スルメイカの再捕

放流月 日 再捕月 日 再 捕 場 所 イ庸 ラ考

5， 2 7 - 2 8 8， 1 7 北海道福島沖 ML  22cm 

6， 1 7 -1  8 7， 6 函館市大鼻岬

寸7， 2 0 青森県高野埼 N 3.0 0 0 m沖

第 8図

1420 

太

平

洋

。
海図第 1005号 140 E 縮尺 1: 2.5 0 0.0 0 0 

⑨放流地点 ・再橋地点 数字は放流及び再捕月

本年の標識放流実締結果は第 9:J号 1 0表及び第 8図のとりで 833尾の放流K対Lて再捕は僅か 3

尾で再捕率は 0.4%であった。

移動方向は 3尾とも海軽海峡で、中 1尾が本県側、他の 2尾は北海道側で再捕された。

- 4 1ー



lV 調査の成果および今後の課題
1 調査の成果

(1 ) 日本海沿岸の幼イカ調査

例年春lて本県商海岸の定置網には外套背長 8-10cmの所謂若令イカが相当量乗網することが従

来から知られている。

またむつ湾の定置絹にもこれに似た未成体イカが多量に乗網するが、これら両海域の群と鋲1漁業の

対象となる戒体イカ群との関連はもとより両海域の群相互間の生態的関連や、幼イカの乗綿する機

構等についてもこれまで明かにされていなかった。

これらの幼イカ群は成長の過程でやがては釣漁業の対象となる極めて重要な資源、であると考えられ、

スルメイカ漁業の漁況予測の上からも調査研究の必要があり、本年度調査を実施Lて、群の性状や

乗網機構t亡関する知見を得た。

(2) 沿岸漁場調査

この調査は本県沖d、来遊状況、君主(J)性状、群の移動を把握寸るために従来から継続Lているもの

で、本年の来遊量水準は極めて低いものであったと芳察したコ

(3) 沖合漁場調査

この調査は、北部日本海全域;セ介布すると見られる冬生まれ群，秋生まれ群の分布と環境との関

連を究明して沖合漁場の利用を図る目的で過去 9ヶ年間断続的K実施 Lてきたものであるが、最近

極前線付近型車場(5 0 M層 5.C等温線で代表きれる日本海沖合冷水と対馬暖流とのi潮境域)につい・

てはほぼ企業としての滑均価値がみとめられ.本年は鯵ケ1r.:の:浄、船数隻が試験船東奥丸の指導のも

とにこの海域での操業を試みて、かなりの成果をあげている。

今後この海域の漁場朔突は民間漁船自信の手で進められる段階V亡きていると考えてよL、0

2 今後の課題

( 11 日本海沿岸の幼イカ調査

成果の項で述べたようにスルメイカ資源研究上重要であると考えられるので今後も継続Lて調査

を行う必要がある。

また本年度幼イカの標識放流を笑拘Lたが失敗に終ったため、今後放流技術の開発を推進する必要

がある。

(2¥ 沖合漁場調査

成果の項で述べたように比較的近海にある極前線海域については一応開発調査は終ったと考えら

れ、今後はそれより更に丙側の日本海中央部海域について漁場開発調査を進めるべきである。
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資料 1

S 4 6年スルメイカ外套長組成

日本海沿岸定置網一一一一一幼イカ調査

〉¥え 5 6 

13 
言十

3 18 18 19 20 3 

5 2 2 

6 9 7 5 1 6 3 7 

7 3 4 5 3 1 7 4 0 144 

8 3 9 3 6 3 4 1 7 126 

9 1 1 1 6 2 1 6 7 7 2 6 1 

10 3 5 3 2 2 2 1 1 3 5 8 

11 3 :1 3 1 9 5 5 

12 1 0 1 1 1 2 2 

13 1 5 1 2 

14 2 2 

15 1 1 

16 

17 

言十 9 }3 101 100 7 8 9 8 4 5 0 520 

イ蒲 定

置 " 
11 11 11 " " 

網

，鳥 轟 岩 横 追 沢 轟

井 良

考 埼 木 埼 磯 瀬 辺 木

性♀ 1 8 2 5 2 6 5 2 7 3 1 132 

比合 3 2 2 5 2 2 4 2 3 1 9 125 
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資料 2

S 4 6年 スルメイカ外套長組成

後潟定置網一一一一一 水産資源委託調査

¥: 5 6 7 8 9 

25 4 16 25 19 17 26 18 28 

9 1 3 

10 1 1 I 

II 5 2 4 4 5 11 3 

12 18 30 4 10 6 11 14 3 2 

D 21 20 37 15 18 IS 3 1 

i 14 6 22 27 33 15 28 27 6 2 

lS 3 29 9 26 19 31 7 6 

16 2 8 4 19 8 6 14 6 

17 1 1 8 3 1 13 16 

18 4 2 11 26 

19 4 1 19 

20 2 1 10 

21 1 8 

22 2 

23 1 

24 1 

言十 50 100 94 100 109 100 100 60 100 

備

♀ 

31 29 28 29 29 28 24 20 27 

合

19 21 22 21 20 22 26 28 23 

考

- 44ー



資料3

S 4 6年スルメイカ外套長組成

日本海沖合一一一一青鵬丸・民間船(1本釣)

〉長
石 6 7 

20 28 8 9 9 10 12 18 24 25 27 29 2 14 27 

12 1 

13 17 1 1 1 

14 38 6 5 9 4 1 2 1 

15 48 19 11 16 1 10 2 5 1 

16 27 13 13 11 6 22 2 17 11 1 9 1 

17 12 9 14 10 14 13 7 19 25 5 15 3 3 

18 1 2 15 16 25 22 14 16 31 27 32 21 12 2 4 

19 16 18 28 18 11 13 16 20 27 30 12， 9 12 

20 16 13 12 8 9 8 7 14 12 18 15' 11 10 

21 7 5 8 4 4 8 3 6 2 15 9 20 17 

22 1 1 4 2 4 4 2 10 16‘ 17 17 

23 1 1 1 1 1 3 1 7 6 

24 2 1 1 3 4 

25 

三ロ」1ト 143 50 100 100 99 99 50 91 99 80 101 101 69 70 70 

4庸 値 鑑 権 組 鯵 権

作 作 " " " " 現 " " 作 " ケ 現

f中 沖 沖 f中 沢 沖

r、、 沖

沖

£口』

、J

青 " " " H " " " " H " " 民 " " 
鵬 間

考 丸 船
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S 4 6年スルメバカ外套長組成

東奥丸

6 

13 5 

1 

6 15 

10 

13 

ー
ト
|
-
-2 
14 

8 

5 

日本海沖合一一一一

!l 

14 

15 

16 

17 

2 22 24 33 16 

8 26 18 11 15 つつ
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資料 4 f昭和4 6年度日本侮沿鼠幼イカ入網事表

時i¥更理
大間~，~板貝 大問地時漁業部 黒埼外二ケ字

中村重吉 態谷林之助 (松神)

5. 1 

2 4.30 初

3 漁日 (M一、…L) ー

4 初漁日 f 

5 60 /cg/ day 

6 5 kg/ day 
ート一一一一一一←ー

7 

8 1/ V 
9 

1 0 ( 3 kg ) 

勾言十

1 1 
一一一一一一ー

1 2 

1 3 休 40 kg 150 kg 

1 4 20 - 30尾
30 150 

0.2 kg 

50 - 70 1 5 
0.5 

60 230 

1 6 
20 - 30 

10 150 
O. 3 

1 7 
80 - 100 

15 休
1.0 

平μ42 崎

松 ** 

ト一一

ト

ト一一一一一一一一一

ト一一一一一一一一←

5 kg 

80 

120 

100 

40 

京 H啓 沢 辺 深浦行合埼 轟木、越漁業 北令ケ?尺前沖

一
111 口松太郎 特 森 中 I11 精二 鳥本国男 山崎滑五郎

4.20 初漁 4/20頃より

0.5 kg 入網 ，鳥井埼
50 kg 

f 

60 kg/ day 
15 kg 

くらい
一一

|ヂ深

30 - 40祝

一一一一一一 一一一一一

10 kg 20 kg 10 kg 40 kg 。
100 10 O. 5 6 。
120 15 100 103 。
100 130 5 90 。
40 2 。 休 10 kg 



1 8 休 休 休 120 120 2 10 23 4. 5 

1 9 休 100 150 23 13 3 50 100 10 

2 1) 40 1. 000 20 20 2 30 15 

勾言十

2 1 70 - 100屠 50 休 4 5 40 9 20 
L 5 

2 2 30 " 10 20 。 休 休

2 3 35 400 50 120 30 4 2 

2 4 5 kg 10 150 20 40 6 80 10 

2 5 休 休 休 イ木 休 休

2 6 25 々 h h " " 

"'" 
〈ρ

2 7 
/ 

シケ
/ 時

。 30 20 

2 8 休 5 化 60 。
2 9 40 / 10 

J 

3 0 漁 10 日 O. 5 25 

3 1 100 20 10 50 。
勾計

6 1 70 5 10 40 80 

2 2 3 。 20 

3 / 

8. 5 kg 445 kg 2.605 kg 615 Icg 713 Icg 408 Icg 298. 5 Icg 502. 5 kg 116. 5 Icg 

平均 L 4 kg 37. 1 kg 200. 4 kg 4]. 0 kg 47. 5 kg 24.0 kg 27. 1 kg 38. 7 kg 9.0 kg 

一 一一一一一



資料5 昭和46年度スルメイカ調奄結果一覧表(日本海沖合漁場)

調査船名 育 腕車 丸 11 11 11 w 11 

航海次数 1 

年 月 日 6.8 8-9 9 9 - 10 12' 12 -13 

始 19.00 23.40 17. 45 23. 40 23. 10 

亥Ij終 了 22. 30 03.40 22.35 13， 20 02.00 02. 00 

始 N 櫨 作 崎 練 イ乍 崎 腕 イ乍 崎 明 作 崎 続作崎 艦作崎
位
置 E W 55' W 45' W 35' W 25' W15' Ws  

終 N 4ct' 31' 40" 31' 400 35' 40035' 
位

138' 40' 1380 53' 号量 E 139' 0 6' 139021' 

水 開 始

深 終 了

天 侯 b c b c りC'  b c 。 。
風向・力 NE2  W2  S E 2 W NW2  

海
気 圧 1021. 5 1020 I 1019 1009 1012 . 
気 温 10. 5 13. 5 14. 5 14. 0 14.0 

気
波 浪| 2 。 2 2 1 1 

象
うねり 1 1 1 2 2 1 

流向速

OM  11. 4 12 13. 6 14. 8 15. 0 15.8 

1 0 10.99 11 9 11. 9 13. 5 14. 96 16.0 

各
2 0 9.99 10. 6 10.4 12. 6 14. 8 14. 8 

層
3 0 8. 9 10.0 9.9 12. 3 13. 2 14. 0 

7.k 
5 0 4. 15 5. 8 6. 5 9. 9 10. 4 1]. 2 

温
7 5 2. 8 4. 4 4. 6 8. 5 9. 5 10. 4 

~ 

1 0 0 2 1 3. 5 3.6 6. 5 9. 0 10. 0 

℃ 
150 1.4 2. 4 2.5 3. 5 8. 0 8.7 

、ノ

200 1. 1 )_ 5 1. 5 2. 1 5. 6 6.0 

3 0 0 O. 6 O. 9 0.9 1. 1 2. 1 2. 6 

漁L 動 力 6 6 5 5 5 5 

具 手 動 。 。 。 。 。 。
漁獲尾数 150 500 420 137 110 4 

操業時間 3. 5 4. 0 4. 8 3. 7 3. 3 2.8 

単位漁獲量 7 21 18 7 6 。
魚 体

12角ν22CI1! 14内ν23CT!! 15 - 23臼花 14 - 21 CT!! 12 - 22 c机 14 - 21四1
MO  19 cm MO  19cm MO  19 cm M 019 cm MO  19 cm M 0 18 cm 

5-9仰の小 4 - 5c視の小 サンマ、ナメ 標識放流 87 1箱 サンマ(10 

備 矛4壬
イカ浮上 イカ、サンマ ラフグ浮上 尾 8 0尾入 C担)遊泳

(26cm)ナ 4 6尾放流
メラアグ浮上

- 5 0-



東奥丸 1/ 1/ 1/ 1/ 

" 1/ 1仁』ゴ 言十

1 2 3 4 

7. 30 7. 31 - 8. 1 8. 1 - 2 25 --26 26 - 27 9. 7 7--8 

17. 50 19. 30 18. 30 21. 20 18. 10 02.00 19.00 

03. 50 05.00 05. 15 05. 10 05.00 04. 30 05.00 

4f 00' 4t'oi 4005ダ 46' 43' 40045' 41~ 00' 400 3R' 

138" 35' 138' 51' 134" 58' 1390 36. 5' 138'31' 138" 40' 138" 19' 

4 f 02' 4<f 5ダ 400 5ダ 400 50' 40044' 4<f 52' 40048' 

138' 32' 136' 05' 13~ 0 2' 139" 43' 138' 37' 138' 45' 138' 37' 

F F BO BO  C C C 

SW3  SW  2 S羽T2 S E 4 E S E 1 NEl NE2  

1007 1007 1005 1013 1015 1011 1011 

19.0 20. 0 21. 0 19. 0 21. 0 20. 8 

1 1 1 4 2 1 1 

3 2 2 2 2 1 

SE  SSE2 

19. 7 21. 2 22.3 24. 7 21. 8 20. 5 20.8 

19.0 20.3 21. 0 23. 8 21. 8 20.6 20.2 

12. 5 12. 5 20. 3 22. 9 17. 4 16. 8 19. 9 

7. 7 7. 6 12. 3 20. 1 9. 2 8. 6 13. 6 

7.0 b. 5 4. 5 17. 1 5. 5 6. 3 5. 6 

3. 5 3.0 2. 1 15.8 3. 1 4. 7 3. 3 

1. 6 2. 1 1. 4 10. 6 2. 5 3. 7 2.3 

1. 5 1. 5 1 3 7. 3 1. 8 1. 9 1.0 

1.0 。7 o. 9 3. 3 o. 9 1. 0 。‘日

5 5 5 6 6 6 4 69 

4 4 4 3 。 。 15 

660 765 2.070 40 6， 900 130 540 12， 426 

10.0 9. 5 10. 8 7. 8 10.8 2. 5 10.0 83. 5 

7 9 21 1 71 9 14 23尾

19 --25 c担 16 - 25 cm 
M 0 22 cm MO  21仰

ノ、タノ、タ 5 サンマ遊泳 潮流が早い 鯵ケ沢のイ
尾かかる。 カ釣船 2隻

操業

- 5 1-



6 [沼町 46年度スルメイカ調査結果一覧表(日太海沿岸4漁場)

r喝

調 夜船名
ト一一

青鴨丸 11 11 11 11 υ 1/ 

仇 海次数 l ワ 3 4 5 6 7 

[ 口 46.5.15 

~「
5. 27 ~ 28 日 7 札 17~ 18 日.21 ~ 22 

始 16. 30 17. 10 I 16.20 17. 00 17. 00 18. 20 15. 50 

了 22 00 21. 50 I 23. 45 02. 30 21 40 02. 35 日」
ま台 N 総作崎 久六鳥 続 VE 崎 権現 i年祭 権現崎 権現崎 艦 f乍 ~J
位
間: E S羽115' 8W102' 引Nl/2817' Sパ.v8.5' N/S 11' WV2  8 11' SW1/2814' 

終 N 櫨作崎 組作崎 機伶 U時 十種 王克 L守 権現崎 権現時 櫨作崎
位

置 E SW1/2W14 SI九〈ゾ814' W8W15' SW/勺'15' W1/2N 7. 5~ W1 /2 S 9' 8W10' 

す台 170 90 140 240 140 140 

深終 了 200 135 100 I 90 110 

天 f長 B C B C B B C d r B C 

海!
風向・力 Nj 8W3 I S SW3 NW2 E 2 

気 圧 1014 1011 1000 1021 5 1012 . 
5島記7九~ 
気 温 15. 0 15. 0 18. 0 I 14. 0 19. 0 

f変
波 浪 1 。 1 

うねり 3 3 1 1 1 1 

流向速i NW  I NE E NE  E/Nofi 

01¥1 13. 9 14. 0 13.8 14. 2 15. 0 17. 2 

1 0 11. 0 11 4 
各

13. 3 13. 2 14 9 16. 9 

2 0 10.0 12. 4 12. 3 13 2 14.4 15. 9 
層
3 0 9. 8 11 8 117 13. 2 14. 2 15. 5 

て民 | 
5 0 9. 5 10 2 10. 8 13. 2 

7 5 9. 3 9. 0 9. 8 9. 7 12. 12 11.2 
f‘、、

901  1 0 0 8. 5 9. 7 10. 5 
℃ 
1 5 0 8. 4 I 6.9 9. 6 

5. 2 3. 7 8. 7 

CJ11L 事予ノ7 動力I
6 6 6 6 3 6 6 

。 1 

漁獲尾数 2.000 50 150 525 I 240 3. 355 3. 600 

操業時間 5. 5 4. 7 7. 4 8. 2 5. 8 9. 6 10.8 

単位漁獲量 60. 6 1 8 3. 4 10. 7 13.8 47. 6 

魚 体
10 -16 c1花 12-18σn 13 - 18ぽ 13-18cm 12-22cm 
MO 14 cm MO 14cm :M 0 15 cm M 0 15 cm M 0 19 cm MO  17cml MO  19cm 

スルメイ 150尾放 サンマ、幼

イ荷 考!カ群浮上 流 イカ (2cm) 

浮上
485尾放流|

※ 単位漁獲量=1時間 1台当り?色獲尾数
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ぷ 1

11 11 11 11 11 東奥丸 w 11 

8 9 10 11 12 13 14 15 

6.22 --23 6.23 --24 6.24 --25 6.26 --27 6.28 --29 8.11 --12 8.18 --19 8.22 --23 

17. 45 17.20 18.00 17. 50 18.20 19. lO 19. 10 17. 35 

03.35 03. 30 02.00 03.40 02. 45 01. 15 02.20 03.00 

艦イ乍崎 大戸瀬 権現崎 鍛作崎 鍛 f乍崎 4f 06' 41007 4f 05.5' 

SWl/2 S 17' NNW7' Wll' SW 20' SW/SI8' 13!f 59' 14d' 00' 140000. 5' 

櫨作崎 権現崎 権現崎 艦作崎 鑑作崎 410 11' 410 10' 41" 10' 

SWl/2S15' W 10' W13' SW/Wlt sw/S 10' 140002' 14cfo2.5' 14 f 00' 

65 185 135 100 85 235 135 152 

129 115 206 300 250 120 70 87 

C B BC  C F C C C 

W 2 N 2 ENE3 SWl SE2 SW2 ENE3 N3 

1014 1015 1014. 5 1006 1010 1015 1008 

17. 5 20.0 20. 0 21. 0 18.0 21. 0 

1 1 2 1 1 2 3 3 

1 1 2 1 1 2 2 2 

NE N E/NO. 8' 

17. 6 17. 3 17. 0 20.3 19. 7 24. 9 24. 4 25.6 

17. 4 16. 9 16. 7 17. 0 17. 8 24. 8 24.2 25.2 I 

15.3 16.2 15.9 16. 4 16. 5 21. 3 20.2 

15.1 15. 5 15.4 15.8 15司 5 17. 9 18. 7 24. 4 

14.0 10. 9 10.8 12.0 11. 8 15.6 17. 8 22. 4 

11.0 10. 3 10. 1 10. 5 11. 2 13. 9 15. 5 16. 6 

11. 1 9.8 9.7 10.0 10.7 10.9 14. 5 14. 8 

8. 8 

6. 7 

2 6 6 6 6 6 6 6 

1 1 1 1 1 4 

1.650 8，130 1. 500 6.550 180 4.900 86 1.486 

9.8 10. 2 8.0 9.8 8， 4 6. 1 7. 2 9. 4 

白.1 113.9 95.5 80. 3 2. 0 26. 3 

15-23cm 14 --21 cm 16 -24 cm 15 - 23αn 17 - 24 c祝
M 0 18 cm M 0 18 cm M 0 18 cm 1凶o18 c祝 MO  19 cm 
サンマ群泳 シイラ 5- サンマ遊泳 トビウオ群

6尾遊泳 泳
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昭和46年度スルメイカ調査結果一覧表(日本海沿母漁場)

調査船名 東奥丸 " " " " " " 
航海次数 16 17 18 19 20 21 22 

年 月 日 9. 3 9. 14 9. 15 9. 16 - 17 9.17 - 18 9.21 - 22 9.22 

時 開 始 19. 00 17. 20 19. 15 17. 30 17. 40 17. 40 20.00 

刻 終 了 23.00 04. 30 05.05 04. 40 04.40 04. 40 04.30 

始 N 4f 06' 4 f 13' 40042' 4f 09' 4fo2' 41007' 4 f 04' 
位

146'01 5' 置 B 139'56目5' 139' 44. 5' 139' 58. 5' 14000ダ 139' 58' 140001' 

終 N 4f 12' 4f 19' 40057. 5' 41022' 4 f 05' 410 13' 4 f 09. 5' 
位
置 E 140002' 139' 58' 139' 56' 140001' 14cf 01' 140~ 05' 140006' 

水 開 始 130 170 200 340 260 

深 終 了 110 130 100 220 190 

天 侯 C C B B C C C BC  

海
風向・力 ENE4 W2 NN羽12 E 2 E 5 NWl NWl 

気 圧 1013 1012 1015 1015 1020 1020 . 
気 温 18.4 16. 0 

気

象
波 浪 4 2 2 2 5 1 1 

うねり 2 2 2 1 4 3 2 

流向速 N/E NNE 1. 8' N/E2' NE12 NE/NO.9 

OM  22.4 218 22. 0 22.0 22. 4 20. 8 20.9 

1 0 22.3 22. 0 22. 4 21. 9 22.3 20.7 20. 9 

各
2 0 22.3 21.6 22. 1 2】 8 22. 0 21. 1 21. 6 

層
3 0 18. 5 21. 4 20. 9 21. 4 19.8 18. 5 20.8 

水
5 0 16. 3 13. 3 17. 6 13. 8 15. 5 15. 2 16. 7 

温
7 5 13. 6 8. 0 11. 8 10.4 12.6 11.6 13. 8 

r、
100 11.4 5. 7 9. 1 7. 9 10. 9 9.6 11.3 

℃ 
1 5 0 5.4 6. 8 8. 1 6. 7 8. 9 

、../

200 3.5 4.9 8. 0 

300 

漁L 動 力 5 6 6 6 6 6 6 

手 動 3 2 2 。 2 z 

漁獲尾数 171 4，200 2.270 5，110 4，320 2.820 6，760 

操業時間 4. 0 11. 2 9.8 11. 2 11.0 11.0 8.5 

単位漁獲量 5. 3 46. 9 29.0 76.0 65.5 32.0 99. 4 

魚 体

竜飛W 深浦NW/仇r

備 考
18. 5浬 9浬

シイラ群
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Ai2 

" 言十 瑞鴎丸 " " " 言十 iロ斗 計

23 23 24 25 26 27 4 27 

9. 23 - 24 10.4 6~7 14 15 

17. 55 17. 30 18. 30 18. 30 17. 00 

02.25 O. 00 01. 00 O. 10 2130 

41003' 権現崎 権現崎 権現崎 権現崎
羽弓:JW NWパ九r N羽f NW/W  

146' 0 l' 16浬 17. 5浬 19浬 16浬

4f 09. 5' 

140007. 5' 

170 150 170 150 

95 130 130 130 130 

C C b b c c 

WNW1 SSW3 羽尽日九T1 羽T3 

1017 1020 1020 1025 1017 

16.0 13.0 14.0 13.0 14.0 

1 1 1 1 2 

2 2 2 1 2 

N 

22. 2 21. 5 2J 4 18. 9 19. 5 

22. 6 21 5 214 19. 2 19. 7 

22.4 21. 5 215 19. 3 19. 2 

22.3 21 5 21. 5 19. 2 18. 9 

18. 8 214 19. 9 18. 2 17. 9 

15.2 21 9 16. 6 14.7 14. 8 

12.4 15. 5 14. 2 12.4 13. 0 

9.5 

8. 4 

6 130 5 5 5 5 20 150 

2 23 5 5 5 5 20 43 

1.1∞ 61. 153 7 20 58 3 88 61. 241 

8.5 247. 3 6. 5 6. 5 5. 7 4. 5 23. 2 270. 5 

16. 2 36. 9 O. 1 O. 3 1. 0 O. 1 0.4 31. 9 

1操業平均 サンマ群 1操業平均 1操業平
使用漁具教 使用漁具数 均使用漁
6. 7台 1 0台 具数7.1 
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2 日本海底棲生物分布調査

I 調査目的

本県日本海沖合における底びき網漁業の対象となる魚種について、分布.回遊.生態調査本fおこない.

日本海底棲生物を対象とする漁業発展のための基礎資料とする、

E 調査内容

1. 調査期間 4 6年 12月 25日から 47年 1月 27臼まで

2. 調査海域 青森県日本海沖合

3 調査員及び調査船

(1)調査員 技師 十三邦昭 技師中田凱久

技師補 松井謙介

(2) 調査船 東奥丸(3 8. 3 5トン、 D1 2 0馬力)

4. 調査項目

(1)漁獲試験

(2) 標識放流

(3) 魚体調査

5. 調査方法 1そうびき底びき網漁具ーにより調査

E 調査結果

1 漁獲試験

従来同様、東奥丸は大戸瀬崎寸観沖聞の調査であったが、時化及び試蜘合の事故等のため、 1 2 

月 25日から 1月 27日までの短期間の調査より出来なかった。この調査期間中における操業の日数

は 12日間.延ひき網回数 35回で合計 2，630仰の漁獲があった、魚種組成では特に 1月のマダラの

漁獲が目立っているが、これは時期的にマダラの漁獲を主眼としたためであろうと思われる。したが

って全体的にはマダラ以外はみるべき漁がなか n た。(第 1表)また、調査海区の全魚種の 1曳網当

り漁獲量をみてみると第 1図のとおりで、全般に 12、 1月の冬期間は鯵ケ沢~十三f中間の沿岸寄り

漁場では漁獲量が非常に少いようである。第 2表は 12月下匂-1月末までの聞に漁獲された主要魚

種を水深月刊にみた漁獲状況である。これでみても水深の浅いところでは余り漁はないようである q 魚

種毎にはマダラは水深 150-300前付近に多く、ヒレグロ.アカガレイは比較的深いところに分

布しているようで、カナガシラ、ヒラメ.マガレイ、マコガレイ、ムシガレイ、ヤナギムシガレイ、

マダイ、ニギス等は比較的浅い所K分布していることがうかがわれる。

2. 標識放流、

今年、東奥丸で標識放流した魚種は第 3表のとお ηである。放流の方法は何れもアンカータッグ型

( 6 0 mm黄色)を用いて行ったものである。 5月 1日現在ヒラメの再守帝はないが、マコガレイが 12 

月 25臼放流したものが、北令沢の底建網水深 45 mで 2月 12日K再捕されている。また 1月 7日

陀放流したものが 1月20日に北金ケ刑の底主主網水深 24-36m付近で再捕され、何れも南下して

いる。再捕率は前者は 8.3%、後者は 6.7%で平均 7.4協であった勺経過日数は 78日と 13日を経

ている。マガレイ、ムシガレイ、ヤナギムシガレイ、パパガレイの再捕はみられていない。

3 魚体調査

(1 )マダラ

0マダラの調査は 1月 27日vc5尾(♀ 3尾、会 1尾.不明 1尾)調査しただけであった。

0体長は♀ 70.5側、古 68.2cm、体重は♀ 3，867{j、古 4，000{jであった。

。生殖腺重量は♀では560-710 {j、合では830{jで卵径は 0.38-0.83mmで放卵前のものである。
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0摂餌胃内容物として、ヤリイカ、マダラ(仔).アミ類が認められた。

(2) その他、ヒラメ'7ゴガレイ、ムツガレイ、ヤナギムシカレイ、マダイは日本海栽培漁業資源生

態調査結果報告書参照

W 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

(1) 冬期聞は極く沿岸Uては全般に各魚種とも介布がうすいことが判明された。

(2) マダラ、カレイ類の生物学的知見が得られた。

2. 今後の課題

とれまでは殆んど冬期間だけの調査であったので、冬期間の底棲生物分布状m，~とついては.かなり、

把揮されているが.春、夏季については不明である。今後周年常通しての調査が必要である。

第 1表魚種目11 月別漁獲量
Icg 

4 7年 12月 4 7年 1Jj 計

操業日数 3 9 12 

曳網回数 8 27 35 

有効曳網 8 27 ::15 

魚 種 名 漁獲量 頻日 一度回 % 漁獲量 頻日一度回 % 漁獲量 可も

日守 ダ フ 。 911. 0 7 - 18 42. 9 911. 0 34.6 

アプラツノザメ 。 39. 0 2 - 7 1. 8 39. 0 1. 5 

ヤリイカ 1. 0 1 - 2 O. 2 79. 6 3 - 8 3. 7 80.6 3. 1 

カナガシラ 117. 5 2 - 6 23. 3 38. 7 4 -6 1. 8 156. 2 5. 9 

ヒ フ メ 1.0 1 - 1 O. 2 3. 1 2 - 2 O. 2 4. 1 0.2 

マガレイ 3. 0 1 - 2 0.6 0.4 1 - 1 。 3.4 O. 1 

マコガレイ 。 。 6. 0 2 - 2 O. 3 6. 0 0.2 

ヒレグロ 60.0 1 - 2 11.9 1. 2 1 - 4 O. 1 61. 2 2. 3 

ムシガレイ 1. 0 1 - 1 O. 2 3. 4 2 - 2 O. 2 4.4 O. 2 

..y ナ ギ
5. 3 1 - 2 6. 2 1 - 1 O. 3 11. 5 O. 4 ムシガレイ 1. 1 

アカガレイ 47. 0 1 - 2 9. 3 。 47. 0 1. 8 

ーマ タ. イ 55.0 2 - 3 10. 9 4. 8 1 - 1 O. 2 59. 8 2. 2 

一 ギ コぇ 5. 4 1 - 2 1. 1 。 5. 4 0.2 

そ の イ也 208. 2 41. 3 1， 032. 4 48 6 1， 240.6 47. 2 

言十 504. 4 2， 125. 8 2， 630. 2 

n
i
 

戸同υ
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第 2表水深別魚種別漁獲状祝

魚種
水深 5 0 m以浅 50-100 

操 業 回 数 。 10 

て? !J: フ

アプラツノザメ 5. 0 (0. 5) 

ヤ イ カ 2. 2 (0. 2) 

カナガシラ 90.2 (9.0) 

ヒ フ メ 3. 1 (0. 3) 

て? ガ 1ノ イ 1. 4 (0. 1) 

マヨガレイ 6. 0 (0. 6) 

ヒ v グ ロ

ムシガ ν イ 4.4 (O(A) 

ヤナギムシカレイ 8. 8 (0.1. 

アカガ ν イ

-? タ. イ 鈎.8(3.0)

-ー ギ ス 1. 8 (0. 2) 

そ の 他 168. 8( 16. 9) 

計 321. 5(32. 2) 

第 3表 4 6年度標識放流一覧表

放流年月 臼 ヒ フ メ マコガ ν イ -マ

1 2月 25日 1 12 

1月 7日 4 15 

言十 5 27 

( )は 1曳網当り k9 

100-150 150-200 200-300 300-400 計

5 5 12 3 35 

374. o( 74. 8) 477. 0 (39. 8) 60.0(20.0) 911.0(26.0) 

18. 0 (3. 6) 16.0 (1. 3) 39. 0 (1. 1) 

o. 4 (0. 1) 64. 0( 12. 8) 14.0 (1. 2) 80. 6 (2. 3) 

66.0(13.2) 156.2 (4.5) 

1. 0 (0. 2) 4. 1 (0. 1) 

2. 0 (0. 4) 3.4 (0. 1) 

6. 0 (0. 2) 

O. 9 (0. 1) 60. 3(20. 1) 61. 2 (1. 7) 

4. 4 (0. 1) 

2. 7 (0. 5) 11. 5 (0.3) 

47.0(15.7) 47.0 (1.3) 

30.0 (6.0) 59. 8 (1. 7) 

3. 6 (0. 7) 5. 4 (0. 2) 

93. 8( 18. 8) 74.0(14.8) 679. 4( 56. 6) 224. 6(74.9) 1， 240. 6 (35. 4) 

199. 5(39. 9) 日O.0(106.0) 1， 187. 3(98. 9) 391. 9U30.6) 2， 630. 2( 75. 1) 

ガ v イ ムシガレイ ヤナギムシガレイ パパガ ν イ 放 流 場 所

6 B 2 

6 8 11 1 A A 
4 
2 

6 14 11 1 



多項目調査表(1月 27日漁獲)

~ 魚 種 尾叉長 標準体長 体 重 内臓除去体重 性 男11 生殖腺重量

1 -守 1'" フ 68. 8 63 8 3，500 2. 400 ♀ 日20

2 ' 72. 5 67. 6 4，200 3，000 早 560 

3 11 68.2 62. 5 4.000 2，800 古 830 

4 11 70.4 65. 1 3，9∞ 2，700 早 710 

5 11 48. 1 44.3 880 750 

6 スケトウタ'ラ 57. 5 53. 4 1，400 990 ♀ 195 

7 11 46. 2 43. 2 630 510 古 75 

8 • 44.2 40.9 510 390 平

9 " 40.9 38. 4 425 310 ♀ 70 

10 " 50.5 46.8 1，000 780 早 100 

11 11 52. 1 47. 8 890 730 s 75 

12 /1 49.8 46.0 900 680 ♀ 95 

13 H 52.5 48.4 910 I 780 古 45 

14 11 48.6 45.0 720 590 ♀ 30 

15 H 52. 5 48. 5 1.020 770 • 130 

16 11 45.0 41. 7 550 450 H 43 

17 11 44.2 41. 0 500 fI 50 

18 " 55.0 51. 0 1， 030 1. 000 fI 125 

19 fI 58. .t 54.4 950 820 I! 25 

20 fI 58. 2 54. 1 1， 020 970 " 45 
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胃の状態コラム 胃内容重量 胃内容物 肝臓色彩 肝臓重量 耳目 径 t薦 考

7. 1 ア 、、、 類 265 o. 38 

4. 8 イカ.魚 330 0.83 

O. 5 イ カ 200 

0.5 ア 、、、 類 280 0.83 

28.7 て1" -/7-' フ 37 

232 50.8 HoF 。 75 1. 02 

222 6.5 H 。 15 

222 H 。 25 O. 94 

232 11. 1 H 。 20 1. 10 

222 20.9 H 。 55 1. 02 

232 15. 0 H 。 30 

222 38.2 H 。 50 1. 10 

232 10. 5 H 。 35 

222 30. 3 H 。 20 O. 70 

222 21. 4 H 。 55 0.89 

222 12.2 H 。 35 0.98 

222 11. 1 H 。 40 O. 79 

232 37. 6 H 。 85 0.77 

232 22. 3 H'O 。 25 0.23 放卵

122 10. 7 H 。 日5 。.25 11 
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日本海底棲生物分布調査結果

五議子~ 12.25 ， H 12. 26 ， ， 12. 27 ， 

調 査 点 つ10 つ 6 つ 3 ら10 ら 10 ね 13 そ 16 そ 16

曳網開始時刻 07 - 53 09 -41 11 -07 10 - 20 11. 45 13.30 07-55 10-10 

揚網開始時間 08 - 06 09 - 54 11 -22 10 -30 12.00 13. 40 08-10 10-25 

曳 網 時 間 13 13 15 10 15 10 15 15 

曳 網 の 長 さ 1，500 m 1. 500 1. 500 1， 500 1，500 1. 500 1，800 1. 800 

漁 場 水 深 110 98 58 90 105 118 330 305 

漁 場 底 質 M M M M 品f M M M 

底 層 水 温 12. 0 12.0 11. 68 12.05 12. 10 11. 80 8.9 9. 1 

天 候 。 。 。 。 。 。 。 。
風 向、 力 wNw 4 wNw 3 Sw 4 Nw 3 Nw 3 Nw 3 SE 3 ESE 4 

~ タ. フ

アプラザメ

ヤ イ カ 0.4 kg 0.6 kg 

カナガシラ 1. 0 kg 0.7 kg 1. 8 kg 60 kg 40 kg 14 kg 

漁
フ 1 kg ヒ メ

獲 -マ ガ レ イ 2.0 kg 1. 0 kg 

マコカレイ
量

ヒ レ グ 司 50 kg 10 kg 

，白、
アカガレイ 40 kg 7 kg 

kg 
、..J
ムシガレイ 1. 0 kg 

ヤナギムシガレイ 2.7 kg 2.6 kg 

-マ タ. イ 5.0 kg 20 kg 30 kg 

ーー ギ ス 3.6 kg 1. 8 kgτ 

そ の 他 o 3 kg 1. 0 kg 9.5 kg 3. 5 kg 20. 5 kg 1 kg 80. 4 kg 92 kg 

言十 1 0 kg 8. 1 kg 16. 9 kg 83. 5 kg 90. 5 kg 16 kg 170.4 kg 109 kg 

備 考
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試験船東奥丸No.

1.5 1.7 • • • H 1. 10 H H H 1.11 

オ:l. 9 ヵ、 12 カ‘ 12 を 8 る 4 る 1 な 12 な 12 よ 12 ヵ、 12 よ2

08 - 10 08 - 05 09 - 49 11-33 U-17 15-00 07-55 09-30 11-05 12-43 07-30 

08 - 25 08 -20 10 -00 11-45 13-32 15-15 08-10 09-45 11-20 13-08 07-45 

15 15 11 12 15 15 15 15 15 15 15 

1，800 1，800 1， 800 1，500 1，500 1，500 1， 800 1，800 1，800 1，800 1，500 

98 285 290 128 106 69 305 295 275 295 52 

M MS  MS  M M M M M M M S 

5.45 10，00 10.20 9. 8 10.0 10. 1 10. 1 10. 2 11.0 

R 。 b c b c b c b c じ BC B b B じ

S 2 w2  w2  w2  w2  w 2 Nw2 Nw2  Nw2 NNE2 SE3 

20 kg 2 kg 60 kg 65 kg 55 kg 20 kg 

2 kg 2 kg 5 kg 

1. 4 kg 

8k事 2 kg 2 kg 1. 6均

0.1 kg 

0.4 kg 

5.5 kg 0.5 kg 

0.3 O. 4 0.2 0.3 

2，4 kg 1. 0 kg 

6.2 kg 

4.8 kg 

5.0 kg 60 kg 62 kg 36 kg 36 kg 25 kf/ 52.2 53.0 38.0 39. 4 7. 3 kg 

27. 1 kg 82 kg 66 kg 36 kg 38 kg 32 kg 112.5 118.4 93.2 59.7 17. 1 kg 
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底棲生物分布調査結果

孟道子--1L_! 1.11 1. 15 H 1. 18 H 1. 21 H 

調 査 点 よ 0 つ 12 つ 12 れ 13 む 11 よ 13 よ 12

曳網開始時刻 09 - 15 11 - 15 B-00 11 - 05 13 - 10 08 - 20 10. 37 

揚網開始時間 09 - :~O 11 - 35 13 - 20 11-20 13 - 25 08 - 40 10.50 

曳 網 時 間 15 20 20 15 15 20 13 

曳 網 の 長 き 1. 500 1. 800 1， 800 1. 800 1， 500 1，800 1，500 

漁 場 水 深 52 270 300 260 96 210 58 

潟、 場 底 質 S M M M M M S 

底 層 水 温 11. 0 4. 50 9.85 8. 9 10. 3 

天 候 C G c C 。 。 。
風 向、 カ S E 3 E4 ENE4 w5  w6  ESE5 E S E 4 

-守 タ フ 類 52 kg 172 kg 2 kg 6 kg 

アプラザメ

漁
ヤ イ カ 0.2 kg 

獲 カナガシラ O. 1 kg 25 kg 

量 ヒ フ メ 3 kg 

'"'l' r旬、 ガ v イ
kg 
、.J マコカレイ

ヒ v グ ロ

アカガレイ

ムシカレイ

ヤナギムシカレイ

マ 占r イ

ーー ギ ス

そ の 他 14 5 kg 91 kg 182 kg 27 kg 48 kg 20 kg 35 kg 

言十 14.8 kg 143 kg 354 kg 29 k9 76 kg 26 kg .35 kg 

偽 主考
一一一 」
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試験船 Nu 

H 1. 24 H 11 /1 1. 27 N H n 

る 1 よ 13 ヵ、 13 ね 12 1:;ミ 12 わ 12 わ 12 わ 12 よ 13

12. 05 11 - 20 1:~ - 00 14 - :'15 16 - 10 09 - 55 11 - 35 D - 20 15 - 15 

12. 20 11 - 35 13 - 15 14 - 50 16 - 20 10 - 10 11 - 50 13 - 40 15 - 30 I 

15 15 15 15 10 15 15 20 15 

1，500 1， 800 1， 800 1. 800 1， 800 1， 800 1， 800 1， 800 1， 800 I 
60 210 200 205 200 210 190 200 200 

S M M M M M M M M 

10. 3 7. 6 11 11 7. 4 

C 。 C C S S S S 。
ESE4 S E a SE4 S .lij 2 S E 2 wNw4 wNw4 w3  w4  

23 kg 28 kg :'10 kg 11 kg 30 kg 150 kg 105 kg 80 kg 

12 kg 4 kg 6 kg 8 kg 

11 kg 16 kg 3 kg 15 kg 18 kg 15 kg 

20 kg 2a Icg 6 kg 19 kg 2 kg 65 kg 20 Icg 18 kg 28 kg 

20 kg 46 kg 34 kg 60 kg 29 kg 110 kg 189 kg 147 kg 
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2 日本海底棲生物分布調査

I 調査目的

本県日本海における底曳網漁業の対象とする魚種について分布、回遊等の生態調査を行ない、当該漁

業の安定ならびに発展に資する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和 46年 12月 1日~

4 7年 3月 31日

2 調査海域 青森県日本海沖合

3 調査員および調査船

(1)調査員 技師小田切譲二 技師沢田兼造

(2) 調査船 瑞鴎丸(4 O. 8 1トン D160PS)

4 調査項目

(1)漁獲試験

(2)標識放流

(3) 魚体調査

5 調査方法

1般曳底曳網漁具により調査

E 調査結果

1 分布 調査点 32点(水深95-230m)について延 183回の曳網を行なった〈有効曳網

回数 170回)。総漁獲量は 13， 3 1 2 kgて胴前年(5，5 0 4 kg )の 142係増であったが、増加分の

多くはアブラツノザメによるものである。

出現魚種は魚類 13科 25種、軟体動物3節足動物 2種であるが、このうちカレイ科が最も多く

1 0穫が出現している。

漁獲組成はアプラツノザメが 53. 4 %で最も多く、以下ヒラメ 10.0仇カナガシラ 6.1%、ムシ

ガレイ 6.0 %、アンコウ 48 %、パパガレイ 4.2婦、ホッケ 2.9%、マコガレイ 2.2%と続く。魚類

以外ではタコ 2.2%、ヤリイカ1.4%が多L、。

魚種別に単位当り漁獲量 (kg/1!'網)を求め、その分布をみる。

(1)アプラツノザメ 1 2 - 3月を通じて平均すると 40.4 kgになるが、漁獲は 12月に集中する(漁

獲量の86%)。また、 32調査点中漁獲があったのは 7点に限定されるなどのことから本種の回遊

移動性の大きさがうかがわれる。

(2) ヒラメ 調査各点において漁獲され、当海域に広く分布している。水深 120-130祝等深

線K沿って多獲海域が連なる。

1 2 - 3月を通じて平均 7.6 kgであるが、 2月に最も多く 11. 8 kgの漁獲があるが 3月になると

1/2以下に減少する。とのことから産卵に伴なう深浅移動は 2月以後に盛んになることがうかが

われる。

(3) カナガシラ ヒラメ同様比較的広い海域に分布し、平均4.6kgの漁獲があった。月別にみると

1月 9.6旬、 3月 2.2kgとそれぞれ最大、最イイ直を示す。

(4) ムシガレイ 前記 2種同様広く分布し、平均 4.5kgの漁獲があった。月別では 2月に少なくな

るが各月を通じて変動は少なL、。

(5) アンコウ 1 2 月 ~C O. 4 kgと最も少ないが、 1-3月は 4kg前後で変りなく全期間の平均は

3.6 kgである。
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(6) パパガレイ 平均 3.1 kgであるが、 12・1月は少なく、 2・3月に多い傾向がみられる。

3月(rCN400 50' 以北の調杢点(水深 270~345 悦)で 5 3 kgの入網がみられたが、こ

の時の魚種組成は他海域とは異なり、アカガレイを除く異体類の漁獲は全くなかった。

(7) ホッケ 平均 2.2 kgの漁獲があったが、分布は広くなく、 32調査点中漁獲があったのは 14 

点であった。

(8) マコガレイ 平均すると L7 kgであるが 1 2 ~ 2月までは O.5旬以下で少なく、 3月になる

と激増し 3.9 kgとなる。このことは、産卵回遊群が当海域で顕著になるのは 3月以後であることを

示している。

これまで平均 1kgを越える漁獲のあった魚種について、多いI1買v亡記してきたが、全魚種の分布を

概観すると、 20 0 m以浅の大陸棚では出現魚種は豊富で、漁獲量も多いが 20 0 m以深になると

パパガレイ、アカガレイ、アブラツノザメ、マタ・ラ、スケトウダラ、ホッケ、カナガシラ、タコ陀

出現種は減少する。アサパヵーレイ、キスは 1:~ 0 m以浅(rC出現する。

2 回遊移動

(1) ヒラメ(未成魚) 多くは放流点から 20 Km以内で再捕され、放流後再捕に至る経過日数が

32-301日にわたることから、この群はほとんど移動せずにこの海域で生育し親になることが

予想される。また、一部ではあるが南下した例として、秋田、新潟両県で再捕されていることは、

産卵、ふ化した海域を遠く離れる素餌回遊群が存在するととを暗示している。

(2) マコガレイ ヒラメ同様放流点近くで再捕される群の他U亡、北上した例では陸奥湾内、南下し

た例では山形県においてそれぞれ再捕されていることから、本種も広範囲に索餌回遊する群の存在

がうかがわれる。

(.3) ムシガレイ 前記 2種と比べて再捕までの経過日数が短かく 1ヶ月以内でるる。このことは

本種の移動性か少ないことを示しているのか、あるいはその後再捕例が全くないことから、現在も

なお回遊移動中であるかの結論は今後の調査に待たれる。

百調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1 ) 当海域に出現する魚種ならびにそれらの量的関係が把握された。

(2) 水深によって出現魚種が異なる傾向がうかがわれた。

(3) ヒラメの好漁場が水深 120-130m等深線に沿って存在することが解った。

(4) 広範囲に索餌回遊する群がヒラメ、マコガレイの一部に存在することが明らかとなった

2 今後の課題

(1) 水深により出現する魚麟E成が変る傾向がみられるので、更に詳細な調査が必要である。

(2) 回遊移動する傾向が数魚種にわたって確認されたが、今後これらの経路を明らかにする必要が念

る。

-67ー



第 1表 出現種

魚類 1 3科 25 f-重

ドチザメ科 -'L a、 シザメ

ツノザメ科 7ブラツノザメ

スズキ手ヰ 7 カ iλ ツ

タ イ 科 、マ ダ イ

キ エ'<: 子ヰ キ ス

7イナメ科 ホ
‘" 
ケ

7 イ ナ メ

カジカ科 す3 -:; カ

ホウボウfヰ カナガシラ

ヒラメ科 ヒ フ メ

カレイ科 アカガレイ

ソ ウ ノ、 チ

ムシガレイ

メイタガレイ

アサパガレイ

-マ ガ レ イ

マコガレイ

イシガレイ

ヤナギムシガレイ

パパガレイ

カワハギ科 カ ワ ノ、 ギ

フ グ科 " フ ゲ

!J フ 科 -マ "，' フ

Mustelus manago BLEEKER 

Squalus acanthias LINNE 

D~derleinia berycoides(HILGEN-DORF) 

Chrysophrys maj or TEM¥fINCK et SCHLFGEL 

S i 1 I ago s i hamaC FORSKAL) 

Pleurogrammus azonus .TORDAN et METZ 

Hexagrammus otakii JORDANet STARKS 

Cottus pollux(GUN1'HER) 

Lepidotrigla microptera GUN1'HER 

Paralichtys olivaceus(TEMINCKet SOHLEGEL) 

Hippoglossoides dubius(SCHMID1') 

Cleisthenes pinetorum herzensteini(SCHMID1') 

E0pS巴tta gri gor，j ewi (HERZENSTEIN) 

Pleuronichthys cornutus(1'EMMINOK巴tSCHLEGEL) 

Lepidopsetta mochigarei SNYDER 

Li ma nd a he r z巴nsteini JORDAN et SNYDER 

Limand a yokohamae(GilNTHER) 

Ka r e i u s b i c 0 10 r a t u s (BAS 1 LEWS KY) 

1'anakius kitaharai(JORDANet S1'ARKS) 

Microstomus achnl(JORDAN et S1'ARKS) 

Stephanolepis eirrifer( 1' E~瓜HNCK et SCHLEGEL) 

Fugu vermiculari s porphy reus (TEJ¥仏lIN臼くetSCHLEGEL) 

Godus macrocephalus TILESIUS 

スケトウタラ Theragra chalcogramma(PALLAS) 

アンコウ科 アンコウ Lophiomus setigerus(v'必1:L)

その他魚類以外の穫

軟体動物タ コ

ヤリイカ Doryteuthis bleekeri KEFELSTEIN 

コウイカ Sepia esculenta HOYLE 

節足動物エ ピ

カニ
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第 1図 海区別曳網回数
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第 2表 日本海底棲生物調査表 瑞鴎丸

操 業 次 数 1 " " 2 ' 
， 

' 月 日 4612FJ 14 H " /会。 H H 

位 置
深 、浦 炉 作 深 i情 炉 イ乍 深 消

H 
6' " 2' 4' NNW 2' NW/W 4' NW  NW  NW 

水 深 (m) 95 " 110 100 - 120 95 - 120 100 - 140 

底 質 M S H S M S H 慣

潮流向速(浬) N 1 H N 1. 5 N O. 7 " " 

水 。机 8 
混

H 9. 6 1 2. 5 ， 

ホ シザ f. 2 1 0 5 

アプラツノザメ 5 

ホ -:1 ケ 1 0 8 2 2 1 0 2 

漁

¥ カナガシラ 5 3 0 5 

ヒ フ メ 6 4 4 2 0 1 5 2 0 

獲

ムシガレイ 2 0 1 5 20 

マコガレイ

量

ハパガレイ

7 ン コ ウ
，...、
}咽
'--' 

タ コ 2 3 2 3 1 4 

そ の 他 1 2 1 4 7 2 3 8 5 2 3 

言十 3 0 3 1 2 5 7 3 166 7 4 

備 ヨ、岳J 
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操 業 次 数 2 " 3 " " ' 

H 月 日 12/20 11 
/24 " " ' 

位 置
深浦 深 消 深 消 深 消

" NW'/w 4' 5' N/W 7' I " 
11 

NNW 6' NW  

水 深(閉 1 100-150 110 - 140 200 210 120 - 230 12刀-220 

底 質 H " S M H ' S M 

潮流向速(浬1 " H N 0.5 " 
健 N O. 5 

水 o m 1 2. 4 
温 " " 

信 1 1.5 

ホ シザメ

7プラツノザメ 2 0 0 I 2 0 0 2 0 0 5， 5 0 0 

漁

ホ ツ ケ 2 20i 2 0 2 0 4 0 

カナガシ弓 l 5 5 

獲

メ!ヒ フ 2 0 2 5 2 I 2 

ムシガレイ 1 5 1 0 

量

マコガレイ

パパガレイ
r、、
kg 
、--'
アン コ ウ

タ コ 4 5 5 ! 1 0 1 0 

そ の 他 2 3 1 2 1 1 9 7 

言十 6 9 5 7 2 3 7 238 241 5， 5 5 7 

備 考

-7 2-



4 " 11 ， ， ， 5 

/ム 嘗 " 
調 H " /ら7

深 浦 深 浦 深 浦 深 滞

N/W 71 
， " NW/N 41 " 41 71 NW  N/W 

120 - 200 120 - 230 210 100 - 130 " /1 120 - 220 

" 
， 

" " 
管 /1 j開

， 
" 

H " H H N O. 7 

1 1. 4 " 1 1. 6 1 2. 4 H ， 1 2.4 

1 0 5 5 8 

2 0 1 0 20 5 5 2 

2 2 2 1 1 1 

5 5 1 0 

1 1 1 1 1 

1 1 0 

5 

1 0 

8 9 8 1 2 1 0 9 6 

4 1 2 7 3 6 2 5 2 2 2 2 3 9 

[_  
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操 業 次 数 5 ' 6 " " 7 

11 月 日 /27 " 
灯.1/

" " /7  5 

深 消 深 補 深 消 深 H 浦 n • 
" 位 置

4' NW/W 4' N/W 7' NNW 6' 7' NW  l' NW  

水 深 (m) 120 ~ 140 100 ~ 140 140 - 220 140 - 220 120 - 220 140 - 220 I 

底 質 S M " 
， ， ， ， 

潮流向速(浬1 N o. 7 N 1. 0 " 
0.7 • " 

水 。官1 1 2.4 " 1 1. 4 " 1 1. 6 
温

n 

ホ シザメ 5 

7プラツノザメ 900 

ホ 、y ケ 2 0 1 0 4 0 3 

漁

カナガシラ 1 5 

ヒ フ メ 3 3 

獲

ムシガレイ 3 3 3 

マコガレイ

量

パパガレイ 1 1 3 

ア ユ〆 ヨ ウ 3 5 5 1 0 1 0 ，筒、
kg 、，ノ
タ コ 2 

そ の 他 8 6 1 0 1 0 1 2 6 

言十 1 9 1 2 936 2 6 6 4 3 5 

備 考
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/1 ' /1 H /1 8 11 

" " 担 /1 /1 /日 H 

" N " " " 
， 

" 
NNE 51 /1 " 11 NW  41 11 H 

100-120 100 - 105 100 95 - 100 100 - 120 100 - 140 " 

M " ' " S M " " 

N O. 5 " N O. 7 " l' " " 

1 1. 8 ' ' " " 1 1. 8 H 

2 0 1 5 1 0 1 0 

5 5 5 5 5 2 0 2 0 

1 0 1 0 5 5 5 2 0 1 5 

1 0 5 5 5 5 2 2 

1 

2 2 

3 3 

2 2 2 2 3 1 3 7 

~一三
2 7 2 7 1 8 6 0 5 0 

一一一一一一一一一
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操 業 次 数 8 H H " 9 1・

/f 月 日 1/9 n /1 情

/10 • 

月戸 イ乍 深 浦 H " /1 暢

H 位 置 N/E 2.5' NW/W 4' /1 NW 4' NW/N 5' • 

水 深 (m) 100 ~ 130 100 ~ 130 H /f 100 ~ 140 /1 

底 質 H S M H 調 /f ， 

潮 流 向 連 /f N 0.7 " " " 
鋼

水 。 1 O. 0 1 1. 8 H m H H 6 

温

ホ シザメ

アプラツノザメ

ホ y ケ 4 

漁

カナガシラ 3 0 2 0 1 0 5 2 0 

ヒ フ メ 5 
獲

1 0 1 0 5 1 0 1 0 

円、、 ムシガレイ 2 2 2 2 2 2 

舟恥

量 マコガレイ 1 

ノξ....，ガ vイ 2 2 1 1 3 

r‘、 ア ン :::J ウ 2 1 0 1 5 
kg 
、、./

タ コ 5 2 5 

そ の 他 2 7 7 7 7 4 1 4 

言十 7 2 4 1 3 1 2 0 4 9 9 9 

備 考
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， 
" /1 1 0 " " H 

H n /1 ぺ5 ， /1 1/15 

H H /1 • H H H 

NW 4' NNW 5' NNW 6' NW/W 4' N W 4' a N/E 5' 

， 
105 ~ 140 110 ~ 140 100へ， 130 100 ~ 140 H 100~ 110 

" H H H n H H 

' H " H 鱒 H " 

H ， H 1 1. 6 ， ' H 

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 

7 5 5 1 0 1 0 1 0 5 

2 2 2 2 2 2 2 

3 

1 1 1 

5 1 0 5 

2 2 2 2 

4 4 4 6 5 5 4 

2 3 2 1 2 1 3 6 4 0 3 5 2 7 
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操 業 次 数 1 0 1 1 H 1 2 ， 1 3 

/1 月 日 1/15 /18 
， 

/20 
H 

/21 

位 置
深浦 大戸瀬 /1 追 良瀬 深浦 大戸 5瀬' " N/E 5' NNW 8' NW/W 8' 2.8' 間 /N3' N 8. 

7.k 深 (m) 100 220 ~ 270 240 ~ 270 101 - 100 911-90 200 ~ 240 

底 質 S M 調 H M " 
調

潮 流 向 速 N o. 7 N 1. 0 H S 1. 0 " SE 1. 0 

水 。 1 1. 6 " 1 O. 8 ， " m " 温

ホ シザメ

アブラツノザメ

ホ ツ ケ

漁

カナガシラ 2 0 5 4 

ヒ フ メ 1 5 2 3 
獲

ムシガレイ 5 

量
マコガレイ 3 

ババガレイ 2 5 2 

r、、 ア 二〆 コ ウ
kg 
、_./

タ コ 2 1 0 7 1 1 8 

そ の 他 4 4 5 3 5 自 3 2 2 

言十 5 1 6 0 4 4 1 6 1 1 3 0 

備 考 マダラ40kg マタ.ラ30kg マタ.ラ 7kg 
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11 " 1 4 ， • H 1 5 

• • /24 • 1/24 • /27 

" • 深 浦 炉 作 沢 辺 • 深 滞
H " N W 3' N W 2. 5 s S W 2.8' 

， N W 4' 

220'" 270 220'" 260 1 1 0 1 0 5 2 1 0 j隠 100 '" 120 

， 
" 

H ， M " S M 

， • NW  4 NE  4 N 3.0 " N 1.0 

前 調 10.4 1 0.6 1 O. 6 1 0.4 9.8 

3 0 3 0 4 0 0 1 0 0 

8 8 8 8 

1 2 8 2 1 0 5 

7 3 2 0 

2 . 

1 0 

6 5 5 

3 2 4 8 1 5 1 0 1 1 7 B 

3 8 5 3 7 2 5 9 421 125 5 0 

マタ.ラ20勾 マタ'ラ30kf}

- 7 9-



|操 業 次 1 5 11 11 11 1 6 11 

副 月 日 /27 
11 11 " 2/2 個

深 浦 丹戸 作 11 深 浦 11 11 
P 位 置

NW  4' ;:':/W2.5' ~\\'パ九74' NW  4' 11 H 

水 深 (m) 100 ~ 120 11 11 100 ~ 120 " 

底 質 S M " 11 11 S M 剥

潮 流 向 速 N 1. 0 H H " N 1. 0 /1 

水 。 9. 8 百1

量
9. 6 /1 9. 8 9. 6 11 

ホ シ ガ メ

アブラツノザメ

ホ ツ ケ

漁

カナガシラ 5 2 0 5 1 0 1 0 

ヒ フ メ 1 0 2 0 1 0 1 5 2 5 2 0 
獲

ムシガレイ 2 2 つ 2 

量 マコガレイ 1 

バパガレイ 5 5 

r句、 ア ン コ ウ 1 0 2 0 2 0 1 0 5 5 
k9 
、-'

タ コ 5 5 5 3 

そ の イ也 5 2 0 1 4 8 5 5 

3 7 8 8 6 1 5 0 4 5 

イ蒲 考

-8 0ー



， 1 7 H 製 11 H H 

， 
/4 2/4 制 • ， 11 

" 舟戸 作 深 浦 " H H " 
NW./W 4' N./W 2.5' N W 4' 調 NW/N 4' 11 ， 

97 ~ 120 120 100へ， 120 H 100【- 120 100 ~ 125 H 

， H S M H H 

" " 

11 N 0.5 N 0.5 11 ， • " 

， 9. 0 9，4 j隠 H ' 

5 6 0 2 0 1 0 1 0 5 

1 5 2 0 2 0 2 0 2 0 5 

2 2 2 2 1 2 

1 1 

5 5 5 3 3 2 5 

3 5 5 5 5 5 5 

5 

4 8 4 4 4 3 2 

3 2 1 0 5 5 7 4 5 4 4 2 1 3 4 

-8 1-



操 業 次 数 1 7 1 8 回 ， H ， 

H 月 日 2/4 /7 
H 

1・ " " 

位 置 深浦
， H ， 炉 作 深 浦

H 

NW  4' H H NW/N 4' N/W 2.5' N/市V 5' 

水 深 (m) 120 100 ~ 120 H 100 ~ 125 97 ~ 120 100 

底 質 S M H H H 調 " 

潮 流 向 速 N o. 5 N o. 7 H H " 
目

水 。 9. 0 m /1 H H ， 
温

ホ シザ メ

アプラツノザメ

ホ y ケ

漁

カナガシラ 5 1 1 5 3 

ヒ フ メ 5 1 5 1 5 1 0 5 1 5 
獲

ムシガレイ 1 2 2 2 2 1 

量 マコガレイ

パパガレイ 2 2 2 1 1 0 1 

f‘、 ア ン コ ウ 5 1 0 1 0 1 0 1 0 
k9 
'-' 

タ コ 2 2 2 1 

そ の 他 2 2 2 1 7 6 

言十 2 0 3 4 3 3 2 6 5 5 2 6 

備 考

-R 2-



1 9 11 2 0 /1 " /1 /1 

2/9 " /13 
H /1 11 H 

深 浦 H /1 H /1 /1 1隠

NW 41 11 " NW/N 4' NW 4' NW/N 4' NNW 5' 

120 1 2 5 110 1 1 5 120 125 125 

11 " 11 /1 H 鱒 /1 

S 1. 0 " N 0.7 縛 /1 /1 " 

8. 4 11 7. 8 /1 H /1 1情

1 1 1 1 

2 2 2 0 1 0 1 0 1 0 1 0 

1 1 5 5 5 5 5 

1 1 1 1 

1 1 

1 0 5 3 

2 2 5 2 2 2 2 

2 2 2 2 1 2 

6 6 4 4 2 6 2 3 2 1 3 0 

- 8 3-



操 業 次 数 2 0 /1 2 1 /1 /1 /1 

!I 月 日 /13 
/1 

/17 
H 2 / 〆 17 /1 

位
深 浦 " /1 /1 n /1 

" 置 NNW 5' NW  4' N'-¥刈 4' N NW  5' /1 /1 

水 深 (m) 1 2 5 120 115 l' 1 2 0 1 4 0 

底 質 S ;>，1 11 /1 /1 11 /1 

潮 流 向 速 N o. 7 " 11 n /1 n 

7J:: 。m 7. 8 " 7. 8 鍵 " " 温

ホ シザメ

アブラツノザメ

ホ 'y ケ

漁

カナガシラ 1 1 5 5 5 5 

ヒ フ メ 1 0 5 1 5 1 0 1 0 1 0 

獲ー

ムシガレイ 5 5 3 3 3 3 

量
マコガレイ

パパガレイ 2 2 2 2 

r、、 ア ン コ ワ 1 0 1 0 1 5 

L骨
、、J

タ コ 2 2 1 1 1 1 

tモ の イ也 7 7 3 3 3 2 

百十 2 5 :> 7 3 4 2 9 2 3 

1Hli 考

一向 4ー



H 11 /1 2 2 /1 /1 /1 

H H H 
/18 • /1 ， 

H 11 11 /1 11 H ， 
N/E 5' /1 N 5' N W 4' NW/N 4' NW/W 4' H 

100 ， 110 120 " 11 1 2 5 

11 11 11 11 8・ /1 担

， 
" 11 /1 • H /1 

膚 H /1 7. 6 11 H • 

3 3 3 5 3 3 3 

1 5 1 5 1 5 1 0 1 0 5 5 

3 3 2 5 3 3 3 

2 2 2 1 

5 3 2 2 2 2 

1 1 1 2 2 2 2 

3 3 3 3 5 5 5 

3 0 2 8 2 6 2 9 2 7 2 2 2 1 

- 8 5-



操 業 次 数 2 2 H 2 3 H H /1 

" 月 日 /18 
H 2/23 H • ， 

位 置
深浦 /1 

" 
/1 /1 /1 

H 
NW/W 4' NNW 5' N W 5' NW/N 5.5' /1 • 

水 従 (m) 1 2 0 " 1 0 0 H 115 H 

底 質 S M ， M /1 H H 

潮 流 向 速 N O. 7 H SW O. 5 H H 舗

水 。 7. 8 官1 " 温

ホ シザメ

アブラツノザメ

ホ ツ ケ

漁

カナガシラ 2 3 2 2 4 2 

ヒ フ メ 1 0 1 5 8 5 1 0 5 

獲

ムシガレイ 2 3 1 5 1 2 1 5 1 6 

量
マコガレイ 1 1 

パパガレイ 2 2 4 5 3 2 

r旬、 ア ン :::I ウ 5 5 1 5 

、k』昔J 

タ コ 2 2 2 2 3 2 

そ の 他 3 4 

言十 2 7 3 5 3 1 2 6 5 0 2 7 

備 考

一自 6ー



， 2 4 H R H " H 

， 
/26 

H 目 H " H 

炉 作 深 浦 H 伺 縛 H H 

N W 3‘ N W 4' " N/E 5' H " N/E 6' 

110 110 115 1 0 5 H H 110 

" S M H ， 縛 H " 

NE 3. 0 N o. 7 H • " H " 

7. 2 " 2・ H " 
m 

7 

2 2 2 2 2 2 2 

2 0 1 5 5 2 0 1 5 1 5 1 5 

3 0 5 5 5 5 5 5 

3 3 

7 5 1 3 2 3 2 

1 3 1 0 1 0 5 5 1 0 

3 2 2 2 

5 4 7 7 5 

7 5 4 4 1 9 4 7 3 6 3 3 5 1 

」一一

-87-



五業 次 数 2 4 2 5 H 11 n 11 

'宮 月 日 2/26 1 -/1 11 W n 
'ー

ー
深 浦 11 11 河戸 11 H 

11 位 置
N/E 6' 1'¥ ¥¥' 4' NW/¥V 4' N 2.5 ' NW  n 1.5 

水 深 (m) 110 120 /f '1 11 l' 

底 質 S M " n 11 n W 

潮 流 向 速 N O. 7 l' 11 n ， N 1. 0 

。ηl 7. 2 7. 4 健 7. H ， 7. 0 
温

ホ シザ メ

アプラツノザメ

ホ y ケ

漁

カナガシラ 2 5 5 1 5 1 5 

ヒ フ メ 2 0 5 5 5 5 5 

獲

ムシガレイ 5 5 5 2 0 2 0 2 0 

量 マコガレイ
3 3 2 1 5 1 5 1 0 

パバガレイ 5 5 5 

，戸、、 ア ン ::I ウ 5 1 0 2 0 2 0 

‘t望、、J

タ コ

そ の イ也 8 2 3 1日 1 8 1 6 

計 4 3 2 5 占 5 9 8 8 6 

備 考

一一

- 8 8-



" " 2.6 ， ， H 2 7 

， N /2 " • 3/ 2 /4 

N 深 浦 " " 
， 

" 松 3神' N 2' N W 4' ， ， NNW 5' NNW 6' W 

H 110 1 1 5 lf 120 130 6 0 - 7 1 

H H N 圃 " S M M S 

N 1陣 N O. 7 

7. 6 7. 4 7. 8 H " 7. 8 8.8 

1 5 5 3 3 2 2 

5 3 1 0 5 5 3 

1 0 5 2 2 1 1 

1 0 5 3 2 2 2 

3 2 2 2 1 

1 0 5 5 

1 3 1 1 1 1 1 8 8 

6 6 1 9 3 6 3 0 2 0 1 7 

- 89ー



操 業 次 数 2 7 /1 2 8 /1 " 剖

/1 月 日 /4 /1 /7 
， /1 11 

位 置
大間越 須郷崎 i深 浦 /1 舟戸 作 深 浦

/1 w/N 2.2' N 2.2' NW  4' NW/N 4' N 2. 5 ' NW/仇/4' 

71< 深 (m) 5 8 ~ 6 6 3 8 ~ 56 1 1 0 120 /1 130 

底 質 民I S /1 S M /1 " 
/1 

神』 流 向 速 N o. 7 /1 N 1. 0 N O. 7 

水 。 9. 0 7. 0 6 6 7. 0 庁1 " 温

ホ シザ メ

アブラツノザメ

ホ ツ ケ

換、

カナガシラ 3 3 2 3 

ヒ フ メ 5 5 1 0 
獲

ムシガレイ

量 マコガレイ 3 3 2 3 

パパガレイ 3 3 3 3 

/戸、 ア ン コ ウ 5 5 1 0 
Icg 
) 

タ コ 1 1 2 

そ の 他 2 2 2 2 

言十 2 2 2 2 2 2 2 1 

イ蒲 考

9 0ー



/1 /1 /1 /1 2 9 /1 3 0 

/1 /1 /1 3/7 /11 " /12 

/1 /1 /1 " n /1 /1 

N/E 5' N/E 6' N/日 7' /1 N W 4' NW/N 4' N/E 4' 

1 1 0 /1 H n 120 m 110 

M S " /1 " M S /1 /1 

/1 /1 /1 /1 N 1. 0 H N o. 7 

/1 /1 /1 /1 6. 8 " 6. 7 

2 

1 

3 3 3 3 1 

1 5 1 0 1 0 1 0 5 1 0 1 5 

3 2 

3 3 3 2 1 1 3 

3 3 2 2 2 

5 

2 1 

2 2 2 2 1 1 1 

2 6 2 1 2 0 2 2 1 1 1 3 3 0 

-9 1-



操 業 次 -数 3 0 情 毎 ， n n 

" 月 日 /12 " H H H 圃

位 置
n H H H n 錨

H 
N/E 6' N/E 7・NW 4' l¥JW'/w 4' " 

水 深 (m) 110 120 H 130 1 0 0 105 

底 質 S M 11 

" 11 H N 

潮 流 向 速 N o. 7 H " H n H 

水 。官1 6.7 
混 " n 6.8 w n 

ホ シザ メ 2 2 2 

アブラツノサ事メ

ホ y ケ 1 1 1 1 1 1 

漁

カナガシラ 1 1 1 1 1 1 

ヒ フ メ 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 

獲

ムシガレイ 2 2 2 2 2 2 

量 マコガレイ
3 3 3 3 3 

パバガレイ 2 2 2 1 1 

f‘、 ア ソ ::1 ウ 5 5 5 5 5 
kg 、_.，

タ コ

そ の 他 1 1 1 1 1 1 

言十 2 5 2 5 2 5 2 6 2 6 2 1 

j必 考

-9 2-



3 1 H 11 3 2 11 H H 

/13 3 /13 " /16 
鋼 11 /1 

11 " 11 11 調 炉 作 11 

NW  4' 締 NW/N 4' N W 4' 11 N NW  2.5' NW/N 2' 

120 130 1 2 0 110 1 2 0 115 1 2 0 

11 11 ， 11 " 11 11 

11 " " S W 2.0 11 S W 2. 5 鍵

6. 6 11 j限 5 H 6 5. 5 

1 1 1 1 1 1 1 

1 0 5 5 3 5 2 8 

2 0 1 5 7 3 5 2 1 5 

1 0 1 5 2 2 2 1 

3 2 2 4 2 3 

1 0 1 0 8 l 1 1 

1 

1 1 

5 6 4 9 2 5 1 4 1 6 1 0 4 7 

- 9 3-



操 業 次 数 3 2 H 首 H 3 3 H 

H 月 日 /16 
情 H H 

/17 
3l'J 17 

位 置
炉作 H H H 深 浦 河戸 {乍

H 
WN/'W 2' NW  3' WNW  2' 鍵 情 H 

水 深 (m) 105 H t 2 0 110 115 1 0 3 

底 質 S M " H " M S M 

潮 流 向 速 N o. 7 H H H SW  1. 5 

水 。 6. 6 SW  1. 5 m H H ， 
温

ホ シザメ

アプラツノザメ

ホ ツ ケ

漁

カナガシラ 1 1 1 1 1 

ヒ フ メ 7 7 4 4 1 0 
獲

ムシガレイ 1 5 1 0 5 5 2 1 0 

量
マコガレイ 4 5 4 5 5 1 0 

パパガレイ 8 5 5 4 3 5 

r、、 ア ン ::r ワ 1 1 1 1 2 1 5 
kg 
、-'

タ コ

そ の 他

言十 3 6 2 !l 2 0 2 0 2 3 3 2 

備 考

-9 4ー



H ， 3 4 H H n 3 5 

n H 
/lR 

調

" 
H 

/22 

a 
" 大 戸 瀬 H H " 

" NW  1.5' N 10 ' " 
， H 

110 R 0 270 3 0 0 3 1 5 345 110 

" H M /f H H S M 

H H NE  3 n H " S E 2 

7. 0 

1 1 1 0 

2 1 0 1 0 

8 5 1 0 

7 3 1 0 

3 4 5 0 5 0 6 3 5 0 1 0 

7 7 1 0 

7 4 6 3 

3 9 4 6 6 7 4 2 

2 8 3 0 9 6 1 0 0 1 3 6 9 5 6 0 

アカガレイ 30kg " 40切 /f 50kg • 28kg 

-9 5-



操 業 次 数 3 5 /1 H 網 f/ 

" 

" 月 日 /22 " " " f/ /1 

" 位 量

7.K 深 (m) 1 1 0 1 2 0 110 1 0 0 110 120 

底 質 S M f/ 11 l' 11 11 

潮 流 向 速 S E 2 鋼 " S E 2. 0 11 " 

水 。
1忌

宵t 7.2 " 7. 4 " 
膏

ホ シザ メ

アブラツノザメ

ホ ツ ケ

漁

カナガシラ 1 0 1 0 1 0 1 5 5 2 

ヒ フ メ 5 5 4 2 2 2 
獲

ムシガレイ 1 0 1 0 1 0 1 5 1 5 1 0 

5 6 9 1 5 1 5 1 2 

パパガレイ 5 6 4 8 2 6 

トー一

f 、、 ア ン コ ウ 1 0 1 1 1 0 5 2 
k官
¥、./

汐 コ

そ の 他

4 5 4 8 4 7 7 0 4 4 3 4 

備 考

-96-



3 6 H " 3 7 " n H 

/23 
H H 

/25 
震 1陣 H 

深 浦 H H " H H 膚

N NW  4' H H N W 4' " N/E 5' H 

100 105 110 130 H 105 11 

H " H H H n a 

N 1. 0 舗 H N 0.7 H ， f/ 

7. 6 ， H 7. 0 f/ H " 

2 2 3 1 1 1 1 

1 0 1 5 1 5 

5 1 0 5 1 0 1 0 1 0 1 0 

， 
1 0 1 0 1 0 

1 1 1 1 

5 4 5 5 

5 5 2 2 2 2 2 

38 47 35 19 19 13 1 3 

- 97ー



操 業 次 数 3 7 11 f/ f/ 3 R f/ 

11 月 日 /25 " f/ f/ 
/26 

u 

位 置 深浦 F正戸
作 f/ 11 深 v甫 f/ 

/1 

N/E  5' N/E 2.5' N 2' NW  4' u 11 

水 深 (m) 105 1 2 0 1 1 5 120 1 1 0 " 

底 質 S M u 蹄 /1 11 11 

期 流 向 速 N 0.7 f/ f/ 11 N 1. 0 f/ 

水 。 7. 0 7. 4 η1 f/ 11 7. 2 網

温

ホ シ ザ2 メ

アブラツノザメ

ホ ツ ケ 1 1 1 1 0 2 0 

漁

カナガシラ 1 2 2 2 2 2 

ヒ フ メ 1 0 

獲

ムシガレイ 5 2 0 2 0 2 0 1 0 5 

ミ

o'!l. 
マコガレイ 1 0 5 

パパガレイ 3 3 3 1 

〆ー、、 ア ン コ ウ 2 0 1 0 1 0 5 1 0 
kg 
、、J

タ コ 2 5 5 5 2 2 

そ む 他 8 日 6 3 3 

言十 5 9 4 9 4 7 5 3 5 R 

イ薦

-9 R-



a n " 

" H ' 

H " 
， 

NW/W 4' ， /1 

100 9 5 105 

/1 /1 /1 

" /1 /1 

/1 ， /1 

2 0 3 0 1 0 

2 2 2 

1 0 1 0 1 0 

5 5 5 

5 1 0 5 

1 1 1 

5 

2 2 2 

4 3 2 

5 4 6 3 3 7 

- 9 9ー



3 日本海マス漁場調査

I 調査目的

日本海に生息するマス類の資源動向を明らかに し、資源を有効に利用するための漁業管理ならびに、

国際的な資源評価Kおいて重要な役割を果す基礎資料を収集するとともに、本漁業の経営安定K資する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和 46年 3月 31日-6月 14日

2 調査場所 日本海北部海域

3 調査員および調査船

(1 )調査員 技師 団村真通

調査課長 山形実

技 師 小田切譲二

(2) 調査船

試験船瑞蟻丸(40. 81トン DI60PS) 

4 調査項目

(1) 漁獲試験

(2) 多項目調査

5 調査方法

はえなわ漁具(鈎 32 :2手付)

皿調査項目

1 漁獲試験

調査位置は第 1図に示し、漁獲状況Kついては第 1表に示した。

本年は、小型のサケ(シロ)が例年より多く漁獲されたことが特徴的である。

- 100-



第 1図操業位置
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第 1表 昭和 46年度日本海マス漁獲状況

有効鉢数
漁 獲

月 調査回数
カラフトマス サクラマス サケ 言十

3 I 
鉢 17 1 。 18 

60 0.28 O. 02 0.30 

4 B 695 
661 43 。 704 
O. 9'; O. 06 1. 01 

5 
12 

1. 318 
1. 634 18 54 1.706 

タ縄1回含む 1. 24 O. 001 O. 04 1. 29 

6 6 890 
557 。 。 557 
O. 63 0.63 

言十 27 2.963 
2.869 62 54 2.985 
0.97 O. 02 0.02 1. 01 

上段: 漁獲尾数

下段 1鉢当り漁獲尾数

2 多項目魚体測定

魚体損1J定は操業の都度、カラフトマス、サクラマス等、それぞれ 30尾について、漁獲が 30尾に

満たないときには全数Vてついて実施した。

カラフトマスについての体長体重視1J定結果を第 2表に示す。

S 4 4年、 4 ~年の体長体重と比較すると、本年のカラフトマスは S 4 5年の不漁年と同様大きい魚

体である。

雌雄比は 54:46(多項目調査およびパンチング調査 1803個体の資料による)で雌の方が多

くなってL、る。

第 2表 各年のカラフトマスの魚体測定の比較

空胃率:全調査個体に対寸る空胃の個体の割合

S 4 6年 S 4 4年 S 4 5年

平均尾又長 436. 6 mm 394. 5 mm 436. 7 mm 

体 重 1178.4 9 773. 0 9 1141. 1 fj 

雌雄上ヒ 54 : 46 50 : 50 47 53 

空 胃 率 50係 70 % 60 % 

百 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

本年は、日本海マス漁業の主体をなすカラフトマスの豊君主主!=-V'i:当り、はえなわ漁業流網漁業とも昨

年より豊漁であったが、流網は特に豊漁であった。

カラフトマスが、不漁年並に大きかったことが、流網の漁獲効率を高めた一因と考えられる。

本年は、小型のサケが例年代なく多く漁獲された。

2 今後の課題

(1 ) 問題点

今まで、日本海では、あまりサケは漁獲きれておらず、サケに関寸る知見が不足している。

(2) 今後の課題

サクのデ タの蓄積と究明が必要である。

の
4nv 



昭和 46年 日本海マスはえなわ漁場調査結果表

1 2 3 4 5 6 7 

S 46 
操 業 月 日 3、31 4、4 4、5 4、12 4、16 4、20 4、21

操業
h m 

投網開始 01、48 03、05 03、17 03、30 03、29 03、07 03、10

終了 02、35 04、00 03、4!'i 04、38 04、29 04、37 04、10

時間 場網開始 05、10 0目、 20 05、10 05、20 O!'i、 15 o !'i.、 28 05、15 

終了 07、!'i0 16、30 07、10 09、10 08、30 1 1、05 08、45

N 40 - 49 40 - 41 40 -!'i1 40 - 28 40 -!'i8 39 - 44 39 - 52 

操業位置

E 139 - 21 39 - 29 139 - 26 139 - 27 139 - 30 139 - 10 138 - 46 

天 候 f c c b、 c b b b 

風向・風力 SW3 W2  SW4 SW2 E2  S SW  3 NEI  

気 圧 1021 1022. 5 1017 1026 1026 1011 1016 

気 t 混 9. 5 ℃ 3目 3 5.0 7. 5 6.0 8. 4 7. 6 

水 。M 6.3 6.4 7. 3 8.9 8.0 8.4 8.5 

2 0 6.2 6. 4 5 5. 5 8.9 0 5.6 7. 8 8.4 

温 5 0 6.2 6.0 8 4. 4 8.9 2 4.0 6.0 7. 7 

℃ 100 4. 3 5. 5 0 3.0 7. 9 0 2.6 4. 4 5.6 

200 1. 8 1. 6 !'i 1. fi 6.3 0 1. 1 2. 1 2.7 

投なわ方向 E E 
ENE  
-NNE  E w NE  E 

使 用 鉢 数 6 0 9 0 4 0 9 0 9 5 120 100 

漁 カラフトマス 1 7 5 4 4 9 3 1 2 7 9 0 2 4 7 

サクラマス 1 1 0 3 4 4 。 1 4 

獲 サ ケ 。 。 。 。 。 。 。
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B 9 10 11 12 13 14 

操 業 月
S 4 6 

日 4、22 4、28 5、14 目、 15 5、16 5、20 5、21

h m 
操業 投網開始 02、40 03， 20 02， 45 02、10 02、00 02.、10 02、05

終了 04、10 04、30 o 3、55 03、35 o 3、30 03、35 03、28

時間 場網開始 0:;， 1 0 05， 30 0目、 10 04、50 04、30 o .t、 40 04、40

終了 09， fi 5 0呂、.10 09、25 09、30 09、:;0 08、40 08、40

N 40 - 03 40 - 47 40 - 02 40 - 00 40 - 08 40 - 16 40 - 21 

操業位置

E 138 - 31 139ー 13.~ 13&ー，42 138 - 30 138 - 35 138-40 138 - 40 

天 候 c b、 c c b c f e 

風向・風力 。 N2  N2  N2  羽T1 N1  S 1 

気 庄 1012 102fi 1016 1015 1010 1009 1008 

'r， 

気 混 6.2 5.0 9. 5 9. 5 1 O. 0 9.5 1 1. 5 

水 。M 9. 0 9. 6 1 O. 0 1 0目 7 1 1. 2 1 1. 6 1 O. 4 

2 0 6. 5 9.2 9 2 1 O. 0 9. 9 5 1 O. 1 8.7 

温 5 0 4. 8 8. 1 5. 6 5. 5 6. 1 0 5.8 5. 2 

d 

100 3. 3 7. 4 3.2 2. 9 3. fi 5 3. 2 2. 7 

℃ 

2 0 0 2. 3 3.7 1. 3 1. 2 1. 3 0 1. 4 1. 2 

投なわ方向 SW  SW  ESE  ESE  ESE  ENE  NE/E  

使 用 鉢 数 130 100 100 130 1 4 0 120 1 3 0 
、d・F 

主

漁 カラフトマス 8 7 7 6 2 4 0 2 6 3 101 214 178 

サクラマス 6 2 4 1 4 5 1 

獲 サ ケ 。 。 5 1 0 。 1 。
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15 16 17 18 19 20 21 

5、22 日、 23 5、27 5、28 5、29 5、30 5、31

02、20 02、05 1 6、35 02、20 02、00 03、30 02、20

03、43 03、4" 16、40 03、37 03、30 03、55 04、15 

04、45 0"、10 1 8、30 05、00 04、55 0"、00 05、10 

09、15 09、30 1 8、55 09、11 09、30 06、20 1 0、45

40-44 40ー22 40-26 40-29 40-38 40-34 40-43 

138-10 138-4 2 138-19 137-22 137-22 137-26 137-19 

c c r f e f f 

W 3 E2  S 1 S 2 S SW  3 SW2 W2  

10 1 5 1021 1 005." 1 0 0 2 1 0 0 6 1 0 0 7 1 0 1 4 

8. 0 9.5 1 1. 5 1 O. 5 1 1. 0 8 8.0 

7. 8 9 2 9. 9 8. 6 9. 4 9. 6 9.4 

7. " 8. 6 8. 3 7. 5 8. 7 7. 9 8. 2 

2. 3 4. 8 3. 8 3. 6 6. 8 3.8 4. 8 

1. 2 2. 7 1.4 1. 3 3. 8 1. 2 3. 5 

0.7 1. 2 O. 8 O. 7 3. 4 O. 6 O. 7 

ESE  WNW  E E E NW  NE  

120 140 1 0 1 0 8 120 3 0 170 

" 1 
2 1 8 121 222 2 4 1 9 1 

1 。 。 。 2 。 。

7 。 2 1 2 2 1 0 
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22 23 24 2~ 26 27 

S 4 6 
操 業 月 日 6、6 6、7 6、8 6、9 6、13 6、14

h m 
操業 投網開始 o 1、30 o 1、38 o 1、40 01、20 o 1、50 02.、00

終了 03、10 03、1:; 03.、25 02、:;0 02、10 03、20

時間 場網開始 04、30 04、4:; 04、50 04、30 0:;、00 04、58

終了 09、20 09、:;5 09、40 09、o() 08、30 08、55

N 41-05 41;-07 41-24 41-30 41-14 41-25 

操業位置

E 137-16 137-15 136-58 137-18 137-37 1 36-40 

天 候 c c c e c f 

風向・風力 NE4  NWI  。 S 1 NW2  SW2 

気 圧 999 1 01 3 1 020 10 17 1010 1 009 

l， 

気 温 7. :; 8.0 9 5 1 O. 0 9 0 9.5 

水 。M 8. 3 8. 4 1 O. 0 9 9 1 O. 7 1 O. 2 

2 0 7. 9 7. 9 7. 9 8. 1 8. 5 9. 1 

温 5 0 1.9 3. :; 2. 4 3. 2 2. 9 2. 9 

100 O. 8 2. 0 1.3 1. 5 1; 4 0.8 

.r， 

2 0 0 0.6 O. 7 O. 7 O. 8 0.8 O. 5 

投な わ方向 WSW  WSW  W/N  E'NW  SW/W  

{吏 用 鉢 数 1 4 0 1 6 0 1 ~ 0 1 4 0 1 ~ 0 150 

得、 カラフトマス 136 8 6 246 5 1 。 3 8 

サクラマス 。 。 。 。 。 。

獲 サ ケ 。 。 。 。 。 。
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1 太平洋スルメイカ漁場調査

I 調査目的

E 

との調査は、木県太平洋に来遊するスルメイカの来遊量、群の性状及び移動を把握し、漁業指導と漁

況予測を行左う ζとにより漁業経営の安定K資するものである。

調 査 内 4卓2司r 

1 調査期間

2 調査海域

3 調査員及び調査船

調 査 員

調査船

昭和 46年 7月~同年 12月

本県太平洋沿岸及び沖合

技 師 赤羽光秋 技 師 田村真通

主任研究員 斎藤重男 課 長 山形 実

技師補 松井謙介 技 師 沢田兼造

瑞鴎丸 (40.111トン、 D160 P S、橋本船長以下 10人剰13.)

東奥丸(犯.35トン、 D120 PS、高井船長以下 10人乗組)

4 調査項目

(1)漁場観測

(2)漁獲試験

(3) 生物測定

5 調査方法

(1) 0-200mの各層測温及び一般海気象観測を操業の都度行い、期間中 52回実施した。

(2) 瑞鴎丸の漁獲試験は自動イカ釣機 5台(ハマデ式 2台、サンパー 2台、ニッサン 1台)と手回し

釣機 4台言十9台を使用し 7月 4日-9月 28日の期間 34航溝実施した。

東央丸は自動イカ釣機 6台(ハマデ式2台、ニッサン 2台、サンパー 1台、関式1台)、手回し

釣機2台、アンテナ針(オッパイ針使用) 2式計 10台を使用し、 9月 30日-12月 4自の期聞

に 14航滞実施した。

(3) 生物測定は東北水研八戸支所と共同実施し、多項目測定25回で合計 1，195尾、パンチング調査

1 8回で合計 1，800尾についてbと左った。

E調査結果

1. 昭和 46!iEの漁況と海況

(1) 漁況

八戸近海漁場の夏秋の漁獲量、出漁隻数・ 1隻当り漁獲量の経年変動は第 1-3表のとbりで、

本年の漁獲量は昨年を上回ったものの 1隻当り漁獲量は昨年を下回夕、漁況は昨年K続いて極端K

低調であり、魚群の来遊量水準は相当低いものであったと判断される。一方、関連海域である岩手

県及び道東の漁獲量は第 4、5表のとbりで、岩手県では最近5ク年平均(26， 500トン)の約 45 

%1rCとどまり、また道東では 5ク忽平均(158， 000トン)の 16 %と、関連海域の漁獲量は本年記

録的1.c:不漁にみまわれ、岩手県では過去の最低だった S、 39年を若干上回ったものの道東ではそ

れを更K下回った。

らuの太平洋側1rC:l>~ける代表的友三陸、道東漁場の漁獲量水準から考えて、本年の魚群来遊量水

準は昨年同様極端に低かったものと考えられる。
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第 1表 八戸近海釣イカ漁獲量 (単位 1.000トン)

主E (昭和) 35 36 37 3R 39 40 41 42 43 44 45 46 

夏 イ カ 50 21 31 22 lR 27 24 35 29 19 6 11 

秋 イ カ 23 22 42 35 15 14 25 29 32 lR 7 5 

言十 73 43 72 5R 33 41 49 64 61 36 13 16 

資料:八戸魚市場

第 2表 八戸近海イカ釣漁船の出漁隻数 〈単位 1，000隻)

長E (昭和) 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 

夏 イ カ 17 14 16 14 lR 14 14 13 10 12 6 10 

秋 イ カ 10 11 12 12 14 10 10 15 14 10 5 6 

言十 27 25 2R 26 32 23 24 ~ 25 22 11 16 

資料:八戸魚市場

第 3表 八戸近海イカ釣漁船の 1隻当り漁獲量

年 (昭和)

(単位トン)

夏

秋

イ

イ

カ

カ

!.E 間

第 4表

年

漁

資料

第 7表

資料:八戸魚市場

(単位 1，000トン)

岩手県水産試験場 五港:久慈、宮古、山田、釜石、大船渡港

道東漁場の釣イカ漁獲量

(昭和)

獲量

(単位 1，000トン)

釧路水試(十勝、郵11路根室支庁の合計)

(単位 1 0トン)

昭和 4 6年月別道東のツメイカ漁獲量 (単位 1 0トン〉

9 

月

獲 」川 223 

計9 7 自 1 0 

10自104 

資料:釧路水試(花咲、根室港合計〉
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• 

次に参考として、第 6表及び 7表K道東底びき網によるスルメイカ漁獲量と、 46年K道東の釣イ

カで混獲されたツメイカの漁獲量を示したが、底びき網Uてよるスルメイカ漁獲量は釣漁の沈滞Kも関

わらず逆K近年増加しているととが注目されるoまた冷水性のツメイカが本盆かつて見られ念い程大

量K漁獲され、 9、 10 月 K花咲港K水揚されたイカの 20~30~ を占めたが、との点も本年の特

徴として注目される。

145 14.6 . 

42 昭和 46年東蛸臓の樹冗棋だ字

、ー-.倉空、孟孟，q-・6 l 1 .' J ムf一二 l J J 資料:漁海況定線観測 10 0 M 

層水温分布

41 記号 :WT 津軽暖流域

co 親潮域

WK  黒潮分派域

40寸 昇長H曙吾、~ 、¥J 1¥¥¥¥ t ー量 140 

39 39 

-142 

41 41 

40 40 

39-1 39 

42- 42 

40叫

。

39 39 

141 142 143 144 145 146 
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(2) 海況

第 1図に昭和 46年 6、目、 10月の東北海域に》ける海況模式図を示した。

津軽暖流は本年夏期には勢力がやや強〈、張出面積が平生Eより幾分広〈流域の水温は比較的高か

った。一方との時期Uては例年どおり津軽暖流の東側に親潮接岸分校が細長く南下してたり岩手県陀

接岸していた。このため岩手県近海は昭和39任以降に見られ念い記録的念低温にみまわれた。また親

潮接岸分校の更に東側十ては黒潮系暖氷塊があり、 ι月に既VL410 Nきで先端は北上していた。 ζの

暖71<塊は 6月中心が 145.50酢てあったが、日月には 1440E、 10月には 1430Eと次第陀商陀移動し

1 0月以降津軽暖流域と混合しているoとの暖水塊の北上は 6--10月の期間襟裳岬以南にあって

それより北へは移動ぜず、とのため秋の三陸近海は全体K高温K左り、道東では低温と左った。 き

た親潮の秋の南下経路は 1430E以東で、例年より離岸した0

2. 沖合潮境域漁場調査結果

昨年とほぼ同じ時期の 7月 20日から 22日までの期間、当時襟裳岬南々東 90浬を中心K存在し

ていた黒潮分派域の北端に劃いて、試験船瑞鴎丸により調査をかと念ったが、航靭程i及び 50 m層水

温分布は第 2図及び 3図のとなりである。

第 2図 昭和 46年度太平洋沖合湾職域漁場調査航跡図
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第 3図 7月中匂の 50 m層水温分布

1o 111 1~2 U6 147 

43 I //d 43 

42 

41 

40 

3 39 

40 142 143 145 146 147 

漁獲試験の結果は第 8表のとなりで、 Fl地点で 1晩vr11.120尾を漁獲したが、 F2、 F3、F4の
各点では簿漁であった。

第 8表 昭和4 6年 7月下句太平洋沖合スルメイカ操業結呆

調 査 ，点 名 Fl F2 F3 F4 

操 業 2 0日 2 1日 2 1日 2 1日 2 2日

日 時 22. 00 ~ 03. 30 18. 50 ~ 20. 30 21. 30 ~ 23. 30 01. 00 ~ 03.0。
コニ モ岬 コニ モ岬 エ. モ 岬 二巳 モ岬

位 置
SE士S20渥SE  2 0浬 ESE  1 5浬 SE/E 1 9浬

漁 動 力 5 4口A、 4 4 4 

具
数 手 回 5 i口A、 。 。 。
5 0 m 水 温 2. 4 ℃ 1. 9 2. 5 2.3 

漁 1蔓 尾 数 11.120尾 1 9 0 2 0 

1時間 1台当漁獲尾数 202尾 。 9 2 

備 考 RO尾入 139箱 1 箱
一一一一一一一一
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漁獲試験を行った各地点の水混は第 4図及び第 9表に示したと必りで、各点とも昨年同様にほぼ水深

5 0 mを境Kして上層には暖水が張出してかり下層は 3'C以下の冷水で占めムれ、いわゆる親潮域内

の水温構造を示しているが、全体に昨年よりも水温が低かった。

第 4図 操業地点lrL;l:，~ける水温垂直分布
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第 9表 操業地点の各層平均水温

?で F3 F4 備 考F1 F2 

4 5年:。~ 30m 
9.3 'c 9. 7 1 C. 6 9. 6 

1 6. 2 ~ 1 9. 5 'c 層

4 5年:3 0 へ- 5 0 m 
2.8 'c 2.2 3. 1 2.5 

6. 3 ~ 1 3.2 'c 層

一一一
米 積算水温の平均値
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外套背長組成は第 5図のとなりで、 F1地点のモードは 1Rcm、 F3地点では 17 cmであるが、当時

の八戸近海Kなける群は 19、2Ocmモードであり、また岩手県では 20、 21 cmモードであったと

とから、それら沿岸の群と沖合の群とは性状が異り、沖合の群が 1~ 3cm小型であるの

一方、昨年同期の調査による沖合イカとくらべると、夫々最も分布密度の高かった海域になける群の

組成は、昨年 2Ocmモード、本年 1Rcmモードで、本年はやや小型であった。

第 5図 沖合群の外套背長組成
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143020' E N=8日
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3 八戸近海漁場調査結果

第 6図K本年及び昨年の八戸近海イカ多1漁場にお省ける表面及び 50 m!言水温の推維を示したが、両

層ともほぼ R月中~下匂を境lてして前半で 46年が高〈後半では 45伝が高<;をっている。また表面

水温、 50 m層水温ともその推維が波状的念変化全〈り返し、特に夏期の 50 m層ではその振幅が大

きい口

図中に大、小と記入したのは月令に伴う大潮、小潮であり、!)0 m署i.k湿の周期的左変化は ζれら

潮汐の周期と一致する場合が多いの

第 2図 昭和 45・46昼の八戸近海漁場にがける表面及び!)0 m I言水温の推移
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八戸近海漁場における試験船瑞鴎丸及び東奥丸の漁獲試験の結果は第 10表のとおりで、漁獲量が

昨年を僅かK上回ったが、 1時間 1台当り漁獲尾数を算出すると昨年を下回り、当業船の漁況と同じ

傾向がみとめられる。

第 10表 八戸近海漁場における試験船の漁獲試験結果

1時間 1-&当り
漁獲尾数|漁獲尾数 備 考

29.987 

28.4 10 

13.3 I 1航溝平均使用漁具数8.6 8台
15.3 I 向上 8.68台

八戸近海漁場を含めた三陸近海の本年の群の組成は第 7図のとおηで、※新谷が示した冬生まれ群

の成長曲線をあてはめるとほぼ前年 12月から同年2月頃に生まれた群で占められ、また、岩手県近

海の群が八戸近海の群よりも比較的大型で、やや早く生まれた群であろうと考えられる。まずこ僅かな

がら 9月中匂に一部秋生まれ群と見られるモード 25mの大型群も出現している。次に関連して 44 

年及び 45年における太平洋出現群の組成を第8図及び 9図に示したが両年とも 46年にくらべて成

長の異る群が多数出現していることがわかり、その量的な推定は出来ないが、単に冬生まれ群以外V亡、

発生時期の多少異る群の存在することが考えられる。

※ 新谷 久男 1 9 6 7年 "スノレメイカの資源"より

第 7図 昭和 46年東北太平洋沿岸漁場における外套長モードの推移
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昭和44年度東北太平洋及び道東漁場のスルメイカ外套背長モードの推移第8図
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昭和45年東北太平洋及び道東漁場のスルメイカ外套背長モードの推移第 9図
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N 調査の成果および今後の課題

1.調査の成果

昨年度の調査亡黒潮北上分派に沿って太平洋沖合を北上するスルメイカ群の存在や回遊様式及び

漁場形成条件の知見を得たので、本年度は、その結果K基づいて、沖合朝境域漁場の開発試験を実施

し、 1航海のみであるが目標海域の誌験にー応成功した。

試験結果は同時に無線放送を行って当業船の利用を図ったが、僅か1隻が試験海域に出漁して成果

を収めた。試験海域の漁況を八戸近悔の漁況と比較すると、釣機 1時間 1台当り漁獲量は沖合では

1 8 2昆八戸近海(瑞鴎丸、 7月 22 - 3 0目、操業7回)ではo.7尾で、当時の八戸近海漁場の

漁況が不振であったため、沖合i潮境域漁場の価値が極めて高い結果を示している。

2. 今後の課題

本年の来遊資源量水準はほぼ昨年並の極めてイ底、もの陀終り、スルメイカ資源に対する危機が漁業

者や関連業者及び研究者間においても強く叫ばれている O 一方L若手、況の不振とは対照的に魚価の高騰

が目立ち、これに刺激され着業船が増加し、結果として努力量の過多が漁場の過密と競合を招く現象

が本年顕著に現わ九スノレメイカ漁業がブームと末期的症状の両面を見ぜていたことが本年の特徴と

云える。とのような情勢下での水試の急務は、資源の効率的利用限界を見極めることと、漁場開発に

よって過密を緩和することである。このうち、特に後者については前節で述べたように調査はやや順

調に進められているが、今後更に強力におし進める必要がある。また資源K関する調査研究は今後他

県とも共同して、広い海域について漁船の動きや群の生態等K鳴する資料を蓄積してゆくことが必要

である。

-118-



資料1 昭和 46年八戸近海場におけるスルメイカ外套背長組成の推移

阪
6 7 8 

27 1 9 10 13 21 22 24 29 2 3 4 11 

12 2 

13 8 6 2 2 

14 24 46 10 1 6 

15 19 76 13 22 1 12 1 

16 15 58 18 6 41 3 10 2 1 4 

17 4 60 25 8 29 8 6 2 9 3 9 4 2 

18 1 25 18 16 6 27 3 10 8 13 9 8 21 

19 7 71 15 1 30 3 18 21 15 4 14 21 

20 61 3 20 5 26 15 18 5 9 27 I 

21 11 2 9 4 12 11 15 2 11 45 

22 2 1 2 3 2 2 3 48 

23 2 1 1 3 1 1 25 

24 10 

25 1 3 

26 4 

27 

計 71 280 100 50 100 100 55 71 71 70 36 50 206 

三沢 尻労沖 サメ角 サメ角 市 同 サメ角 サメ角 サメ角

E F/N~N 
2 
S E 場 NE NE/E FYN~N 

2 

備 10-15 20 浬 16 浬 調 17 浬 18 浬 20 浬

浬 瑞鴎丸の 査 左 瑞鴎丸
同 左 同 友

船上でパ 漁獲物

ンチング

考

性 早 25 28 26 35 27 23 20 27 

上じ 合 25 22 24 15 23 13 30 23 
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》え
8 3 

12 23 25 26 27 28 6 日 10 17 19 20 23 

16 

17 2 1 1 1 1 

18 7 1 1 2 1 1 1 1 1 

19 10 2 7 10 3 12 2 3 4 2 1 1 

20 15 10 20 19 15 8 7 15 11 9 2 4 

21 15 15 14 17 25 19 15 27 13 21 4 11 7 

22 6 10 12 8 27 11 15 6 18 37 13 21 11 

23 6 7 4 3 18 5 14 5 8 33 11 29 11 

24 8 1 4 3 3 2 2 12 10 27 11 

25 5 4 3 2 2 8 10 32 4 

26 1 2 1 3 10 3 

27 3 11 1 

28 1 3 1 

29 1 

30 

31 

計 61 50 60 60 100 60 60 60 60 130 50 100 50 I 

サメ角 サメ角 サメ角 サメ角 サメ角 サメ角 出戸

ENE ENE  ENE ENE  NNE  NJ. E 
2 
E 

備 18 浬 18 浬 17 浬 18浬 18 浬 20 浬 3浬

瑞鴎丸 瑞鴎丸 瑞鴎丸
同左 同左 同左 同左

漁獲量 漁獲物 漁獲物

考

性 ♀ 25 31 24 26 30 26 27 31 28 

比 3 25 19 26 24 20 24 23 19 22 
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|法
9 10 11 12 

28 9 21 4 10 10 12 13 13 22 3 

16 1 

17 。
18 1 

19 1 。 1 

20 1 。 1 

21 8 9 13 1 1 1 1 1 

22 10 お1 13 7 3 2 4 2 5 1 3 

23 15 79 28 9 3 6 14 9 18 10 11 

24 10 85 25 16 16 16 31 14 32 15 18 

25 5 58 11 5 10 23 35 18 22 9 11 

26 1 21 7 9 6 19 14 11 21 3 6 

27 1 12 2 1 2 21 11 6 8 2 

28 2 1 5 5 2 3 1 

29 1 2 4 4 1 

30 1 2 

31 1 1 

言十 50 300 100 50 40 95 121 67 111 44 50 

サメ角 サメ角 八木沖 久慈、沖 八木沖 サメ角

N/E ENE ENE 

イ庸 18 浬 20 浬 水深

わかた 80 -

か丸 120 m 

漁獲物

考

性♀ 25 18 24 15 19 

比 ~ 25 32 16 29 31 
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資料2 昭和 46年スルメイカ外套長組成

岩手県沿母漁場(定置網・ 1本釣)

ik( 
7 

8 9 13 20 20 22 

8 1 

9 。 1 

10 。 2 

11 1 3 

12 4 1 1 

13 11 1 5 

14 19 19 7 

15 4 17 49 17 

16 6 7 24 12 1 

17 12 3 3 1 2 3 

18 29 1 1 。 1 

19 15 4 21 6 

20 8 1 55 11 

21 1 ， 1 34 19 

22 10 7 

23 1 

24 1 

25 

言十 75 63 104 50 122 50 

首 越 山
越喜
綾里埼 綾里埼

埼 喜 田

岸 来 湾 来 SE6.5 E/S 
湾、 北 湾

備
定
口 r、、 深 110 -
定

置 置 150 - 120 

網 網、_，
170 

考

27 

7 

18 

19 

10 

2 

4 

60 

首
埼

100 
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岩手71<試資料

8 9 

2 4 10 23 25 9 21 

〆由、
29~ 
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尾、_，
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1 1 

3 4 5 

1 2 4 5 4 

7 5 2 7 10 4 6 

20 14 8 19 10 9 3 

13 20 10 25 13 15 4 

9 16 8 16 10 15 11 

5 9 5 2 19 11 

1 1 3 17 6 

2 5 

49 65 46 79 52 87 62 

τにと? 釜 首埼~ 首 首 釜
松 ?兵 石 埼 埼 石
i湾 湾 綾里埼 湾
烏 内 ロ
井 百 130 - 120 70 百

60- 島 埼 埼
r"、、 150 

80 
r疋ふー，

定
置 置
網 網、_， 、_，



S 4 6年スルメイカ外套長組成

岩手県沖 1本釣 岩手水試

ト級C罵 ¥ 1 
1 0 1 1 

5 1 3 5 2 2 

1 5 

1 6 

1 7 1 

1 8 4 

1 9 3 

2 0 5 2 

2 1 5 1 1 

2 2 1 1 2 2 

2 3 1 4 1 1 2 4 

2 4 5 1 3 2 1 2 4 

2 5 5 1 1 1 8 3 4 

2 6 2 8 1 3 2 3 

2 7 3 7 3 1 1 

2 8 1 2 1 1 0 

2 9 1 2 

3 0 1 1 2 

3 1 1 

3 2 

計 6 0 5 9 5 9 1 1 3 

釜 康 大 尾
備 石 舟 釜 崎

湾 湾 崎
口 口

深
考 1 6 5 1 0 0 

- 1 7 0 
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資料 3. その他の海域におけるスノレメイカ外套長組成

長ぐ~I 6 I 7 ， I 
品川 281  2 i 2 0 1 2 0 
1 2 1 1 

1 3 1 3 

151  51 11 11 I 2 

161  171 11 21 21 17 

17 I 231 151 81 61 35 

181  251 321 341 171 22 

191  121 271 241 221 8 

201  21 91 221 191 2 

211  1 21 91 10 

221  1 I 11 31 1 1 1 

2 3 I I I I 1 1 1 I 6 

24 I I 1 1 I 1 61 10 

25 I 1 1 1 1 1 131 15 

2 6 I 1 1 1 1 1 6 I 5 

2 7 1 I 1 1 1 I 4 1 3 

2 8 I I I 1 i 1 3 

2 9 I 1 I 1 J 1 3 

計 911 871 1011 811 861 351 40 

釜石湾口 大船波瑞鴎丸沖合同 左|同 左 i民間給同 左

備三貫島最 E 1 0 i呈調査 漁獲物

エリモ岬同 左エリモ岬

SE;/S20浬 SE;/E19淫大和堆浦河沖

考 船上ω 多項目演陪船上ω i 
チング チング

性 Q ト 1 9 1 2 3 

比 d I I I 1 8 1  6 ! 1 7 
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資料 4 昭和 46年度スルメイカ調査結果一覧表(太平洋沖合)

調査船名 瑞 鴎 丸 よ口』 計

航海次数 1 1 

年 月 日 7.20-21 7. 2 1 7. 2 2 

始 2 2. 0 0 1 8.5 0 2 1. 3 0 o 1. 0 0 

刻終 了 o 3. 3 0 2 O. 3 0 2 3. 3 0 o 3.0 0 

始 コニ モ岬 コニ モ 出甲 ヱ モ岬 コニ モ岬
N 

S E/E  S E V2 S 位 SE/S ESE  
E 

置 2 0' 1 5' 1 9' 

終 コニ モ 出甲 ヨニ モ H叩
N 

位 SE2/l E SE/E 
E 

置 2 ct 1 9' 

始 180 144 160 1 7 0 

深終 了 2 1 5 158 1 8 0 180 

天 侯 f、 dr b c e C 

海 風向・力 SW1 W4  W2  W2  

. 気 圧 1.0 0 9 1.0 0 5 1. 0 0 6 1. 0 0 6 

気 温 1 3. 5 1 4. 0 1 3. 0 1 3.0 

気
波 浪 1 4 2 2 

象 う ね り 2 3 1 1 

流向速 ENElイ5

OM  1 1. 4 1 2.8 1 2. 2 1 1. 6 

各 1 0 1 0.3 1 2.7 1 2. 0 1 O. 8 

層 2 0 9. 2 8. 1 1 0.7 1 O. 0 

7l<. 3 0 5. 3 3. 4 6.2 4.1 

温 5 0 2. 3 1.9 2. 4 2. 2 

7 5 1. 6 1.6 1. 5 1. 9 

〆'、 100 1.4 1.4 1. 4 1. 7 

℃ 150 1.2 1.2 1. 4 

、、./
200 1. 6 

300 

漁 動 力 5 4 4 4 1 7 

具 手 動 5 。 。 。 5 

漁獲尾数 1 1. 1 2 0 1 9 0 2 0 1 1. 2 3 1 

操業時間 5.5 1. 7 2.0 2. 0 1 1. 2 

単位漁獲量 202 。 1 1 3 182尾

15-22cm 15-20cm 
魚 体

MO 1 8 cm MO 1 7 cm 

サンマ.サパ. サ J之君羊浮上 サンマ群.サパ サンマ(1 0-

イ椅 考 サメ.マンボウ 群浮上 3 1 cm )立を泳

オットセイ遊泳
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資料 5

昭和 4 6 年度スルメ

調査船名瑞鴎丸

航海次数 1 12  1;;  14  15  

月日 7. 5 I 6 I 8 i 16 1 22 

時開始 17. 00 I 17. 00 I 16. 30 ! 18 00 i 16. 00 I 20. 30 

亥1]終了 i 22. 40 I 20. 00 I 19. 40 I 23:;0 I 19. 30 I 23 30 

始 N サメ角サ メ角 1サメ角

茸 20 ' 

!バ
c!  f! fl c: f! f 

1 SINE2SE11E2!E3NI  

20. 0 I 17. 0 I 16 5 l- 19. 0 I 17 5 I 17. 0 
11 1! 1 11 3 1 

象 うねり i 1 2 i つ l 2 1 

流向速

、。 OM 16. 4 15. 5 16. 3 170| 18. 3 17. 9 

各
1 0 13. 4 15. 7 ! 17. 1 18. 4 18. 2 

.2 0 14. 4 13 9 14. 3 15. 5 18. 5 18.4 
層
3 0 13. 8 13 i 14 3 14. 3 I 17. 0 18. 3 

7.K 5 0 12. 3 13. 3 13. 2 15. 0 14. 7 

温
7 5 11. 8 12. 1 11. 8 12. 1 12 2 12.7 

1 0 0 11. 5 1 t. 3 11. 2 10. 1 11. 9 12. 1 
r向、
150 

℃ 
'--' 2 0 0 

300 L 
漁 動 力 3 3 3 3 3 

兵 手 動 。 。 6 

i240i 1 

。 。
漁獲尾数 30 5 60 1 60 

操業時間 5. 7 3. 0 3. 2 S 5 3. 5 3. 0 

単位漁獲量 2 1 。 7 

魚 体 15 - 18 cm 1箱 8O~入 M 1O3h~u2155αcm t 

サンマ (20cm) 古里 霧 配電板故障 5 0隻操業 中サバ浮上 中サパ浮上

中サパ 小サバ群遊泳 ドンコ、メバ
備 考

スルメイカ Jレ釣る

(15 cm)去を泳
一一一一…n

お 単位;負滋量二 1時間 1台当り漁獲民数
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イカ調査結果一覧表

6 7 8 9 10 11 12 

26 27 - 28 28 - 29 29 29 - 30 8.2 - 3 3-4 

19. 30 18. 30 19.00 19. 30 18. 40 18. 30 18.40 

23.00 0.30 01. 00 22. 30 01. 30 02.20 01. 10 

サメ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角

NE  / E N/E  18 I ENE NE/E NE/E NE  NE/E 

18浬 17 I 18 I 18 I 17 I 18 I 

120 135 125 120 130 135 

巴 b c f c c、f f 

ESE2 S E 1 ESE2 SW4 S 2 S E 2 

1008 1007 1011 1004 1007 1006 

17. 0 24.0 17. 0 24.0 25.0 23目。
1 1 1 2 1 1 

1 1 1 l 1 2 

S E O. 5 

18. 3 19. 5 18. 9 19. 8 21. 9 22. 2 

18. 1 18. 7 18.7 19. 6 18. 9 14. 9 

17. 3 17. 2 18. 4 18. 5 17. .4 12. 1 

17. 4 16.8 17. 6 17. 8 15. 9 11.4 

16. 8 15. 4 14.9 14.6 14. 7 13. 6 

15. 1 13目6 13. 7 13. 9 13. 4 12.1 

13. 9 12. 1 13. 5 13. 4 11.6 11.9 I 

3 5 5 5 5 5 5 

。 5 5 5 5 4 4 

10 15 。 11 50 40 1.080 

3.5 6.0 6.0 3.0 6. 8 7. 8 6. 5 

1 。 。 。 1 1 19 

7 0 尾入

5 0隻操業 小サパ群浮上 小サノ主群浮上 操業船 100隻 操業船 100隻 濃霧

操業船 70隻 濃霧 1人 1- 2箱
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調査船名 瑞 蕗 丸

航海次数 13 14 15 16 17 18 

月 日 4-5 10 - 11 11 -12 17 19 8.24 - 25 

時 巨自 始 18. 30 17. 40 17. 30 18. 00 18.30 17. 50 

亥日 終 了 O. 10 02. 00 0.00 22001 21. 30 1. 00 

始 サ メ 角 サ メ 角 サメ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角
N 

E/N~N 位 NNE  ENE  NE/E  NE/N  ENE  

置
E 

18 I 20 I 18 I 18 I 18 I 18浬

終
N 
サ メ 角

位 N/E  

置
E 

17 I 

水 開 始 150 145 140 140 150 140 

深 終 了 130 200 150 

天 イ侯 f f c c c b 

海 風向、力 NE1 S E 1 SW2 E S E 3 E4 S E 2 

気 圧 1005 1012 1010 1008 1019 1010 . 
気 混 24.0 24. 0 23.0 17.0 18. 0 23. 0 

気
波 浪 1 1 1 2 2 

象 うねり 2 1 1 4 2 

流向速 S E 

OM  21. 8 21. 4 21. 2 20. 3 20.0 20. 1 

1 0 18. 9 20 0 18.5 20. 3 20. 1 19. 8 

各 2 0 17. 5 18. 7 15. 9 20 2 20. 0 19. 8 

層 3 0 16.6 16. 8 14. 4 19. 8 19. 5 19. 8 

水
5 0 14. 9 12. 1 12.9 17. 9 17. 4 17. 7 

7 5 12. 9 10， 0 10. 0 16. 1 15. 1 14. 9 

混
100 11. 5 10. 5 8.4 13. 1 12. 7 12目 8

〆、~、J 150 

200 

300 

漁 動 カ 5 5 5 5 5 5 

具 手 動 4 5 5 5 5 5 

漁獲尾数 7 1， 970 3， 180 5 15 4. 131 

操業時間 5. 7 8. 3 6. 5 4. 0 3.0 7. 2 

単位漁獲量 。 24 49 。 1 57 

魚 体 6 0尾入 6 0 尾入 6 0 尾入

潮流が速い 2 3時 1人 ゴンドウクジ 操業船 40隻 ゴンドウクジ

4蒲 考 小サパ群浮 4 0 - 5 0 ラ群泳 ラ群泳

上 尾釣る。

-128-



19 20 21 22 23 24 25 

25 - 26 27 - 28 28 9. 4 5 - 6 9.6 - 7 7-8 

17. 00 17. 10 17. 10 17. 10 18. 00 17. 10 17. 10 

01. 30 01. 20 21. 30 21. 30 02. 00 02.00 01. 00 

サ メ 角 サメ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サメカ ド サメカ ド

ENE  ENE  E/N  ENE  NNE  NNE  NすE
17浬 18浬 17 ' 18 ' 19 ' 19 ' 20 ' 

サ メ 角 サメカ トー

N/E  N/E  

17 ' 16 ' 

120 125 120 135 180 150 130 

1目。 90 

b c c b 巴 c 巴 c 

S E 2 S E 2 S E 2 S E 3 WNW4  E 1 S E 3 

1016 1016 101n 1010 1006 1010 1014 

26. 0 22. 0 23. 0 19. 0 19. 0 20. 0 18. 0 

1 1 1 3 2 1 2 

1 2 2 4 3 2 2 I 

19. 0 20. 4 21. 6 18. 0 18. 8 19. 5 18. 6 

18 3 20. 4 21. 1 17. 8 18. 6 19. 0 18 7 I 

15. 6 17. 5 19. 0 16. 3 17. 8 18. 8 18. 7 

15. 8 14. 8 14.0 15. 2 15. 7 18. 1 18. 4 

11. 5 14. 8 7. 3 11. 5 14.8 14. 3 16. 9 

11. 5 14.6 4. 9 10. 1 13. 0 13. 3 15. 7 

11. 6 5. 1 9. 8 12. 3 13. 0 

5 5 5 5 5 5 5 

5 5 5 5 5 5 5 

880 3， 180 60 20 1，680 1， 500 5，460 

8. 5 8. 2 4. 3 4. 3 8.0 8. 8 7. 8 

10 39 1 。 21 17 70 

6 0 尾入 6 0 尾入 6 0 尾入 6 0 尾入 6 0 尾入

スルメイカ 操業船 サメ角 ENE 小サンマ群泳 1 8時 30分 1時 30介

群浮上 170隻 水深 90視で 操業船 1人 20-30 1人 10-15

操業、漁獲o 130隻 尾釣る 尾釣る
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調査船名 瑞 鶴 丸

航海次数 26 27 28 29 

月 日 8 -.. 9 9 -.. 10 10 20 

時 開 始 18. 00 17. 00 17. 10 17.00 

亥日 終 了 0.30 0.40 21. 30 22.30 

始
N 

i白SE 出戸E サ メ カ ト手 サ メ 角

位 4 ' 3 ' NE/N  N 

置
E 

18 ' 15浬

終 サ メ カ ド
N 

l 2 位 N w 

置
E 

22 ' 

水 開 始 2no 135 130 70 

深 終 了 130 165 

天 候 b c e 

海 風向、力 S E 2 ESE3 WNW5 

気 圧 1021 1020 1019 . 
気 湿 23.0 15唱。 15.0 

気
波 浪 2 2 

象 うねり 3 2 

流向速 S S E 0.5 

OM 19. 2 18. 4 18. 8 18. 8 

1 0 19. 0 18. 5 19. 2 18. 7 

2 0 19. 6 18. 6 19. 1 18. 7 

矯|?: 19. 7 18. 2 18. 8 17. 9 

18. 9 17. 3 16. 6 16. 4 
.. ，[-ー

7 5 17. 4 15. 8 14. 2 

!温い o0 15. 5 13. 4 10.4 

ふト150 /サ メ

200 ¥NEN  14 ' 

3 0 0 

漁 動 力 5 5 5 5 

具 手 動 5 5 5 5 

漁獲尾数 3. 120 360 4 190 

操業時間 6. 5 7. 7 4. 3 5. 5 

単位漁獲量 48 5 。 。

魚 体 6 0 尾 入 6 0 尾 入

1人 2-3尾続く。 サパの反応多い

備 考 操業船 100隻
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言十

30 31 32 33 33 

22 - 23 23 - 24 24 25 

16. 50 17. 00 16. 30 17. 20 

0.50 01. 30 20.30 19. 20 

サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角

N/E  2" E N 
1 
E NNE  NNE  

2 

16浬 16浬 16浬 17浬

サ メ 角 サ メ 角 サ メ 角

N NNE  NE  

10浬 10浬 16浬

110 110 115 130 

75 80 110 

b c b c c r 

S E 1 NW3 S羽T2 S E 4 

1022 1018 1012 1017 

18 0 21. 0 19. 0 16. 0 

1 2 1 3 

1 2 1 3 

S S E 

20. 1 19. 6 19. 1 18. 6 

19. 3 19. 5 18. 7 18. 6 

19. 1 19. 5 18. 1 18. 5 

19. 1 19. 2 17. 8 18. 0 

19. 0 17. 6 17. 5 17.8 

19. 0 17. 2 17. 7 

18. 9 14. 3 14.9 

5 5 5 5 158 

5 5 5 5 147 

10 2. 350 10 10 29，749 

8. 0 8.5 4.0 2. 0 194. 6 

。 27. 6 。 。 16. 9 

5 0 尾 入

サバの反応多い 1 9 - 2 2時の間 1 時化模様 時化のため操業中 1操業平均使用漁

捲 2-4尾 止 具数
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覧 表(太平洋沿岸)

調査船名|東奥丸 I i --4 

日非 | 

~J 

置位始 | 

革
水

深

海

. 
気

仁

!膏

水

温

、で~ 

漁

具

漁

操

単位漁獲量 。 1 1 I 1 1 

魚 体

サパ群浮上 操業給 10隻 |サンマ群浮上 | 
備 考

。ム
内

3
4
E
A
 



6 7 8 9 10 11 

15 18 19 21 25 29 

16. 35 17. 00 16.55 16. 15 16. 30 15. 30 

22.50 22. 30 22. 20 19. 20 22.15 20. 15 

40051 ' 40048 ' 400 48 ' 40045 ' 40047 ' 40045 ' 

141030 ' 141033 '5 1410 45 ' 141 0 52 '5 141040'5 141047'5 

40048 ' 40045 ' 400 42' 40041 ' 40042 ' 40041 ' 

141033 ' 141035 ' 1410 50 ' 1410 57 ' 141043 ' 141055' 

95 100 155 135 130 108 

83 80 120 90 140 

b c c b c e b 

NW3 NNW3 E3 NW3 羽T5 S 3 

1014 1025 1027 1025 1027 1022 

14. 0 13. 5 16. 9 13. 6 16. 3 

2 2 2 3 4 3 

2 3 3 4 4 2 

S 0.7 ' SSE1.0 S/E1.0 S E O. 8' 

18. 2 17. 0 16. 7 16.8 17. 0 17. 2 

18. 3 17. 0 16.7 17. 0 17. 4 16.4 

18. 0 17. 2 16. 7 16. 9 17. 3 16. 7 

17. 9 17. 4 16. 7 16. 8 17. 3 16. 5 

17. 8 1.6.9 16. 7 16. 6 16.9 16. 5 

16. 7 16. 6 14. 7 15. 8 16. 7 16. 5 

14. 3 13. 6 15. 8 16. 5 

サ メ 角 l

~ーNす E メ/75角~ /サメ/16角~ サ メ 角 サ メ 角

/¥サNメ19角，) ¥ 
N よ E NE  NNE  NE  2 

16 ' ) 14 '5 16 ' 

自 日 6 E 6 6 

。 2 2 。 2 。
43 10 。 。 2 6 

6. 3 5. 5 5.4 3. 1 5. 8 4. 8 

1 。 。 。 。 。
フイッシュコレ

サバ群浮上 小サンマ群浮上 クター使用後サ

ンマ群多くなる。

q
d
 
q
d
 



調査船名 東 奥 丸 言十 ぷ口う、 計

航海次数 13 14 14 17 

ノ月 日 11. 2 ; 4 19 

時 開 始 16. 30 16. 35 18. 20 

亥。 終 了 19. 05 18. 55 19. 00 1 

始 N 40046 ' 40048 '5 

基 E 141048' 141040' 141 c 29 ' 

革終 N 40045 ' 40047 ' 40047 ' I 
E 141053' 141043 ' 141031' 

水 開 始 120 125 60 I 

深 終 了 115 130 。5

天 侯 b e e 

海
風向・力 NW4 S E 3 WNW3  ! 

気 圧 1027 1015 1022 . 
気 温 14. 0 16. 4 8. 5 

気
波 浪 4 2 

象
うねり 2 2 

流向速

OM  16. 0 16. 6 15. 0 i 

1 0 16.0 16. 4 15. 0 I 

各 2 0 16. 2 16.4 15. 2 

層
3 0 16. 1 16. 3 15. 4 

5 0 15. 5 16. 3 15. 5 
水
7 5 15. 5 16. 2 

温
100 15. 5 16. 2 

s 150 /サ メ角L
200 NNE) 

300 17 ' 16 ' 

漁 動 力 6 6 3 81 23. 9 

具 手 動 。 2 。 14 16. 9 

漁獲尾数 。 16 。 243 29， 987 

操業時間 2. 6 2. 3 0.7 65. 2 259. 8 

単位漁獲量 。 1 。! O. 5 13. 5 

魚 体

1操業使用漁具 1操業使用漁具数

備 考 数平均 6.8台 平均8.5台
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2 イ力、サパ資源、動態調査

I 調査目的

本県太平洋岸K来瀞ーする沿岸資源のうちスルメイカおよびサパの漁況を把握し、来遊資源量、分布移

動、生態について調査研究をおこない特KスルメイカVてついては、漁海況予報事業とあわせて漁業経営

の安定K資する。

E 調査内容

1 ~調査期間 4 6年 7月1日-11月 30日まで

2 調査場所 本県太平洋沖合

3 調査員および調査船

(1) 調査員

(2) 調査船

4 調査項目

(1)海況調査

(2) 漁況調査

(3) 魚体側定

(4) 情報収集

5 調査方法

漁業課長"i浅加信雄

技 師 十三邦昭

瑞鴎丸 ( 4 0・81トン

東奥丸 ( 3 8・35トン

主任研究員 斎藤重男

技 師 中田凱久

D 1 6 0 PS ) 

D 120 PS) 

技師 赤羽光秋

技師補 松井謙介

調査員 1名が交代で八戸市K駐在し、当業船からのききとり調査および試験船の調査結果、魚市場

陸揚調査ならびに魚体測定等をもとにして、漁況概況を作成し、日報として、八戸漁業用海岸局から

沖合各船K通報するとともt亡、市内に設けた掲示板に掲載し、地方紙Kも掲載広報した。また、 8月

1日から 10月20日まで実施した漁海況情報伝達の迅速化試験事業の業務を担当した。

E 調査結果

1 海況調査

2 漁況調査

3 魚体測定

Vてついては、漁況海況予報および太平洋スルメイカ漁場調査結果と重複するので省略したo

N 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

毎年、漁期中調査員が駐在し、漁況日報を作成し、広報してきているが、沖合操業船の無線広報の

聴取率が非常に高くなってきている。

2 今後の課題

( 1) 問題点

現況把握から更K精度の高い予報を加味し、広報する必要がある。

(2) 今後の課題

漁況の規則性をみちびき出すための、基礎資料の蓄積が必要である。

-135-



3 北部太平洋サケ、マス漁場調査

I調査目的

国のサケ、マス資源調査の一環として北西太平洋K来器産するサク、マス資源、の動向を明らかにし、資

源を有効に利用するための漁業管理ならびに国際的な資源評価において重要な役割を果たす基礎資料を

収集するとともV亡、サク、マス漁場形成要因を究明し、当業船の経営の安定K資する。

E 調査内容

1 調査期間 4 6年 4月 5日-8月 10日

2 調査場所 (イ、ロ、ハ、ニの各点K固まれた海域)

第 1次航海4月5日(八戸出港 )-5月8日(釧路入港)

イ 46"N 155"E 

ロ 4(fN 15S'E 

ノ、 4(fN 1610E 

ニ 46"N 16fE 

第 2次航海5月 20日(八戸出港)-6月9日(釧路入港)

イ 45"N 152'E 

ロ 4t'N 15t'E 

ノ、 42'N 1 5アE

ニ 45"N 151'E 

第 3次航海 6月 12日(釧路出港 )-7月 2日(弱1¥路入港)

イ 46'N 152'E 

ロ 43'N 15t'E 

ハ 43'N 155"E 

ニ 46'N 155"E 

第 4次航海 7月 10日(八戸出港)-8月 4日(釧路入浴)

イ 4S'N 15アE

ロ 46" N 1 5アE

ノ、 46'N 1610E 

ニ 4S'N 1610 E 

3 調査員及び調査船

浅加信雄

十三邦昭

中田凱久

(1)調査員漁業課長

技師

技師

(2) 調査船幸洋丸 (121.22トン 40 0 P S. 

4 調査項目

( 1) 海洋観測

(2) 漁場調査

(3) 魚体調査

(4) 食餌調査

(5) 標識放流

5 調査方法

はえなわ漁具(1鉢の針 49本付、餌は塩蔵片口イワシ)を用いて行った。
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国調査結果

1 海洋観測(第 3表)

各戸Kおける水温、透明度、気温、気圧、風向、風力および天候。

2 漁場調査(第 4表)

第 1表各航海別魚種別漁獲

航海次数 操業回数 使用鉢数 ..--..:. 一 シ ロ て才 ス ギ ン ス ケ 言十

朝 12回 鉢 尾 尾 尾 尾 尾 尾
1 次 (0. 5) (6. 2) 

タ 4 1， 525 7 754 9，465 10，226 

朝日
2 次 (0， 2) (9. 6) 

夕刊 2， 640 645 25， 358 6 26， 009 

朝日
3 次 (0. 3) (9. 1) 

タ 15 3， 550 895 32， 419 74 23 33， 411 

朝 8 
4 次 (0 1) (5. 1) 

タ 6 1， 760 111 8， 914 221 1 9， 247 

草月 49 
え仁込I 計 (0. 3) (8.0) 

夕日 9， 475 7 I 2， 405 I 76， 156 295 30 78， 893 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一

( )内の数字は 1鉢当り漁獲尾数

上記のような漁獲で、本年はカラフトマスの豊治、年を反映して分布範囲は広く、調査期聞を通じて好

漁であった。

シロザケは 4月 23日 4 :f -5 0' N 1 6 (f - 2 2' E Vておいて 1鉢当り1.8尾がもっともよく、

その後ヰ七上し、調査海域外へ移動した。

ギンザクは 6月下匂後半から没獲がみられるよう Kなった0

3 魚体調査

操業のつど各魚種ごとに 30尾づっ魚体測定(尾叉長、体重、性別、性殖腺重量、採鱗)を行った。

第 2表 航海別魚種別平均体長・体重

シロサケ カフフトマス | 
航海次数

体長体重 体長体重
(1.17 - 5. 5) mm 3 宵町1 9 
1 次 523 1， 684 391 679 

(5. 23 - 6. 7) 
545 2，202 412 852 

2 次

(6.14 - 6. :10) 

3 次 542 2， 285 426 992 

4 次 524 1，999 459 1， 341 

4 食餌調査

ギンザク、マスノスクについて、各月勾 1回胃袋をそれぞれ 10尾以内採集し、ホノレマリン値i定

( 2 0 % )し、遠洋水産研究所へ送付した。

5 標識放流

第 1次航海 シロザク 16尾 カラフトマス 15 8属

第4次航海 シロザク 33尾 カラフトマス 22 7尾 ギンザケ 40尾

合計 47 4尾の標識放流をおこなった。
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百調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

水説ヰをはffilのすケ、マス誠査要綱lとよる調査体制の中で実施すろものであり、これら調査結果は勾

毎にとりまとめられ、漁英字fVC還元されており、また、本調査は漁具Xji三の読査も実17をしており、当業

船の操業指針として前裂な?主主Jを果している。

2 今後の謀題

(1) 問題長

他の試験始では、 5月および 7月の漁海況予報事業にもとづく、太平(手沖令定線観測のきた施がl祖

鰐 3表の 1 海洋 f授がj報告(第 1i失航海)

iH口|位 l 置」一、i気 象 I 0 杭 jl加し~
i削除Z45JIJ-i天侯三叶口.! 竺凹 国i
工171Ri;th;iilB示!高円引4主医1111
13¥ 40.00 ¥154.00 ¥ ii: ~g I-B-:1. 0:2.1 I S W 5 ¥12.0.110.8: _l__l~~J_l: 7 じ日~lE
131 41. 00 1155叶 i;ぉ¥ C: 1. 021 ¥ S W 4 ¥11. 5111. 0 I I 10叶28いO.95 1 28 
14¥ 初 0∞o 1い山5800| :;:1| C il ω I S W 4 110. 51いlり2バi1 10. 10川118バ110 
114¥ 41. 0∞0パ1157.00 ¥ g~ ~81 C i 1. 023 1 W 2 1い11.0 1 s. ~ペI 1 7. 20 I 4バI7. 11パI4 
l41 4ωO. 00 パ[~~;~)[- i~: 6~ I C! 1. 022. 51 W 2 Iド11.0パ19.4バI1 8. 90 1 3バ18.50川¥3 
14 1 41. 0∞0什1159.00 1 ~誌:1il C|1021!SW3l1刊0.0パ|94l1931|7|92017 

忠則 c|lω51sW3110. 0 i 11. 3 I I 
11231c i10125|S5 ド1.'i川 19. 80 1 21 1 9. 681 21 

i~ I B C 11. 024 1 N W 2 1 3 4 i 9.11 
3g~ I C 1 1. 011 1 N W 4 1 3 8 I ，. '.i I 
03iil B llω|S115415'0 

i:::i ci10171 s E3166i49 
2f8 I C 11. 009 I E 3 I 6. 8 I 6. 9 I 

t~31 C 11. 020 ¥ NW 2 ¥ 3 :，¥ i 32 I 
23143501160221E2|c ilm i S2119l32 

23 1 44. 32 1160. 04 I it i~ i C 11. 013 1 S E:> 1 4. 2 ! 3-1 
2514431 i1601813331|B c i1川 1NW 3 ¥ 2. 2 i 3. 3 

271 '15. 191ω221 i~: ~g i C 11. 020 1 S 2 I 2 1 ! 3. 1 

23i c|1010iE5i30i2811 

0: ぉ L~ 1. 020 j_ N 5 I 2. 9 I5ぐ
21 I N 3 I 5. 0 Gペ

;51;i Rj10211 E4149j60 1 
;i 6~ I C! 1. 018 i N E 4 I 3. 8 I 7. 0 
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J l.~; i C 11. 021 I S E 4 I 8. 2110 ?， I I 10 181121 10.20112 

15 1 40. 00 160 00 
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19 1 41. 43 160. 24 
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20 1 42. 29 6
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2
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難であるため、幸洋丸で実施しておるが、この期間サク、マス調査が中断するので、全期聞を通じ

て調査が出来ないことである。

(2) 今後の課題

年による資源、量Kより、分布範囲、分布密度が異なってくるが、分布移動の中心となる環境条件

の究明が必要である。

3印π 50机 75祝 10ωπ 15切π 20印冗 透
水色 明

水温 傾角 水温 傾角 水温 傾角 7.k温 傾角 水温 傾角 7.k温 傾角 度

10. 33 22 10. 37 22 10. 30 30 10.00 30 9.80 30 9. 23 30 

10. 20 17 10. 59 17 10. 60 19 10.58 19 9. 31 19 8. 12 19 41 12 

10. 95 28 10. 96 28 10.63 7 10.40 7 9. 65 7 8. 80 7 

10. 10 18 9. 26 18 9司 21 18 9.06 18 8. 32 18 7. 04 18 

7. 00 4 7. 01 4 7. 55 15 7. 30 15 6. 90 15 5.20 15 4 19 

8.38 3 8. 26 3 7.89 12 7. 82 12 7.67 12 6. 60 12 41 12 

9. 12 7 9. 12 7 9.11 14 9.15 14 9. 10 14 7. 29 14 

11. 05 18 11. 06 18 11. 00 24 10. 80 24 10.41 24 9. 56 24 41 15 

9.60 21 9.42 21 9.35 35 9. 30 35 9. 10 35 9.00 35 41 12 

9.55 15 9. 60 15 9. 50 18 9.50 18 9. 12 18 7. 52 18 41 16 

7. 83 10 7. 81 10 7. 50 14 7. 35 14 5. 70 14 5. 11 14 41 16 

5.22 4 5. 32 4 5. 00 10 4. 80 10 5. 48 10 5.00 10 41 17 

4.72 5 4.80 5 4. 82 10 4. 60 10 4. 58 10 4.65 10 51 .21 

6.70 7 6.62 7 6. 60 17 6.60 17 6. 20 17 6. 10 17 41 15 

3. 00 4 3. 01 4 2. 83 13 2.60 13 2.81 13 2. 30 13 41 15 

2. 98 4 3. 00 4 3. 20 15 3. 15 15 3.75 15 3. 16 15 41 16 

3. 12 10 3. 07 10 2. 95 25 2.80 25 2.76 25 2.50 25 

3.30 11 3. 30 11 3. 32 19 3. 80 19 3.24 19 2. 62 19 41 17 

3.00 5 2. 97 5 2. 90 5 2.92 5 2. 58 5 2.90 5 41 14 

2. 60 8 2.58 8 2.55 34 2. 76 34 3.00 34 2.66 34 41 16 

5. 61 14 14 5.82 17 6.20 17 5. 60 17 4. 62 17 41 16 

6. 20 13 6. 10 13 6. 10 23 6.20 23 6. 14 23 5.50 23 

6. 13 10 6. 16 10 6. 10 15 6. 10 15 6. 13 15 5. 21 15 41 17 

6.80 6. 80 14 6. 10 18 5. 65 18 5. 25 18 4. 44 18 41 17 

7. 35 13 7. 30 13 7. 36 14 7. 10 14 6.48 15 5. 32 51 22 

10. 20 12 9. 70 12 9目 51 23 9. 50 23 8. 80 23 7. 58 51 21 
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己完 3表の 3 海洋観測報特(第 21L炉二;予 1

日一子二:可;
15rp-Li7mi雫111::片山丹|
日同王主三主主主ヲ子-l:::止
ド25i 42351152-12 i 
EE42-34l152 ---22 17. 00三三E司王己主ι5i4r-i4叶 12
L斗?一 :i711521::一三云t4汁三十十J叶÷

jB C10jjFJ46i  i45010 

1::::::(:::::::11::;:?七叶叶廿1
291 42 - 40152-50 lli. 50 -17.05 F!  1010 ! SE 2 i iパ541!47212
二。い2-39i正司ττζ主三五主主とL151j (452! 2 
53口I42 --5'l 1 153 --22 1 I. 05 - 17三よとiil!と竺;斗L2O i Gり I : 538 1 8 
1 1 4'lー 17 OJ.40-02.00 bパ5， 8 I I 5，33 I 6 

777m寸三つマ寸
I 43 - 24 I153-4，t 102日-03 05[ァ..I 1010 ~ì~己引 6. G I i6 丹

61  1 43 - 00 1154--00 113 30 -1355 I B C 11013 i NE 3 I 78.  ，C t 8 42 1 6 

ι 一一一-61  I 43 - 00ilrhf1830~1855CIMXE3165i  112i 11019|10 
62  I 42 川五コ寸EZ二日寸亡寸五寸τ::i I， j I10. 2 I 9，61 I 20 
いい2一川一5-00 1 07. 3，， -07 55い 1可口六一円 10， 2 I 110.11 1 6 
62  1 42一川 1560。11140~1100い 101;) ! E 70!102i i川 o1 12 

63  1 42 - 00 1 158 -00 1 00. 40 - 01. 15 I C 11010ドパ 8.5 I 9 0 I 1 8 9:; 1 18 
6. 3 I 43一川 157 川 108.0円引 20い 101パヤ!日。 1 5.8! I 5.701 11 

い 1川 γ180i88 I i 8. 80 I 16 

6. 3 I 44 - 00 I 1 55ιn  20七〕汗ー=11川 4

日当在日主恒三
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20 m 30m 50 m 75 m 100 m 150 m 200 m 透

水色 明

水 i温 傾角 水温 傾角 71<温 傾角 水温 傾角 水温 傾角 水温 傾角 水温 傾角 度

宵1

6.34 15 5.20 15 4.50 15 4.18 25 3.73 25 2.61 25 2.50 25 5 8 

4. 10 10 3.04 10 2.04 10 2.30 14 2.00 14 2.80 14 5 15 

3.02 4 2.69 4 2.40 4 2.93 6 2.70 6 2.30 6 5 13 

3.62 4 2.40 4 2.38 4 2.91 7 3.60 7 2.20 7 2.00 7 5 14 

3.95 11 3.70 11 2.58 30 2.45 30 1. 74 30 2.03 30 5 13 

3.90 12 3.50 12 2.15 12 2.30 20 2.10 20 1. 95 20 5 14 

3.70 4 3.23 4 2.50 4 2.37 6 1. 79 6 2.07 6 5 11 

4.22 8 3.90 8 3.38 8 2.80 9 2.23 9 1. 78 9 2.28 9 5 9 

4.73 。4.59 。2.40 。2.58 14 1.58 14 2.27 14 2.67 14 5 15 
4.ぴ7 4 3.81 4 2.35 4 4.37 8 2.40 8 1. 70 8 2.22 8 5 12 

3.87 5 3.44 5 2.06 5 2.00 12 2.29 12 1. 90 12 2.20 12 5 11 

3.80 2 2.78 2 2.00 2 1.90 4 1. 96 4 1. 79 4 2.12 4 5 11 

4.13 2 3.30 2 1.58 2 2.27 10 2.45 10 1. 63 10 2.17 10 5 11 

4.60 8 4.00 8 2.03 8 1. 80 11 1.55 11 1.70 11 2.62 11 5 

5. 57 6 5.07 6 3.61 6 2.50 21 2.00 21 1. 55 21 1. 70 21 5 13 

5. 72 8 5.02 6 3.73 6 4.50 21 4.21 21 2.07 21 2.22 21 5 12 

5.60 3 5.35 3 3.30 3 4 5.08 4 1. 88 4 2.40 4 5 13 

8. 37 6 8.29 6 7.20 6 7.70 15 7.54 15 4目42 15 3.71 15 5 11 

11. 1 10 11.0 10 10.4 10 10.20 14 7.02 14 6.84 14 4.12 14 5 

8.20 20 8.12 20 5.95 20 5.88 22 4.82 22 4.32 22 3.60 22 5 

9.02 6 8.85 6 8.00 6 7.54 15 7.10 15 6.00 15 5.38 15 5 9 

8.98 12 9.07 12 8.90 12 8.46 14 7.48 14 7.25 14 6.09 14 5 11 

8.73 18 8.06 18 7.35 18 8.70 35 6.38 35 6.38 35 8.50 35 5 

5.68 11 5.92 11 3.48 11 3.92 20 4.04 20 3.42 20 2.50 20 5 12 

8.80 16 8.80 16 8.40 15 7.90 24 7.80 24 6.10 24 5 12 

7.38 4 7.00 4 4.07 4 4.24 5 5.50 5 5.01 5 3.69 5 5 

7.78 16 6.60 16 5.10 16 5.03 25 4.88 25 3.94 25 3.80 25 5 12 

7.20 8 7.20 日 4.40 8 5.15 20 6.16 20 4.40 20 3.81 20 戸d 12 

5.60 2 5.32 2 3.25 2 1.64 5 1. 50 5 1. 83 5 2.60 5 5 10 

5.10 4 2‘89 4 1.98 4 2.02 4 5.98 4 2.80 4 4.10 4 5 11 

4.61 2 3.78 2 2.00 2 1. 62 4 2.34 4 1. 51 4 2.18 4 5 10 

6.60 4 5.43 4 4 5.30 5 4.65 5 3.32 5 5 5 11 
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.~/~. 3奈の i 流三~， j百 1長以 ! (主主 3;え杭海 j

ff!許昨 4 え象 ド度i経ー ヨ 至(天候|気圧i吋jJI気温|水温傾角 温傾角

ぷト叶jhG2101 RVW2  55 
1543i32当 1l 154-13~02301  E C SW260560725  

15 1_~3 山一21 I 17. 20 - 17 35 I B _L.! 012 I 8W2 I 12.0 1 8.4 I I 5. 90 I 3 
16 43 - 44 154 --2，1 B 1012 8¥¥'2 7. :; 7. 2 7. 19 5 

16 43 - 47 154 -31 17. 2臼-17. 35 B 13.0 8. 0 7. 17 3 

17 44 - 09 154 -30 I 02. 15 - 02. 30 I B 11A0-22lOqR 9 日E 7. 0 6 4 6.42 。
17 44 - 03 154 -27 F 3 i 8. 0 7. 6 6. 31 8 

18 44 - 09 154 -19 02. 25 - 02.40 B1008i 1EX3 E 6. 5 5. 8 5. 00 

18 44 - 56 154-46 17. 15 ~ 17. 30 I B C 1006 NE4 6. 5 5. 8 5. 90 10 

19 45 - 39 154 -34 02. 35 -口2.50 B C 1007 ?43 5. 0 6. 0 6. 25 

ト一一一一一トー
19 1 45 - 00 154 -45 17. 25 - 17. 40 F 1011 E 2 5 0 6. 3 5. 82 5 

20 
的 1-02 25 -主垢 5. 0 5. 8 5 82 5 

20 44 --03 1154-46 I 17.25 -li 40 I C I 1012 I E 2 6. 5 6. 1 5.91 6 

21 45 -501151--26 I 0230 ~02.45 I C 11012 I E 2 6. 0 6. 2 6. 10 7 I 

21 I 44 山 154-34 117.35 -17. 50 I F l_1013! E 2 I 6.0 ~ 6. 05 I 2 

22145 - 48 1154-20 10225 -024り C I 1012 0 I 6. 0 I 7. 4 7. 14 I 4 

6.25 I 3 

5. 72 I 4 

6. 10 I 2 

o I 7. 4 5. 72 I 4 

o I 8 4 6. 30 I 7 

。 7.4 6.71 I 8 

o I 7. 4 7. 32 I 19 

o I 7. 8 6 23 I 9 

。i.9 8. 00 I 4 

5 7. 4 7. 00 I 3 

日 7.4 7. 00 I 7 

←一一一一一一一一ート一一一
7. 50 I 3 

5 I 7. 6 7. 20 I 5 

7. 31 I 0 

の 8.4 8. 30 I 7 
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20m 30m  50 m 75ηi 100 m 150 m 200 m 透
水色 明

水温 傾角 7.K温 傾角 水温 ft夏角 7k混 (頃角 7.K温 傾角 7.K i混 傾角 7)(温 傾角 度

5. 37 5 3. 92 5 2. 11 5 2.28 6 1. 91 6 2. 21 6 1. 83 6 6 
1M 1 

5. 36 5 5. 12 5 1. 95 5 1. 78 17 1. 85 17 1. 88 17 2. 12 17 6 13 

5. 60 3 4. 83 3 1. 90 3 1. 65 5 1. 45 5 2.04 5 2. 53 5 7 9 

5.60 5 4. 68 5 2.18 5 2. 11 8 1. 80 8 1. 85 8 1. 94 8 7 9 

5. 91 3 5. 00 3 2. 29 3 1. 57 4 1. 80 4 1. 95 4 2. 37 4 7 8 

5 13 。4. 90 。2. 10 。1. 61 。1. 30 。1. 82 。2. 63 。 7 9 
5. 30 8 4. 15 8 2. 13 8 1. 60 11 1. 50 11 1. 80 11 2. 61 11 7 11 

4.56 11 4. 16 11 2. 00 11 1. 80 22 1. 40 22 2.10 22 1. 49 22 7 9 

5. 60 15 4. 44 10 3. 14 10 1. 68 14 1. 43 14 2. 30 14 3. 30 14 7 9 

5. 70 6 5. 33 6 2. 70 6 2. 10 9 1. 59 9 2. 48 9 2. 94 9 7 10 

4. 59 5 4. 30 5 2. 10 5 1. 30 5 L 38 5 1. 92 5 2. 75 5 7 10 

4. 90 5 4. 60 5 2. 93 5 1. 50 7 1. 30 7 2. 10 7 2. 90 7 7 10 

4. 88 6 4. 50 6 2. 56 6 1. 52 8 1. 32 8 1. 88 8 2.83 8 7 10 

5. 11 7 4.49 7 2. 48 7 l白 50 13 1. 58 13 1. 95 13 3. 00 13 7 10 

5 32 2 4. 24 2 2. 73 2 1. 36 6 1. 64 6 1. 71 6 3. 10 6 7 10 

5. 00 4 4. 33 4 2. 18 4 1. 80 9 1. 60 9 1. 70 9 2. 70 9 7 10 

4. 95 3 4. 10 3 2. 40 3 1. 30 3 1. 20 3 1. 88 3 1. 46 3 7 10 

4. 58 4 3. 90 4 1. 47 4 1. 27 9 1. 42 9 1. 23 9 2. 82 9 7 10 

5. 37 2 4. 33 2 2. 18 2 1. 50 6 1. 50 6 2. 13 6 2. 90 6 7 9 

6. 31 4 4. 32 4 2. 05 4 1. 52 15 1. 50 15 2. 20二 15 2' 92 15 7 10 
、

5. 18 7 4. 15 7 2. 10 7 2.10 14 1. 20 14 1. 99 14 2. 10 14 7 8 

4.42 8 4. 10 8 1. 99 8 1. 50 10 1. 23 10 L 78 10 2. 80 10 7 9 

5. 50 19 4. 75 19 2. 60 19 1. 40 28 1. 40 23 2. 00 23 2.83 23 7 9 

5. 66 9 4. 07 9 2. 25 9 1.71 14 1. 23 14 1. 81 14 2. 84 14 7 10 

4. 59 4 4. 10 4 1. 88 4 1. 20 11 l. 54 11 2. 02 11 2. 50 11 7 10 

5. 79 3 4. 70 3 2. 33 2 1. 67 5 1. 72 5 2. 08 5 2. 55 5 7 9 

6.30 7 4. 52 7 2. 19 7 1. 80 23 1. 70 23 L 70 23 2. 18 23 7 9 

6. 79 3 4. 80 3 2.02 3 1. 10 17 1. 33 17 1. 01 17 2. 21 17 7 11 

6. 16 5 6. 10 5 2. 82 d 戸 1. 55 9 1. 60 9 1. 88 9 1. 80 9 7 10 

5. 75 。4. 30 。1. 75 。1. 21 。1. 60 。1. 80 。1. '87 。 7 10 
7. 78 7 5 33 I 7 1 2. 11 7 1. 30 7 1. 31 7 1. 90 7 2. 10 7 7 10 
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第 3表の 5 海洋観測!報管(第 4次牧海)

位 置 時 間 気 象 。宵1 10m 
月日

自 風]j向緯 度 経 度 至 天候 気圧 ヌと~ 1M. ロ ちて i昆 傾角 7.k温 傾角

7. 19 ザ-o~ 157" 二 a 02. 35 -03. 00 F 1011 NE3 7. 0 7. 8 7.74 5 

20 46 - 56 159 -40 02. 30 -03. 00 F 1010 E 2 I 8. 5 I 8. 0 7.70 12 

20 46 - 42 160-00 17. 05 - 17. 35 F 101u.4 SW3 9. 0 8. 4 8.16 2 

21 46 - 53 160-05 02. 30 - 02. 45 F 10112 S 2 9. 0 7. 9 7.35 6 

21 46 - 41 叶 14 117. 3い1i.50 F 007.51 S~っ E 9. 0 8. 2 7.70 5 

22 46← 45 160← 12 02.25 - 02. 40 F 1007 SW1 9. 0 8. 3 7.49 2 

22 46 - 34 160 -22 17.30 - 17.50 F 1007 ;¥，E1 13. 0 9. 2 7.75 。
23 46 - 31 160 -21 02.20 - 02. 35 F 1007 8. 8 7.50 3 

23 46 - 40 160-33 17.30 - 17. 45 F 1010.5 ESE 10. 0 9. 6 8.17 3 1 

24 47 - 03 160 -33 02.25 - 02. 38 C 1016.6 E 2 S E 9. 0 9. 2 7. 83 4 

24 46 - 43 160-29 17.20 - 17. 35 C 1013.6 E~E 10. 0 9. 8 7.78 10 2 

25 46 - 40 160 -34 02.30 -02.45 C 1014 EN2 E 10. 0 9. 4 4 

25 46 - 37 160 -29 17.30 -17. 45 F 1015 SEl 10. 0 10.4 7.88 3 

26 46 --50 160-19 02.30 - 02.45 F 1012.5 SE1 10.0 10. 2 8.70 4 

26 46 - 00 160-00 14. 45 - 15. 05 F 1008 W 3 12. 5 11. 1 10.45 14 

26 46 - 00 162-00 22.55 - 23.15 R 1007.5 SW1 12. 0 11. 0 10.70 1 

27 46 - 00 164-00 。7.00 - 07. 15 W1刊ア
13. 0 11. 6 I 11. 38 5 1 

27 45 - 00 167 -00 20.30 - 20. 50 F j 1008 10. 8 10.02 8 

28 45 - 00 165~ 00 05. 00吋 5.15 I C 11011 W 3 I 9.0 12.0 8 

28 45 - 00 163 -00 14.30 - 10.45 c i1mlwV1120  11. 7 11. 23 6 I 

28 45 - 00 161 -00 23.00 - 23. 30 C 1013.5 117X2IVl 1110 12. 4 12.30 3 

29 45 - 00 159 -00 08. 00 - 08. 15 R 1013 SSE 13. 0 11. 04 2 1 

29 44 - 00 158 -00 17. 00 - 17.15 R 1006.5 S 4 i 13円 11. 9 11.60 15 

30 44 - 00 156-00 02.40 -03 00 R 1002.71 W 2 115.0 14.5 14.20 5 

30 43 - 00 155-00 12.00 - 12.15 C 1000.5 
W~，\" 

1行 5 14. 9 14.58 18 
3 

WN¥V 
30 43 - 00 154 -00 17.05-17.00 F 1003 3 15 円 15 4 15.32 4 

30 43 - 00 153-00 22. 00 - 22. 25 C 1005 羽弓341V U. (1 15. 0 15.17 1 1 

31 43 -00 152 -00 04.45 -05. 00 C 1007.5 ufN2羽fi 140 14. 0 14.45 1 
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20m 30m  50 m 75 m 100 m 150 m 200叩 透
7}::色 明

水温 傾角 水温 傾角 7.k温 傾角 7l<温 傾角 7k i品 傾角 7.k温 傾角 7)く混 傾角 度

官1

7.35 4 4.90 4 2. 24 4 1. 59 5 1. 45 D 2. 32 5 3. 10 5 4 14 

7.60 1 6.75 1 3. 60 1 2. 11 12 2. 30 4 2. 33 4 2. 75 4 4 13 

6.82 2 6.40 2 3. 28 2 2. 52 8 2. 10 8 2. 00 8 3.00 8 4 13 

7.12 凸 6.60 6 4. 03 6 2. 30 3 2.10 3 2. 12 3 4 13 

7.70 5 6.90 5 4. 05 5 2. 72 12 2. 70 12 3. 20 12 4 14 

7.32 2 6.33 2 3. 52 2 2. 42 3 2. 12 3 2.47 3 2. 80 3 4 14 

7.28 。 6.70 。3. 82 。2. 70 4 2. 00 4 2. 50 4 3. 21 4 4 12 
6.95 3 6.52 3 3. 92 3 2. 60 5 2. 00 。2. 98 5 3. 12 5 4 13 
7.40 3 6.80 3 4. 03 3 2.04 t九 2. 00 6 2. 86 6 3. 28 6 4 14 

7.25 4 6 48 4 3. 30 4 2. 17 4 2. 11 4 2. 46 4 3. 20 4 5 14 

7.00 10 6.30 10 3. 49 10 2. 50 2. 00 7 2 52 i 3. 10 7 4 13 

7.30 4 6.25 4 3. 35 4 2. 70 。2. 70 6 2. 65 6 1. 05 6 4 13 
7.08 3 6.60 3 3.65 3 2.48 6 2.70 6 3. 24 6 4 13 

7.55 4 682 4 4. 10 4 2.96 9 2. 53 9 9 2. 73 9 4 13 

9.10 14 8.80 14 6. 09 14 3. 89 25 5. 50 25 3. 95 25 3. 26 25 4 14 

9.13 1 7. 06 1 6. 08 4 5. 78 4 3 70 4 1. 95 4 

8.44 5 7. 32 5 4. 51 5 5. 32 5 5. 71 5 5 39 5 4. 73 5 3 7 

7.88 8 6.80 8 4. 80 8 3. 70 20 3. 50 20 3. 80 20 3. 60 20 

9.98 8 8.62 8 7. 47 17 6. 33 17 5. 74 17 5. 08 17 4 9 

8.55 6 6.20 6 4. 30 5 3. 52 14 3. 60 14 3. 50 14 3. 30 14 3 5 

9.60 3 9.38 3 4. 52 3 2. 00 8 2.80 8 2.72 8 2. 61 8 

， 9.72 2 7.30 2 2. 22 2 1. 78 2 2.12 2 2. 10 2 2 17 2 4 11 

9.18 25 8.55 25 3. 40 25 2.30 26 2. 40 26 2. 50 26 2. 47 26 4 13 

14.02 5 12.35 「リ υ F 5. 23 20 4. 92 20 3. 51 20 3. 10 20 

13.61 18 12.43 18 9. 50 18 7. 64 23 7. 13 1 23 16. 52 23 9. 40 23 4 9 

15.07 4 11. 4 0 4 4. 67 4 4. 10 1 ] 2. 90 11 2. 40 11 4 11 

13.80 11 8.20 10 2. 54 10 2 50 10 4. 28 10 

7.18 1 528 1 2.88 2 2 2. 12 I 2! 4 13 

戸川

υ
4

バー
'
i
 



第 4表の 1 太平洋サケ、マス調査結果表

月 投 縄 揚 縄 投縄中 使用

位 置 時 亥Jj 位 置 時 亥1] 水 温 透明度

日 N E 始 終 N E 始 終 地 X-Min 針数

4. 17 40. 41 159. 57 01. 43 - 02 16 40. 41 159. 46 03. 15-06. 20 9.5-9.2 16 70 

19 41. 43 160. 24 01. 55 - 03. 08 41. 43 160， 09 03. 45-11. 00 7.6-6.6 16 150 

20 42， 44 160. 17 01. 45 - 02. 52 42. 29 160. 26 03 30-10.15 5.2-4.7 17 150 

20 42. 29 160. 26 16 00 - 16. 25 42. 51 160. 16 17.00-19.45 6.0-4 9 21 50 

21 43. 02 160. 12 01. 45 - 02， 55 43， 12 160. 16 03. 24-09. 20 6.9-6.6 15 120 

22 43. 35 160. 30 16.00 - 16.15 43， 42 160. 22 17. 00-19.00 3.4-3， 2 15 40 

23 43 50 160. 22 01， 45 - 02. 05 43 42 160. 24 03，45-10.10 3，4-3. 2 16 160 

23 44. 32 160. 04 16. 47 - 17. 02 44. 31 160. 03 17. 20-19.00 3.4-3. 3 35 

25 44. 31 160. 18 02. 00 - 03. 05 44. 35 160， 14 03.35-09.00 3 3-3.0 17 150 

27 45. 19 160. 22 16.30 - 16. 45 45. 18 160. 30 17. 45-19.10 3. 2-3. 1 14 40 

28 45， 30 160. 19 01. 45 - 02. 30 45. 33 160. 26 03. 20-06. 20 3. 1-2.6 16 60 

30 44 16 155. 43 01. 50 - 02 55 44. 20 155. 43 03 30-11. 30 5. 2-2.2 16 150 

5. 1 43 45 155. 11 01. 50 - 02. 25 43.45 155. 20 03. 30-07. 05 6.1-6. 0 17 80 

3 42. 36 154. 50 01. 50 - 02. 45 42. 44 154. 50 03. 30-09. 50 7. 3-6.6 17 120 

4 41. 28 154. 55 02 00 - 02，40 41. 33 155. 05 03 40-08.00 7. 7-7. 2 22 100 

5 40. 37 155. 19 02. 40 - 03. 00 40. 33 155. 24 03. 30-06. 00 10， 3-10. 2 21 50 

十イ計 1， 525 

...1. 

-146-



昭和 46年度第 1次航海分(4月 11日-5月 10日)

漁 獲 状 況

ベニサク シロサク カラフトマス マスノスク 漁言十 備 考

漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重

3 537 1，800 3 

18 538 1， 753 120 365 556 138 

95 507 1，525 1，560 380 588 1， 655 

8 350 389 601 358 
シロ 8 
マス 118放流

37 516 1， 562 829 388 659 866 

45 260 305 
シロ 8 
40 放流

284 533 1，713 1，751 419 857 2，035 

15 25 40 

128 514 1，570 141 414 869 270 

2 8 54 63 

5 30 535 1，640 162 449 1， 134 197 

11 515 1，883 1，920 393 641 1，931 

7 508 1，614 933 376 586 940 

15 511 1， 640 750 354 481 765 

36 522 1，678 590 362 483 626 

14 536 1，828 20 407 696 34 

7 754 523 1，684 9， 465 391 679 10， 226 
シロ 16
マス 158

，---，』
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第 4表の 2

投 縄 揚 縄 投縄中 使用

月日 位 置 時 刻 位 置 時 実リ 水 温 透明度

N E 始 終 N E 始 終 Max-随 n 鉢数

5. 23 42. 13 252. 12 01. 30 - 02. 40 03.40 - 6.4- 5.5 8 42 

24 42. 29 152.49 01. 25 - 02.45 42. 31 152. 41 03. 30 - 11. 30 4.4- 3.9 15 180 

24 42.28 152. 31 16.50 - 17. 10 42.29 152. 25 18. 00 - 19. 55 4.6- 4.5 13 50 

25 42.42 152. 22 01. 27 - 02. 50 42.34 152.14 03. 30 - 14. 25 4.6- 3.4 14 

25 42.35 152. 12 16.45 - 17. 00 42. 33 152. 15 17. 30 - 18.45 5. 2.- 4.8 13 30 

26 42. 34 152. 22 16.40 - 17. 00 42. 43 152. 29 18. 00 - 19. 30 4.5- 4.3 14 40 

27 42. 37 152. 26 01. 30 - 02. 45 42.30 152. 14 03. 30 - 10. 05 5.0- 4.2 11 180 

27 42. 39 152. 39 15.45 - 17.05 42. 35 152. 36 18. 00 - 19. 47 4.8- 4.5 9 50 

28 42. 25 152.25 01. 25 - 02. 40 42. 31 152. 49 03.30 - 11. 00 4.6- 4.4 15 180 

28 42. 33 152. 33 16.50 -17.05 42. 33 152. 51 18.00 - 19. 05 4.8- 4.7 12 40 

29 42.36 152. 35 01. 30 - 02. 30 42. 31 152. 47 03. 30 - 09. 30 4.8- 4.4 11 150 

29 42.40 152. 50 16.50 - 17. 05 42.38 152. 55 18.00 - 19. 50' 5.6- 5.4 11 40 

30 42. 39 153. 22 01. 25 - 02. 45 42.41 153. 17 03. 30 - 11. 10 5.8- 5.3 11 180 

30 42. 53 153. 22 17.00 - 17. 18 42.54 15'3. 18 18. 00 - 19. 30 6.2- 6.0 13 40 

31 43. 17 153. 27 01. 30 - 02. 40 43. 10 153. 23 03. 30 - 11. 00 6.0- 5.6 13 150 

31 43. 19 153. 26 16. 55 - 17. 15 43.16 153. 22 18. 00 - 19. 35 6. 2 12 40 

6. 1 43.24 153. 44 01. 25 - 02. 45 43. 21 153. 24 03. 30 - 10. 00 6.4- 5.8 13 180 

4 44.08 155. 39 01. 25 - 02. 40 44. 18 155. 34 03. 30 - 10. 40 7.4- 6.2 12 180 

4 44.11 155. 46 16.47 - 17. 08 44. 16 155. 50 18. 00 - 19. 30 7. 2 12 40 

5 44.33 155. 56 01. 25 - 02. 47 44.24 155. 56 03. 30 - 11. 00 7. 2 - 5. 6 10 180 

6 44. 32 156. 11 01. 30 - 02. 30 44. 26 156. 10 03. 30 - 10. 30 7. 2 - 5.2 11 150 

6 44.27 155. 49 16. 45 - 17. 05 44. 33 156. 00 18. 00 - 19. 55 5. 2 10 50 

7 44.26 156. 08 00. 55 - 02. 10 44. 29 156. 03 03. 00 - 10. 10 6.6- 5.0 11 180 

言十 2. 640 
』ーー
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昭和 46年第 2次航海分(5月 2 0 日 ~6 月 9 日)

漁 獲 状 況

ベニサケ シロサケ カラフトマス マスノスケ 漁計 {庸 考

漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重

347 347 

50 549 2. 163 1.630 406 817 1. 680 

8 550 558 

32 546 2、1521. 594 408 839 1， 626 

17 462 479 

3 382 413 859 3白5

63 544 2. 152 913 413 829 976 

37 360 397 

22 538 2. 171 1， 800 417 900 1，白22

3 375 37向

33 547 2. 242 1. 800 419 904 1，白33

10 450 460 

51 546 2. 184 1， 770 419 819 1 798 6， 800 1， R22 

5 210 215 

42 539 2.124 1. 530 415 884 4 745 5. 583 1，向76

27 160 1R7 

33 537 2.031 1， 600 400 815 1， 633 

32 551 2. 233 1. 850 404 800 1， 882 

3 355 358 

42 544 2. 208 2. 760 415 849 2. 802 

27 547 2.276 1， 500 416 882 1， 527 

34 630 664 

71 546 2.513 2. 330 413 877 1 2. 402 

645 545 2.202 25.358 412 852 6 772 6. 191 26. 009 
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身る 4~") 詰

投 料理 揚 縄 投縄中 使用

月日 位 置 時 亥Ij 位 置 時 亥!j 水 温 透明度

N E 始 終 N E 始 終 Max-Min 鉢数

6. 14 43. 41 152. 34 01. 10 - 02. 20 43. 35 152. 27 03. 00 - 09. 30 6.3- 5.2 11 170 

15 43. 42 154. 23 00. 50 - 02. 10 1_ 43._ 3~ 154. 15 03. 00 - 09. 15 6. 3 - 5.6 13 170 

15 43. 39 154 25 16.45-17.15 43. 37 154. 22 18. 15 - 20. 15 8.6- 8. 2 9 50 

16 43. 44 154.24 01. 05 - 02. 30 43.36 154. 25 03. 00 - 10. 35 7.R- 7.2 9 170 

16 43. 47 154. 31 16. 55 - 17. 1 i 43. 43 154. 31 18. 15 - 20. 00 8. R 日 50 

17 44. 09 154.30 00. 55 - 02. 10 43. 59 154. 33 03. 00 - 09. 30 7. 0 - 6. 4 9 17.0 

17 44. 03 154.27 17. 10 - 17. 30 44. 05 154. 21 18. 15 - 20. 20 7.6- 7.4 11 50 

1R 44. 09 154.19 01. 10 - 02. 20 44. 16 154. 21 03. 00 - 09. 40 6.4- 5. R 9 170 

1R 44. 56 154.46 16.50 - 17. 10 44. 5白 154. 49 18. 00 - 20. 25 5. R 9 50 I 

19 44. 39 154. 34 01. 05 - 02. 30 44. 47 154. 33 03. 00 - 10. 30 6.0- 5.2 10 170 

19 45. 00 154.45 17. 00 - 17. 22 45. 03 154. 45 18. 10 - 20.05 6. 3 10 50 

20 45. 03 154. 30 01. 05 - 02. 20 45. 03 154. 50 03. 00 - 10. 00 6.0- 5.4 10 170 

20 45. 03 154.46 17. 05 - 17. 20 45. 02 154. 42 18. 15 - 20.00 6. 1 10 50 

21 44. 50 154.26 01. 05 - 02. 25 04.30-1210 6.2- 6.0 10 170 

21 45. 03 154.34117. 00-口 30 45. 03 154. 34 18. 15 - 20. 35 6. 5 10 50 

22 44. 4且 154.20 01. 05 - 02. 20 44.4R 154. 28 03. 15 - 11. 05 7. 4 - 6.2 10 170 

22 45. 02 154.23 19.00 - 17.20 45. 01 154. 29 18. 15 - 20. 25 7.8- 7.6 10 50 

23 45. 07 154.14 01. 05 - 02. 20 45. 01 154. 25103. 15 - 11. 0。 7白- 6.0 10 170 

23 45. 10 154.30 16.55 - 17.20 45. 12 154. 36 18. 15 - 20. 00 8. 2 - 7. 8 9 50 

24 45. 05 154. 18 ~~: 02.20 145.00 154. 15 03. 15 - 11. 30 9.0- 7. 4 10 170 

24 45.05 154. 12 17. 05 - 17. 25 45. 03 154. 14 18. 15 - 20. 10 9.9- 8.4 自 50 

25 45. 13 154.25 。1.05 - 02. 20 1 45. 08 154. 20 03 15 - 10. 00 7.R-7.2 9 170 

25 45. 13 154.19 17. 00 - 17. 30 I 45. 09 154. 20 18. 15 - 20. 30 7.4-7.0 9 50 

26 45.06 154.36 16. 45 17. 15 45. 13 154. 3R 18. 15 - 20. 15 7.8- 7.0 10 60 

27 45. 13 日 15101.05 - 02. 20 45. 08 154. 22 03. 00 - 10. 00 7.9- 7.R 10 180 

27 45. 19 154.17 16. 55 - 17. 25 45. 15 154. 15 18.15 - 20. 20 7.R-7.4 9 60 

2R 45. 24 154.20 01. 00 - 02. 20 45. 15 154. 15 03.00 - 11. 00 7.4- 7.0 9 1RO 

2白 45. 23 154. 16 17.05 - 17.30 45. 26 154. 27 18. 15 - 20. 20 7.R- 7.6 11 60 

29 45. 32 154.07 01. 05 - 02. 20 45. 24 154司 1603. 00 - 11. 00 7.6-7.2 10 1RO 

29 45. 33 154. 15 16.55 -17. 20 45. 36 154. 25 18. 15 - 20. 20 7白- 7.7 10 60 

30 45.40 154. 00 01. 00 - 02. 20 45. 37 154. 06 03. 00 - 09. 30 7. 7 - 8.4 10 1RO 

言十 3，550 
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昭和 46年度第 3次航海分(6月 12日-7月 2日)

漁 獲 状 況

ペニサク 士J ロ ザク カラフトマス ギ ンス ケ マスノスケ 漁計言十

漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重

55 575 2， 656 950 445 1， lR6 1， 005 

32 53R 2， 240 1，520 419 92自 1，552 

• 
1 720 721 

26 53R 2， 232 2，130 409 日35 1 770 6， 300 2，157 

4 530 534 

32 544 2，204 2，250 419 973 2， 2R2 

6 415 419 R44 

23 549 2，210 930 426 959 1 724 6， 450 954 

16 560 576 

90 53R 2，2R2 1， 220 416 日9R 9 73R 5，700 山 91

4 410 414 I 

50 502 2， 091 1，6RO 419 943 

R 330 434 973 7 340 

7R 54R 2，273 1， 020 426 995 1，09R 

24 4R4 50R 

50 552 2，3u9 1，320 430 9R6 3 606 3，050 1 654 3， 500 

11 645 656 

93 524 1，993 2， 346 422 955 2 2，441 

10 426 436 I 

41 544 2，34R 1， 310 427 961 1 741 5， 900 日 521

11 310 

70 529 2，169 1， 691 422 974 12 601 3，2R5 1 741 5，900 1， 774 

10 500 510 

6 409 2 417 

32 572 2， R50 1， 405 430 1，039 10 577 2， 642 2 733 5，550 1，449 

3 675 3 6自1

3R 531 2，16R 1，760 436 1， 122 10 562 2， 366 1 7自由 7， 300 1， R09 

11 620 3 634 

27 542 2，227 2， 06R 435 1， 07R 10 5R9 3， 162 734 4， ROO 2，106 

13 675 12 700 

20 553 2， 239 1， 110 444 1，212 9 5R5 2， 950 1 1， 140 

日95 542 2， 2R5 32，419 426 992 74 5R7 2， 909 23 736 5，711 33， 411 
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第 4表の 4

投 縄 揚 縄 揚縄中 使用

月日 位 置 時 実リ 位 置 時 家日 水 温 透明度

N E 始 』終 N E 始 終 Max Mi n 鉢数

7. 19 46.02 157. 44 01. 05 - 02. 30 46.00 157. 51 03. 30 - 10. 52 8.0- 7. 7 14 180 

7. 20 47. 00 160. 00 01. 00 - 02. 20 47. 00 160. 00 03. 30 - 10. 20 8.0- 7.6 13 180 
. 

20 46. 42 160. 00 16. 55 - 17. 20 46.42 160. 00 18.00 - 20. 0。8.2- 8.0 13 50 

21 46.53 160. 05 01. 10 - 02. 30 46. 49 160. 13 Q3. 00 - 10. 00 7.9- 7.8 13 

21 46.41 160. 14 17. 05 - 17. 30 46.41 160. 14 18. 00 - 20. 00 8.4- 8.2 14 50 I 

22 46.40 160. 12 00. 55 - 02. 22 46. 34 160. 22 03. 05 - 10. 10 8.3- 8.2 14 180 I 

22 46. 34 160. 22 17. 00 - 17.25 46. 34 160. 22 18. 05 - 20. 00 9.2- 9.2 12 50 

23 46. 31 160. 21 01. 00 - 02. 15 46.39 160. 30 03. 00 - 09. 30 9.0- 8.8 13 180 

23 46. 39 160. 30 17.00-17.25 46. 40 160. 33 18.00 - 19. 25 9.9- 9.6 14 50 

7. 24 47. 03 160. 33 01. 00 - 02. 20 46. 56 160. 45 03. 00 - 10. 00 9. 2 - 9.2 14 180 

24 46. 43 160. 29 17. 00 - 17. 20 46. 35 160. 22 18.00 -19.35 9.9- 9.9 13 50 

25 46. 40 160. 34 01. 00 - 02. 25 46.36 160. 21 03. 15 - 10. 30 9.6- 9.4 13 180 

25 46.37 160. 29 17. 00 - 17. 30 46.37 160. 29 18. 00 - 20. 10 11. 2 - 10. 6 13 50 

27 46. 50 160. 19 00. 50 - 02. 25 46. 41 160. 25 03.15 - 09. 15 10. 4 - 10. 2 13 200 

.} 

言十 1. 760 
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昭和 46年第 4次航海分(7月 10日-3月 4日)

漁 獲 状 況

シ ロ -マ ス ギ ン A ケ 漁計 備 考

漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重 漁獲 体長 体重

10 523 1.982 705 445 1 46 7 578 2.683 、722

放流、ンロ 6
13 518 1，791 1，056 464 1. 285 14 572 2. 950 1，083 

マス 50ギン 1

4 116 21 1 142 放流ギン 10

7 517 1，891 1，005 467 1，826 21 563 2， 800 1， 033 

10 233 14 257 放流シロ~/ 8 I 
マス 32ギン8

12 578 2， 648 1，262 465 1， 341 34 586 3， 200 1，308 
放流シロ 3
マス 56ギン 3

98 11 109 
放流マス 20
ギン 3

14 496 1，808 593 458 1，289 34 600 3，348 641 
放流シロ 9
マス 11ギン 10I 

1 214 4 219 

6 748 466 1，375 19 594 3，425 773 
放流ツロ 4
マス 28ギン3

2 533 10 545 放流マス 30

26 511 1， 379 1，392 448 1，200 13 1， 431 
放流シロ 8
ギン 2

3 193 11 207 

3 766 462 1. 263 8 607 3， 450 777 

111 524 1，999 8，914 459 1， 341 221 586 3， 122 1 9，247 シロ 33'7ス 2勺
ギン40
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4 深海漁場開発調査

I 調査目的

昭和 45年に笑施した日本海深海漁場開発調査の結果、スケトウタラ資源発見の端緒を得たので、今

後 2ヶ年Kわたって底刺網により時期的資源分布移動状況を把握するとともに、企業化の見通しをつけ、

沿岸漁業経営の合理化と生産性の向上を図る。

E 調査内容

1 調査期間 4 6年 10月 5日-1 2月 5日

2 調査場所青森県日本海沖合海域(図 1) 

3 調査員および調査船

(1 )調査員技師中田凱久

漁業課長 浅加信雄

(2) 調査船 試験船 幸洋丸(1 21.2 2トン 400PS)

4 調査項目

(1) 時期別漁場別分布状況

(2) 他魚種との混獲状況

(3) 幼稚魚の出現状況

(4) 時期別海域別大きさ別胃内容

(5) 産卵親魚の分布生態

A 生殖腺重量及成熟度(卵径)

B 親魚の介布状況(時其弘法草場、数量、密度)

(6) 懐息環境(大きさ別、水深、底質、プランクトン、海底地形、棲息水温)

(7) 回遊移動状況(標識放流)

(8) 企業性

A 羅網率及羅網状況

B 価格(大きさ別、雌雄知J)

5. 調査方法

スケトウタラ漁場開発計画図(図 1)にもとづき、スケトウタラ底車IJ網漁具 3放(1放 3 0反)を

使用しておこなった。

スケトウタラ底刺網漁具仕係書

マノレチ 21 0/4本 8 5忽 1 2 5掛 6O. 6祝

仕立内訳

上棚 15gHK 2X3右 1本イセ 3. 7割

足棚 125gHK 3X3右 l本イセ 4. 5割

浮ヨミ 2. 6号 HZ 4 2ケ付

吊糸 1 5号 SN系 1. 4 5 m切 2ツ折 80本

仕立糸 クレモナ糸

石手棒 1 2 g P P岩糸 1 m切 5本

口 糸 3.6 g H Kトワイン 1 0.5 m切 2本

沈子 自然右 5kg ( 1反vc.5ケ)

A
住

民
1u‘，A

 



第 1図 スケトウタラ漁場開発計画図
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E 調査結果

1 時期別、漁場別分布状況

調査は、 1 0月 5放、 1 1月 14放、 12月 1放、合計 20放(600反)、操業漁区 14漁区、

総漁獲量 10， 7 7 0旬、 1反当り 18 kgであった。 1反当り 18切らL上の漁獲のあったのは、 3・4

7・11・5・10の 6漁区であった。

今回の調査から時期別分布密度を推定することは困難であるが、昨年実施した底びき網による調査

とあわせてみると 7月以降 12月まで、この海域に分布していることが判明した。調査毎の投網水深、

漁具の滞水時間、底層水温と漁獲量との調達は認められないが、分布密度の高いのは、北緯 41度以

北で 20 0 m等深線につながる傾斜の急な漁場であった。

2. 他魚種との混獲状況

底刺網にスケトウタラ以外で羅網したのは、ホッケ、赤カレイ、メバル、ホシザメ、カジカ、ネズ

ミザメ、ウロコメガレイ、ドスイカの 8種で、これらの出現漁区別混獲尾数は第 1表のとおりであっ

て、 20 0 m等深線に沿った漁区に限られており、ホッケの混獲範囲が南北に広く、赤カレイは 10 

1 3・15と北側の漁区で多く、南側jの 17・21漁区でウロコメガレイの混獲が目立っていた。

第 1 表 魚種別、漁区別混獲状況

混獲魚種名 上段混獲尾数・下段は漁獲漁区番号

9 12 3 10 2 3 2 41 
ホ ツ ケ

10 10 11 13 15 17 21 7回

8 1 5 15 10 39 
赤カ 1ノ イ

15 15 5回10 10 13 

1 1 
メ ノ、. ノレ

10 1回

1 1 
ホ シザメ

10 1回

2 2 2 6 
カ シ カ

11 13 21 3回

1 l 

ネズミザメ
1回9 

2 1 7 60 20 90 
ウロコメカレイ

9 10 15 17 21 5回

1 2 3 1 3 2 12 
ドス イ カ

5 9 10 13 13 21 6回

3 幼稚魚の出王応伏況

底刺網の目合が 85匁であるため、漁獲された最小体長は 38 cm:台で、幼稚魚の漁獲はみられなか

った。

4 時期別、海域別、大きさ別胃内容物

調査個体数 266のうち空胃 17婦、オキアミ類 29 %、瑞脚類 11仇十腕類 7仇長尾類 4必

魚類 1%、不明 31 %となっていた。

5 産卵親魚の分布生態

( 1) 生殖腺重量及成熟度(卵径)

魚体制定による卵径は、時期の経過とともに大きくなってゆき、 1月下句測定の 15尾のうち

1 2尾は雌で、このうち 2尾は放卵個体であった。第 2表は卵径の組戎分布である。
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第 2表 卵径組成分布表

I調#s査径月¥日¥ 46 47 

10. 7 10.29 11. 10 11. 17 11. 27 12. 5 1. 27 

う話
0.3- 1 

0.4- 7 2 2 

0.5- 10 6 6 3 

0.6- 10 8 6 5 2 

0.7- 6 9 9 12 5 1 1 

0.8- 2 1 7 11 3 3 

0.9- 3 2 5 6 2 

1. 0- 2 2 2 

1. 1 - 2 2 

(2) 親魚の分布状況

漁獲された最小形は尾又長 38 cmで、すべて産卵に参加する親魚であれとれらは 1月下匂底ぴき

網により漁獲されたスケトウダラのうち放卵個体がみられたことから、周年この海域K接息し、産卵

がおこなわれているのではなL、かと推定される。

(3) 棲息環境

今回の調査から親魚の魚体の大きさ別接みわけはみられず、棲息水深は 40 0 m以浅の海域となっ

ている。また、 200祝等深線にかけて傾斜の急なところに分布密度が高い

(4) 回遊移動状況(標識放流)

底刺網で漁獲されたもののうち、標識放流出来るほど活力のあるものはなかったので、標識放流を

実施するK至らなかった。

(5) 企業性

A 羅網率及び経網状況

調査別 1反当り漁獲量でもっとも多かったのは 85 kgで 45旬、 4 0 kgとつ Xきもっとも少なか

ったのは 0.5kgであり、平均 18 kgであった。

B 価格

漁獲物は鯵ケ沢漁協K陸揚販売した結果第 3表のとおりで非常K安かった。 46年鯵ケ沢におけ

る魚類のkg当り平均魚価は 24 6円である。

第 3表 鯵ケ沢漁協Kおけるスクトウタラ価格

月 日 数 量 金 額 単 価

10 7 490 kg 18. 865円 38.5円

10 9 486 17. 895 36.8 

10. 29 1. 794 43. 705 24.4 

11. 6 293 10. 780 36. 8 

11. 10 507 25. 990 5r. 3 
11. 12 311 16.248 52. 2 

11. 17 170 7. 650 45. 0 

11. 17 381 20. 000 52. 5 

11. 18 141 7. 050 50. 0 

11. 19 166 10. 310 62. 1 

11. 24 1. 131 33. 930 30. 0 

11. 27 2.538 52. 705 20.8 

12. 5 1. 945 24.177 12. 4 

ぷ日>. 百十 10. 353 289. 305 27.9 

単価は 1kg当り
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W 調査の成果および今後の問題

1. 調査の成果

昨年、底ぴき網漁業による調査で、夏枯れ左いわれた 7.8月にスケトウタラが多量に分布棲息して

いることが判明し、本生Eは底刺網漁法で調査を実施し、両年の結果から 7-1  2月Kかけてスグトウ

ダラの分布棲患が判明し、更K周年Kわたって棲息しているのではないかと推定された。

調査審号 1 2 

月 日 1 0 7 1 0 5 

投
開始時刻 つ12- 10 13 - 08 

網
終了時刻 ~12 -30 13 - 25 

月 日 1 O. 7 1 0 7 
掲
開始時刻j 09 - 40 0日一 10

網
終了時刻 12 - 50 09 - 06 

漁区審号 5 9 

投網 N 41 - 08 41 - 04.2 

位置 E 139ー 56.a. 139 - 59 

投網方向 使用
反数
N E 30反 WNW30反

投網水深 510 - 490 340 - 360 

滞水時間 46 41 

o M 0 C 21. 7 

水 50 20.80 

100 18.50 

200 8.57 

湿 300 1. 65 

350M 1. 10 

漁

物獲
スケトウタラ切 705 135 

ドスイカ ウロコメカ

1尾 レイ.2尾

言日 事 モーカ 1尾
ドスイカ
2尾

第 4 表

3 4 

1 O. 7 1 O. 2 6 

13 - 22 09 - 35 

13 - 35 09 - 48 

1 0 9 1 0 2 9 

08 -10 11 - 10 

10 - 40 13 - 20 

7 11 

41 - 05.2 41 - 01.5 

139 - 58.2 140 - 01.4 

SW  30反 N E 30反

400 - 460 400 - 370 

43 74 

21. 3 18. 8 

21. 35 19. 21 

16. 20 14. 87 

6. 46 7. 50 

2. 17 3. 10 

1. 04 

570 1. 350 

カジカ 2尾
ホッケ 3尾
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5 

1 O. 2 6 

10 - 02 

10 - 12 

1 O. 2 9 

08 - 30 

10 - 30 

10 

41 - 03 

140 - 02.5 

NE  30反

380 - 350 

70 

420 

ホック 9尾
ホシザメ
1尾

赤カレイ
8尾

査

6 

J士
、口

1 0 2 9 

13 -50 

14 - 05 

1 1. 3 

07 - 35 

09 - 15 

13 

41 - 00 

140 - 02.8 

NE  30反

440 - 380 

114 

345 

ドスイカ
1尾

ホック10c尾m) 
( 35、<18

カジカ 2尾



2 今後の課題

(1) 問題点

漁期が、他種漁業即ち、日本海沖合tておけるスルメイカ漁業、アブラツノザメ底刺網漁業と重複

し、しかも、魚価が安いとともあり、漁業者による利用実現K至っていなし、。

(2) 今後の課題

スクトウダラは未刺用資源、であり、資源の変動について究明する必要があると思われる。

果 表

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

1 1 3 1 1. 3 1 1 6 1 1. 6 1 1. 1 0 1 1 1 2 1 1. 1 2 

09 - 25 09 - 55 09 - 45 13 - 35 12 - 20 10 - 30 11 - 04 12 - 17 

09 - 45 10 - 15 10 - 00 13 - 50 12 - 37 10 - 45 11ー 18 12 - 22 I 
1 1. 6 1 1. 6 1 1. 1 0 1 O. 1 0 1 1 1 2 1 1 1 7 1 1 1 7 1 1. 1 8 

01 - 30 10 - 20 10 - 10 07-45 08 - 15 07 - 30 09 - 45 09 - 30 I 

09 - 30 12 - 35 12 -10 09 - 20 10 - 05 09 - 35 11 - 50 11-30 I 

14 16 15 10 18 17 21 15 

41 - 00 40- 58.5 40 -58 41 - 02.4 40 - 55.6 40 - 57 40 - 54.8 40-58.5 

140 - 05 140-01 140 -03.2 140 - 03.2 140 - 03.6 140 - 03 140ー 10 140-03.9 

N E 30反 NE  30反 NNE 30反 ENE 30反 E 30反 E 30反 ENE 30反 ESE 30反

450 - 450 450-460 370・..360 370 - 310 370 - 250 360 - 320 385 - 385 355-270 

70 72 96 90 44 117 119 21 

18. 3 17. 7 17. 0 16. 5 15. 8 

18. 30 17. 62 17. 55 17. 02 16. 60 

17. 35 18. 10 14. 1'3 14. 20 15.40 

412 7. 30 6. 35 5. 53 5. 36 

1. 35 4. 34 240M4，10 1. 95 
250M 
3. 10 

430MO.67 350 M1. 10 350M 1. 10 

45 15 150 600 300 420 105 195 

アカカレイ ホッケ12尾 ウロコメカ ウロコメカ アカカレイ
1 5尾 トスイカ3尾 レイ 60尾 レイ 20尾 1 0尾

ウロコメガ メバル 1尾 ホッケ 3尾 カジカ 2尾
レイ 7尾 アカカレイ 1" ドスイカ
ホッケ 2尾 ウロコメカ 2尾

レイ 1尾
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調査番号 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 

月 日 1 1. 1 8 1 1. 1 8 1 1. 1 9 1 1. 2 3 1 1. 2 3 1 1. 2 7 

投

開始時期j 07 - 41 08 - 15 12 - 35 12 - 50 13 - 07 11 - 40 

網

終了時刻 08 - 00 08 - 30 12 - 55 13ー 10 13 - 25 11 - 55 

月 日 1 1. 1 9 1 1. 1 9 1 1. 2 3 1 1. 2 7 1 1. 2 7 1 2 5 
揚

開始時刻 07 - 40 09 - 40 10 - 00 09 - 35 07'-30 09 - 10 

網

終了時刻 09 - 30 11 - 30 12 - 30 11ー 40 09ー 15 11 - 15 

漁区番号 10 13 4 3 5 3 

投網 N 41 - 02.2 41 - 01.1 41 - 09.7 41 - 09.6 41 - 08.5 41 -09.4 

付置 E 140 - 02.2 140 - 02.6 139 - 54.4. 139 - 57 139 - 57 139-55.6 

投網方向 使用
反数
w 30反 w 30反 ENE 30反 ESE 30反 WSW 30反 NE 30反

投網水深 330 - 390 320 - 420 415 - 325 330 - 390 290 - 400 400-320 

滞水時間 24 25 93 93 93 189 

o M 0 C 15. 9 16. 0 15. 4 15. 2 189 

水 50 16. 2 15.08 14. 88 14. 6 

100 15. 1 11. 60 13. 70 13. 95 

200 4. 30 3. 60 6. 50 7. 50 

温 300 1. 66 250M 2.25 2.55 

370M 1. 17 

漁 1句 合計 l
獲 スケトウタラ 120 150 1. 095 2. 550 300 1. 200 10. 770 

物

記 事 ドスイカ

3尾
アカカレ
5犀
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漁況海況予報調査V 

的

沿岸・沖合の漁況と海況K関する調査研究を行い、その結果Kもとづいて漁況及び海況を予報するこ

とにより漁業資源の合理的利用と操業の効率化を図り、もって漁業経営の安定に資するものである。

目査調

~ 

壬ヨト

調査期間 昭和 46年 4月-47年 3月

調査海域 日本海・津軽海峡・大平洋の青森県沿岸及び沖合

調査員及び調査船

調査員 場長

漁業課長

主任研究員

技師

技師

技師

技師

臨時

彦

雄

男

昭

秋

久

介

二

勝

信

重

邦

光

凱

謙

康

場

加

藤

三

羽

田

井

西

馬

浅

斎

十

赤

中

松

葛

半面

内査調

2 

3 

H 

( 1 2 1トン 22・D400PS)
( 4 0トン 81・D160PS)
( 3 8トン 35・D120PS)
( 1 9トン 94・D170PS)

丸

丸

丸

丸

洋

鴎

醐

穴

鵬

幸

端

東

育

船査調

調査項目

(1)海況調査

A 各層演Ij温及び塩検

魚卵・稚仔採集

プランクトン採集及び定量分析

海・気象観測

漁況調査

魚種別及び漁業別漁獲努力量と漁獲量

(3) 情報の迅速化試験に伴う調査

5 調査方法

( 1) 第 1図及び第2図に示した定線上で、 4-(1)の A-Dの調査をおとなった。各層測温と境検の観

損IJ層は 0、 1 0、 2 0、 3 0、 50、 7 5、 1 0 0、 150、 200、 300、 400、 5 0 0 m 

層Vてついておこなった。

但し、沿岸定線では最深層を 30 0 mとした。

;魚卵・椎仔の採集は稚魚ネットを使用し日本海では 10分間、大平洋では 5分間、夫々表層を水平

に 1- 2ノットで曳網しておこなった。

プランクトン採集は動物プランクトン用特不ットを使用し、日本海では水深 50-0 mを、太平洋

では 100-0机を夫々垂直K曳網しておこなった。定量分析は、調査要領(水産庁編)で指定され

た5種類を中心に種類と湿重量の観察をおこなった。

海気象観測は洋上において、天候、気圧、気温、風向、風力、雲形、雲量、波浪、うねり、水色、

透明度、毎時水温、潮自の観察等Uてついておこなった。

B 

4 
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第 2図

。 。
(沖合定線は 14 6 Eまで、サンマ定締ま 14 8 Eまで)

漁況調査

県内の漁況資料は、各地の水産業改良普及員から毎週 l回収集すると共K、八戸・小泊・深浦・

鯵ケ沢・大畑港から市場の統計資料を入手した。そのほか標本漁船による漁船の行動及び漁況の追

跡調査をおとなった。県外の漁況資料は毎週テレックスおよび文書Kよって入手した。

(3) 情報の迅速化試験K伴う調査

特別調査として、太平洋北部サパ・サンマ・スルメイカ漁場における漁海況速報の迅速化試験を

おこなった。

これI'C伴う調査として、標本漁船 30隻を委託し、太平洋北部海域において 8月 1日から 10月

31日までの 3ヶ月間表面水温の測定を毎日おこない、海況速報の資料収集を図った。

またとのほか、漁場知識普及会に調査を委託し、海況・漁祝の資料を収集した。

標材魚船の内訳は、イカ釣漁船 20隻サパまき網漁船 10隻とした。

(2) 

果

海況調査

(1)昭和 46年の海況推移と特徴

(日本海側)

対馬暖流は 3-5月水温が低めでかつ弱勢であったが(流量等から)6月に転期があり、この頃

から水混が高めK転じ以 11月まではむしろ平年よりも強勢気味であった。ただし 9月K一時弱勢

となり、水温が低めで暖流巾も狭まった。 12月は平年並で、 3月K入り全体に水温が高くやや強

勢であった。
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(太平洋側)

津軽傍流域は対馬暖流の勢力を反映していた。面積は 4-5丹狭か巧たが 6月K急Vて広まり 7-

8月は平住並かやや広い科障害ーだったο しかし 9月に急に狭まって 10月も引続き狭まった。 11-12 

月は沿岸観測!のため面積は明らかでないが平年と大差ないと忠われる。この流域の水温は 5月まで

低めで6月から次第に高めK転じ 8月までは高かったが 9月は低かった。 10、 1 1月は平年並で

12月は低めとなった。 3月は平年より高めであった。

親潮接岸(第 1)分校は 6月まで岩手県沿岸K接岸し本県ではやや離れていた。黒潮系暖水塊の

先端は 7月に襟裳岬まで北上したが 8月一見南下し、 9月Kは道南に再び達した。その後暖水塊は

分かれて一方は鮫角東方 90浬付近になり、面積は縮少した。

らL上を総合した本年の特徴は

0 津軽暖流は春弱勢で夏やや強勢となり秋期は再びやや弱勢気味だった。

0 親潮接岸分校は本県ではやや離岸し岩手県で接岸顕著であった。

0 黒潮系暖氷塊は全体Eして南偏した。

(2) 太平洋定線観測プランクトン

本県太平洋定線K最も多く出現した種先句主 Calanus SPでC. pl umchrus and C. 

finmarchicus が個体数湿重量ともに他群を野瞳に抜いて重要な優占種であることがみと

められた。 C.cr i statusの種もともK出現が多く、次いで Sagitta SP EuphausiaSP 

が多かった。湿重量を丹毎にみると季節変動が明らかであり海流に僚接な関係があると思われる。

各月の平均湿重量は 5月 42 5 9、 6月 5.64 9、 7月4.7 49、 8月 35 0 9、 9月 22 5 1}、

1 0月 1.93 9で湿重量は 6月をピークとして 5月6月7月に多かっTこ。これらのプランクトンの構成

内容をみたところ C. plumchurus が圧倒的K多く次いで C. finmarchicus and 

C. c r i s t a t u s などの寒流系プラクトンが多く出現し沖合海域では北部ほど多L、。しかし沿岸海

域ではこれとは反対K南ほど多くなり、かっ個体は小きくなっている。主た特異的なこととして

Eu p h a u s i a S Pで単一種K近い場合もあった。このような事から太平洋 145'以東海域において

は黒潮第二分校の勢力の強弱とプランクトン景の多少が、これらの月において密接な関係をもっと

思われる。 14 f以西の海域特に北部海域においてのプランクトン出現状況ではやや小さな個体が

多種にわたっておりかつ湿重量平均値が低いとL、う特徴から偉軽暖o1t系若しくは黒潮海oft系のプラ

ンクトンである事が考えられる。しかしいずれの時期に於ても Calanus plumchurus が独

占的であった。以上のことから海況との関連は沖合海域(親潮域)ではやや大きめな個体であるの

K対して、暖流勢力下(津軽暖流・黒潮)では比較的小型Kなり、種類も多くなってくる 5月、 6

月、 7月の station毎の湿重量の平均値を比較してみても津軽暖流勢川下の沿岸海域よりも親

潮勢力下の沖合海域の方が湿重量値は高L、。一方秋季は全体的に湿亘景値が低かったが種類は豊富

であった。(個体は比較的小型)この現象は津軽暖流黒潮j或はもとより春季の親潮域にまで及んで

いる。出現プランクトンには Lucifer typus. Tomopteris elegans，尾虫類、

Oithona plumifera などがあった。

2 漁祝調査

(1)日本海

本年の青森県日本海側のスノレメイカ漁獲量は昨年同僚夏イカ、秋イカ漁ともK例年にない不在宅で

青Ij者は 3，565トンで例年の 70 %、 1隻当り O.5トンであった。また後者は 29 4トンで、例年の

30-50%、 1隻当り O.2トンと近年では最低であった。一方定置網ではブリは北上則が不振で

あったが、南下期K好漁がみられ、総体的Kは平年をややド廻る 188トンの漁獲があった。マグ

ロは年々漁獲が上昇し、本年も好漁で昨年の 163%、平年の 3倍(2 8 5トン)の好漁があった。

この外マダイも平年をやや上廻ったが、底びき網及び底刺網によるアブラツノザメは非常に不振で

あっすこ。

163ー



(2) 津軽海峡

大畑の夏イカ漁は 10， 0 8 8トンで平年並であったが、 1隻当り1.1トンでここ 5ヶ年の最低で

あった。また秋イカ君主は 2241トンと例年を大きく下回り 1隻当り 0.4トンと近年Uてない不漁で

あった。

(3)太平洋

八戸近海の夏イカj漁は 10， 7 9 5トンでこれまで最も不漁であった昨年より 4.32 4トン程上廻

ったが平年よりは大巾に下廻っており 1隻当りでは 1.1トンと昨年同様の不漁であった。ますこ秋イ

カ漁も 4，7 2 8トンで例年を大きく下廻り、 l隻当りでもとこ 5ヶ年の最低であった。

一方、年々上昇を続けてきた三陸沖のマサパ漁は昨年の豊漁を更に上廻る 22 6， 3 8 0トンの水

揚があった。

lV 調査の成果および今後の課題

I 調査の成果

日本海治岸定置網のマグロ漁獲量と日本海沖合冷水接岸距離との関係

即に知られているように、本州日本海では青森県沖で冷水域は最も岸寄りとなり、その距離は30-

60浬程度となる。冷水域の東側には対馬暖流域があり両者の境界は、 100汎層水温 5l:をほぼ指

標として使用してもさしっかえなL、。日本海では通常 50 m層水温 5'Cを境界の指標として、極前線

(対馬暖流第 3流枝と沖合冷水との境白)として使用しているが、ここでは観測資料整理の都合上

1 0 0 m層 5'C等温線を冷水の外縁として使用した。

第 1表春・夏期(4 - 8月)沖合冷水の平均接岸距離

沖合冷水の 4-8月における平均接岸距離の年変動は第 1表及び第 3図のとおりで、 S4 0年以降

では 41年K最も離岸し、近年は接岸傾向にある。 46年は 35浬沖で最も接岸していた。

第 3図 沖合冷水接岸距艇の年変動(4 - 8月平均)

40 41 42 43 44 45 46年
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離
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50 

一方、日本海沿岸定置網では主に 5-8月の期聞にマグロを漁獲しているが、沢辺・深浦・大戸瀬

・鯵ケ沢各地先の合計漁獲量の年変動は第 2表及び第 4図のとおりで、昭和 41年を最低として漁獲

量は年々増大し、特に近年は著しい増加を示している。
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マグロの漁獲量年変動 (5-8月計)

次

量

第 2表

年

漁

畠/ノ

・~・一一-

定置網のマグロ漁獲量年変動 (5- 8月)

トン
300 

200 

100 

獲

第 4図

漁

獲

量

S 40 41 42 43 44 45 46年

マグロは暖流域を回遊する魚類であり、 5-8月の北上の途中本県の定置に入るものと思われるが、

前記のとおり、この海域では冷水の接岸が暖流域の面積そのものを示すものであり、従って暖流魚の

生息域の面積を制約するものであると云う観点から、定置網の漁獲量と冷水の接岸距離との対比を試

み第 5図に示した。

第 5図に示すとおり両者は明かな相関関係をもっている。

y=ー0.05X + 4. 1 

冷水接岸距離とマグロ漁獲量との関係図第 5図

ρ= -0.931475 

Y = log .yとすると

y :漁獲量(トン)

x :冷水の接岸距離(溢)
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今後の課題

今後上記の闘係を利用して、定住量網のマグロ漁業の漁海況予報をおこなうために日本海沖合冷水の

接岸距離を 3・4月の観測結呆をもとにしてして行き更K海況と漁況との関係を検証して行く必要が
ある。
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魚種別、年別、月別漁獲量

第 6図 日本海スルメイカ漁獲量 (小泊・下前・鯵ケ沢・深浦)単位トン

N 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 言十

41 240 2，155 2， 399 386 150 45 176 325 。 5，815 

42 244 2， 399 2， 446 564 326 138 395 109 。 6，621 

43 195 622 1， 461 2， 637 1. 502 546 296 183 。 7， 442 

44 236 736 316 1， 882 904 342 70 27 。 4， 513 

45 63 1， 558 1，013 282 526 325 89 4 359 4， 028 

平均 196 1，494 1， 527 1， 150 682 279 205 130 72 5，684 

46 29 907 989 636 1， 004 82 23 25 164 3， 859 

第 7凶 大畑港スノレメイカ漁獲量 単位トン

冶"-i 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 計

4 1 371 1， 634 2，373 1， 936 259 946 1， 225 

42 1， 217 3， 187 3， 388 966 1，147 1， 535 156 

43 489 5， 378 4， 804 2.328 1，254 2.083 1， 143 17， 479 

44 1，086 4， 365 3，213 1， 625 1，260 2，008 464 1J. 309 

45 1， 196 3， 600 3， 861 1，423 1， 750 1. 477 273 22 14， 021 

平均 872 3，633 3，528 1， 656 1， 134 1，610 652 22 13， 602 

46 1， 175 4， 693 2.628 1. 592 1， 115 9向3 143 12，329 

第 8凶 八戸港スルメイカ漁獲量(近海〉 単位トン

~是 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 計

41 10 6， 155 14， 467 3， 660 494 13.131 10， 850 269 49. 036 

42 2， 325 19， 964 12， 534 244 7，450 16， 772 4， 931 2 64， 222 

43 36 13， 998 4. 203 10， 817 11， 897 18， 420 1， 683 45 

44 18 8， 556 8， 645 1， 420 423 16，126， 1， 076 。 36， 278 I 
45 l 657 4， 137 1. 676 2，552 3，057 1，249 58 13，387 

平均 478 9，866 7， 969 3， 563 4， 563 13， 501 3，957 75 44， 804 

46 9 1，203 i 4，838 4，745 1，636 2，942 150 1 15， 523 
'--

第 9函 プリ漁獲量(日本海主要 4i港・大型定量〉 単位トン

IN 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 言十

41 5.4 6. 5 10. 9 64，4 1. 0 Z. 9 119. 2 80. 6 73 4 364.3 

42 2町。 14. 5 35. 2 1， 7 。目 8 9. 8 102. 4 15. 8 O. 8 183.0 

43 2. 8 58. 4 20. 7 4. 3 。 12. 6 35.4 46. 4 17. 2 197. 8 
44 16. 7 13. 6 17. 5 1. 9 2. 1 30. 3 32. 6 14.3 。 159. 0 

45 4. 1 48.2 3. 6 6. 3 1. 5 5. 5 24. 5 69.3 U. 1 163， 1 

平均 6. 2 34.2 17. 6 15. 7 1. 1 n.l 62. 8 45. 3 18. 3 213. 4 

46 O. 5 3. 1 15. 1 5. 3 5.4 22. 9 49. 9 時3.8 1. 9 187. 9 
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第 10図 マグロ漁獲量(主要 4港・大型定誼) 単位トン

込ミ¥4 5 6 7 a 9 1 0 1 1 1 2 1 計

4 1 。 6.6 6.2 14.9 。 。 O. 1 。 27. 9 

4 2 2. 0 22.5 16. 4 17. 8 2. 2 。 1. 0 。 61. 8 

4 3 O. 5 35. 9 25. 7 32. 7 5. 5 0.2 O. 3 0.4 99. 2 

4 4 O. 1 25. 2 52. 8 20. 6 5.0 46. 5 2.0 。 152. 1 

4 5 2.6 110. 0 30. 6 18. 6 3. 0 12. 7 1. 9 。 179. 4 

平均 1. 0 40. 0 26. 3 20.9 3. 1 11. 9 1. 1 O. 1 104. 1 

4 6 0.7 51 2 138. 2 月7.6 3. 5 1. 5 1. 9 O. 1 284.6 

第 11図 マダイ漁獲量(主要 4港、大型定量) 単位トン

l益主 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 言十

41 O. 9 19. 9 30. 1 3. 3 0.4 。 。 1. 9 1 3 O. 4 58. 2 
42 3. 5 26. 2 16. 4 4.4 O. 2 。 O. 2 2. 1 1. 8 。54. 8 
43 2.9 19. 0 14. 1 3. 0 O. 2 O. 1 O. 1 O. 9 3. 4 。43. 7 
44 4. 5 26.8 8. 9 3. 5 1. 8 O. 3 1. 9 4. 7 3. 2 。55. 6 
45 6.6 44. 1 14. 3 3. 5 1. 1 O. 1 O. 1 O. 5 O. 3 。70. 6 
平均 3. 7 27. 2 16. 8 3. 5 O. 7 O. 1 O. 5 2.0 2.0 O. 1 56. 6 

4 6 1. 1 12. 2 41. 5 3. 0 2. 9 1. 1 2. 1 1. 1 O. 1 。65目 1
(魚市場・各漁協調べ)

※ 日本海主要 4港(鯵ケ沢・北金ク沢・深浦・岩崎)

スルメイカ漁況予報と実際

太平洋(八戸港)

夏イカ 6 - 9月 秋イカ 1 0 - 1 2月

予報:東北沿岸各地とも親潮第 1分校の強勢による|予報:道束、八戸近海、岩手沿岸の夏イカ漁は著

低温のため、イカの北上が遅れたことと、初

漁期が遅れ、しかも漁獲量が少ない年は夏イ

カ全体も不漁になることが多いということ等

から昨年よりはよいが平年を下廻ると予想、

(昨年 6. 471トン)

平年 22， 705トン

実際:昨年より若干上起ったが平年よりは大rtHc下

娼った。

漁獲量 10， 1195トン

(平年比一 11. 910トン)

しく不漁である。八戸の秋イカと道東の夏

イカ及び八戸の夏イカと秋イカ、岩手沿岸

の9月の漁獲と秋イカカ河可れも正相関があ

る等の根拠から平年を下廻ると予報(但し

八戸近海では昨年よりは上掘る)

(昨年 6制トン)

平年 22， 100トン

実際:総漁獲量並びに 1繁当りとも、 5ヶ年閣の

最低。

漁獲量 4，728トン

(平年比一 17，372トン)
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津軽海峡

夏 イ カ 秋 イ カ

予報:日本海から来滅する冬生れ群及び太平洋側|予報:道東海域の近年にない不振から、この海域か

から来i放する冬生れ群とも各地の漁況から

非常に少いが、日本海河合からの秋生れ詳

の来湯量は平年並か、それ以上と推定され

ること及び漁獲努力量の増大等から下北漁

場は平年並に近いと予報

(平年 9. 700トン)

らの南下群が尉待されないが、大畑の夏イカ

と秋イカの漁獲量には正の相闘があり夏イカ

が平年並であった等から平年並と予報。

(平年 3.400トン)

実際: 1隻当りではここ 5ヶ年の最低であったが|笑際:時化が多く 1隻当り及び総漁獲量とも近年に

総漁獲量は大体平年並であった。 I ない不漁であった。

漁獲量 10. 088トン 漁獲量 2.241トン

(平年比十 338トン) (平年一1.159トン)

日本海(主要 4港……小泊、下前、鯵ケ沢、深浦)

夏 イ カ 秋 イ カ

予報:沿岸各地の漁況は低調であったが、探洋丸|予報:北減道日本剛lからの南下詳及び道南、八戸

の沖合調査結呆では入道崎西方 10 0埋沖

合にやや濃密な群が分布しており、海況の

推移から、今後沿岸漁場に回滋しやすくな

る等のことがらから 45年を上姐り平年並

に近づくと予報。

/平年

¥. 4 5年

海域から律軽海峡を経て来瀞する群が漁獲対

象となるが両詳ともK来務量は平年より少い

見通しであるが漁場形成にi謁係の深い沖合冷

水が例年より接岸の傾向を示していること等

から平年をやや下姐ると予報。

(平年 576トン)

実際:1隻当りでは O.5トンで昨年同様の不漁と|実際:1隻当りでは O.2トンと近年にない不漁で総

なっているが総漁獲量では昨年を僅かに上| 漁獲量でも平年の 30-50%程度と大巾に

姐り平年よりは大巾に下起った。 I 下起った。

漁獲量 3. 565トン 漁獲量 294トン

(平年比一 1. 471トン) (平年比 一 282トン)
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円水産資源調査

I 調査目的

イワシ類、アジ、サパ、スルメイカの資源動態を把握するため魚体調査、漁況調査を実施する。

E 調査内容

r. 調査期間
2. 調査員

昭和 46年 5月-1 2月

技 師小田切譲一

技 師沢田兼造

臨時事務手鳥谷部正比古

3. 調査場所 鯵ケ沢、後潟

4. 調査項目

(1 )漁況調査 イワシ類、アジ、サパ、スルメイカ

(2) 多項目調査

A イワシ類 体長、体重、性別、生殖腺重量、卵字、脊推骨数、胃内容重量および種類

B マアジ 尾叉長、体重、性月k 生殖腺重量、 m~満度、胃内容重量および穏類

C マサパ 尾叉長、体重、性月l，l生殖腺重量、肥満度、胃内容重量および種類

D スルメイカ 外套長、体重、性知人生殖腺重量、成熟度、交接の有無、てん卵腺長、同重量

輸精管‘貯精のう重量、精爽のう重量‘胃内容重量および種類

(3) パンチング調査

(4) 標識放流 スノレメイカ

E 調査結果

鯵ケ沢では一本釣によるスルメイカ‘後潟では小型定置網で漁獲されたカタクチイワシ、マイワシ、

マアジ、マサパ、スノレメイカの多項目、パンチング調査を実施した。

調査尾数は多項目調査、パンチング調査を含めカタクチイワシ 843尾、マイワシ 49 6尾.マアジ

7 8 4尾.マサパ 1.40 3尾、スルメイカ 4.72 4尾である。

1. 漁況調査

県統計によると昭和 46年 1月-1 0月までの 7魚種の漁獲量はつぎのとおりである。

(1) マイワシ 1 9 1トンで昨年同期の 3.8 2 0 % ( 3 8. 2倍)。

(2) カタクチイワシ 2. 6 1 5トンで昨年同期の 61. 2 %0 

(3) ウルメイワシ 皆無(昨年は 23kg)。

(4) マアジ 8 8トンで昨年同期の 18 8. 3 %0 

(5) マサパ 188.255トンで昨年同期の 11 9. 5 %。

(6) スルメイカ 5 1. 9 6 4トンで昨年同期の 86.2 % 

2. 魚体調査

(1 ) マイワシ

A 体長組成

7-1 1月までのモードは 7月v<::1 1. 5 c加で最小、 1 0・11月v<::1 6. 0 cmで最大となる治、
9月以降その伸びは鈍り、小型群の来遊がみられる。

B 体重

1 5. 0 - 1 0 9. 5 f} ltL分布し、平均体重は 10月が最も重く雌 55. 1 f}、雄 51.0f}である。

c 性比

x検定によれば有意差は認められない。
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D 生殖腺

重量悼すべて 19以士、卵径は 0.09 - O. 2 1鵬に分布する。

E 脊推骨数

48-52k:分布するが 50、 5 1個が主である。

F 胃内容重量および種類

ほとんどが空胃か 0.19以下であり種類は消化し不明であった。

(2) カタクチイワシ

A 体長組成 モードは 7-12月k:1 O. 0 - 1 1. 5 cmの範囲で変動し、 8、 11" 1 2月に

小型群が来遊している。

B 体重

1.5-2 4.0 9の範囲K分布し、平均体重は 9月が最も重く 14.89である。

C 性比

J!検定によれば有意差は認められない。

D 生殖腺

重量は 0.1-2.49、卵径は O.0 9 - O. 7 2 711111 k:分布し、 7月に最も大きく以後減少している。

E 脊推骨数

43-47k:分布するが 45、 46個が主である。

F 胃内容重量および種類

ほとんどが空胃か 0.19以下であり、種類は消化し不明であった。

(3) マアジ

A 体長組成〈尾叉長〉

モードは 8月k:6. 5側、 1 1月k:1 2. 5 cmでそれぞれ最小、最大値を示し、この期聞には 1ク

月K2cmの害恰で、増大が認められる。 12月に小型群が来遊しモードは 11. 5仰と小さくなる。

B 体重 1.5 - 3 6.79 K分布し、平均体重は 11月が最も重く 24.59である。

C 性比、生殖腺 未熟な群であり性別は不明であった。

D 肥満度

9.0-1 5.5の範囲に分布し、 8-11月までは増大するが 12月K減少する。

E 胃内容重量および種類 ほとんどが空胃か0.19以下であり、種類は消化し不明であった。

(4) マサパ

A 体長組成{尾叉長)

モードは 8月K1 2、 14仰で最小値、 11月陀 22cmで最大値を示す。 10 cm前後の小型群

は 8、 1 1月K来遊している。

B 体重

8.0 -1  88.0 9の範囲に分布し、平均体重は 11月が最も重く 99. 1 9である。

C 性比、生殖腺

未熟群であり性別は不明であった。

D 肥満度

6.0-1 1. 0の範囲K分布し、 8月に最小 8.0、 1 0月K最大 10.0となる。

E 胃内容重量および種類

平均すると 19以下の摂餌であり種類は消化して不明が多かったカ、カタクテイワシの判別が

できた。

(5) スルメイカ

後潟

A 体長組成〈外套長〉

モードは 5月K 1 2側、 9月K 1 8cmと、それぞれ最小値、最大値を示す。 5-9月まで増大
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がみられるが 8月に一度落込む。

B 体重

25-3439の範囲に分布し、 9月が最も重く雌 13 9. 39、雄 123.79である。

C 性比

~検定によれば有意差は認められない。

D 生殖腺

11 0 %らし上が未熟個体であり、半熟個体は雌が 7月、雄が 8月以降に、完熟個体は雌雄共tc9

月下句に出現している。

E 胃内容重量および種類

7月以降摂餌量は多く平均すると 59ほど忙なる。種類はカタクチイワシが多く、その他共食

いもみムれた。

鯵ケ沢

A 体長組成(外套長〉

モードは 5月tc1 4仰、 7月tc2 2仰でーそれぞれ最小値、最大値を示す。 5-7月は増大が

みられるが、 8、 9月Kは 3-4c郁ほど小さくなる。

B 体重

32-3359の範囲に分布し、 7月が最も重く雌 17 9.2 9、雄 18 3. 1 9である。

C 性比

~検定 Uでよれば有意差は認められない。

D 生殖腺

半熟個体は雌雄共Uて7月、完熟個体は雌 7月、雄 9月以降にそれぞれ出現している。

E 胃内容重量および種類

平均0.5揃後で、種類土消化不明のものが夢、が、カタク乎イワシ、共働、、端脚類など力主半1]矧トできた。

3. 標識放流

日本海岸定置網に入網する春季稚仔群を対象h亡、 27 4尾(外套長 9-15cm)を5月 3日-19 

8tc放流したが再捕例はなかった。

沖合一本釣の対象群については 5月 20-6月 18自にかけて 83 3尾(外套長 13 --2 3仰〉を

放流した。

手J捕例は 3尾あり、津軽海峡を北上中のもので、本県側で 1尾、北海道側で 2尾それぞれ再捕され
ザ.

，~。

町 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 日本海(本県沖}に来遊するスルメイカ、陸奥湾内に来遊するスルメイカ、マイワシ、カタクチ

イワシ、マアジ、マサパの生物自情性ならびに資源動態を把握した。

2. 今後の課題

(1) 春季稚仔群の標識放流は本年度初めて行なったカ、魚体の小さいものにも有効な標識菜、放流技

術の開発が望まれる。
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日本海栽培漁業資源生態調査刊

的

日本海における沿岸漁業振興のため栽培漁業の展開を目標として、主要水産資源の介布生態を明らか

にし、種苗放流による生産増の可能性、適正放流種首のもつ特性および放流海域を究明ずるための基礎

資料を得ることを目的とする。

目査言周I 

彦

雄

実

男

造

秋

昭

久

通

二

介

勝

信

重

兼

光

邦

凱

真

譲

謙

馬場

浅加

山形

斎藤

沢田

赤羽

十三

中田

回れ

小田切

松井

円相

令

査期間

4 6年 4月 1日から 47年 1月 25日迄

調査海域

権現崎から須郷崎問(第 1図、第 1表)

調査員及び調査船

(jl総括場長

(2) 調査員 漁業課長

調査課長

主任研究員

技師

技師

技師

按師

技師

技師

技師補

内査調

調1 

2 

3 

E • 

D 1 7 0伊

D 2 5 fP 

D150fP 

D 1 2 0伊

D 1 6 0伊

育鵬丸

東奥丸 3 8. 3 5トン

瑞鴎丸 4 O. 8 1トン

第 5長徳丸 4.2 7トン

(鯵ケ沢町斎藤敏市所有】

第3日栄丸 2 9. 3 1トン

(鯵ケ沢町岩谷時八所有)

恵比須丸 2 4.5トン

(深浦町竹越正良所有】

1 9. 9 4トン

調査船

試験船

船

船カ

傭

協

A 

B 

C 

i::ll 

4 調査項目

(1) 資源生態調査

A 発育段階別介布生態

発育段階別食物環

産卵親魚の分布生態

漁業の実憩ならびに生活史陀関する知見

若令期時代における生息環境

回遊移動状況

D 1 4 0伊

B 

C 

内

δ
巧

d
唱

1

D 

E 

F 





第 1表 S 4 6年度目玄海栽培漁業調査賢官点位腎表

安点名

A 1 

2 

3 

4 

5 

Jピ 1 

2 

3 

4 

5 

B 

2 

3 

4 

5 

B" 1 

2 

3 

4 

5 

C 1 

2 

3 

4 

5 

5 調査の方法

(11 海上調査

L a t L 0 n g 

4 00 5 8 
， 

1400 16'8 

400 59' 4 1400 14'1 

400 59'1 1400 11'4 

400 58'7 1400 07'6 

400 58' 3 1390 56'2 

400 55'6 1400 16'0 

400 55'4 1400 13'4 

400 55'1 14，00 10'9 

400 54'7 1400 07'1 

400 54' 3 1400 03'3 

400 52' 3 1400 14'9 

400 52'。 1400 12'3 

400 51' 7 1400 09'6 

400 51'2 1400 05'7 

400 50'7 1400 00'6 

400 48'7 1400 13'3 

400 48' 5 1400 10'6 

400 48' 1 1400 07'8 

400 47'8 1400 04'2 

400 47'4 1400 00'9 

400 45'5 1400 00'5 

400 45' 2 1390 57'8 

400 45'1 1390 56'5 

400 44' 9 1390 55'2 

400 44' 8 1390 54' 0 

水 深

30- 4 0 m 

50- 7 0 m 

80-100視

120-140m 

41- 5 8 m 

43- 6 0 m 

20- 4 0 m 

40- 6 0 m 

60- 9 0 m 

90-110m 

1 30m 

2 4 m 

4 2 m 

70- 8 0 m 

80- 9 0 m 

62- 6 3 m 

90-105m 

4 6年 5月 1日から 47年 1月 21日まで試験船、傭船、協力船で第 1図第1表の海域か、三枚網4

小製機船底ぴき網、 1そうぴき沖合底ぴき網、で漁獲試験、標識放流を実施した。

A 漁獲試験

a 第 1図に示す各定点を設定し、刺網および底ぴき網(1そうかけ回し網)I'Lより操業した。

f第 2、 3、 4図1

b 使用漁具と時期

漁 業

一 枚 網

小型底ぴき

底 び き

調 査

S 4 6 5 1 ~ 
4 6. 6.2 3 ~ 
4 6. 12 ~ 
4 6. 12 ~ 

期 間 調 査 船

6. 1 7 青 駒書 丸

1 0.1 5 長 徳 丸

S 4 7. 1. 東 奥 丸

4 7. 1 瑞 鴎 丸

E 毎操業地点毎V亡、月目、投網位置、水深、ひき網時間〔網の沈下後ひき始めから揚網開始ま

での時間).東1)網設置時問、ひき網速度、ひき網方向を記録した。
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d 海津観測!

イ 毎操業地点毎陀天候.風向、風力、廃質、水温(底層)、地形f魚探記録紙入稚魚につ

いて、滑浮観担IJ1予告十にもとづき害容施したn

ロ プランクトンネットは北太平洋標準ネットを用い底より表面吏で垂直ぴきしたの

ハ 探水、狽11温はナンゼン転倒挟水器を使用して行なった。

B 持、獲物調査

a 各操業地点で漁獲された魚積のうち重点魚種、および選択魚種については 50尾fそれ以下

の漁獲尾数Uてついては全教入その他の魚種については 5尾づっ体重組成調査を実施した。

b 精密魚体測定は aの区外にもとづき魚種ごとに、体重、性別、生殖腺重量、成熟度[肉眼観

察により、成熟、完熟卵の7.1<子状熊のもの、放卵後)vr:12<介した。

c 各調査線のうち 1点については漁模された金魚種について体重組成調査を実施した。

d 体長測定基準および如象魚種の発育段階別区介は次のとおりであるn

元~ 階 級
若 i寸sヲ、 期

成 魚
稚 魚 幼 魚

ヒ フ メ 全 長 1 0 cm以下 11-40cm 4 1 cm以上

.守 ガ v イ 全 長 5 /1 6 - 1 2 1 3 " 
マ .pz' イ 尾 叉 長 5 " 6-25 2 6 ， 

;魚 種 測定基準 言己 号|

-マ .pz' イ 尾 叉 長 F.L 

ヒラメ・カレイ 全 長 T . L 

メ -'、. Jレ 全 長 T.L 

そ の 他全 長 T.L 

e 漁獲試験において入網した重点対象魚種のうち放流可能と恩われるものおよび調査協力船に

便乗して底びき網の漁獲魚について、計画的に標識を付して放流した。

f 標識は、 60匁タックガン用標識(黄色、赤色、青色、灰色)および 15 %タックガン標識

(黄色)、迷子札(紺、黄色、札黄色】を付して放流した(第5、 6図)
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第 5図標識区分

/ii r…ヵezf;干3f
第 6図標識位置

ヒラメ

(2) 陸上調査

A 調査期間

4 6年 4月 1日から、 47年 1月 25目安で

B 調査場所

小泊村、市浦村、鯵ケ沢町、深浦町、岩崎村

C 聞きとり調査

マガレイ

一一/Cミv

各町村に必いて、漁民の集会を催し、その席上で第 2表記載の要領Kより漁民から聞き取り

調査を行左った。また調査不十分の事項については漁業協同組合資料を刑用した。

D 漁獲統計調査

各漁業協同組合の水揚台帳を用い、対象魚種(ヒラメ、マダイ、マガレイ、マコガレイ)に

ついては、月別銘柄男Ij漁獲を調べた。また農林統計、県統計も利用した。

E 既応資料調査

文献、試験研究機闘に公ける過去の資料等を利用した口
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第 2表 対象魚種聞きとり調査

調 査 事 項 記 載 要 領

1 漁 場 図上K記載

大きさ別

(1) cm 何月頃Uてよ〈みられるか。

(2) cm 水深はどれ位か

(3) cm 餌は何がよいようであるか

(4) cm 

(5) cm 

2 混 獲 魚 種 時期的K何が混獲されるか、その割合は、何を企てているようであるか

3 捕 食 餌 料 (ヒラメの大きさ)

4 害 敵 何からよ〈合てられているようであるか(ヒラメの大きさ)

5 玉幸 gs 親 魚 産卵期は何時頃と思うか

産卵魚と忠、われるヒラメはどの辺りで多〈獲れるか、又獲れる時期及び

その範囲はどうかo親魚の漁獲量は時其命令にヒラメ漁獲量の何割位か。

何時頃が一番卵が熟しているようか口

6 若 令 魚 若令魚は何時頃何処で多〈獲れるか、ヒラメ総漁獲量K対する割合は

7 季節的漁業形態 漁村VLì，~ける年間操業の実態はどうかの

(時期別、漁具、漁法、対象魚、依存即

日 マダイ、ウスメバノレの状況 時期的左大きさ、漁獲盛期

時期的漁場の推移

L 物亡親魚、若令魚の分布する漁場

産卵期と思われる時期、産卵場所

捕食餌料、被捕食魚の種類

時期的混獲魚の種類及び量

大きさ別、時期別漁場

9 漁 具 漁 法 漁具の仕様(糸の太さ、針数、餌、網目、使用反数)

漁獲される最小限の大きさ

E調査結果

1. 発育段階別の分布生態

(1 )ヒラメ

A 時期別、海域別分布状況

， 

漁況の統計資料並びK既応の資料から各地の漁業実態を綜合すると周年を通じてヒラメは漁獲

され、その分布は本県日本海全域の水深200m等深線Kまで及んでいるが、分布の中心は沿岸で

は北金ク沢~鯵ク沢沖水深 3O~100m附近で沖合では小泊沖並ひ'VL深浦沖の水深150 ~ 160 m 

附近である。

各海域とも沿岸では 5~7 月に沖合では 1~4 月に多〈、時期的~深浅移動の傾向がみられる。

今回の定点調査から 7~ 1月にかけては沿岸部K分布がうすいととが確認された。

B 発育段階別分布状況

特定海域にける、漁獲物の組成は次のと会りである。

a 、A線 A'線(十三西線)体長範囲は 16. R ~ 4 8. 3 cmでがJ魚は水深 20m附近K多〈、組成は成
魚 37係、幼魚 63%

b、B線 B'線(高山~出来島西線)

-1 R 1-
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体長範囲は 15 ~ 5 6， ~ cmで成魚が多〈、水深は 50 m以浅K多〈、組成は成魚 6R%、幼魚

~ 2 %0 

ζの結果十三沿場K幼魚が多〈、鯵ケ沢寄りでは成魚の分布が多いととがわかった。

をた過去の幼稚魚調査結果、及び銘柄別漁獲量の調査結果からも 100m以浅の沿岸では、

幼魚は十三~小泊沖K多〈成魚は北金ク沢~鯵ケ沢沖K多いととが判った。

ま?と 4~6 月は成魚、 7 月以降は幼魚が多い傾向Kある。

一方底びき網が出漁する 150~160m 沖合の小治、深浦沖合では一般に成魚が多〈、時期

的Uては特に 1~4 月 K多〈分布しているの

C 他魚種の混獲状況

ヒラメが漁獲された時の他魚種の混獲状況をみると A、A'線では各月ともカナガシラ、マダ

イの混獲が多〈、とれらの魚種とヒラメの分布とは比較的一致しているととがうかがわれるo

混獲された魚種は 36種で 97 %を占めるがその内訳は、マタ・イが 2R%カナガシラ 14 % 

アジ 11 %外 10 %以下である。

B、B'線も A、A'線同様、各月とも、カナガシラ、マダイ等が平均して混獲されているが数

量的Kは 1~2 月は漁獲されたアカムツが最も多い。

混獲された魚穫は 3R穫で全期間の混獲率 99 %の中、アカムツ 71係、カナガシラ 13 % 

その他 15 %である。

をた、調査海域K出現した全魚種の状況をみると、 B線のアカムツを除いては特K卓越して

いる魚種は左いが、 A線では 6R種、 B線では 57種の出現がみられ、全般ItCA線K多〈の魚

種出現がみられたが量的には B線K圧倒的に多い。

左;l;，~A 、 B線ともカナガシラ、マダイ左どの共通した魚種が多かったo

D 幼稚魚の出現状況

特定海域の調査では 5月は A、B線とも幼魚の出現が全〈左かったが、 A線の十三沖合では

6月以降、 B線では 7月以降K幼魚の出現が多くみられた。

また、幼魚が多かったのは A線の水深 20~40m 附近である。

B線では幼魚は余り多〈は左いがA線同様水深 40 m以浅Uてみられている。

また、とれまでの既応資料からも十三~小泊沿岸では幼魚の割合が高〈、鯵ケ沢以南では少

い傾向がみられていることが今回の調査によって再確認された。

また、幼魚は総漁獲量が増すKつれて逆に少1.c(左る傾向がうかがわれた。

(2) マガレイ

A 時期別、海域別分布状況

今回実施した調査では、 A'線では 7~R 月と 1 月に分布がみられ、漁獲された水深は 5 O~ 

1 4 0 mの範囲で特に 10 0 m附近陀多かったo B 、 B'線では 7~9 月と 1 2月K分布がみら

れ、 R~9 月の水深 90~110m 附近に多〈分布がみられた。

をた、漁獲統計左どからは、周年分布がみられているが、分布の範囲は深浦~十三沖であっ

た。 ζの中、沖合では深浦、十三沖とも水深 120~130m附近で沿岸では北金ク沢沖水深

20~50m附近に主に分布している。

時期的Kは沖合では 10-12月、沿岸では3-4月K多く分布していることが明らかとなっh

B 発育段階別分布状況

今回の体長組成結果によると 7月は全長 11 - 2 2側、 8月 9-22cm、9月は 9-21cm

1 1月 20......'2 7冊、 12月は 11 - 2 2仰で成魚、幼魚の比率は 7月成魚 91 %、幼魚9% 

8月成魚 80%、幼魚20婦、 9月は成魚 84 ~馬、幼魚 16% 、 1 1月は成魚10 0 %、 12 

月は成魚 97%、幼魚 3%で成魚が殆んどで成魚、幼魚とも水深 50-140m前後に分布し

ている。また、 44、 45年度調査した沖合底びき網漁業並びK36-38年に実施した幼稚

魚調査資料からも、深浦沖と十三沖では殆んどが成魚が主体で幼魚とみなされるものは極く小

量混獲された程度にすぎなかった。
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C 他魚種の混獲状況

マガレイが漁獲された月は A、A'線では 7、目、 1月、 B、B'線では 7、自、 12月で同時に

混獲された魚種は、 A、A'線では 3 5種混獲率 95 %で特K多いのはマダイ、カニ、ヒレグロで

ある。

時期的Kは 7月、ミシマオコゼ 8月ヒレグロ、カジカ、 1月マダイ、カニが多かった。

B、B'線では:-¥1種混獲率1¥2 %で特K多いのはヒレグロ、ヤナギムシガレイ、カジカである。

時期JjIJVCは 7月マダイ、 R月ヒレグロ、カジカ、 9月カジカ 12月ヤナギムシガレイ、ムシガレ

イが多かった。

C線では混獲魚種 3種、混獲率1¥3%で 5月Kはトラザメ、ガンギエイ、オコゼが混獲されたo

D 幼稚魚の出現状況

特定海域VC i.~ける幼魚の出現率は A線では 7 月 9% 、 8 月 20%

B線では 9月 16係、 12月 3%で水深は何れも 10 0 m前後にみられ、一般K夏季は十三沖

のA線K秋~冬季は鯵ケ沢寄りの B線K幼魚が分布していた。

しかし、分布密度は非常に薄〈、とれまでの既応資料の調査結果を裏付けしている。

(3) マコガレイ

A 時期別、海域別分布状況

各月とも分布がみられ、特K多かったのは 6月と自月、 10月で A及び B線とも 6月までは60

m以浅、 R月頃は 60 ~ 1¥ 0回附近、 1 0 月 Kは 120~140m 、 1 2 ~ 1月Kは 40 ~ 6 0 

m附近で夫々多〈分布するo

また、各漁協の統計等からみても沿岸では 1~5 月 (3 ~4 月)沖合では 9 ~ 1 0月に分布密

度が高く漁期の推移により沖合化の傾向が認められる。

B 発育段階別分布状況

1 月 ~5 月頃までは 22~45cmの分布巾で成魚がほとんどで沿岸の 6 0 m以浅K分布し、 6

~ 1 0月頃は 2Ocm以下の/J型魚が混り水深 130m附近まで分布している。 7、日月K幼魚が

6尾漁獲されているが殆んど成魚K近いものである。

c 他魚種の混獲状況
5月はトラザメ、 6月はカナガシラ、マタ.イ、 7月はマダイ、日月 9月はカレイ類、ヒラツメ

ガニ、 10月はマダイ、 12月はアカムツ、カナガシラ、 1月はマダイ、アジが多〈調査金調聞

を通じてはマダイ、カナガシラ、アカムツが多〈混獲されているの

水深別に見ると 60 m以浅ではマダイ、カナガシラ、 60 m以深ではカナガシラ、カレイ類の

混獲が多〈見られた。

D 幼稚魚の出現状況

今回の調査では幼魚の出現は 7尾と少〈、稚魚については全〈出現が左かった。

(4) マグイ

A 時期別、海域別分布状況

昭和 41~45&Eまでの漁獲統計によると、沿岸の定置網で多獲される時期は 5~6 月であり

11"-' 1 2月Kもややまとまった漁獲がみられる。

沖合VC i.~ける底びき網漁場では 1 0"-' 1 2月bよび 2月κ多獲されている。
今回の漁獲試験で、幼魚は 6~ 1月にかけて、水深 90 m以浅のととろK分布し、 6"-'7月は

20"-'40mの砂機混りのととろに多〈、それ以降は 50~60mの砂泥のととろK多〈分布し

ているととが判った。

B 発育段階別分布状況

幼魚は周年 90 m以浅のととろK生息するものと推定される。

成魚の移動回遊については明らかで念いが第3表は深浦地区の定置網による 45年の成魚の大

きさ別漁獲量である。
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ζの表から 1 月かム 4 月と若手、獲が増加し 5 月 Kは最高を示しその後 6~8 月と減少し 9 月 Kは

最低と左り、 10 ~ 1 1月陀は増加の傾向を示しているが、銘柄別にみると、大型のものが先行

して接岸し盛漁期の主群を在すがその後大型魚かム沖合へ移行し、再び 10月、 11月Kはイ型

のものが漁獲の主群と左っている。

とのζとから成魚でもその小型群は大型群ほど移動範囲が大きく乏いものと推定される。

第 3表 深浦地区定置網κよる昭和 45年マダイ成魚漁獲量 上段漁獲量勾下段百分率

hモ
大 中 一 言十
3 kg以上 1. S ~ 3. 0 kg O. B ~ 1. 5 kg 0.2 5 ~ O. B kg 0.12~0.15kg 

5 日 17 1 3 1 
1 

16 26 55 3 

。
2 

。

。
3 

。

2，609 41 4 123 1 73 R 3，327 
4 

78 12 4 5 。
1 O，B 9 9 5.865 2，921 日02 5 20.492 

5 
53 29 14 4 。
43 1 1.429 1，0 1 1 3，365 5 1 6，287 

6 
7 23 16 54 1 

1 3 19 B 145 1.066 87 1.509 
7 

1 13 10 71 6 

。 5 67 1 1 83 
日

。 6 8 1 13 

。 4 自 3 1 5 
9 

。 27 53 20 

6 6 4 40 25 自1
1 0 

7 7 5 49 3 1 

1 4 40 1 B 217 13 1 円 420 
1 1 

3 10 4 52 31 

20 75 14 B 7 27 223 
1 2 

9 34 6 39 12 

1 3，9 9 7 8，032 4，24 B 5.B 4 2 349 32，468 
言十

43 25 13 1 B 1 

(深浦漁協資料) 4 5年
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C 他魚種との混獲状況

AK線 B Bi線

時

第4表

期 混獲魚種 混 獲 率; 時 期 混獲魚種 混 獲 率

6月 19種 81 % ! 6月 14種 21 % 

7月 66 35 7月 19 47 

9月 19 95 8月 7 60 

10月 19 41 10月 20 42 

1月 23 58 12月 21 94 

A、K線、 B、B線とも平均して多いのはカナガシラであった。
D 幼稚魚の出現状況

今回の調査で稚魚は 1月KA線(水深40-60m)で3尾みられただけで他は幼魚であった。

幼魚は水深90 m以浅で 6-7月Kは20-40慌の砂礎混り K多く、その後は 50 -6  0視

の砂泥のところに多くあらわれた。

(5) ウスメバル

月

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

言十

ウスメパルは本県日本海々域では主として北部に分布しており周年漁獲されているが、特K多獲

されのは、小泊村地先の 6-8月の時期で漁場は沿岸では水深30-7  0祝、沖合では 100-

1 5 0視、 200-300机 K形成されている。

今回の調査では 6月中匂KC線(水深10 0 m )で1回漁獲されただけなので、詳しくは今後の

調査にまつこととする。

第 5表月別クスメバル漁獲量

44年 45年

泊 下 前 言十 泊 下 前 言十

15.986 kg 3.939 kg 19. 925 kg 19. 351 k9 2.403 kg 21. 754 kg 

3.170 110 3.280 15.315 1.619 16. 934 

2. 368 1.026 3.394 4.849 1. 131 5.980 

15.445 8.572 24.017 14.013 5.383 19. 396 

782 21 803 42 42 

40. 829 7.774 48.6ω 100.000 17. 769 117.769 

124.337 12.322 136. 659 166.632 23.290 189. 922 

46.194 2.003 48. 197 154.600 25. 275 179.875 

20.423 20. 423 26. 151 26. 151 

23.248 17 23.265 1.556 1. 556 

744 56 800 4. 145 448 4. 593 

682 156 838 5.096 835 5.931 

294.208 35.996 330..204 485. 557 104， 346 589，903 

小泊・下前漁協

2 発育段階別Kみた食物環

(1) 時期別、海域別、発育段階別胃内容物

A ヒラメ

幼魚ではイカナゴ (26.1%)ふイカ類(21.7%)、マダイ (8.7%)、カレイおよび魚類

各 (40.3%)の割合で、成魚ではイカ類(5 2.9 %)、イカナゴ(1 1.8 %)、魚類(2 3.6 

%)の割合で検出された。

幼魚、成魚とも魚肉性を示しており、時期別、海域別tcも食性の差はなかった。
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常事

B マガレイ

幼魚では多毛類( 2 O. 0 % )、成魚ではクモヒトデ(3.9 % )、ゴカイ(3. 9 % )、エピ類

( 3 1 % )、二枚貝(2.:=¥ % )、カニ、アミ類各 2.4%であったが詞交イ団体数が少ないため明確

には云えないが、成魚では時期的、海域的にも食性の差がなかった。

C マダイ

稚魚では空胃で、幼魚ではエピ類(1 9. 9 % )、ゴカイ(1 6.3 % )、種不明の魚(2.8 %)、

その他、カニ、イカで食性l主ベントス、底機甲穀類、魚類と推定される。

D マコガレイ

10-20cm………ゴカイ類(1・4%)他は空胃、不明の個体であった。

20-30cm........・エピ類(7. 1 % )ゴカイ類(4.8 % )、クモヒトデ(2.4 % )で他は空胃

か不明の個体であった。

3 0 - 4 0侃...・H ・-・ゴカイ類(5 3.8% )端脚類(3. 8 % )で他は空胃か不明であった。

以上のようにゴカイ類を最も多く捕食していた。

(2) 混獲魚種別、大きさ別、胃内容物

i昆獲魚について多数胃内容を調査したが、このうち胃内にカ νイ類、マタ・イの認められたものは、

つぎの 4魚種である。

A トラザメ

胃内にムシガレイ(体長 6.9 cm )が 1尾認められた。

B アンコウ

胃内Kヤナギムシガレイ(体重 45 f} )、ソウハチガレイ、マダイが認められた。(3尾に各

l尾)

C アイナメ

胃内にマダイ(尾叉長 6.5 c抗体重 6.5 f} ) 1尾が認められた。

D ヒラメ

胃内にマダイ 2尾、ソワハチガレイ(全長 5.2 cm )が認められた(2尾に各 l尾)。

3 産卵親魚の分布生態

(1 ) ヒラメ

A 生殖腺重量およひ成熟度

卵巣重量は 12 -.. 2月には 409以下、 5- 6月には 40 f}以上となり卵経も 0.4mm以上K

達し半熟を示した。

2尾については一部 1mm以上の完熟卵が認められた。

精巣重量は 12 - 2月には 1- 5 f}で未熟であった。

B 親魚の時期別、海域別出現状況

1 - 4月は水深 15 0 m附近の底びき網漁場K多く、 5-7月は水深 20-50mの定置網漁

場に多く出現する。

月ごとの漁獲量K占める成魚の動合は 5、 6月を山とし 9月を谷とする lつのサイクノレを措く。

来遊時期が成魚の大きさによってそれぞれ異る。

C 産卵場および皮卵時均jの予測

卵巣の生殖腺重量比 Rを求めると、 12 - 2月には1.0前後で、精巣についても同様であるが

5、 6月には 30となり、卵経の増大もみられ熟度の進行が認められる。

成魚漁獲量の推移を考慮すると産卵時期は 5-7月、産卵場l土20-50mの沿岸域と予測さ

れる。

本県日本海伺IJでは北金ク沢、深浦、鯵ク沢、岩崎等が主産卵場と思われる。
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(2) マガレイ

A 生殖腺重量と成熟度

卵巣重量は 11 - 1月の全てが 79以下、卵経は O.1 - O. 4批抗の範囲にあり、精巣は 12-

1月の全てが49以下であった。

B 親魚の時期男IJ、海域別出現状況

9 - 1 1月K水深 15 0祝前後の底びき網漁場t亡、 2- 5月K水深 20-5 0視の北金ク沢定

置、刺網漁場に多く出現する。

C 産卵場および産卵時期の予測

卵巣のR値をみると、 11 - 1月Kl-5の個体が、かなりみられること、卵艇が 0.4mm近

くK達していることから、 3-4月定置K多獲される時期が産卵期であると予測される。

定置網で多獲される北金ク沢の水深 20 - 5 0抗の海域が主産卵場と考えられる。

(3) マコガレイ

A 生殖腺重量および成熟度

卵巣重量は 12月K3 0 9をこえるものが現われ、 3-4月K最も重くなる。

精巣重量も雌と同じく 3、 4月K最も重くなる。

B 親魚の時期別、海域別出現状況

北金ク沢では 3月K7Jく深 60机以浅K多く、鯵ク沢では 3月K60-90視の底びき網騰、場、

4月Kは 60机前後の三枚網漁場に多い。

C 産卵場および産卵期の予測

卵巣の R値 10以上の個体が 1-4月kてみられ、 1月、 4月K放卵後の個体が現われることか

ら産卵時期は 1- 5月の長期にわたることが予測される。

維の R値もl雌と同様である。

産卵場は北金ク沢、鯵ケ沢、深浦等の水深 20-50m沿岸域が主産卵場と考えられる。

(4) マダイ

A 親魚の時期別、海域別出現状況

定期制での漁獲が最も多く 5・6月K水深 20 - 50恨の沿岸域K多L、。
成魚の大きさによって来遊する時期K差があり、大きいものほど早く接岸し早く離岸する。

4 漁業の実態ならびK生活史K関する知見

(1) 漁村における年別、月別、漁具別漁獲量

昭和 41 -4 6年までの農林統計ならびに漁協統言十から各調査項目の裏付となる知見が数多く得

られた。

(2) 漁村Kおける時期別漁業形態

本資料から問題解明の手掛り Kすることができた。

5 若令期時代における生息環境

(1 ) ヒラメ

A 生息水温は 6-1月の期間では!f'cが下限であり、その巾は IげC以内である。
B 生息水深の下限は 7月 75抗、 10月 90抗、 1月 13 0視のそれぞれを結んだ線上にあり、

7月頃最も接岸し、冬期Kは離岸する。

C 底質との関係では、ヒラメは粒経が比較的大きい礁や粗砂、中秒、のところK分布が偏っていた。

D 海底地形との関係は、海底の傾斜 10以下の緩やかなところに分布が偏り、このことは他の幼魚

も共通じていた。
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(2) マガレイ

A 底質は粒経の小さな泥、泥砂、組砂であった。

(3) マダイ

A 生息水也、水深及び海底地形ともヒラメとほぼ同じである。

6 回遊移動状況

(1) ヒラメ

4 6年 5月-47年 3月の聞に 388尾放流し、との中、黒崎~深浦沖聞で放流したものが 4尾

(1.0%)深浦、能代、秋田県山北沖で 51-5 7日経過後再捕されている。

(2) マコガレイ

4 6年6月-4 7年3月の聞に 286尾放流し、この中、権現崎~鯵ク沢沖で放流したものが 8

尾 (2.8%)鯵ケ沢~岩崎沖で 1-2 5日経過後再捕されているが、 1尾だけは山形県鼠ク関灯台

沖で48日経過して再補されている。

(3) ムシガνイ

4 6年 6月-3月の間K386尾放流し、この中、深浦~鍾作崎沖て放流したものが6尾(1.6%)

深浦~黒崎沖で、 0-30日経過後再捕されている。

以上の外K4 6年 7月-3月の間Kマガレイ(6 3尾)、同じく 11月-1月の聞にヤナギムシ

ガレイ(4 3尾)、など放流しているが46年度中には再捕はされていなL、。

7 生息海域におけるプランク卜ン

A 5月下匂から 1月上匂までの主として幼魚の漁獲された調査海域の動物フ.ランクトン組成が明ら

かにされた。全期聞を通じて多いのは検脚類、ヤムシ類、尾虫類である。

W 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1)発育段階別分布生態

A ヒラメ

a 鯵ク沢以北では幼魚が多く以南では成魚の分布が多いことが判明、またヒラメ、マタ・ィ、カ

ナガシラの分布は比較的一致していることが判明した。

B マガレイ

沖合では深浦~十三沖の水深、 120-130m附近、沿岸では北金ケ沢沖水深 20-50m

にあり時期的に沖合では 10 - 1 2月、沿岸では 3-4月K分布しているが何れも成魚の多いこ

とが判明した。

C マコガレイ

1-5月までは主として沿岸の水深60 m以浅、 6-1  0月までは水深130m附近で成魚が、

殆んどであることが判明した。

D マダイ

幼魚は周年水深90飢以浅K棲息していることが判明した。
(2) 発育段階別Kみた食物環

A ヒラメ

幼魚、成魚とも魚類、を多く捕食し、食性の差がないことが判明した。

B マガνイ

幼魚では多毛類、成魚ではクモヒトデを多く捕食していたが成魚では食性の差がないことが判

明した。
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C マコガレイ

ゴカイ鎖、エピ類、クモヒトデなどを捕食しているが、ゴカイ類が最も多く捕食されているこ

とが割l明した。

D マダイ

稚魚は空胃で不明であるが、幼魚ではベントス、底模甲穀類宅r捕食していることが判明した。

E 食害種

トラザメ、アンコウ、アイナメ、ヒラメであることが判明した。

(3) 産卵親魚の分布生態

A ヒラメ

1-4月K沖合、 5-7月は沿岸K多く、産卵期は 5-7月に北金ケ沢、深浦、鯵ク沢、岩崎

の沿岸域と予測された。

B マガレイ

9 - 1 1月に沖合、 2-5月は沿岸ーで、産卵期は 3-4月に北金ケ沢沿岸域が主産卵場と予測

された。

C マコガレイ

3月に沿岸ならびに沖合に多く産卵期は 1- 5月、北金ケ沢、鯵ケ沢、深浦の沿岸域が主産卵

場と予測された。

D マダイ

5-6月沿岸域に多く魚体の大きいものほど早く接岸し早く雛岸することが判明した。

(4) 漁業の実穣ならびに生活史に関する知見

各調査項目の裏付けとなる知見が数多く得られた。

(5) 若令則時代Vておける生息環境

A ヒラメ

6 -1月生息水温は9'cが下限でその巾は 1σc以内と考えられ底質は棟や粗砂、中砂、海底

地形は傾斜f以下に分布か偏っており、水深は 75-130mであった。

B マガレイ

幼魚の漁獲少なく明らかでなL、。

C マコガレイ

マガレイより漁獲少く(5尾)明らかでなL、o

D マタ'イ

生息水温、水県地形とも、ヒラメと同様であった。

(6) 回遊移動状況

A ヒラメ

遠く離れた海域(新潟県)まで素餌回遊する群が存在することが判明したo

B マコガレイ

殆んど本県沖で再捕されているが、その中 1尾は山形県まで大きく回遊する群が存在すること

が判明しナこ。

C ムシガレイ

現在の状況から大きな移動はしていないことが判明した。
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2 今後の課題

( 1) 対象魚種の幼稚魚標本の確保

(2) 産卵場及び稚魚育成場の環境調査

(プランクトン)

(3) 回遊移動状況を把握するため標識放流数の増大はもとより再捕に対する PRの推進

(4) 対象魚種と他魚種との関連及び仔魚とプランクトンの関連究明

(5) 親魚については、特にその生理生態的機構を究明するため年聞を通じての魚体調査実施

(6) 特定海域又は調査海域の選定方法K対する検討

-190ー



1 太平洋底棲生物分布調査

I調査目的

むつ小川原巨大開発が予定されている地域沿岸における底接生物の分布ならびκ資源の現状を把握寸

ることを目的と寸る。

E 調査内容

1. 調査期間 47年 1月 18日から

4 7年 3月 1日まで

2. 調査海域青森県太平洋沖合(三沢、六ク所沖)

3. 調査員および調査船

(1)調査員技師十三邦昭

技師中田凱久

技師補松井謙介

(2) 調 査 船幸洋丸(1 2 1トン 40 0馬力)

4. 調査項目

(1 ) 底接生物分布状況

(2) 発育段階別分布状況

(3) 回遊移動状況

(4) 産卵場お土び産卵時期の究明

(5) 漁場環境

5. 調査方法

1そうびき底びき網漁具vc.tり調査

直調査結果

1. 底験生物分布状況

今回の調査期間中に出現した底魚の種類は 48個に分類された。この中、主κ漁獲された魚類を月
毎κ漁場毎Kまとめたのが第 1表である。厳密κは月毎κまとめることには調査場所、調査時期のズ
レ及び調査回数等問題が多いが、お.>..tその傾向は判明きれる。これでみると 1月は 1網当りの漁か

ら三沢沖及び六ク所沖ともに漁カ奇非常に悪く、 2月κ漁がよくなっていることがうかがわれる。また、
これを魚種毎κみてみると 1月は三沢沖ではヤリイカ、カナガシラ、アブラツノザメ、パバガレイの

分布が他魚種κ比較して多いようであるが、六ク所沖ではヤリイカ、アプラツノザメ、バパカレイ、

スクトウタラが多い門 2月κ入ると三沢沖ではコチ、カナガシラ、コウイカ、マコガレイが多くなり、

六ク所沖ではコウイカ、カナガシラ、ムシカレイ、スクトウタラが多くなっている，..， 3月は三沢沖で

はマコガレイ、コウイカが多獲された。全般κ三沢沖ではコチ、カナガシラ、マコガレイ、コウイカ、

六ク所1中では、コウイカ、カナガシラ、スクトウタラ、ムシカレイが多いと云う状態で両漁場とも経

~済的価値の低い魚種が多獲され、民間船がま限与しているパバカレイ、メヌク、マダラ等の高級魚は

水深が浅いところでの操業が多いためか非常に少なかった。次κ第2表は深度別の 1網当り漁獲組成

で水深 37 0 m以浅の調査漁場内でのこの期間では水深 100-150mが最も多獲されている。最

も少いのは有効曳網回数が 1回だけで他深度と比較寸るには問題があるが、水深 50 m以浅の 1網当

り52尾であった。なお、今回の調査から深度男IJにみると漁場がお Lよそでは 2つに大別され、三川
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目~天ケ森問の三沢j中を一つの漁場とする水深 100-400m海域に区分されるO 深度男Ijの優占穏

をみてみると 50汎以浅ではヒラメ、 50-100視ではカナガシラ、 100-150mではコウイ

カ、 150-200mではノミパガレイ、 200-300m及び 300-370mではスクトウタラが

優占している。一方、対象魚種の深度の分布状況をみてみるとパノfカレイは 50-300m、マコカ

レイは 50-150m、ヒラメは 1:; 0 m以浅、カナガシラ 50-150抗、ヤリイカ 150-300

m、スクトウタラ 200-400mに主に介布し、アプラツノザメは広く分布していることがうかが

われた。

2. 発育段階別分布状況

多項目調査尾数が少いため、いろいろ問題があるが主要魚種lて勺いて者干記述寸る。

パパカレイー…後述寸る生殖腺重量比Rの値お土び、東北水研八戸支所でEF.i査している肉眼的観察か

らパパカレイの成熟体長l士約 20 cmと推定きれるが、全長に換算寸oと約 24 cmから成魚、以下を未

成魚に区分される、 1月のパンチング調査および、多項目調杢からは諒査尾数 64尾の中、成魚が

5 5尾、未成魚が 9尾で 86 %以上成魚で占められている内体長(全長)範囲ば 16-38c111間に認

められ、モードは 30 cmに認められるぺ 2月は 80尾の中、成角、が 76尾、未成魚 4尾で 95 0/0が成

魚で全長範囲は 19-46C71・間にあり、 33 cmモードである。 3月は 10尾だけの調査で成魚 6尾、

未成魚 4尾で全長範囲は 18-35cmであった。

ソウハチガレイ

生殖腺R及ひ肉眼前観察から大体 18 c況から成熟体長K達しているものと考えられる。とれを全長

に換算すると 22 cm以上となる。したがって 22cm以下を来成魚としで取り扱うと 1月は調査尾数

5 6尾の中、成魚 26尾、未成魚 30尾で未成魚が僅かに多L、。体長範囲は 16 cmから 27 cmの範閣

でモードが:21cmlf(認められる。 2月は 1月より者千大型群の来遊がみられ、調交尾数 66尾の中、

成魚 62尾、未成魚 4尾で成魚が圧倒的に多L、。この時期の全長範囲は 21 - 3 6仰の範囲でモード

が 28 cmに認められるの 3月は 42尾の中、成魚 37尾、未成魚 5尾で成魚が 88 %を占め、この時

期も圧倒的に成魚か多I.'n体長範囲は 19-35cmでモードが 25、 26cmVC認められる。

ムシカレイ

パパカレイ、ソウハチガレイと同様の方法で検討したが、成熟体長は明確ではなL、円したがって発

育段崎別に区分できなL、が 1月は全長 11-36cm、モード 19cmVC認められる。 2月は 19 - 3 4 

仰の範囲でモ ト26 C17I、 3月は 15-26cmの範囲でモード 20 cm VC認められる。

マコカレイ

多項目調査結果からでは未熟のものが殆んどで成熟体長は不明である。したがって発育段階男uに区
分できなL、。 1月は全長 12-33(171、モード 22側、 2月は 17-32cm、モー卜 22 cm、 3月は

17-30cm、モード 21 cmである。

ヒラメ

1 8尾の多項目調査結果では未熟のものが殆んどでこの時の全長は 17-34cmであった。またノ〈

ンチング調査では 1月は全長 17-32cm、 2月は 16-39c柄、モード 29側、 3月は 21 - 2 7 

仰の範囲であった。

カナガシラ

1月は全長 28-48cmでモードが 36 cmに認められた。

スケトウタラ

2月に 52尾のパンチング調査したか、全長 28-48c加でモードが 36 cmに認められた。

3 回遊移動状況

襟標識放流を実施できなかったので各魚種の回遊移動状況は不明であるつ

4. 産卵場および産卵時期の予測

ノζ ノζ カレイ

調査尾数が非常に少いため問題かあるが生殖腺重量比R(R=WパN'X 1 0 0 tこだしWは生殖腺重
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量w'は生殖線を除いた体重、単位ff)の月別変化をみると gでは 1、 2、 3月と生殖腺重量比Rの
値が大きくなっており、特に 3月には 10 ff以上ものもみうけられるようになっている。また、この

時期の舎の生殖腺重量比をみてみると成熟個体では 0.5-2 ffのものが多いが、 O.2 ffの成熟個体も

あり、放精しているものもあることがうかがわれた。東北水研八戸支所のこれまでの調査では(3 1 

年 9月、東北海区の底魚)産卵期は 3-4月、産卵場所は大部分は三陸沿岸であると考えられている。

ソウハチカレイ

生組泉重量比は Qでは 1、 2、 3月と次第κ増加の傾向を示しているが、成熟のものは殆んどみら
れていなL、o dでは1.0 - 5. 0 ffのものが多く、殆んど成熟しているが半熟のものが多く、産卵Vては

まだ間があるものと忠われる円ますこ産卵場所もこの調査から不明であるつ

ムシカレイ

9の調査が多いが生殖腺重量比は殆んど 1ff以下で半熟であるの自では 3月K成熟個体がみうけら

れるが、生殖線も 2-4ffと小きく産卵Vてはまだ聞がある土うである。

マコカレイ

1月 10尾、 3月 14尾の多項目調査からは'i1Oとも成熟のものは 1尾もみとめられない。

ヒラメ

3月 1白 18尾の多項目調査からは半熟以上のものは殆んど認められず、もっと遅い時期であろう

と思、われる。

5 漁場環境

(1) 主要魚種の食性

多項目調査結果から各魚種の湾内容物をみてみると第 3表のとおりで、ヒラメは主左して魚類、

ムシカレイは甲殻類のエピジャコ、ソウハチは甲殻類のオキアミ、パパカレイは多毛類内ゴカイ、

スクトウタラはオキアミを捕食していたがマコカレイは何れも空胃であ司た。

(2)海況

1月中~下勾……表面水温は 17回測定、ほぽ7- 1 0'0の範囲にあった。また底層水温はこの

期聞に 6回水深 40 _190 mの底層でおとなったか、 7.5ι1 0'0の範囲にあり、一番近いときで

も表面水温上りは高か司た門底層水温が比較的高いととろは水深 100-130mで低いところは

160-190椛とな η ているが、とれら水湿の高低は測定最深層の 19 0 mまで対流がおこなわ

れていることを意味するものと思われ、表面水温の変動巾から考えて垂直混合の最も盛んな時期と

考えられる。

2月上中……表面水温は 15固め測定結果であるが、ほぼ7.8 - 8. 8・Cの間Kあって変動巾は 1

'0であった。底層水温は 6回水深 80-340mの範囲で測定したが 5.4-9.0・Cの変動巾をもも、

その変動巾は水深 34 0 mで最大の 3.6'0で、それより浅いところでは 2'0以内κ限られているこ
とから 34 0 m付近が対流の限界近くであろうと思われるO 即も、これ土り浅いところの水は上下

層の混合が行われ、これより深いところの水は比較的水混が低く、安定しているものと思われ、水

系的な境界がこの辺りにあると考えられる。

2月下勾-3月上勾……この期間κは水温の測定は表面、底層とも 4回のみであり、底層水温の
水深は 80-g0mの極く狭い範閣であった。水温は表面で 6.4-6. 8'0、底層では 6.8- 7. 1・c
の範囲で夫々変動巾は 1'0以内であり、また底層水温は表面よりも高く、この時期のこの海域の7.1<

は完全K垂直混合が行われ、上下とも同一水系である。以上を総合すると、この期聞は対流期であ

り、かつある水深までは津軽暖流系水であり、底層水温は時期を追って僅かづ L降温するが、海域

による相異はある水深以内では殆んどだ北、。との水系的な境界は 34 0 m付近にみとめられ、これ

土り深いところでは対流を生じにくい比較的安定した別な水系が占めているものと考えられる。
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町調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

これまで八戸近海の底魚κついては東北区水産研究所八戸支所でかなり古くから調査され、主要魚

種の分布、回遊、生態等、詳細K報告されているが、沿岸部及び一部の魚種Kついては詳しく報告さ

れていない{f'で、これを多少なりとも埋める意味で意義があったものと思われる。

2. 今後の課題

今年は試験船の運航等の問題から僅か 1月半の調査上り出来ず、厳密Kは時期的κも殆んど検討で

きない状況で、今後周年を通しての調査が必要である。それと同時κ調査海域fておいても時期的な検

討を行うには 1月κ調査できる漁区とか点を設けて調査ltこ方がよいのではなかろうかと考えられる。
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淋

第 1図 昭和 46年度太平洋底棲生物調査漁場図

/ 

。，
141 30 

2/ 

Vri 

v矢~) 
I~ 下/13) 

区(2~ V(I' 
¥ 

28 31 32 

j 3S/ ~~JJ V 41 42 

隊
// 50 51 52 

6ふ 61 62 
'" 

6 

除
70 ~ ドミ

78 l、。 81 82 

I@¥ ~ 9~ 卜¥91 92 
ゆW ⑪ 

ト~-ー

913 102 

10 I~以⑪¥ ~ の
， 18~ 

居|協@ @ 》ト 海1:l8 同31

Gふ@ |命い竺
148 149 敬@ ⑮ 
158 160 

l鴻 @ 
68 

民
@ @ N72 
¥ 179 180 ム
百石 187 ¥ 188 199 190 

¥ ム/1/97 一ートミ18
~レ夜

5 

14 

23 

~ 33 

、
63 

。，
141 40 

6 

15 

24 

34 

44 

54 

ド久

7 

16 

25 

35 

45 

55 

65 

8 9 

17 18 

26 27 

36 37 

46 47 

56 57 

66 67 

。，
141 50 

緯度、径度

2.5 ?ス白

w 

N 

S 

73 74 hトトミ6 77 

---------
~， トご5

~ 

93 94 95 

τ~ ~ 105 ヤ¥

⑪ ⑪ ⑪ 

@ @ @ 
/T'， 

ぢ ⑩ 烹51
143 @ 145 

(ゆ 155 

163 ⑪ 165 

@ ⑪ ⑪ 

187 183 184 

五よ 192 193 

199 llV9 201 

「ぺ 219ト~6 

~{ " 210 

-lY5-

86 ~ 

「大 97 

106 孟トト

トーへ日子116 

防pド21
Tき暗~ド21

ト

146 147 

156 157 

~ 
》ネ¥166 

⑪ の
185 186 

194 195 

202 203 

207 208 

同丈 212 

60抗

600 m 

500 

400 凡例例。1月調査
300 。2月調査
200 。3月調査

1 

100飢

500. 000 

海図 7 2 

20 

10 

50' 

4o~1 

30 



第 1 表 漁場別、月男iJ、魚種別漁獲状況 尾数

い」 3 月 言十

三沢沖六ケ町沖三沢沖六ク所沖 三沢 f中六次開中 三沢 1中六ク所?中

ヒ フ メ 33 52 74 6 91 74 

パノξ カレイ 107 53 167 184 15 289 237 

マコカレイ 61 548 396 182 791 396 

ソ ウ ハチ 84 54 267 23 161 267 

ムシカレイ 74 29 78 181 486 

ヤナギムシカレイ 48 118 48 118 

ーミr ガ レ イ 14 3 3 

サメガレイ 5 I 5 

アプラカレイ 34 

'ミr タ. フ 3 4 38 13 41 

=ぇ ケ ウ i 95 474 95 526 

カナガシラ 136 814 891 980 892 

「ア イ カ 196 165 32 24 10 238 189 

-:::I ウ イ カ 520 2， 470 167 715 2，470 

アブラツノザメ 125 55 70 309 40 235 364 

A ズ キ 3 33 38 

タ コ 1 29 ワ 32 95 

十
ホ シザメ 70 70 

一 ギ ス 1 67 4 68 4 

ーマ サ
ノ、、、

20 61 81 7 

ア カ ム ツ つ“ ム"‘ 95 

ア イ ナメ 3 5 3 5 

タ ナ コ 15 180 15 180 

ニ1 チ 1， 500 1， 500 

ノミラメヌケ 10 10 

そ の 他 99 84 309 33 216 309 

言十 1， 082 329 4， 177 6， 468 5， 887 6， 797 

操業回数 11 5 8 16 22 21 

1 品司 当 り 98， 4 ?58i 522， 1 I 404， 3 209， 31 267. 6 323， 7 
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第 2 表 水深別、魚種別、漁獲状況

) 1網当り 単位尾数

~ 50 m 50- 100 - 150 - 200- 300 - 言十
以浅 100 m 150 m 200 m 300 m 400 m 

操業 回数 1 13 7 5 9 8 43 

145 79 102 156 44 526 
パバカレイ

( 11) (11) (20) (17) (6) ( 12) 

3 786 392 2 4 1， 187 
マコカレイ (3) ( 61) ( 56) (0.2) (0.5) ( 28) 

72 110 80 138 32 432 
ソウハチカレイ

(6) (16) (16) ( 15) (4) ( 10) 

8 5 1 1 3 
ーマ ガ「 レ イ (8) (0. 4) (0. 2) (0. 1) (0. 4) (0. 4) 

:5 153 447 46 11 30 692 
ムシカレイ ( 5) ( 12) ( 64) ( 9) ( 1) ( 4) ( 16) 
、.

2:l 56 40 10 13 23 165 
ヒ フ メ (23) ( 4) ( 6) ( 2) ( 1) ( 3) ( 4) 

8 901 870 4 88 1，872 
カナガシラ

(8) ( 69) (125) (0. 4) ( 11) (44) 

102 87 61 194 132 576 
アプラザメ (8) ( 12) ( 12) (22) ( 17) ( 13) 

63 65 100 195 4 427 
ヤ イ カ ( 5) ( 9) (20) ( 22) (0. 5) ( 10) 

244 277 521 
ス ケ ト ウ ( 27) (35) ( 12) 

5 2， 450 2，795 37 431 550 6， 268 
そ σヲ 他 (5) ( 188) ( 399) ( 7) (48) (69) (146) 

52 4， 733 4，885 437 1，389 1， 188 12， 684 

( 52) ( 364) ( 698) (87) (154) (149) ( 295) 
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第 3 表 主要魚種の胃内容物

:1繍、食¥魚¥種胃鰐内¥料容種

多毛類 頭足類 甲 殻 類
クモヒ
魚類

トデ類
空 胃 言十

ゴカイ タコ
ヨコオキ エピ

エピ tJニ ー
エピアミ ジャコ

ヒ フ メ 1 1 ワ 9 

ムシガレイ 2 1 3 1 1 6 

ゾ ウ ハチ 2 4 1 1 27 

マコガレイ 24 

サメガレイ 1 2 

バパガレイ 10 2 1 13 

タ フ 1 1 1 

スクトウダラ 2 6 

言十 10 6 3 6 5 1 1 2 5 87 
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第 2図 水深と底層水温の関係
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分布調査結果 試験船幸洋丸 No. 1 単位尾

11 If 11 1. 2 8 是， 1 2 9 11 11 " 2. 4 

134 132 132 123 122 119 121 124 125 135 

11-30 13-15 140ー-55 1←号5 1公ー50 7-05 10-ー3D 1εー'30 14-55 10-40 

11-40 1云ー25 1号-00 1ひー45 1伊ー00 7-15 lザ-40 12-45 15-10 1か-50

10 10 5 10 10 10 10 15 15 10 

'" 
1， 400 1， 400 1， 400 2， 000 2，000 2，000 2，000 2， 000 2， 000 2， 000 

192 168 195 246 232 85 265 280 235 236 

S M S M S M M M M M M M M 

7. 50 7. 78 

B C S S S S S C C 。 C 

SW2 S 2 S 2 WNW4  N W 4 市V 3 'IW 3 W 3 W 3 N 3 

1 1 

3 1 2 

5 3 4 20 30 1 1 1 28 

2 

10 10 9 

根
48 

ヵ、

2 3 3 2 

力、

25 26 2 2 94 

り
1 2 

皆

10 5 20 25 5 3 2 16 

無

30 75 75 7 3 5 25 

20 20 

4 7 8 22 

14 140 156 16 9 8 269 

'-・
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太平洋底棲生物

よ子之f2 4 " 2. 7 " " 2 8 " " " 
調 査 点 115 114 120 123 110 100 101 99 109 

曳網開始時刻 13-15 15-40 11-05 13-15 E-45 7申 25 9-25 11-35 13-40 

揚網開始時刻 13-25 16-00 11-20 13-30 15-55 7-45 9-45 11-55 13-55 

曳 網 時 間 10 20 15 15 10 20 20 20 15 

η1 

曳 キ岡 rJi 長 さ 2， 000 2. 000 2， 000 2，000 2， 000 2， 000 2， 000 2，000 2， 000 

漁 場 水 深 370 360 260 310 290 290 310 300 230 

漁 場 底 質 M M M M M M M M M 

底 層 水 温 8. 45 8.85 

天 候 C C B B S C S C C 

風 向 力 N 3 N 2 NW3  NW3  NNW3 NW4  NNW4 NNWγ4 NW4  

.マ ガ レ イ 2 

ムシカレイ 2 9 

漁 パパカレイ 1 8 2 8 14 11 15 46 

マコカレイ 4 

獲 ソ ウ ノ、 チ 8 6 2 6 9 4 2 10 100 

ヤナギムシカレイ 2 2 

量 ヒ フ メ 1 1 1 9 

タ フ 類 23 22 106 119 9 52 12 23 26 

カナガシラ 82 4 1 1 

アプラザメ 80 7 46 17 65 16 4 12 31 

〆「 ヤ イ カ 2 1 

起

尾 コ ウ イ カ 4 2 2 1 2 2 

、._/
~ サ ノ、‘' 

そ の 他 93 80 47 84 16 22 36 44 

計
尾 128 213 229 108 110 68 108 361 
297 

備 考
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分布謝査結果
試験船幸洋丸 Nn 2 単位尾

2.1 0 " 2. 1 6 H " " 2. 1 7 " 
定，

" 

89 88 111 109 109 109 112 113 129 139 

11-15 13-20 11-05 13-05 14-45 16-25 07-55 10-05 12-25 14-30 

11-30 13-35 11-15 13-15 14-55 16-40 08-10 10-20 12-35 14-40 

15 15 10 10 10 15 15 15 10 10 

• 2. 000 宮.000 2. 000 2. 000 2. 000 2. 000 2.000 2. 000 2. 000 2.000 I 

340 260 144 110 130 140 340 340 70 60 I 

M M M M M M M M M M 

8. 96 7. 10 5.4 

B B C C 。 C 。 C C C 

。 。NW4  N W 3 WNW4  WNW4  ME  2 NE  2 W 3 NNW3  

29 46 188 99 112 1 6 4 

4 30 13 17 11 4 

55 157 94 V 86 50 

10 11 55 22 22 

110 4 

21 1 5 15 10 10 30 20 

4 1 2 1 90 

140 100 4100 160 3 2 1 

3 8 5 8 5 2 3 7 

2 1 2 10 4 2 

30 3 333 666 333 666 

1 4 4 5 

31 6 2 98 404、 50 5 6 1. 025 525 

'235 15 617 1. 332 1. 392 1. 132 21 102 1.116 562 

-203-



太平洋底棲生物分布調査結果
試験船幸洋丸No.3単位尾

ぷg---_とと 2. 1 9 2. 2 3 2.2 3 2. 2 3 2.2 5 2.2 6 3. 3. 1 3. 1 

調 査 点 174 175 176 177 150 151 152 161 162 

曳網開始時刻 09-20 09-35 11-30 15-40 09-55 09-55 10-20 12-00 13-50 

揚網開始時刻 09-35 09-50 11-40 15-55 10-10 10. 10 10-35 12四 15 14-05 

曳 網 時 間 15 15 15 15 15 15 15 15 15 

m 
曳 綱 rJ) 長 き 2. 000 2.000 2.000 2. 000 2. 000 2. 000 2. 000 2. 000 2. 000 

漁 場 水 深 86 92 90 114 80 80 80 60 100 

漁 場 底 質 M M M R M M M 

底 層 水 温 8目 17 7. 10 7. 0 7. 0 6.8 

天 候 B G B C B 。B 。S C C 。 C 

風 向 力 SW2 NW4  NW4  NW4  NW5  SW2 ENE4 ENE3 ENE3 

--r ガ v イ

ムシカレイ 2 10 7 48 28 20 

漁 パパカレイ 8 59 72 15 

マコカレイ 5 39 39 236 177 79 24 79 

獲 ソ ウ、世、チ 7 27 11 中良 17 6 

ヤナギムシカレイ も、

量 ヒ フ メ f当、 6 

タ フ 類 り 4 1 4 

カナガシラ 10 400 400 皆 30 

アプラザメ 4 11 無 15 20 25 15 

ヤ イ カ 10 
，-、、

尾 コ ウ イ カ 333 167 167 

、../

-司 サ J、- 50 

そ の 他 2 68 51 11 9 30 

言十 84 607 591 584 364 391 68 169 

備 ヨ考
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2 むつ湾底棲生物分布調査

I調査目的

むつ小川原巨大開発事業関連調査として、底びき網に土り底接生物の分布・生態を調べ、陸奥湾漁業

の健全な発展κ資するO

E調査内容

1 調査期間 昭和 46年 10月 8日から

1 2月 9日まで

2. 調査海域陸奥湾

3. 調 杏会 員調査課長 山形 実

技 百川 沢田兼造

技 師 田村真通

4. 調 査 船育鵬丸 19. 9 4トン 170馬力

船 長 中川武光ほか 6名

5. 調査項 目 水深・底質・底層水温・底魚分布・魚体の大きさ・食性・生殖線

6. 調査方法

水深は魚採によ η、底質は小型ドレッジにより、底層水温は転倒水温計に土り調べtニO

漁具はかけ廻し式 1そうびき機船底ひき網で、片側のロープの長さ 800抗、袋尻目合6仰のもの

を用いた。

ひき網は 1調査地点κっき、 1固とした。

E 調査結果

各地点の調査結果は第 6表のとおりである。調査水深は 23-75mであるが、多くは 35-60m

である。調査地点の底質は大部分が砂泥で、一部が砂、または泥であった。水温は対流期のため、各層水

温差が殆んどなく、 10月上匂 19・C台、 12月上匂 12.0台で、調査中 7・C下降した。

1. 底魚分布

漁獲魚種は 43種で、カレイ科が 12種、マフグ科 3種、カサゴ科・カジカ科・カワハギ科がそれ

ぞれ 2種、ヒラメ科・タイ科など 16科がそれぞれ l穫であった。

調査地点ごとの 1ひき網あたり漁獲量は第 1図のとおりであるつ 40旬以上の多獲地点は

調査地全、域に分布しており、この期間κは底魚が豊富である。多獲魚種はマコガレイが 35係、マ

ガレイ・カナガシラがそれぞれ 169九ヒラメ・ムシガレイ・アイナメがそれぞれ 6係であるO カレイ

科は全体の 70%を占めている。

魚穏により分布の地域差がみられ、つぎの 3群氏分けられる。

(1) 陸奥湾全域K広く分布するもの

ヒラメ・マガレイ・マコガレイ・スナガレイ・アイナメ・カナガシラ・ソイ・ホシザメ

(2) 湾口近く K多く分布するもの

ムシガレイ・ソウハチ・ヤナギムシガレイ・パパガレイ・マダイ・アンコウ

(3) 湾奥に多く分布するもの

メイタガレイ・イシガレイ

おもな区域の月別漁獲量Vてついてみると、野辺地湾および脇野沢南方においては 10月が多く、

1 1月Kは 10月の 3分の 1(fC減少しており、蟹田沖では逆に 11・12月力、、くらか多くなってい

る(第 1表)。
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第 1 図 調査地点と 1ひき網あたり漁獲量
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2 魚体の大きさ

おもな魚種の全長組成と平均体重は第 2表と第 3表のとおりである。マダイはすべて幼魚であり、

カナガシラの多くも幼魚であった。

3食性

おもな魚種の食性は第 4表のとおりである。

ヒラメは魚食性で、マガレイ。マコガレイ・ソウハチは多毛類・クモヒトデ・貝類を、ムシガレイ・

アイナメ・カナガシラ・マダイは魚類・エビ・各種底棲動物を餌としていた。

4 生殖腺

調査期間中産卵期に当っていたことを確認できた魚種はマコガレイ・メイタガレイ・アサパガレイ。

アイナメであった。マコガレイについては成熟年齢に達しながら、生殖腺がまだ小きく、成熟過程中

のものも多数みられた。マガレイ・マコガレイ・アイナメの熟度指数は第 5表のとおりである。

N 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

1 0月上勾から 12月上匂までの陸奥湾底魚の分布・生態が明らかκなった0
2 今後の課題

季節ごとの分布・生態を調査する必要がある。また、今年度未調査の区域をも調査する必要がある。
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第 1表 各地域の月別 1ひき網あたり平均漁獲量

単位 kg 

項 目 野辺地沖 脇野沢~大島 蟹 回 沖 全 湾

月 1 0 月 1 1 月 1 0 月 1 1 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 10-12月

調査点数 11 8 8 8 5 2 2 67 

平均水深
胃t

38. 09 37. 38 50. 25 49. 62 54.20 49.50 52.00 45.04 

平均底層オ但 115-4 C 14. 39 18.48 14. 50 17. 35 12.45 17. 69 

ヒ フ メ 2.26 O. 35 2.63 O. 83 2. 40 4.00 4.00 1. 73 

マガレイ 3.53 1. 25 l7. 61 2.26 9. 06 7. 00 5. 50 4. 41 

マコガレイ 15. 15 7. 63 17. 00 5. 13 5.54 7. 50 4.50 9.67 

ムシガレイ O. 37 O. 10 3. 83 1. 35 3. 20 6. 50 1.50 1. 77 

メイタガレイ 1. 33 O. 05 O. 50 0.45 

ソウハチ O. 13 0.03 0.06 3. 68 5. 50 2. 50 0.66 

1 

スナガレイ O. 15 O. 01 O. 04 O. 04 O. 30 0.50 O. 25 I 

ヌマガレイ 。白 03 0.02 

イシガレイ O. 06 O. 05 O. 01 O. 16 

ヤナギムシ O. 01 
ガ レ イ

パパガレイ 0.01 

'マ ダ イ O. 03 O. 54 O. 13 O. 12 O. 15 O. 20 O. 23 

アイナメ 3. 75 O. 50 0.68 O. 88 1. 87 O. 70 0.25 1. 63 

カナガシラ 1. 97 0.85 8. 30 3. 50 1. 48 12.50 4. 46 

キンカジカ 0.04 1. 90 0.06 O. 02 0.33 

ホシザメ O. 15 1. 81 0.88 0.32 0.20 O. 45 1. 00 

ガンギエイ O. 73 O. 19 

アンコウ O. 81 O. 20 0.15 0.25 

ゾ イ 0.05 

そ の 他 O. 35 O. 19 0.63 O. 30 O. 52 4. 30 0.47 

言f 29. 99 10.86 45.85 15. 66 28.24 31. 85 37. 85 27. 75 
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第 2表 陸奥湾底魚全長組成( 10-12月)

単位尾

階級
マコ ムシ メイタ

ソウノザ
スナ イシ ，、， "、. アサパ

アイナメ
カナ

ヒラメ マガレイ
ガレイ ガレイ ガレイ ガレイ ガレイ ガレイ ガレイ ガシラ

10cm- * 8 
11- 2 

12- 1 1 

13- 1 2 1 

14- 16 15 2 1 

15- 63 20 2 2 1 1 

16- 48 27 1 1 12 

17- 57 43 2 1 14 

18- 1 41 42 1 5 

19- 28 55 1 1 1 2 1 

20- 23 65 3 2 5 3 3 2 

21- 3 12 96 1 1 5 1 1 2 

22- 9 101 1 2 2 1 1 1 1 

23- 10 86 3 5 3 

24- 1 12 53 2 3 9 4 

25- 2 54 4 4 1 9 7 

26- 3 24 4 1 7 1 

27- 2 1 11 2 6 2 

28- 3 9 1 3 2 

29- 4 1 2 2 1 

30- 9 1 4 1 

31- 2 3 1 

32- 2 1 1 1 

33- 1 1 4 

34- 1 1 

35-

36- 1 

37_ 1 

38- 1 

39- 1 1 

40-

41- 1 

33 330 710 22 6 21 12 51 5 8 29 48 

::1< 8尾中 3尾は 9- 1 0 c明、 1尾は 8-9 mo 
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第 3 表 陸奥湾底魚平均体重 (10-12月)

魚 種 平均体重 標 本 数 備 考

ヒ フ メ 271 9- 31尾

-マ ガ レイ 98 51 

マコガレイ 145 123 

ムシガレイ 156 22 

メイタガレイ 135 6 

ソ ウ ハチ 99 21 

スナガレイ 68 12 

""? タ. イ 20 6 

ア イ ナ メ 220 24 

カナガシラ 47 48 

オz シザメ 400 5 

第 4 表 陸失湾底魚の食性 (10-12月)

単位尾

項 目
捕 食 者

ヒラメ マガレイ マコガレイ ムシガレイ ソウノ寸 マタ.イ アイナメ カナガシラ 言十

調 査 尾 数 32尾 50 133 29 57 8 35 46 390 

空 胃 尾 数 8 11 40 3 5 ‘5 72 

イカナゴ 1 1 

ネズツポ 9 9 

魚 カ ジ カ 3 8 1 12 

コ チ 3 3 

-'、 ゼ 3 3 

被 類 イ ワ シ 1 1 

ノドクサリ 1 1 2 

魚種不明 4 6 4 16 19 49 

捕 オミ ヤ 夜〉 類 1 1 

エ ピ σヲ 類 1 1 1 3 4 3 9 20 '42 

軟 ホタテガイ 1 1 

食 体 カサガイ類 1 1 2 
動
物 貝 の 類 1 2 3 

毛類多
ゴカイ類 8 38 1 1 48 

者 ニラクサ 4 4 

線 ヒ ト デ 1 4 51 

皮
クモヒトデ 8 7 47 62 

動
物 オカメプンプク 8 8 

不 明 16 40 1 4 1 62 

言十 24 39 93 26 52 8 35 41 318 

備 考
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第 5表 生殖腺熟度指数(階級別出現頻度)

魚 種 月 性別

♀ 

1 0 

マガレイ 8 

全 長 9 

1 1 
1 4南国 8 

27cm ♀ 

1 2 

8 

♀ 

1 0 

マコガレイ 8 

全 長 ♀ 

1 1 

14- 8 

3 3 cm Q 

121 
8 

アイナメ 9 

1 0 

全 長 8 

20- 9 

1 1 

3 3仰 8 

注生殖線熟度指数=

o - 1 1 - 5 

3 14 

6 

3 6 

2 

1 

22 

22 

34 13 

6 

2 

2 

2 

3 

1 

生殖腺重量(ff) 

〔全長 (cm) )3 

1 

1 

4 

2 

2 

4 

生殖腺熟度指数の階級

5-1 0 10-20 20-30 

1 

1 

2 8 3 

2 2 

3 10 7 

3 

5 

1 1 

X 1 0 4 
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30-40 言十

17 

6 

9 

3 I 
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23 

51 
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第6表の 1 陸央湾底魚ひき網結果(ロープ片側80 0 m ) 単位 kg 

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 

調査月日 10月 8日 10月日日 11 11 10月11日 11 10月14日 11 

肯1

71< 深 3日 51 53 52 40 44 39 

• 底 質 SM SM S S M M M M 

底層水温 193 19. 4 19. 5 19. 4 18.2 18. 1 17. & 17. 7 

ヒ フ メ
2.K0 9 4.5 8. 5 6. 5 O. 5 0.6 2.0 0.4 

マガレイ 4.7 9.5 22.4 9.0 0.6 0.2 5.0 

マコガレイ 3. 0 ，2.0 11.0 23.0 2. 1 1. 4 53.0 2.4 

ムシガレイ 10. 0 9. 5 10. 5 O. 2 

メイタガレイ 4. 1 0.2 2. 0 

ソウハテ

スナガレイ O. 3 

ヌマガレイ 0.2 

イシガレイ O. 7 

ヤナギムシ
ガ レ イ

ババガレイ

.マ :9" イ 1. 0 1.0 O. 1 

アイナメ 3. 0 0.6 O. 2 1.0 

カナガシラ 11. 4 15. 0 5. 0 

キンカジカ 4.0 。回目 0.5 0.8 O. 1 

ホシザメ 1. 5 

ガンギエイ 4. 5 0.5 

アンコウ 3.3 2. 5 

ソ イ

そ σヲ 他 1. 2 O. 1 O. 1 O. 8 

言十 22.3 31. 7 64.5 68.3 8.0 2.5 70.6 3.5 
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第 6表の 2 陸奥湾底魚ひき網結果(ロープ片側 80 0抗) 単位 kg 

調 査 点 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 

10月16日調交月日 10月14日 I! I! 11 10月15日 11 11 

7.K 深 4抗1ll 41 37 30 36 37 52 

底 質 M M M SM M M SM 

.0 
底層水温 17. 6 17. 2 17. 5 17. 5 17. 6 18. 1 

kg 
ヒ フ メ 1. 0 O. 3 3.5 

マガレイ 12.0 O. 9 O. 5 5.0 5. 0 2.0 

マコガレイ 30. 0 1. 0 1.2 25.0 30. 0 1. 5 18. 0 

ムシガレイ 2.0 1.5 O. 1 O. 5 

メイタガレイ 2.0 0.6 3. 0 O. 3 中良 0.2 

ソウハチ 七、

スナガレイ O. 2 0.4 O. 1 七、

ヌマガレイ り

イシガレイ 皆

ヤナギム γ
無

ガ レ イ

パパガレイ

て才 タ. イ O. 4 O. 1 

アイナメ O. 9 10.0 I 0.9 

カナガシラ 1. 0 5.0 35. 0 10. 0 

キンカジカ O. 1 O. 3 

ホシザメ 14. 0 10.0 

ガンギエイ 3. 0 3. 0 

アンコウ

ゾ イ

そ の 他 O. 3 O. 4 O. 3 1. 0 

49.4 2.8 1.7 56. 9 103. 1 1. 8 42.8 

ワムti
 

q
L
 



• 

第 6表の 3 陸奥湾底魚ひき網結果(ロープ片側 80 0 m ) 単位 kg 

調 査 点 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 

調査月 日 10月16日 10月18日 11 10月22日 11 fノ 11 11 

η1 

水 深 57 50 48 34 38 37 36 35 

底 質 SM SM SM SM M M M SM 

底層水温
'0 

17. 2 17. 6 17. 6 17. 1 17. 3 17. 2 

kg 
ヒ フ メ 10. 0 O. 5 1. 0 10. 0 5. 5 1. 4 

マガレイ 10. 0 7. 0 5. 0 2. 0 9. 8 1. 2 3. 0 

マコガレイ 15. 0 15. 0 35. 0 35. 0 0.6 1. 8 13. 0 2. 4 

ムシガレイ 10. 0 0.2 O. 2 

メイタガレイ 1. 5 O. 2 3. 0 2. 1 

ソウハチ 0.2 1. 4 

スナガレイ O. 1 0.7 

ヌマガレイ

イシガレイ O. 4 

ヤナギムシ

ガ レ イ

ノζノくガレイ

e!l: イ O. 7 O. 1 ーマ O. 1 

アイナメ 2. 5 O. 9 20. 0 7. 0 2. 1 

カナガシラ 7. 0 10. 0 2.0 O. 2 O. 5 10.0 

キンカジカ 7. 0 5.0 O. 2 

ホシザメ 5. 0 2. 0 1. 0 O. 7 

ガンギエイ

アンコウ 1. 0 

ソ イ

そ 11) 他 0.8 0.2 O. 9 1. 2 

言十 60. 6 44. 7 48. 0 69. 0 13. 6 3.2 33. 0 20.2 

q
d
 

つ，“



第 6表の 4 陸奥湾底魚ひき網結果(ロープ片側 80 0 m ) 単位 kiJ 

調 査 点 2 5 2 6 2 7 2 8 2 !:J 3 0 3 1 3 2 

調査月日 10月23日 11 10月26日 11 11 11 10月2!:J日 11 

宵1

水 深 48 48 32 53 54 48 60 60 

底 質 SM  SM  S M SM  SM  

底層水温
11.4 0 

17. 6 17. 6 16. !:J 17. 0 

kiJ 
ヒ フ メ 7. 0 1. 1 9. 0 1.4 

マガレイ 4.0 2. 0 1. 3 10. 0 8.0 

マコガレイ 20.0 12. 0 0.5 10.0 8. 0 2. 0 5. 0 

ムシガレイ 0.2 8. 0 3.0 1.0 8. 0 2.0 

メイタガレイ 2. 0 1.0 

ソウハチ 0.2 O. 6 12目。 3. 0 

スナガレイ O. 1 O. 1 3. 0 O. 5 

ヌマガレイ

イシガレイ O. 4 

ヤナギムシ

ガ レ イ

ババガレイ

ーマ ダ イ O. !:J 0.6 3.0 0.2 0.1 

アイナメ 3. 0 2. 4 8.0 1. 2 O. 4 1.4 

カナガシラ 12. 0 6.0 30. 0 O. 2 5.0 2. 0 O. 2 3.0 

キンカジカ O. 5 0.2 5.0 

ホシザメ 2.5 2.0 3. 0 4. 0 2. 0 

ガンギヱイ

アンコウ 1. 2 O. 6 

ソ イ O. 8 

そ σヲ 他 1. 5 1. 1 2. 0 O. 2 O. 3 O. 1 0.3 

言十 44.6 22. 2 42.3 25.4 30. 0 19. 0 45.4 24. 4 
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第 6表の 5 陸奥湾底魚ひき網結果(ロープ片側 800机) 単位 kg 

. 

調 査 点 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 

調査月日 10月29日 11 10月30日 11 11 11月2日 " 11月4日

71< 深
7π 

37 55 58 48 48 51 35 23 

底 質 SM  SM  SM  M SM  SM  S 

底層水温 16. 9 17. 1 

ヒ フ メ 4. 0 1. 0 1.0 1.0 o. 5 

マガレイ 7. 0 24. 0 7. 0 9.0 13. 0 5. 0 

マコガレイ o. 7 13. 0 8. 0 3.0 4. 0 30. 0 15. 0 3. 0 

ムシガレイ 3.0 2.0 2. 0 3. 0 2. 0 

メイタガレイ 1. 0 0.3 3. 0 

ソウハチ 2.0 3. 0 o. 5 0.5 0.8 

スナガレイ o. 1 2.0 

ヌマガレイ o. 1 o. 1 0.6 

イシガレイ 0.8 

ヤナギムシ
O. 1 

ガ 1ノ イ

パバガレイ

-マ !l-' イ O. 4 O. 2 

アイナメ 0.4 1.2 4. 0 4.0 

カナガシラ 2.0 12.0 0.2 20.0 8.0 

キンカジカ O. 1 

ホシザメ 1.2 0.4 O. 5 0.4 1.6 

ガンギエイ

アンコウ 1.4 

ソ イ 0.3 0.3 0.3 0.2 

そ の 他 2. 4 O. 5 1. 3 

言十 18. 6 畠6.8 22.7 29. 1 20.4 63.7 16. 4 21. 7 

• 

Fho 

唱

iワM



第 6表の 6 陸奥湾底魚ひき網結果:( .ロープ片側 80 0 m ) 単位 kg 

調 査 d点 4 1 4 2 4 3 4 5 4 6 4 7 4 8 

調査月日 11月4日 1/ 

1
11月5日 " " " 11月 6日 " 

71< 柄νn下円
ηl 

36 34 46 50 49 50 75 47 

底 質 SM 1¥1 孔f M SM SM mS 

底層 71<混
.0 

15. 1 15. 9 

ヒ フ メ 1k0 H O. 5 2. 0 1. 0 O. 3 O. 3 

マガレイ 10. 0 8. 0 4. 0 5. 0 5. 2 3.0 

マコガレイ 12. 0 4.0 7. 0 3. 0 9. 0 4. 0 2. 5 

ムシガレイ 2. 0 1. 0 ! 6. 0 2.0 6.0 

メイタガレイ 1. 0 O. 6 0.4 O. 1 

ソウハチ 。.1 O. 5 i 3. 3 

スナガレイ 6. 0 O. 1 O. 2 

ヌマガレイ

イシガレイ 8. 0 O. 4 O. 1 

ヤナギムシ
O. 7 

す〕 レ イ

ノfバガレイ i )1t O. 6 

てf ダ イ 1 1]、 2. 0 3.0 

アイナメ i 1.4 t庁オzミ 1. 0 1. 4 O. 1 2. 0 

カナガシラ| 13. 0 く 2. 5 I 4. 0 5. 0 3. 5 2.0 

キンカジカ 曳

ホシザメ 絹 1. 6 

ガンギエイ 中

アンコウ 止 O. 3 O. 2 2. 4 

ゾ イ 1. 2 

そ ifl 他 2. 0 O. 3 

53.6 5.4 23. 7 15. 3 26 3 17. 1 28.4 6. 9 
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第 6表の 7 陸奥湾底魚ひき網結果(ロープ片側 80 0机) 単位 kg 

調 査 点 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 

調査月日 11月 6日 " 11月10日 " " 11月12日 " " 

η1 

71< 深 45 54 48 49 42 36 36 37 

底 質 SM SM M M M M M M . 
底層水温

'0 
14. 5 14. 5 15. 3 14. 5 14. 5 14. 5 

. kg 
ヒ フ メ 8. 0 2. 0 2 0 o. 3 1. 5 

マガレイ 4. 0 10. 0 2. 0 7. 0 5. 0 1. 0 1. 0 

マコガレイ 8.0 7. 0 7. 0 6. 0 7. 0 7. 0 15. 0 

ムシガレイ 5. 0 8. 0 1. 0 o. 3 O. 3 

メイタガレイ 曳

ソウハチ 3. 0 8. 0 

スナガレイ 0.6 網

ヌマガレイ

イシガレイ 中

ヤナギムシ

ガ レ イ

パバガレイ 止

ーマ タ? イ O. 3 1. 0 

アイナメ 1. 2 O. 2 O. 5 1. 0 O. 2 1.0 1. 0 

カナガシラ 6. 0 2. 0 O. 3 O. 5 

キンカジカ

ホシザメ 0.4 2. 0 

ガンギエイ

アンコウ

ソ イ

そ lTl 他 O. 3 1. 0 O. 5 

言十 30. 5 33. 2 21. 8 18. 3 12. 5 10. 6 19. 5 
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第 6表の 8 陸奥湾、底魚ひき網結果(ロープ片側 800祝) 単位均

調 査 点 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 6 4 

調査月 日 11月12日 1/ 11月13日 1/ 1/ 11月17日 11月19日 1/ 

πl 
空!て 深 36 34 38 48 50 53 39 38 

底 質 M mS mS M M mS M M 

底層水温
'0 
14. 5 14. 5 14. 4 14. 2 14. 2 14.5 13. 7 13. 7 

ヒ フ メ
Ok5 g o. 5 o. 2 O. 3 

マガレイ O. 5 O. 2 3. 0 

マコガレイ 10.0 2. 0 5. 0 1.0 3. 0 5. 0 10. 0 I 

ムシガレイ 0.3 O. 3 。.2
メイタガレイ

ソウハチ 曳

スナガレイ

ヌマガレイ 網

イシガレイ

ヤナギムシ
中

ガ レ イ

パバガレイ

マ y: イ 止

アイナメ 1. 0 O. 5 O. 3 

カナガシラ 2. 0 2. 0 O. 5 O. 2 2. 0 

キンカジカ

ホシザメ

ガンギエイ

アンコウ

ソ イ

そ の 他

言十 13. 5 2. 0 8.3 2.2 4.0 7. 5 13. 0 

。。
噌
t
ムつ臼



第 6表の 9 陸奥湾底魚ひき絹結果(ロープ片側 80 0机) 単位 kg 

調 査 点 6 5 6 6 6 7 6 8 6 9 7 0 7 1 

調査月 日 11月20日 " 11月26日 11月27日 " 12月9日
11 

百l

71<: 深 50 48 49 46 43 54 50 

底 質 M M SM SM M M 

底層水温
14.(5 1 

14. 5 12.4 12. 2 12. 2 12. 7 

. ヒ フ メ
kg 
O. 5 O. 3 O. 2 2. 0 O. 5 3 0 5.0 

マガレイ O. 5 O. 5 O. 7 8. 0 O. 7 5. 0 6. 0 

マコガレイ 1. 0 1. 0 13. 0 15. 0 18. 0 4. 0 5. 0 

ムシガレイ O. 3 O. 2 3.0 1. 0 3. 0 

メイタガレイ 1. 0 

ソウハチ 2.0 3.0 

スナガレイ 1. 0 

ヌマガレイ

イシガレイ

ヤナギムシ

ガ レ イ

パパガレイ

てミF !l: イ O. 2 O. 2 

アイナメ 5. 0 O. 4 O. 5 0.2 O. 3 

カナガシラ O. 5 0..5 8.0 2. 0 O. 5 18. 0 7. 0 

キンカジカ O. 5 O. 6 O. 3 

ホシザメ 5. 0 1. 0 O. 5 O. 4 

|ガンギエイ

アンコウ 1. 0 O. 5 O. 3 2. 0 

ゾ イ O. 2 

そ の 他 2. 1 5. 3 3. 3 

2. 8 2. 5 35. 5 31. 2 23. 0 39. 5 36. 2 
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第 2図 陸奥湾底棲生物分布調査地点

数字は調査地点番号

ふノ

μ

平館

川内

小湊

野辺地

青森
。 5 10 15 20 km 
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3 むつ湾、太平洋小川原地区の水質底質調査

I 調査目的

むつ湾、太平洋海域の水質、底質を把握し、漁業の計画的拡大をはかるととも t亡、今後の漁場におけ

る環境保全弁慌に資する。

. 

E 調 査 方 i去

1 調査海域 むつ湾 1 9点(狽11点位置図参照)

太平洋 9点(

2 調査期日 むつ湾 6月 (24-26日)

1 2月(22-23日)

太平洋 8月 (24-26日)

4 7年 3月 (21-23日)

3 調査機関

(1) 海洋観測及び採水(泥)青森県水産試験場

(2) 水質、底質分析 H 衛生研究所

新日本気象海洋株式会社

4 採水の方法

上記調査地点Kおいて各演IJ点とも上層を海面下 1m，中層を金水深の中間、下層を海底上 1m VLと

って各 3層採水した。

5 水質の分析項目とその分析方法

①浄水 温……JIS K 0102・4のベツテンコーへル水温計で測定した。

②務外 観…・・JIS K 0102・5の方法によった。

@務臭 気……JIS K 0102・7の方法によった。

④透視度・…..J1 S K 0 1 0 2・6の透視度計で測定した。

⑥※透明度……セツキの透明度板を用いた。

⑥ PH ……J 1 S K 0 1 0 2・8のガラス電極法によった。

⑦泌B 0 D……JIS K 0102・16の20 、 5日間酸素消費量を測定した。

⑥※o 0 D……「水質汚濁K係る環境基準について(昭和 45年4月 21日閣議決定)J VL示さ
れたアルカリ性法Kょった。

@~; DO ……JIS K 0102・24のウインクラーアジ化ナトリウム変法によった。

@!※懸濁物質・…・・J1 S K 0 1 0 2、 1 0、 2、 1のガラス炉過器法およびメンプランフィル

ターを用いる方法Kょった。

⑪ リン酸イオン……J1 S K 0 101、 3 2、 1のモリブデン育法および

JIS K 0102、 2 7、 1 0法によった。

⑫硫酸イオン……塩化バリウムーゼラチン溶液による比濁法によった。

⑬※塩 素 量一…・・むつ湾の夏期と鷹架沼はJ1 S、K、 o1 0 1、 25、 3のモール法

⑪※沃素消費量……下水試験法の硫化物a・1の方法で、滴定は酸性下で行なった。

@※アンモニウムイオン…..J1 S K 0 1 0 2、 1 7、 1、 2のアエノーノレ法によった。

@※ nーヘキサン抽出物質……JIS K 0102、 1 8の方法によった。

⑪野カドミウム・…・・原子吸光法(昭和 45年 10月 2日厚生省環境衛生局公害課)によった。

⑬ひ 素……ジエチル・ジチオ・カノレバミン酸銀法によった。

⑬ アルキル水銀……ガスクロマトグラフ法によった。

@給、 氷 室長……原子吸光光度計を使用して還元気化循環法て、求めた。
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@ 鉛 …・・・原子吸光光度言十で測定した。

@総クロム……ジフエニルーカルパジツトによる比色法によった。

@有機リン……ガスクロマトグラフ法によった。

@ 銅 ……原子吸光法によった。

@ シアンイオン…… J1 S K 010 1・29のピリジンピラゾロン法で分析した。
※印は青森県衛生研究所で分析。

6 採泥の方法

上記調査地点Kおいて、グラブ式採泥器を用い表層泥を採取した。

7 底質の介析項目と分析方法

① 単位体積重量……土質試験法に示された方法のうち体積置換法で測定した。

@含水量H ・H ・土質試験法Kょった。

@※C 0 D……「水質汚濁訴査指針」の底質のCODの分析方法Kょった。

④ 強熱減量……土質試験法の電気マツフル炉を使用する方法で測定した。

⑤i>.:'・硫化 物H ・H ・「公共用水域の水質試験方法(昭和 35年 10月 10日経企水保第 49号)J vc. 
ょっ7こ。

(主) γアンイオン……硫化物処理操作を加えた上で水質と同じ方法によった。

①泌カドミウム……水質と同じ方法によった。

@ひ 素……王水処理を行った試料について水質と同じ方法によった。

⑨ ア凡守Jレ水銀H ・...ベンゼン抽出後ガスクロマトグラフイーで測定した。

⑪j 総 水銀……硫酸と過酸化水素水で処理を行なった後、水質と同じ方法によった。。鉛 ……乾式介解(5 0 0 Oc未満)で有機物を介解した後、水質と同じ方法によった。
⑫総クロム……乾式処理を行なった後、水質と同じ方法によった。

⑬有機リン……Nーヘキサン抽出後ガスクロマトグラフイーで測定した。

⑪ 銅 …...4 5 OoCまでで乾式処理し、硝酸で抽出後水質と同じ方法によった。

※印は青森県衛生研究所で分析。

E 水質分析結果

1 むつ湾、

A 夏期の水質

昭和 46年 6月 24日-2 6日に採7.kした試料の分析結果は男iI表に示した。

各項目の分析結果について以下に略記する。

1) 水 温……観測時の水温は 11. 0 - 1 9. 0 Ocと変動が大きい。
上層部では 14. 5 OC_ 1 9. 0 Ocで測点によってかなり異なるが、各点とも上

層で最も高温になっている。

全般に、水深 10祝付近で 14 - 1 6旬、 40 m以深では 11-120Cで、

上下層間の水温差は 4-5"cの所が多く、夏場の水温躍層の形成が始まってい

ることがうかがわれる。

2) 外観、臭気、各サンプルとも澄明で無臭であった。

3) 透視度……全サンプルで 30 cmらしとであった。

4) 透 明 度……透明度は 8- 18mでほ工会点で 10m以上あるいは底までという高い値を示

した。海域が非常に‘清澄であ，ったととがうかがわれる。

5) P H …… 7.9-8. 2で大部分は 8.1であった。清澄な海域としては一般的な値である。

6) B 0 D……BODの分析値は 0.8-5. 4 P pmで測点 2.3. 5. 8. 9. 1 O. 1 7.の各点で高目で

ある。これ等の地点では 5ppm前後のものも相当認められたが他の地点では

2 P pm以下のものが多かった。
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2 p pm以下のものが多かった。

各地点とも上下層間に明瞭な傾向は認められない。

7) 0 0 D......O 0 Dの介析値は O.0 4 - 1. 8 p p m と非常に低い。最高値は狽Ij点 11の上層

で認められたがこの値もOODとしてはあまり問題にならない。

BOOとOODの聞の相関はほとんど認められなL、。

8) D 0……溶存酸度は8.0 - 9. 7 .p P m、酸素飽和度 95-115%で各点各層とも酸素

は豊富である。

9) 懸濁物質…・・水中の浮遊懸濁物量を示す懸濁物質は 1以下-6 ppmで、狽IJ点 5.1 7で高い。

懸濁物質が高自の値を示す試料ではBODも高目忙なっているものも多く、

両者の聞に何か関連があるかも知れない。

】0) りん酸イオン…・・ 6月に採取した試料はJIS K-OI0l・32・1法で分析した。分析

値は全点0.08 p pm以下で、このうちほとんどのサンプルはこの方法の定

量限界 0.05 P P m以下であった。

むつ湾の海水のようにリン酸イオン含有量が非常に低い試料の分析にはこ

の方法は不適当であることが判明したので、以後はJI S • K・0102・

2 7のC法、 NPち一度モリブデン育法で発色させたものをNープチノレアノレコ

ールで濃縮して抽出する方法を用いることにした。

11) 硫酸イオン……硫酸イオンの分析値は 25 5 0 - 2 7 2 0 p pmであった。

海域の硫酸イオンは塩素量とほx一定の比率関係にあり、塩素量硫酸イオ

ンはほぼ 1: o. 1 4程度といわれている。

12) 塩素量……塩素イオンの分析値は 17，3 7 0 ppmであった。

狽Ij点 1上層で 17，3 7 0 ppmを示した他は 18，2 0 0 p pm以上で全般に

高献であり、各点の上下層間の差も小さL、。

今回分析したJI S法は塩分濃度の高い海水の分析法としては不適なので、

以後の分析は「海洋観測指針」のクヌーツセン誤Ij器を用いる方法で行なうこと

とした。

13) 沃素消費量…・・全試料で0であった。

14) アン毛=ウムイオン……アンモエウムイオンの分析値は O.0 1以下-0.3 9' pp mで、 o 1 p pm  

以下の低値を示す所が多い。 0.3P P m 弘上のやや高自の値がみられたのは

測点 12の上層および狽Ij点 16の下層であるが全般的Kはアンモニウムイオ

ンによる汚染は小さい。

アンモニウムイオンが高目の地点と BOD、OODが高自の地点はほとん

ど一致していなL、。

15) nーへ中サン抽出物質……一般に泊分として分析されるものである。

分析値は全点全属で 1ppm以下であり、海域がほとんど油汚染を受けて

いないことを示している。

1s) カドミウム……全点全層で不検出であった。

17) ひ 素……全試料で不検出であった。

18) アλキ"t-:7Jく銀H ・H ・全試料で不検出であった。

19) 総水銀……分析値は不検出-0.0 0 2 P pmで演Ij点 2狽Ij点 16以外の各点でO.0 0 1-

0.0 0 2 P pm検出された。

20) 鉛 ……全点全層で不検出であった0

?1) 総クロム…・・・全試料で不検出であった。

22) 有機リン……全点全屠で不検出であった。

23) 銅 ……銅の分析値は O.0 0 1 - O. 0 1 1 p.p mで損Ij点 16の表層で最高値を示した。
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24) γアンイオン……全試料で不検出であった。

B 冬期の水質

冬期の彩水は測点4.5. 7. 1 1. 1 3. 1 4. 1 5. 1 7. 1 8の各点は昭和 46年 12月 18呂、演IJ点1.2. 

3.6.8.9の各点では昭和 47年 2月 16日、また視IJ点 1O. 1 2. 1 6の各点では 2月 17日にそれぞ

れ採水した。

以下K分析結果を略記する。

1) 水 温・~......水温の測定値は 12月 18日分では 9.0-1 1.8 'c、 2月 16日分では 4.0-

7. 3 'c、 2月 17日分では 4.0- 6.1 'cで、 1 2月と 2月の聞には 4- 5 Ocの
水温差ができている。同日観測l分でも演1]点Kよって水温差がみられるが、大部

分の狽IJ点では上下層聞の水温差はほとんどなくなっており、冬期の混合期にあ

たることを示している。

2) 外 観……各サンプルとも外観は澄明であった。

3) 透 明 度H ・H ・透明度は 8-23.0mで各地点とも高い値を示している。最高値は測点 6の

2 3視で底まで見えている。全般に清澄な海域であることを示している。

4) P H ……PHは7.6- 8.0で大部分は 7.9以下であり、夏期に比べて大介低くなってい

る。

5) B 0 D……BODの分析値は 0.8- 3.9 ppmであった。夏期K比べて 4 P pm、5ppm 

という高い f曹はみられないが狽IL~ 2. 4. 5.6では水温で述べたよう K上下混合

期Kあるせいもあって上層から下層まで 3 ppm程度の値がみられる。

最低値は測点 1Jの上層で最高値は測点 18の下層で測定された。

測定日によるBOD値の差は明瞭ではないが、 1 2月 18日vc採水した拠点
1 1. 1 3. 1 4で比較的低値であった。

6) C 0 D……CODの分析値は O.1 - 1.1 p pmで狽1]点 19の上層を除けば全て lppm 以

下の低値であった。夏期と同様にCOD値は非常vc低くまた測定日および演IJ点

聞の差は明らかでない。

7) D 0・…・・溶存酸素は 7.2 - 1 1. 3 P P mであった。最低値の測点 1下層で飽和度 71.4%

と低いが、他の試料では飽和度 91.4-113%で、夏期ほどではないが酸素

量は豊富であった。

8) 懸濁物質……冬期測定時の懸濁物質は 1 ppm以下-5 P pm.で、夏期の場合と同様、損IJ点

5で若千高目である。測定日Kよる差は明らかではないが 12月 18日採水の

各点で 2月採水時のものより低値になっているようでしかしこれが単に時期の

ちがL、によるものか、あるいは狽Ij点固有の値なのかは不明である。

9) りん酸イオン……夏期のP04がJ1 S • K・o1 0 1・32法でほとんど定量きれなかった

ので今回はJ1 S • K・o1 0 2・27・c法で分析した。
分析値は tr -O. 2 0 0 p p mで最高値の測点4下層を除けばすべて O.1 

ppm以下の低値であり、大部分はO.0 5 ppm以下であ司た。 4

10) 硫酸イオン……硫酸イオンの分析値は 2.5 3 0 - 2. 6 4 0 P pmであった。ー

11)塩素 量・.....塩素量の測定は海洋観測指針に示される方法で行った。

分析値は 7.8 4 - 1 8.9 2協で、大湊湾、奥の演IJ点 19の上層で7.84%。と低

械であった。他は 18 %品l上の高献水、このうち大部分は 18. 5協以上の高値

を示した。

狽Ij点 19の中層は 18.4 3 %。の高献水であり、演1]点 17. 1 8など相対的に近

い狽IJ点でも全層で 18. 5係。ιL上を示していることか.ら測点 19上層の低献水は
田名部}11からもたらされた陸水に起因する局地的な値であると推察される。
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なお狽Ij点 5、演Ij点 19等港(湾)奥部の地点を除けば各点とも上下層間の塩

素量の差はほとんどなく、また上層で高自の値を示す場合もしばしば認められ、

塩素量の面からも冬期の上下混合期にあることがうかがわれる。

12) 沃素消費量H ・...全点全層で0であった。

13) アンモニウムイオン……アンモニウムイオンの分析値は o.0 1以下-0.26 P Pmで全般に低値で

あり、大半は 0.1P pm以下であった。夏期、冬期とも海域のアンモニウムイ

オンは低値であり、 CODの低値と相まって海域の有機汚染がきわめて低いこ

とが推察される。

14) n__"時サン抽出物質…・・全点全層で 1P P m以下であった。

1のカドミウム……全点全層で不検出であった。

16) ひ 素……全点全層で不検出であった。

17) アノ時ノレ水銀…・・・全試料で不検出であった。

18) 総 水銀H ・H ・全試料で不検出であった。

4砂

19) 鉛 ……不検出-O. 0 0 9 P P mで演Ij点、 1演11点 12以外の地点で検出されている。

20) 総クロム……全点全層で不検出であった。

21) 有機リン……全試料で不検出であった。

22) 銅 ……不検出-O. 0 0 9 P P mで全地点で微量ながら検出されている。

23) シアンイオン……全試料で不検出であった。

ιL上むつ湾の水質について夏期および冬期の概況を述べた。
COD、溶存酸素、りん酸イオン、アンモエウムイオン等の分析値は、清浄な海

域でみられる値であり、また透明度も大であるがその割にBODが高いのが気

になる。

2 太平洋小川原地区の水質

A 夏期の水質

太平洋小川原地区での採水は昭和 46年 8月 23 - 2 5日K行なった。

分析結果について以下に略記する。

1) 水 温……水温は海茨で 18. 0 - 2 1. 4 "c、尾駁沼と鷹架沼では 22. 0 - 2 2. 6 "cで陸水

域で 2"Cほど高温である。

海域、陸水とも上下層間の温度差は小さし高瀬川沖合約 9kmの演IJ点 7の下

層で他の浪IJ点より約2'C低温であった他は、上下層聞の温度差は 1'C以内であ

った。

2) 外観・臭気…・・海域では各試料とも澄明で無臭であった。尾駁沼、鷹架沼は透視度の項で述べ

るように微細f浮遊物による透視度の低下があったが臭気は感じられなかった。

3) 透視度……海域ではL、ずれも 30cmιしとであった。
尾駁沼では上層で 27cm、下層で 25冊、鷹架沼は上層で 26cm、下層で 17 

仰といずれも懸濁物質の存在を示す値であった。

4)透明 度……海域の透明度は5.9-14mで沖合ほど高く、沿岸部では低自の値セあった。

尾駁沼および薦架沼では遡目度は低く、それぞれ 3抗、 1.6mであった。

。PH ……海域のPHは8.0-8. 1で一般的な値であった。尾駁沼では上下層とも 8.1、
民主架沼では上層で8.5、下層 8.3であった。

6) B 0 D……BODの分析値は海域、陸水部とも低く 0.3-2.0 P pmであった。

7) C 0 D…・・海域のCODは 0.1-0.8 P P mと非常に低い。陸水域では 3.0-4. 2 P pm 

で、海域と比べて高白であった。最高値は鷹架沼で測定された。この試料は透

視度で最低値を示したものである。

8) DO …“海域のDOは7.3-8. 3 P P m、飽和度に換算して 95-110%で各試料と

-225ー



も十分酸素があることを示している。尾駁沼および鷹架沼では7.6 - 8.8.p jim 

飽和度に換算して 85.4 -1  0 4 %で尾駁沼の上下層聞で若千酸素量の差がみ

られたが、 L

9吋) ~懸竪濁物質.….口..….口.浮遊!懸管駅i濁萄ヰ勅努量を示す1懸懸1濁萄物質は海域では 1ppm-3ppm で概して上層でで、や

や高自になっている。

尾駁沼および鷹架沼では 3.5 - 1 O. 1 p p mで、両沼とも上層で高値を示した。

10) りん酸イオン……りん酸イオンの含有量は非常に低く、海域では全試料でO.0 2 以下、尾

駁沼および鷹架沼では 0.02 p p m未満-0.0 3 5 P P mであった。

11) 硫酸イオン…・・硫酸イオンは海域で 1990-2620ppm、陸水域で 26.6 - 1 '9 9 0 P P m 

であった。

12) 出 素 量・…・・海域の塩素イオンは 14. 3 8 - 1 8. 7 1 %。で、鷹架沼沖合の狽IJ点 4、上層でや

や低荷重である。尾駁沼では 13. 3 5 - 1 3. 6 5 %。鷹架沼では 69.4 - 7 3.7 P P m 

で、尾駁沼は海水の影響力〉大きいが鷹架沼の狽IJ点 3は淡水である。

13) 沃素消費量……全鼠料で 0であった。

14) アンモニウムイオン…・・アンモニウムイオンは O.0 1 p p m以下-0.2 6 P P mで測点 4の下層で

若千高いが、他は海域、控水域とも低{直でアンモニウムイオンによる汚染はほ

とんど認められなL、。

15) nーヘキサン抽出物質..・ e・-全試料で 1P .p m以下でf由汚染はほとんどないと考えられる。

16) カドミウム……全訊料で不検出であった。

17) ひ 素……全試料で不検出であった。

18) アノレキ'}Io7J<銀……全点全層で不検出であった。

19) 総水銀……紙、水銀は不検出-0.0 0 6 P P mで狽IJ点 8の下層で O.0 0 6 P P mを示したが

位のilllJ点では不検出-0.0 0 2 P P mであった。

20) 鉛 ……全試料で不検出であった。

21) 総クロム……全試料で不検出であった。

22) 有機りん……全点全層で不検出であった。

23) 銅 …… O. 0 0 1 - O. 0 1 6 P P mが検出された。測点 9の下層で若千高いがほぼ一般

的なイ直である。

24) げンイオン…...全試粋で不検tちであった0

8 冬期の水質

冬期の採水は昭和 47年 3月 22日に行なった。

1) 水 温……海域の水温は損IJ点 5を除けば 7.0-7.20Cで上下層間および狽1]点聞の差はほと

んどなL、。狽11点、 5では他の狽11点に比べて若千低温であり表層 5.00C中、下層で

680Cおよび 6.70Cであった。

尾駁沼および鷹架沼では 5.9-6.1 oCて帯域より約 10C低温であった。

2) 外 観……夏期と同様に、海域では澄明、陸水域で若千浮遊物のある状態であった。

3) 透視 度……透視度は佳水域についてのみ行った。

尾駁沼では上下層とも 11. 5 c加と低値であるが鷹架沼では 30cm以上であっ

7こ。

4) P H ……PHは海域で 7.8-7.9、陸水域で7.8-8. 1で変動が少なしいずれも夏期

よりイ広く t，fってL、る。

5) B 0 D……BODは 0.8-4. 3 P P mで、演IJ点 1および測点 5の上層でやや高白である。

各担1]点とも夏期より若千高いようである。

6) 0 0 D……OODは鷹架招上層の 3.3 p p mを除けば 1P P m以下であり、夏期と同様に

OODで示される有機物量はきわめて少ないものと推察される。
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7) D 0……冬期の溶存酸素は海域で9.1 - 1 O. 2 P P m、飽和度K換算して 91.4-106%

であった。また陸水域では 83.4-9 2 %で尾駁沼下層および騰架沼上層で若

千低目であった。

8) 懸濁物質……懸濁物質は海域で 1P P m以下-3 P P mと低かった。陸水域では 10 - 2 7 

ppmで透視度の悪かった尾駁沼よりも透視度 30cm以上の鷹架沼の方が値が

大で 27 P P mの最高値であった。

9) りん酸イオン……りん酸イオンは海域で 0.02 p. p m以下-0136ppm、陸水域で0.028-

0.1 4 5 P P mであり、夏期に比べて高くなっている。

10) 硫酸イオン……硫酸イオンは海域で 2510-2620ppm、陸水域で 2O. 9 - 1 3 4 0で

あった。

11) 塩 素 量……海域の塩素イオンは 17. 9 4 - 1 8. 6 8 %。で、高瀬川沖の浪!J点 6の上層でやや

低献である。陸水域では夏期と同様に尾駁沼では海水の影響がみられ、上層で

9.4 6%。、下層で 11. 3 0協であるが鷹架招は 55. 9 p p mで淡水であること

を示している。

l2) 沃素消費量……全試料で0であった。

太平洋小)11原地区の海域の水質では汚染指標物質は概して低値であり、汚染

の少ない良好な状態であることを示している。

また、夏期、冬期とも上下層聞の温度差はきわめて小さく、沿岸で普通にみ

られる日射Kよる夏期の水温躍層の形成は留められなかった。

陸水域の尾駁沼、[鳥架沼では海域Vて比べて汚染指標物質は若千高くなってい

る。夏期、冬期とも透視度は低白で懸溺物質は高値であった。

13) アンモニウムイオン……アンモニウムイオンの分析値は O.0 3 - O. 2 1 P p mで総じて夏期K比べ
て主干高くなっているが、汚染状況は認められなL、。

l4) カドミウム……全試料で不検出であった。

15) ひ 素…・・全試料で不検出であった。

】6) アルキノ0Jく録一…全試料で不検出であった。
17) 鉛 ……鉛は不検出-O. 0 0 3 P P mで狽!J点 4以外で微量ではあるが検出された。

l8) 総水銀……全試料で不検出であった。

19) 紙、クロム……全試料で不検出であった。

20) 有機りん……全点全層で不検出であった。

21) 銅 …… O. 0 0 1 - O. 0 0 6 q q mの一般的な値であった0

22) 、刀ンイオン・・…全試料で不検出であった。
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N 底質分析結果

1.むつ湾

A 夏期の底質

昭和46年 6月 24自に採泥を行円た。採泥は9測点で行司たがこのうち 4狽IJ点は{環状底質であ

司たため試料を採取することができなか円た。

今回、分析に使用した試料は損IJ点4.5. 1 3. 1 8. 1 9.の 5点のものである。

以下、各項目の分析結果について略記する。

1) 単位体積重量……単位体積重量は 1.2-1.6g /cntC但し測点 5は試料不足で不検定)で損IJ

点 19で小きく底質があまりしま司ていないことが伺われる。

2) 含 水 量・…・・ここでいう含水量主{(水分の重さ)/ (乾燥泥の重き )!X100(%)

で示される値である。分析値は 13.0-4 0.8%で全般に非常に水分が少な

力、内Tこ。

3) C 0 D…… CODの分析値はO.3 -1. 8 02 mg / 1 fJ乾泥ときわめて小きい値であ司た。

一般に有機汚染の進行している底質では COD値は30 02 mg /1 fJ乾泥以

上といわれている。

4)強熱減量……強熱減量は 4.3-1  4.6 %で狽1]点 5および演IJ点 19でやや高い。強熱減量が

1 3 %以上の時は有機汚染の疑いがあるとされている。

5)硫 化 物……硫化物の分析値はO.0 1 - 0.0 4 S rrv;/ 1 fJ乾泥と小さく、鹿質の還元化の

傾向は認められない。底質が還元状態となり、底接生物にと H て要注意状態

となるのは 0.3S rrv;/ 1 fJ乾悶ぷ上といわれてL、る。

6) シアンイオン……全試料で不検出であ司た。

7) カドミウム…・・カドミウムは 0.1-0.6 P P mで自然海域で普通Kみられる値であ司た。

8) ひ 素…・・ひ素は損IJ点13. 1 8で不検出、他の測点では 3.8- 9目 8 p p mで損IJ点 9で若

子高いが、まず一般的な値である。

9)アノレキノレ水銀……全試料で不検出であ司た。

10)総 水 銀…・・総水銀は O.2 1 -O. 8 9 P P mという一般的な値であ A た。水銀汚染がある

とみられるのはほ:O:1ppm以上の底債である。

…鉛の分析値は 12. 6 - 4. 6 3 P P mであ n た。鉛は自然海域で 50 P P m程

度まで検出される。

、，E''
唱
E
A

噌
E
・4 鉛

12)総ク ロ ム…・・・クロムは 13および 19で不検出、他の浪1]点で3.5 7 - 5. 8 0 P P mと非常

に小さか 4 た。自然、海域のクロムは 50 P P m程度まで検出される。

13 )有機り ん…・・・全試料で不・検出であ内た。

14 ) 銅 ・…・・銅の分析値は 25. 2 - 4 5. 7 P P mであ内た。銅は自然状態で70-100

p p m検出される。

B 冬期の底質

昭和 46年 12月17 - 1 8日に夏期と同じ損IJ点で採泥した。しかし、採取した試料は前回とか

なり異な内ており、全体に含水量の大きい泥分の含有率の高いものであ内た。

なお今回の調査でも演IJ点 14の底質は採取できなか内たが、前回採取できなか丹たislJ点11. 1 2. 

1 5は今回は採取できたので分析した。

分析結果は次のようであ司た。

1 )単位体積重量……試料不足の損IJ点 4および狽1]点 11については分析しなか A たが、他の地点で

は、 1.3-1.9fJ/dで、損IJ点5.1 5. 1 9の各地点で大きな値であ丹た。

2)含 水 量…・・・前回の分析値に比べて含水量は著るしく大きい。分析値は 35.5 -2 1 6 % 

で、浪IJ点 11で最高値を示した。
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3) C 0 D……試料不足の測点 11を除けば分析値は1.0 0 - 3. 9 0 2 m9/ 1 ff乾泥で底質

のCODとしては小さな値である。

4) 強熱減量・…・強熱減量は 2.4-1  1. 0 %であ 4 た。

5)硫 化 物…・・・硫化物の分析値は試料不足の測点 11を除いて O.0 5 -O. 2 S mg / 1 ff乾泥

であn た。狽IJ点 5，1 5. 1 8， 1 9の各点で O.1 S ffl9/ 1 ff乾泥とやや高い値で

あ司た。

6 )シアンイオン…一全試料で不検出であった。

7)カドミウム……試料不足の浪IJ点 11を除いて分析値は 0.1- 0.3 P P m と低値であ内た。

8)ひ 素……ひ素の介析値は 9.0 -2 5. 8 P P mで前回の試料より高い値Uてな内ている。

とくに測点 4，1 5. 1 8では 15 P P m以上であ 4 た。

9) ブルキJレ水銀…・・全点で不検出であ A た。

10) 総 水 銀……総水銀の分析f直はO.0 4 -O. 4 5 P P mであ司た。

11) 鉛 ……鉛の分析値は 8-39ppmと一般的な値であ 4 た。

12 )総クロム・…・クロムは1.8 - 4. 2 P P mの低値であ内た。

13)有機り ん…・全点で不検出であ内た。

むつ湾の底質の採泥は夏期と冬期で同一地点で行なわれたはずであるが、採取されたサンプノレは

全く状態が異な司ている。夏期Uて採取されたものは非常に水分の少ない砂質であ内たが冬期のもの

は泥分を多く含んだ含水量の高い試料が多か内ナこ。

分析結果でも硫化物ひ素等は冬期の試料でやや高目であ司た。

しかし、全般的には夏期、冬期とも底質の汚染度は小さく、良好な状態に保たれているとみるこ

とができる。

2. 太平洋小川原地区

A 夏期の底質

昭和 46年 8月 28日に狽IJ点4，5， 6， 7， 9，の各点で採泥を行な内た。但し測点7は機状底質のため

採泥できなか司た。

各項目の分析結果について以下に略記する O

1) 単位体積重量…・・・各担IJ点とも試料不足のため分析できなか司た。

2) 含 水 量・…・・各地点の含水量は 34.7 - 3 6. 5 %と非常に小さか丹た。

3) C 0 D…・・ CODはO.3 9 - 1. 5 7 02 ffl9 / 1 ft乾泥で各地点とも小さL、。

4) 強熱減量…一分析値は1.8 -6.8 %と小値であ内た。

5)硫 化 物……備化物の分析値は O.0 1 -O. 0 3 S m9/ 1 ft乾泥と非常K小さく、底質は好気

気的な状態Uて保ずこれていることがうかがわれる。

6) シアンイオン……全地点で不検出であ丹た。

7) カドミウム…・・分相直はO.1 -O. 2 8 P P mと低L、。

8) ひ 素……視IJ点 4で 2.3 P P m、他の地点では不検出であハた。

9)アノレキノレ水銀……全点で不検出であ司た。

10)総 水 銀・…・全点で不検出であっナこ。

11 ) 鉛 ……鉛の分析値は 3.0- 6.8 P P mと非常に低か内た。

12)総クロム……クロム1.3-11.7ppmという小さな値であ内た。

13) 有機り ん・…・・全地点で不検出であ司た。

14) 銅 ……銅も 0.7-1.3 P P mと非常に小さい値であ司たo

B 冬期の底質

冬期の採泥は昭和 4 7年 3月 22日犯行な内た。

分析結果を以下V亡略記する。

1) 単位体積重量…一全点で 1.8-1.9ft/cti1とLづ非常K高い値であり各点とも底質がしま内て
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いることを示している。

2) 含 水 量……含71く景は 30.6 - 4 3.0 %で各点とも低値である。
3) C 0 D…… O. 0 5 - O. 6 3 02 mr; / 1 g乾泥(という非常比小さな値であ司た。

4) 強熱減量……強熱減号は1.4-11.2%で、測点5でやや高目である。しかし各点とも有

機汚染は考えられなL、。

5)硫 化 物……分析値はO.0 1 -O. 0 2 P P m で夏期の場合と同様に非常に小さい値であ丹

ナこ。

6) シアンイオン・-…全地点で不検出であ司た。

7) カドミウム…一分析値は O.0 6 - O. 1 8 'p P m の小値であ司た。

8) ひ 素……夏期と同様に演IJ点 4で7.7 ppmを示した他は各地点とも不検出であった。

9)アJレキル水銀…..全地点で不検出だった。

10) 総 水 銀…・・総7Jc銀の分析値は O.0 2 - O. 0 4 P P mであ内た。

1 1 ) 鉛 …・・分析値は夏期より若干高く 5-35 ppm であ ~tこ。

12)総ク ロ ム…・・・介析値は 4.3- 8. 5 p pmであ円た。

13) 有機りん……全点で不検出であ 4 た。

以上太平洋小川原地区の底質について略記した。この海域の底質は夏拶主冬期とも非常にきれい

で、現在のところ有機汚染、重金属等特殊項目汚染とも認められないっ

要約

むつ湾および太平洋小)11原地匿の水質および底質の状況を把握するためK昭和 46年 6月-8月に夏

期の昭和 46年 12月-47年 2月間主冬期のサンプルKついて採水、採泥し、指定項目について分析

した。

むつ湾の水質は一般項目の分析結果からも推察されるように、有機汚染の少ない清澄な海域であり、

COD、アンモニウムイオン、リン酸イオン等、栄養塩類も低値である。 1-2の例外を除いて各islJ点

とも全層にわた」て高献であり、透明変も大である。¥

重金属等「人の健康に係る項目Jも夏期には水銀、銅を除いて、冬期には鉛、銅を除いて不検出であ
司た。検出された各項目も環境基準(但し銅は規定されていない)に定められた定量限界以下で、とく

に汚染されているとは者えられない。

太平洋小川原地区では海域の各点では外洋型の性格が大で、夏期1:も水温は低目であり、日射に起因

する水温躍層の形成は認められなか司た。

栄養塩類等の有機汚染指標物質はむつ湾よりもさらに低値であり、人為的な汚染はほとんど認められ

7よし、。

重金属等「人の健康に係る項目」はむつ湾同様、夏期K水銀と銅が、冬期には鉛と銅が微量ながら検

出されている。しかし太平洋小川地区でもこれ等の項目は、環境基準に定められた定量限界以下でとく

に問題にはならなL、。

同時に調査した尾鮫沼および鷹架沼では海域K比べて懸濁物質が多く、澄明きは劣司ているが、汚

染指標牧贋や重金属等は海域と同様かそれ以下でこの水域でも人為汚染の進行はうかがわれない。

むつ湾の夏期の底質は 9視IJ点中 4損Ij点で線状底質であ司たため分析できなか司た。分析を行なった 5

損IJ点の資料はL、ずれも砂質で、含水量が小さし COD、強熱減量、硫化物等の有機汚染の進行K よ内

て底賀の悪化をきたす各項目はいずれもきわめて小さく、重金属等「人の健康に係る項目Jも不検出か、
検出されてもごく小さい値であ司た。

一方冬期の底質は夏期と同一地点で採泥されたはずであるが、採取されたサンプルは全く異な司たも

のであり、泥質か、泥まじり砂のものが多か丹た。これ等の試料は夏期のものに比べて含水量が高く強

熱減量も大とな司ているものが多L、。また各サンプノレともひ素の含有量が高くな n ているのが目立つ。

しかし冬期の試料でも底質の悪化は認められず、全般的には重金属等の項目もごく低値を示している。

太平洋小川原地区の底質は夏期、冬期とも同様な砂質であり、有機汚染、指標物質、重金属「人の健

康に係る項目jともきわめて低値で、この海域の底質が清浄な状態に保たれていることを示している。

-230ー



. 

. 
青森県

‘ .--..-.LJ_、

下

N 

① /iJ//2同~ 
① 

横浜町

⑪ 
島

①陸奥湾

① 

蟹田村や

蓬田村

φ 

:金
青森港 (i水質

むつ湾・太平洋小川原地区測点位置図 る水質底質

o、
野辺地町

-231-

，
 ，
 

d
 、

、，
 ，‘
 、，

 、一_.
ー.一

φ
 



4 沿岸流調査

I 調査目的

E 

むつ小川原大規摸開発関連調査の一環として、むつ湾内における海流ならびに海水交換の実態を把握

し、水産業の発展K寄与する。

調査方法

l 調査海域 むつ湾

2 調査期間 4 6年 7月、 10月 47年 3月

3 調査船 北海道大学緋司船 うしお丸(9 7 トン)

4 調査機関 北海道大学水産学部

教授 竹内能忠 井上直 西村稚育

助手 大谷清隆 松永勝彦

国 調査項目

1 むつ湾内における沿岸流および湾外との海水交換状況

2 排水、油等の拡散

N 調査結果

1 むつ湾の西部と東部の間の海水の交流は少なく、東部は西部に比べて外海水の影響を受ける度合が

少ない。

2 外海水の流入経路は常に平館海峡の西側にゐゥて、大半は西湾を回流して湾、外に流出するものと思

われる。

3 塩分、水混の両成分分布からみて外海水の東部への流入は少いものと考えられる。

4 湾内の海水の流れは、西部κ1つの環流が存在し、弁天島から野辺地に至る南西側tては比較的大き

な流れが存在するが、東西部間相互に輸送される質量は小さし外海水が西部から東部を経由して

流出するという定型的循環のパターンは見出だされず、両部には独立した環流があにそのうえ両部

には小環I慌が存在し、水の交替は少し特に、東部における各成分の分布からみて、西部より外海水

との交替量は少くないものと考えられる。

V 問題点及び今後の課題

1 問題点

A 沿岸に養殖施設が多いため調査船の進入を阻筈され、沿岸域K演IJ点を設けることができなL、。

2 課題

A 相対的値を絶対的値として求めるため流速計による安測が必要。
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1 オームリ飼育試験

I調査目的

昭和 44年 3月相坂養魚場においてふ化したオームリは、一部を十二湖落口ノ池に移殖し、網生 で

飼育した結果 47年 3月(3 6ク月経過)で全長 23.4 cm、体長 2O. 2 cm、体重 13 9. 5 ff K成長した。

今後も飼育を継続し、成長および再生産の可能性を検討寸る。

E調査内容

1.調査期間

2. 調査場所

3 調査員

4 6年 4月-47年 3月

西津軽郡岩崎村十二湖 落口ノ池

淡水養殖課長 長峰良典

主任研究員 七戸喜太郎

技 師青山禎夫

林 義孝

4 調査項目

(1) 接息環境と成長について

(2)種の査定

直調査結果

(1 ) 棲息環境と成長について

湖の水温は第 1図に示したよう K、夏期最高時で 18. 2 '0まで上昇したが、これを昨年の最高水温

2 0.0 'OK比ベると1.8・C低く、また最低水温は 4.4・Cで同じく昨年と比べると 2・7・C低かった。し

かし成長には影響を及ぼさなかったようで、第2図の成長図を見ても順調な伸びを見せている。その

他昨年κ比べて変わった点をあげると、透明度は昨年の1.7 - 4.3 mが今年は年聞を通じて1.8市と
や』濁りが増加した傾向を見せている。溶存酸素量から見て、植物プランクトンの増加によるもので、

その原因として、オームリに与える餌及ひ排植物が湖の富栄養化をもたらしたものと考えられる。

夏期成層E寺Kは、無酸素層の出現と硫化水素の発生が見られ、今年は前記の富栄養化の影響を受け、

硫化水素は例年 8m以浅にまで拡散して来なかったものが、今年は 2mで検出されているo 8月を中

心にピブリォ病が発生し多数の発表E魚を出したが、直接には餌料κ海産魚を混ぜて与えたためにピブ

リオ菌が浸入したと思われるが、このような水質の悪化も病害発生の原因のーっと考えられるO

魚体測定は測定の際の減耗を防ぐため 3回しか行なわなかったが、その結果は第 1表κ示した。 1
年間の成長は全長 8.9c冊、体長 7.8 cm、体重 11 2. 5 ffの増加を示した。オームリの生物学的最小形
を約 40仰と寸ると、この状態で成長を続けるものとして、昭和 48年秋κは一部採卵可能の個体が

出現することになる。

(2) 種の査定について

パイカノレ湖には数種のオームリヵヘ、るといわれているが、本県を導入しだのはその中のどれに該当

するかを決定寸るため各部を測定したoその結果は第 2表に示した。即ち背びれ、軍事びれ、誤Ij線鱗数

はバイカノレオームリとしてよいが、総把の数は著しく異なり Ooregonus antumnaris(Pa-

1 1 a 5 )に近L、。従って種の査定は今後更κ測定値の積み重ねκよって決定したL、。

FHυ 

内
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百調査の成果および今後の課題

1.調査の成果

(1 ) 湖中の網生策飼育によって満 3年を経て全長 23.4 c問、体長 2O. 2 c畑、体重 13 9.5 g(l(成長し

--I~O 
(2) 湖の水質はオームリ飼育の給餌κ土って富栄養化の傾向を示しつつある。
(3) 昭和 48年秋には採卵可能と推定される。

2. 今後の課題

(1 ) ピプリオ病対策として、発病後では薬剤の効果が少ないので、発病前κ栄養剤等を与え耐病性を

持たせる方法を講ずる必要がある。

(2) 穫の査定は疑問の点があるので、測定個体数を多くし、文献の蒐集とともに次年度には決定寸る

ようにしたL、。

(3) 酸化クロム(3価)(1(土る餌料の消化吸収率の測定は次年度に行う。

第 1 図 落口ノ池の水温

℃ 

71< 

温

4月 5

46年

6 7 8 

4 6年 4月-47年 3月

¥ 

9 10 11 12 2 

4 7年
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第 2図 オームリの成長経過

2517 

20 

15 

10 

5，...1 

T 8 12 4 8 12 4 8 12 4 

44年 4 5年 4 6年 4 7年

第 1表 魚体測定表 (1)

測定月日 測定尾数 全 長 平均全長 体 長 平均体長

2~回 平均体主主
cm cm C祝

46. 5. 20 50 8.3 - 20. 0 14.6 7. 2 - 17. 3 12. 5 25. 3 

46. 12. 22 20 19.0 - 26.5 22.4 16. 3 - 23.。 20.0 45 - 185 107. 2 

47. 3. 29 20 18.7 - 28.2 23.4 15.8-24.7 20.2 83 - 246 139. 5 

第 2表魚体調IJ 定表 (2)

脊椎骨数 側線鱗数 背 び れ 軍事 び れ
餌把数

備 考
左右

61 92 皿9 1II11 35 35 実測値

61 92 1II9 1II 12 35 35 " 
62 92 国 9 1II11 36 36 " 

一 91 lII9-11 皿 11-12 47 - 51 ロシア語文献による ※ 1 

ー 86 阻-N(9)10-12 III -N10-12(13) 35 - 51 

一 83 N 10 III 12 45 

※ 1. Obregonus autumnaris migratorius(Georgi)(バ;イカルオームリ)

※ 2. Ooregonus autumnaris(Pallas) 

※3. Ooregonus Subau tumnar i s 
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第3表(1) 落口ノ池水質調査結果

4 6年6月17日

観測水温 水 混
PH 
溶存水素 溶存酸素飽和度 硫化水素

m .0 ppm t1J S ppm 

。 14. 8 8. 5 12. 05 122.8 。
2 12.7 8.8 14. 23 138.5 。

割.

4 12. 3 8. 6 13.83 133. 4 。

6 11. 6 8.6 13.28 126. 1 。

8 6.8 7. 2 9. 15 17.4 。

10 5.3 6.9 3. 88 31. 5 。

12 5. 1 6. 9 2. 88 23. 3 。

14 5.0 6.8 0.44 3. 5 。

16 5.0 6.8 O. 20 1.6 0.03 

18 5.0 6.8 。 。 0.22 

20 5. 1 6. 5 。 。 0.46 

20. 8 5.2 6.7 。 。 1. 01 

備 考

観測時刻 1 2時 30分

透 明 度 1.80祝

天 候 。
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第 3表(2) 落ロノ池水質調査結果

4 6年 8月25日

観測水深 水 混
PH 
溶存酸素 溶存酸素¢飽和度 硫化水素

宵t '0 ppm S ppm 

。 18.4 8.6 11. 71 128. 3 。

2 15. 4 8. 6 13. 27 137. 0 0.03 

‘ 
4 14. 6 7. 8 10. 57 107. 3 0.07 

6 13目 2 6.8 2.64 26. 0 0.03 

8 8.3 6.8 1. 05 9.2 O. 06 

10 6. 1 6.8 0.39 2. 5 O. 14 

12 5. 5 6.6 O. 13 1.0 0.43 

14 5.3 6.6 O. 18 1.4 0.36 

16 5.2 6.6 O. 10 0.8 0.59 

18 5.2 6. 6 。 。
20 5.3 6. 6 。 。 1. 63 

21 5. 4 

備 考

観測j 時刻 1 1時 30分

透 明 度 1. 8 0 m 

天 候 B 
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第 3表(3) 落口ノ池水質調査結果

4 7年 3月29日

観測水深 水 温 PH 溶存酸素 溶存酸素飽和度 硫化水素η1 '0 ppm % S ppm 

。 8. 3 7. 8 12. 92 113. 7 。
2 8. 2 7. 8 12.88 112. 8 。 .. 
4 7. 6 7. 8 13. 70 118. 3 。
6 5. 7 7. 8 14. 00 115. 2 。
8 5. 2 7. 5 12. 30 100. 0 。
10 4.7 7. 2 11. 15 89. 5 。
12 4.6 7. 0 9. 10 72. 7 。
14 4.5 7. 0 7. 40 59. 0 。

16 4. 5 7. 0 5. 18 41. 3 。

18 4. 6 7. 0 2. 55 26. 1 。

20 5. 0 泥混入

20. 9 5. 4 一 一

備 考

観測時亥1] 1 2時o0分

透 明 度 1.8m 

天 候 C 
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2 ドジョウ種苗生産試験

I試験目的

滅少してL、く天然、ドジョウ資源と増大寸る需要K対応し、安定した供給体制を整えるにはドジョウ養

殖技術を確立することが必要である。このため種苗生産から養成にいたる一連の試験を実施して養殖業

の発展に資寸る。

E試験内容

1 試験期間

昭和 46年 5月-1 1月

2. 試験場所

稲垣村、黒石養魚場

3 試験担当者

技師青山禎夫

4. 試験項目

(1)穫苗生産試験

(2) 網生賓養成試験

5 試験方法

(1)種苗生産試験

天然、産卵を促進する方法、抽出ホルモン剤投与((c上っ℃産卵を誘発する方法、人工採卵後の卵仔

魚を放養して種苗を育成寸る方法の各々について、 7.k田利用池(9 7 m')とコンクリート池(6 m') 

との比較をして、有効な種苗生産方法の検討かおこな司た。

(2) 網生賛養成試験

モジ網(5 mm目)による生賓(1. 4 X 1. 4 X O. 6机)2統を用いて、天然種苗を 30 0 g /が、

500 g/がづっ放養して試験をおこなった。
水深は 35-45cm κ保ち、餌料として魚粉とう~糠(配合比 2 : 1 )をドジョウ重量の 10%与

えることとし、毎月 1回の測定によってその月の給餌量を決定した。

E試験結果

1. 種苗生産試験

これは天然、の生産力を活用してより確実にかつ安価な養殖用種百を生産しようとするのが狙いで、

実施した三方法を比較すると第 1表のとおり、天然産卵促進区の水田利用池では、平均全長 7.4 cm、

平均体重1.9 9 gの稚ドジョウが 10 5. 2尾/が生産され、コンクリート池では平均全長 7.44cm、

平均体重 2.3 8 gの稚ドジョゥが 5.2尾/が生産された。

抽出ホノレモン斉IJ(ゴナトロビン)を投与して産卵の誘発をはかる方法では、水田利用池で平均全長

7. 9側、平均体重1.8 gの稚魚を 10 1. 2尾/が生産てvきた。ここで生産された稚魚が天然君主卵促進

区で生産された稚魚より大きいのは、抽出ホルモン斉IJの投与によって産卵が早められたためと思われ

る。

コンクリート池においては 2.7尾/がの生産で水田利用池に較べて劣る結果となった。

人工採卵後κ放養寸る試験区では、水田利用池が平均全長 7.4側、平均体重1.5 7 gの稚ドジョゥ

を 13 6. 6尾/が生産することができたのに対して、コンクリート池では 7.3尾/m'の生産κとどま
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第 I 表 種苗生産方法の比較(天然利用)

生産方法 天然産卵促進 産一 卵 誘 発 人工採卵→放養
(コナトロピン 50u/，尾) (コ、ナトロピン 100u/尾)

試験池の区分 71¥ 田 コンクリート 水 回 コンクリート 水 臼 コンクリート

面 積 (m:う 97 6 

年 月 日 6 9. 71 6 8. 71 

基 、益事 ♀ 1 1 

放 (尾/m') 合 2 2 

尾 数 ♀ 100 6 

(尾) 古 200 12 

平均全長 ♀ 15. 6 15. 5 

養 ( cm ) 
合 8. 2 10. 0 

平均体重 ♀ 18. 3 17. 8 

( g ) 古 2. 8 3. 7 

月 10 10 

取上げ重量(勾) 16. 9 O. 074 
取
総尾数程) 8， 492 31 

尾 数(尾/め 87. 5 5. 2 
上
平 全長 (cm) 7. 4 7. 44 

均 体重 (g) 1. 99 2.38 
げ
推残 重量 (kg) 3. 4 。
定量尾数倍) 1. 709 。
重 量 。g) 20. 3 O. 074 

総
尾 数 (ljID 10. 201 31 

生
生産量 |重量g) 209. 3 12. 3 

産
m' 1尾線) 105. 2 5. 2 

っナこO

97 

6 9. 71 6 

1 

2 

100 

200 

15. 6 

8.2 

18.3 

2. 8 

10 

17. 1 

7， 880 

81. 2 

8.0 

2. 17 

4. 2 

1， '935 

21. 3 

9， 815 

219. 6 

101.'2 

6 97 6 

8. 71 7. 22. 71 9. 

1 

2 
6， 186粒 25. 0尾

6 
60， 000粒 150尾

12 

13. 5 
卵 5. 4 

10. 0 

19. 5 
gp 1. 2 

3. 7 

10 10 10 

O. 052 16.7 104. 6 

16 10， 637 44 

2.7 109. 7 7. 3 

8.39 7. 4 7. 62 

3. 22 1. 57 2. 37 

。 4. 1 。
。 2，611 。

O. 052 20. 8 O. 1046 

16 13. 248 44 

8. 7 214. 4 17. 43 

2. 7 136. 6 7. 3 

水田刑用池……稲垣村

コンクリート池……黒石養魚場

2 網生賞養成試験

他の淡水魚の多くで成功している網生賓養成を、ドジョウについて検討したものであるが、網生策

使用の刑点とされている高密度収容、短期養成などについては目標に達するような結果は得られなか

った(第 2表)。

百試験の成果および今後の課題

1.試験の成果

昭和41年度からの試験によって、ドジョウ養殖の総合検討をおこなうことができた。

その結果、ドジョウ養殖は現状においては必ずしも他魚種の養殖に較べて有利とはいえない要素が

多いが、養殖方法の合理化などによっては今後に期待が持てる。

2目今後の課題

安定した養殖技術の確立が急務であるとともに、経済活動の可能な規模での養殖業の普及が必要で

あるO

(詳細は一一ドジョウ養殖K関寸る総合試験・青森県水産試験場・ 19 7 2. 3 ) 
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第 2 表網生費養成試験

生 貨 面 積

給餌日 数 ( 日間)

給 餌 基 準 (%) 

給 餌 量 (&う

放養基準 ({f/m') 

尾 数
開始 a 

(国
終了 a' 

重 量
開始 b 

C{f) 
終了 b' 

平均全長
開始 c 

(cm) 
終了 c 

平均体重
開始 d 

C{f) 
終了 d' 

不 明 尾 数 e 毎)

尾数倍)f
総 生 産

重量 C{f)g 

増 肉 係 数 h 

増 量 率 1 

e 
f : a'+一X1 0 0 

a 

1.96m' C 1.4X 1.4m) 

6miZ  

g : f X d' 

95 

0.1/日

粉 4， 185 
糠 2，066 

300 

105 

95 

600 

660 

10. 2 

11. 14 

5.7 

6.94 

10 

105 

725.2 

104. 2 

1. 21 

給餌料

h :一一一一一
b'-b 
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1. 96 m' ( 1. 4 X 1. 4 m ) 

95 

0.1/白

11， 95リ9 { 米魚
粉 7， 978 
糠 3，981 

500 

323 

166 

1， 000 

1， 170 

9.9 

11. 16 

4.3 

7. 05 

157 

215 

1， 515. 8 

70.3 

1. 52 

9 

b 
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1 相坂養魚場

スギノコ河川放流試験

I調査目的

相坂養魚場で池中養殖しているスギノコは、下北郡大畑川上流から親魚、稚魚を採捕し、当養魚場に

搬入の上飼育し、更に採卵、ふ化、飼育を行ってきたものであるが、その稚魚を天然、河)11vc放流した場

合、どのような移動、成長を示寸かを調査寸ることによって、本魚種K対寸る資源維持対策の方法を求

めるための予備的試験か実施したのでその中間報告を行うものである。

E 誼 τ査内容

1. 調査期間

(1 )放流年月日昭和 46年 7月 1日

(2) 調査年月日昭和 46年 10月 5日

2. 調査場所(放流場所)

青森県下北郡大畑川上流 4地点 (第 1図)

A地点本流の図沢との合流点(薬研橋から 9.8 km上流)

B地点本流の仁部沢との合流点、から約 10 0机上流(薬研橋から 11. 1岡上流)

C地点上衣沢と合ノ股との合流点(本流との合流点から1.4 km上流)

D地点 本流と上まえ沢との合流点より約 10 0 m上流の本流筋κある砂前ダムの上流(薬研橋から

1 2. 0 km上流)

3. 調 査 員 相坂養魚場技師金沢宏重 業務員松田 毅

業務員瀬川徳ー次郎青森県水産業改良普及員大畑町駐在小西善一

4. 調査項目

(1)移動状況

(2) 成長状況(体長等測定による)

5 調査方法

捕獲した魚は再放流寸るので、魚を傷めないために投絹を使用した。

採捕は、放流地点とその上流約 10 0 m及び下流約 10 0 mの地点で、それぞれ 6回ずつ(2名で

各地点 3回ずつ)投網をうも、捕獲された魚については、全長、体長の測定を行った。

(1)放流魚(供試魚)

相坂養魚場で池中養殖中のスギノコから 45年 10月に採卵、ふ化、飼育した体長 3.6ι7. 5 cm 

(平均 5.8 8 cm )、体重 O.7 - 5. 9 ff (平均 2.8 5 ff )のもの 2，S 0 0尾を用L、、脂鰭を切除の上

放流した。

放流魚の大きさ別の割合は、大 20%、中 70係、小 10 %であるC

E 調査結果

調査は 3ヶ月後の昭和 46年 10月 5日に実施した。(第 1表、第 2図)

A地点放流魚 15尾(放流地点9尾、約 10 0 m下流 4尾、約 100机上流 2尾)を捕獲したが、

その体長範囲は S.2 - 1 2.7 cm、平均 1O. 3 cmであった。

天然魚は採捕されなかった。

B地点放流魚 19尾(放流地点。尾、約 10 0 m下流 10尾、約 10 0 m上流 9尾)、天然魚 7

尾(放流地点。尾、約 10 0 m下流 4尾、約 10 0 m上流 3尾)を捕獲したが、体長範囲
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は、放流魚で 8.2 - 1 1. 9 cm、平均 9.7cm、天然魚では 8.9 - 1 1. 4側、 平均 1O. 3 cm 

であった。

C地点 放流魚 13尾(放流地点 5尾、約 100机下流 6尾、約 10 0 m上流 2尾)を捕獲したが、

天然魚はみられなかった。

体長範囲は 7.2-11.0cm、平均 8.7 cmであったO

D地点 ダムの上の放流地点は増水のため調査て、きなかったが、その約 10 0 m下流(ダムの下)

で放流魚 6尾(体長範囲 8.3 - 1 1. 0側、平均 9.8 cm )天然、魚 1尾(体長 8.7 cm )を捕獲

し、一方放流地点の約 10 0 m上流では放流魚 8尾(体長範囲 7.7 - 1 O. 9 cm、平均 9.0 

cm)を捕獲したが天然、魚はみられなかった。

町調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

成長度についてみると、放流時κ比べA地点、で約 5cm、B地点で約 4側、 C地点、で約 3cm、D地点
のダムの下で約 4側、ダムの上で約 3仰の成長を示しており下流程成長がよい傾向がみられた(第 3

図)

次に移動状況についてみると、放流地点の約 100机上流及び約 10 0 m下流でD放流魚が捕獲さ

れたことからみて、放流地点Kも残っているものもあるが、大部分は移動しているものと思われた。

2 今後の課題

今回の予備試験の中間調査では池中養殖したスギノコを河川Ivc放流した場合、天然魚に伍して何等

劣ることなく順調な成長を示すものが、又どの土うな移動の仕方をするか等について若干判明した部

分もあるが、越冬した後の成長、移動状況及び成長と天然餌料量との関係等、解明しなければならな

い点が多々あるので今後はこれらの点に重点をおいて調査を実施寸る考えである〔
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第 1図大畑川上流河川図
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• 放流地点
くコ 調査区域
ロ 砂防堰堤

/""、相/"、、 より上流保護区域

時吋 より上流禁漁区

-0ー } 11口よりの距離
ム 標 高
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第 1 表 魚体測定表(4 6. 1 O. 5調査)

調 査 士也 点 水
温
捕獲尾数
体 長

天 侯 平均最大最小
イ荷 三号

'0 尾 cml C前 C担

放流地点
10. 4 放流日 9. 9 I 12. 4 I 8. 2 

.10 天然
。

約 100m下流
放流 4 11. 5 12. 7 10.2 

A 
天然 。

約 100机上流
放流 2 9. 8 11. 2 8 5 

天然 。

言十 (平均)
放流 15 (10. 5) 

天然 。

放流地点
11. 0 放流 大石があるため投網うてず

⑨ 10 天然

約 100机下流
放流 10 9. 6 10. 7 8. 4 仁部川との合流点

B 
天然 4 10. 1 10. 7 8.日

約 100m上流
放流 日 9. 9 11. 9 8. 2 

天然 3 10. 5 11. 4 9. 6 

(平均)
放流 1日 (9. 8) 

11. 1 天然 7 (10. 3) 

11. 1 
放流地点

放流 5 9. 3 11. 0 8. 3 合ノ股との合流点

.10 天然 。

約 100m下流
放流 2 9. 0 9. 5 8. 5 

天然 。
C 

約 100机上流
放流 6 8.0 9. 6 7. 2 

天然、 。

計 (平均)
放流 13 (8 8) 

天然 。

放流地点
.810 放流 増水のため調査不能

天然

約 100m下流
放流 6 9. 8 11. 0 9. 1 上衣川との合流点

D 
1 8. 7 

約 100m上流
放流 8 9. 1 10. 9 7. 7 

天然 。

百「 (平均)
放流 14 (9. 4) 

天然 1 I (8 7) I 

(註) 水温観測は 11: 00-15: OOVC笑施した。
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ニグマス種首生産

使用親魚数 発眼卵配付数 1年魚

採卵数 稚魚配付数
♀ 8 県 内 県 外 言十 配付数

尾 尾 粒 粒 粒 粒 尾 尾
4，000 2， 500 5， 000， 000 2，900， 000 300， 000 3， 200，000 307， 100 5，480 

L“・

コイ、キンギヨ種首生産

-マ コ イ イ ロ コ イ キ ;/ ギ ヨ

種卵配付数 稚魚配付数 種卵配付数 稚魚配付数 種卵配付数 稚魚配付数

粒 尾 粒 尾 尾
2， 660， 000 480， 000 106. 500 36， 760 。 3， 950 

一一一一一一

在来マス飼育試験

ス ギノ コ ベタ てF メ サクラマス
交 雑 種
サクラ×スギノコ

粒 粒 粒 粒
採 J3s 数 3， 414 60， 337 30， 297 8， 408 

粒 粒 粒 粒
発 限 os 数 1， 797 38， 684 16， 950 3， 436 

4 7. 5月末飼育尾数
尾 尾 尾 尾
184 1， 062 日06 623 

オームリ飼育試験

4 4年 3月移入卵 4 5年 3月移入卵 46年12月移入卵

尾
3尾1 

尾
4 7. 3月末飼育尾数 357 656 

cm cm C抗

4 7.3月末平均体長 29目 5 25. 5 4. 0 
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2 黒石養魚場

浅黄コイ飼育試験

I目的

昭和 45年 5月 27日淡水区水産研究所上田支所より譲渡されたもので、現在当場において親魚候補

用として飼育しており、成長も当場のものより土く、今後は県内の湖沼等に放養品種の改良を実施しよ

うと寸るものであるO

E試験内容

1 試験期間

昭和 46年 4月 27日から昭和 47年 5月 16日まで、 1年 20日間

2. 試験場所

黒石養魚場

3 当 者

場 長清藤 武

技 師山 口 簸治

技師補鈴木史紀

4. 試験項 日

浅黄コイ飼育試験

5 試験方法

①供試魚浅黄コイ 75尾

⑨魚体測定年 2 回

@測定項目 全長、体長、体高、体重

E 試験結果

結果は第 1表のとおりであるが、測定回数が少ないので、当場池に放養した当時の平均測定もふくめ

成長課程を示した。

第 1 表 成長記録(1尾平均)

測定年月日~ 全 長 体 長

4 5. 5 2 7 10仰 8.5 cm 

4 6. 4 2 7 25. 82仰 22. 0 cm 

4 6 1 O. 1 1 33. 8 cm 28. 6 c担

4 7. 5 6 35. 06 cm 29. 72 cm 

百試験の成果および今後の課題

1.試験の成果

体 拝ロ司 体 重

311 cm 20. 4 ff 
8. 41 cm 332. 5 ff 
10. 7σ百 744. 0 ff 
11. 6 cm 829. 5 ff 

体長、体重を男Ij紙図表に示したとおり、今まで当場において飼育していたものと比較して見ると倍

位の差があり、とくに体高が目だってよい点、が揚げられ放養から繁死もなく 48年度においては全尾

数が浅黄親魚として使用出来るものと思われる。

2. 今後の課題

放養密度が低い点、で成長率がよいのではなL、かと思われるo 4 8年度においては、産卵用親魚とし
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て使用しふ化からマゴイと比較試験を行い資料を蓄積する必要がある。

-マ コ イ 種 回 生 産

種卵生産高数 種卵配付数 稚魚生産高数 稚魚配付数|残 数

4.280. 000粒 2. 720. 000粒 401. 500尾 400. 600尾| 900尾

イ ロ コ. イ 種 苗 生 奮ー

種卵生産高数 種 ~ß 配付数 稚魚生産高数 稚魚配付数|残 数

2.000. 000粒 1. 603. 000粒 36. 150尾 見 890尾! 270尾

キ ン ギ ヨ 種 苗 生 産

種卵生産高数 種卵配付数 稚魚生産高数 稚魚配付数|残 数

45.500粒 375， 000粒 16，臼00尾 15. 800尾| 1， 100尾

一 ジ .マ ス 穏 苗 生 産

種卵生産高数 種卵配付数 稚魚生産高数 稚魚配付数|残 数

40， 000粒 t.r. し 21， 200尾 21， 200尾
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1 八戸漁業用海岸局

I事業目的

漁船の指導と海難防止を確立するため試験船、取締船、一般漁船との聞に効率的な無線通信を行なう

こと Kょに操業秩序の維持、漁場管理を適正にし、併せて漁業経営の合理化と人命財産の保全に資す

る。

E 事業内容

1・実施期間昭和46年4月-47年3月

2. 交信海域

本州海域、日本海全域、北海道海域、カムチヤツカ、ハワイ、クエーキ、アラスカ、アリユーシャ

ン、ベーリング、カナダ、オーストリヤ、オホーツク海千嶋近海、赤道以北の太平洋海域。

3 担当者

主任通信士

技師

技師

技師

4. 取扱通信種別

佐々木光男

尾崎義陸

自時利悦

日下部恒雄

(1) 漁業指導監督通信

A サク、マス漁場位置漁獲報告通信(水産庁関係)

B サンマ調整通信句く産庁関係)

C イカ、サパ調整通信旬t産庁関係)

D オットセイ監視通信(水産庁関係)

E キワダ規制通信(水産庁関係)

F 日韓共同水域位置報告通信(水産庁関係)

G フグ網位置報告通信(水産庁関係)

H 漁海況水温報告通信 (71<産庁、県)

I 北部海域(146度以来)位置報告通信(海保関係)

J 南方海域出漁船位霞報告通信(海保関係)

K R点海域出漁船位置報告通信(海保関係J
L 170度以東位置報告通信(海保関係)

M 北海道カニ規制報告通信(北海道庁)

N 気象観測報告通信(気象庁)

0 航行警告、周知通信

(2)気象通信

(3) 保安通信

(4) 遭難、緊急、安全通信

(5) 漁況放送

(6) 非常無線通信(A 1 4630 K H Z) 

(7) 漁業通信

(8) 内航通信

(9) 公象無線通信

5. 通信方法

(1) 無線電信、電話Kよる送信、受信
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(2) 気象、漁海況のテレシクム送信、受信

(3) 遭難波 27.524 K H Z専用受信

(4) 2 4時間違続勤務

E 事業結果

第 1表管内船舶局数

λ子三f電 イ言 電

昭和 46. 3. 31 現在 4 9隻

昭和 47. 3. 31 現在 5 6隻

前 年 度 上ヒ 114労

第 2表 管内船舶局無線従事者選任状況

年コ子jT 3 級 電

昭和 46. 3. 31 現在 5 7人

昭和 47. 3. 31 現在 6 3人

前 年度 上じ 1 1 0 % 

第 3表 管内舶舶局無線従事者選解任件数

よ~ 選 任 解

昭和 46. 3. 31 現在 4 8 1件

昭和 47. 3. 31 現在 5 1 2件

前 年 度 比 106労

話 準 力日 入 ム日 言十

5 5 4隻 A 1 1 3 

A 3 1 0 6 2 6隻

551隻 A 1 2 1 

A 3 5 9 6 8 7隻

A 1 1 6 1係

99%  1 0 9 % 
A3590%  

話 級 特 技 計

3 7 3人 甲 8 9人
レーダー

557人
3 8人

352人 甲 3 8人
レダ

4 8 1人
2 8人

9 4係 4 2 % 
可b

86%  
7 3 

任 備 備

463件

5 8 8件

126係
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4. 取扱通信実績

よ命ff通 数 時 間 一 日平均
(件 数) 分 通 数(件)

漁業通信

送 7， 150 19. 5 

戸ム乙乙、 信 10R. 341 296. 8 

計 115， 487 93. 821 316. 3 

気象通信 2. 300 11. 563 6. 3 

漁況放送 365 5. 135 1 0 

指導監督

調整局知
31， 405 27. 851 86.0 

事故通信 64 3， 137 O. 17 

計 34， 134 47. 826 93. 4 

内航通信

送 475 

戸J九Z 3，955 

言十 4， 430 6， 809 12. 1 

公象通信

発 4， 635 

着 2.185 

言十 7， 820 13. 344 21. 4 

総、 言十 161，871 161 800 443. 2 

前年度計 150， 349 157. 699 142 

前年度比 107 % 102 % 107係

5 講習訓練等実施状況

( 1) 非常無線通信訓練実施

使用周波数 A 1 

実施期日

4630 KHZ  

A S 4 6. D 1 3 0900-1600 

B S 4 6. 5 1 4 0900-1600 

C S 4 6. 7. 1300-2100 

D S 4 6 1 2 1300-2100 

E S 4 6. 7. 2 9 0900-1600 

F S 4 6 7. 3 0 0900-1600 

(2) 電話級無線通信士養成講習

期 日 S 4 7. 1. 6 ~ S 4 7. 3 3 まで

会場八戸市鮫flir魚市場厚生会舘
希望者 8 9名

受講者 6 5名

受検者 5 8名

合格者 5 4名
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一 日平均
時 間(分)

備 考

、与

257 

31. 9 

14.0 

76. 3 

8. 59 

130. 7 

18. 6 

36. 5 

442. 8 

432 

102係



(3) 実務講習会

期 日 S 4 7. 3. 1 8 

場所 漁連研修所

内容 新免許受有者 54名対象講習

(4) 気象講習会

期 日 S 4 7. 2. 2 5 

場所 第 2魚市場ホーJレ

対象者 船頭、通信土 約 8 0名

6. 参観状況

期 日 参 観 者 人数 目 的

S 46. 6. 3 相馬局長、組合長他 1 0 施設運用視察

6.25 郵政省周波数課係長 3 周波数使用状況視察

7. 2 東北電波監理局長他 2 業務視察

7. 12 県水産課長他 6 施設業務調査

7. 5 JRC技師長工場長他 6 施設調査

8.28-31 電通大宮坂助教他 1 0 実験調査

9. 28 福島県水産課長補佐盤城市水産課長他 6 施設違用調査

11. 29 東北電通局委託業務係長他 3 公象電報運用調査

S 47. 2. 4 水高通信科生徒 3 8 施設運用見学

3. 1 電話級受講生 5 8 遥用実習

3. 4 郵政省総務課長東北電監総務部長他 4 業務視察

百事業の成果及び今後の謀題

1. 今後の課題

(1) 県職員不足(総員 15名中県職員が、 4名のため公務員法の適用による海岸局運営が不可能)

(2) 海岸局周波数が附近民家のテレビ受像K防害を与えて電波公害となっているので早急に移転を要す。
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2 鯵ケ沢漁業用海管局

I 事業目的

漁船の指導と海難防止を確立するため試験船、取締船 一般漁船との聞に効率的な無線通信を行なう

ことにより、操業秩序の維持、漁場管理を適正忙し、漁業経営合理化と人命財産の保全に資する。

E 事業内容

1 実施期間昭和 46年 4月-4 7年 3月

2 交信海域

青森県沖合、日本海全域、北海道近海南部千島海域、樺太西部海おL 沿海州海域、朝鮮東部海域、

北部太平洋海域

3 担当者

主任通信士 長谷繁蔵

技 日市 竹森武

技 日市 工藤 衛

技 附 大友 てトム了ー・

4 取扱通信種別

(1) 漁業指導監督通信

A 白本海サケ、マス漁場位置報告通信

B 試験船、監視船との指揮監督通信

C 漁海況収集速報通信

D 調宜、試験、観測に関する通信

(2) 遭難、緊急、安全通信

(3) 保安、要急通信

(4) 航路警報通信

(5) 漁業気象通信

(6) 漁業通信

5 通信方法

(1 ) 無線電話(S S B方式)托よる送信受信

(2) 気象、漁海況のファックス受信

(3) 遭難波Al 209 1 KH Z専用受信

(4) 6時 30分開局、 21時 30分間局

直 事業結果

第 1 表業種男I~ 施設月u隻数

云言毛主 電信電話 電 話
併設

{ 呂 庁 船 3隻 5隻

沖合底曳 。 1 1 

イ カ専業 。 38 

イカ、マス兼業 。 5 1 

* 3隻 105隻

メ仁込1 言十

日隻

1 1 

38 

5 1 

1 08隻
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前年度計 前年度比

8隻 100労

1 1 1 00 

20 190 

49 1 04 

88隻 122 '?iる



第 2表管内船舶局無線従事者選任状況

よトごと電信級電話級
昭和 46. 3. 3 1現在 4人 20人 6 4人

昭和 47. 3. 3 1現在 4人| 40人 62人 106人

前年度比 100 % 200 % 96.8 % 120 % 

第 3表管内地広男li加入隻数

kぞ1深 市 下 青 八 i仁LI 

iiii 7甫 前 ?白 願 舘 /r掠、 戸 言十

昭和 46. 3. 3 1現在| 4隻 23隻 3隻 17室長 29隻 1隻 。隻 2隻 1隻 80隻

昭和 47. 3. 3 1現在 4 23 4 25 37 1 1 
3 2 100 

前 年 上七 100労i100係! 133% 147% i 127係 1 100% qる 150係 200労 125% 

第 4表管内船舶局無線従事者選解任件数

孟?dp月11
年月日 、¥

選
任ι1:f

昭和 46. 3. 3 1現在

昭和 47. 3町 31現在 3 1件 16件

前年度比 114 % 266% 

第 5表取扱通信実績

~ 指導通信 気 象 漁 業 事故
オート i
プラム i保安 相手局数 通信時間

{牛 時 分
1，9 9件1 件4 (牛 (牛 局

45T41| 4 1，962 23. 00 l 15 3，1 54 

5 2，480 23 35 2，6 10 8 1 27 4，175 464 30 

6 1，476 22 53 1，393 3 。 21 2，114 486 35 

7 531 22 08 1，0 10 1 。 8 1，1 94 455 15 

8 5 35 22 55 1，3 84 3 1 1 5 2，316 449 40 

9 475 23 00 1，334 4 。 1 5 2，381 437.30 

1 0 494 23 15 1，3 6 1 2 2 16 1，846 434 15 

1 1 43 5 21 50 997 1 1 10 1，557 435 '04 

1 2 339 22 55 650 1 2 22 496 448 35 

1 349 23 1 5 673 。 2 16 444 457.15 

2 201 22 45 652 。 2 1 6 266 427 45 

3 229 23 1 5 829 1 。 1 5 577 457 15 

iC7L 1 言十
件 時 分 件 イ牛 イ午 イ牛 局 時 分

9，506 274 46 14，8 8 7 28 1 2 1 96 20，52 0 5，405 . 24 

前年度計 9，058 278 40 I 1 6，8 4 5 件 件
1 6件4l| 

時 分

19 1 0 2 1，09 9 5，38 0 0 6 

前年度比 l % % % % % 
11¢91 1 

% % 

104 98.6 88.38 147 1 20 97. 26 1 00.47 
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6 講 習草案務指導、枝術指者

A 特技無線椅土(無線電話甲)養成講習会

期間昭和47年 2月 20日から

昭和47年 2月 29日まで

受講者 5 9名

合格者 5 8名

会場鯵ケ沢町中央公民館

B 気象講習会 1回 4 6名

C ロラン受信講習会 1回 4 6名

D 通信反省、会 3回延 128名

E 業務指導 5回延 13 8名

F 技術指導 8 3田

7 広報の発行 規格 B5版 4頁

2回延部数 40 0部

W 事業の成果及び今後の課題

1 事業の成果

(1) 無線従事者養成講習の開催によって通信士の適正な選任が行なわれ、円滑なる通信を確保する事

ができた。

(2) 事故件数が大巾に増加したが、気象の定時放送及び気象講習の成果Kよって大きな海難が防止さ

れた。

(3) 通信反省、会と適切な業務指導は、 1漁業無線の運用能率を高め、電波法違反行為の防止となった。

特に業務指導においては、鯵ケ沢漁業協同組合の超短波 lW海埠局の新設に当って大きく貢献した。

(4) 広報の発刊は海岸局、通信士、免許人三者間との相互理解と親睦を深め、効率的な電波行政を進

める事ができた。

2 今後の課題

(1 ) 常に新しい知識と技術の向上を図るため、唯一の研修の場である全国無線協会技術研修及び東北

無線協会々議に出席することが望ましL、。

(2) ¥、か者号、海況放送については、専業船の増加に伴い、単協及び漁船の協力を得て定時放送を実施す

ることが望ましし、。

特K協力船に対しては表彰等の処置を講ずる必要がある。

(3) 所属船の大巾な増加により陸船間タイム及び回数を増加さiせる必要がある。

(4) 年々自動車雑音及び住宅密集化に伴う電波障害により、遠距離通信に支障をきたしているので、

これが対策を立てる必要性に追られている。

(5) 北太平洋及び山陰沖合との通信を円滑に行なうため、早急に短波帯8MHZの増設が必要である。

(6) 将来も無線通信土の不足が見込れるが、特に特技甲及びレー夕、一級通信士の養成が急務である。

(7) 27M  H Z S 0 S自動受信機を設備して、 1 0トン末満漁船の安全操業体制を強化する必要があ

る。
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I 淡水々族調査

I 調査目的

E 

サクラマスを人工ふ化放流し、母川滞在中の生長などを調査するとともに、過年度放流の回帰状況を

把握する。

また、放流河川の性状、食性、魚体調査なども併せておこない、サクラマスの生理.生態K応じた河川

の有効な利用方法を明らかにすること Kより、内水面漁業の振興をはかる。

調査内容

1 調査期間:昭和46年 4月-4 7年 3月

2 調査場所:東通村白糠老部川

3 調査担当者

4 調査項目

(1) 放流効果の検定

技師青山頑夫

(2) サクラマスの生態および環境に関する調査

5 調査方法

(1)放流効果の検定

人工飼育したサクラマス稚魚(ヤマメ)の放流効果を標識放流、釣獲試験vcよ苧て追究する一方、
調査継続に必要な稚魚を得るための人工採卵をおこなった。

(2) サクラマスの生態および環境に関する調査

サクラマスの稚魚と成魚Kついての観察ならびK河川環境についての測定をおとなヲた。

亜調査結果

1 放流効果の検定

相坂養魚場においτ生産したサクラマス稚魚(スギノコ平 XヤFメぢ)を昭和 46年 7月 1日にソ
コベ沢vc1. 0 0 0尾、ガベ山沢κ1.0 0 {)尾放流した(第 1表)。
放流魚は 0才魚で体長 5.1-6.5 cm (平均 5.94 cm)、体重 2.0-4. 2 g (平均 3.0 5 g )で、と

れらを放流したソコベ沢(放流地点付近)vcは他の魚類は棲息しないし、ガベ山沢にも同一年令魚は
棲息しない。

第 1表標識放流内訳

ソ ::r ，、、. 沢 ガ ，、. 山 沢
放 流 場 所 .... ・・....ーー・ 曹 ・・ι .......ー 一_.._'.-...-曹司 ..晶 ...ー ..ー......・，........崎同...・....・ー".".........."..

滝 の 上流 1 5 。m 滝 の 上 流 5 。。 m 
放 流 年 月 日 4 6.7. 1 4 6.7. 1 

水 温 1 3. 5 'c 1 6. 7 'c 

放 流 尾 数 1. 0 0 0尾 1. 0 0 0尾

範 四 5. 1 - 6.5 5.1 - 6. 5 

体 長

平 均 5. 9 4 5. 9 4 

備 考
放流場所の周辺(滝から上流 }κは 放流場所の周辺(滝から上流)には他魚

魚類は棲息しない。 種および同種の同一年令魚は棲息しない
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前年(昭和 45年)に標識放流したガベ山沢とスモモ沢において釣獲試験を笑施して第 2表の結果

を得たが、これによると下流への移動傾向が強L、ことと、ガベ山沢(他魚種の後患しない河川1)の生

長がスモモ沢氏較べて良好であることが明らかとなった。

第 2表釣獲試験(前年放南魚)

代l国|獲¥交¥¥¥h侍、、i¥J場区、戸両 二z， モ モ 沢 ガベ山沢
ぷにbコh 計

I 区 H 区 山区 区外(下流)

標 天 標 天可

~ K-I標 天 襟 天 標 天

9i寺2時0介6扮2 
。 4 5 2 4 7 

4 6. 7 1 
- 1 2 9 : 4 O_ll 2 : 0 0 9:20-12:00 ー

1 1 1 i 1 0 5 4 2 I 
4 6. 7. 1 

13:45-16 :30 13:45-16;00 13:4仔-16:00 14:30-16:40 

)ー標ヘゾ天ート/ 4 3 0 I 
4 6. t 2 2 7 

9:00-12:30 9:0令-12:00 ー

1 0 。 1 0 。
4 6 7 2 

ー ー 一 ー ー ー 9:4ト 12:30

1 7 2 1 1 4 4 1 2 
4 6 7 2 1:4: 30-17 :.00 14:30-17:00 14:3ト 17:00 ー ー

。カベ山沢Kは天然、魚は棲患しない
4背 考

。測定値(標識魚)スモモ沢 BL : 1 2.2 cmガベ山沢 BL: 1 9.3 cm 
標:標識魚 天:天然魚

また供試用稚魚を得るためと、サクラマス資源の増大をはかるために、昭和 46年 10月K3 8尾

の雌親魚から 13 9. 5 6 7粒を人工採卵したが、このうちから人工飼育した稚魚1.0 0 0尾を試験用

として昭和 47年 4月に淡水区水産研究所へ空輸した。

2 サクラマスの生態および環境に関する調査

天然産卵床への産着卵数と河川内におけるヤマメの生長を第 3表に示すが、両者の間κは特に深い
関係は認められず、また降海しサクラマスとなって回帰する親魚、の魚体の大きさにも法とんど波及し

ないものと思われる。

第 3表産着卵数とヤマメの生長(7月)

推定 7 月のヤマメ( 0年魚)
年 産着卵数

産着卵数 体長範囲平均体‘長
標本数 備 考

昭 38 112岡 (万長) 8.6-10.4.Ti 9.0 
(C1Ij 3 I同 (捕獲月日)

3 9 57 13 6.9-10.4 8. 6 24 

4 0 147 35 7. 4 - 10.7 8. 9 6 

4 1 190 45 6.2- 8. 8 I. 6 17 

4 2 149 35 4.7- 8.6 6. 74 23 7月 27日

4 3 192 50 5.8- 9.0 7目 4 21 7月 30臼

4 4 99 33 6.7- 9.6 7. 71 10 7月 11日

4 5 8H 31 5.0-10..:] 7. ZIi 64 7月 24白

4 6 104 38 5. 2 - 8. 2 6. R 29 7月 2 日

昭和 44年に標識放流(脂ピレ切除)した 2.03 3尾のヤマメ 1年魚のうち、本年サクラマス親魚

となって回帰を確認したものが 3尾あうた。

また、河川の環境の概況については第 4表に示すとおηでゐった。
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第 4表中ノ股沢(老部川支流)の環境

年月日 時 間 気温 水温 I 流水量

(C) (Cj (m3"，も心

46.6. 1 10時00分 ー 13目 5 0.29 

7. 2 11 : 5 0 20.4 0，264 

9. 8 14 : 3 0 15.8 14.4 0.33 

12.17 12 : 5 0 8. 4 5.0 0， 496 

4.7 2.9 14 : 3 0 1.9 2. 6 0.31 

W 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

※ 
BOD 
(ppm) 

0， 93 

0.95 

1.86 

1. 28 

-.:. ン ト J主

蜂勝目 毛麹目 l精麹B 双麹目 端脚白 その他

202 19 3 42 8 7 

76 B 1 56 3 7 

73 6 1 12 6 

ー ー ー ー ー

ー ー ー

サーパーネット :25X25cm

※ BODの採水時間水温は表とは異なる

過去 6年間の調査を総合すると、ヤマメの河J11放流は体長 5-6cm(2-39)に達したものであ

れば効果が期待でき、人工餌料によって飼育したヤマメの放流によってサクラマス資源、の増強に資す

ることができることが立証された。

2 今後の課題

河川に対するヤマメの適正放流基準を把握することと、放流対象河川のみならず周辺河川を含めた

保護育成対策をとることが望まれる。
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E内水面総合振興モデル地域調査

I調査目的

内水面漁業をとりまく諸情勢の変化陀対応して、水域の現状分析と問題点の把握をおこない、今後の

振興方向と対策のあり方を検討するものである。

E調査内容

1. 調査期間

4 6年 7月-9月

2. 調査場所

県内全域の湖沼河川溜池

3. 調査担当者

次長頼 茂

技師 青山禎夫

4. 調査項目

(1 ) 現状分析と問題点の把握

(2) 内水面漁業をめぐる諸条件の展望および内水面漁業振興の方向と振興対策のあり方

5. 調査方法

(1 ) 現状分析と問題点の把握

県内における代表的な 3湖沼、 8河川、 1溜池の現状を現地調査と既存資料によって集約し、漁

業生産、従来実施してきた振興対策および流通などの問題点について把握した。

(2) 内水面漁業をめぐる諸条件の展望および内水面漁業振興の方向と振興対策のあり方

現状分析と問題点の把握に立脚して、今後の内水面漁業の振興対策について検討した。

E 調査結果

1. 現状分析と問題点の把握

抽出した 3湖沼 1溜池を含め県内には 20あまりの湖沼と 350を越える大小の溜池をみることが

できる。

また、河)11は大小あわせて 70あまりあり、魚種も冷水性から温水性魚族Kいたるまで 18科 39 

属 58種を数えることができる。

漁業生産は約 4.0 0 0トンを維持しておりその主要種はシジミ、ワカサギ、ドジョゥ、シラウオな

どである[第 1表)。

従来実施してきた事業には、地域振興対策事業、サケ、マス増養殖等振興事業などが主なものであ

る。

流通状況は比較的生産量が多いシジミ、ワカサギ、シラウオ、ドジョウなどは県外市場に出荷され

ているが、その他は大部分が県内消費となっている。

2. 内水面漁業をめぐる諸条件の展望および内水面漁業振興の方向と振興対策のあり方

今後の内水面漁業の振興対策を湖沼溜池漁業、養殖業、河川漁業ごとに網羅したが、これらに共通

する事項をあげると次のようになる。

o 種苗供給施設の設置

0 流通販売センターの設置

0 内水面漁連および漁協の強化

。河川潔境保全対策の確立
0 レクリエーシヨン施設の設置
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0 資金の融資助成措置

0 内水面総合水産研究所の設立

N 調査の成果および今後の課題

1. 調査成果

県内における内水面漁業の現状分析と問題点の把握、さらに今後の振興対策のあり方について検討

することができた。

2. 今後の課題

調査結果で得られた振興対策の具体的実現が課題であるが、とりわけ内水面漁業をめぐる諸情勢の

変化に即応した現実的対策が必要である。

(詳細工ー内水面総合振興モデル地域調査報告書・青森県・昭和 46年度)
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Eサケ・マス保護水面管理事業

にとも左うサクラマス調査

I調査目的

国の指定による保護水面内におけるサクラマス資源を保護培養するとともに、当該河川および地先海

面域における MSY(持続的最大生産量)を把握して、サクラマス漁業の発展に資する。

E調査内容

1 調査期間

昭和46年 4月-47年 3月

2 調査場所

東通村白糖岩部川

3 調査担当者

技師青山禎夫

4 調査項目

(1) 再生産に関する調査

(2) 棲息ヤマメの性状調査

(3) 河川環境調査

5 調査方法

(1) 再生産に関する調査

河}II内においては産卵に棚上するサクラマス親魚を産卵床(踏査)によって確認し、地先海面に

ついては隣接する漁業協同組合の記録によって調査を進め、年令査定をおとなって年別資源を算出

した上で年次別の再生産率を求めた。

併せて人工採卵ふ化放流を実施した。

(2) 棲息ヤマメの性状調査

各年とも 7月のサンプル(0オ魚〉によって生長状況を比較しており、摂餌については消化管の

充満度によって季節別の比較をした。

(3) 河川環境調査

水温、気温については定置観測により、流水量、底棲生物(サーバーネット)、水質などについ

ては季節ごとの観測と測定をおとなった。

E調査結果

1 再生産I'C関する調査

第 1表I'C示すとおり、老部J11 (iL棚上する親魚、地先海面~，とおける漁獲量とも安定増加の傾向にある。

昭和46年度の資源量25， 7 5 3尾を年令杏定によって年級別にわけて、昭和 41年の再生産率を求

めると 152となる。
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第 1表 老部J[1 (地先)におけるサクラマス再生産率

A B 

沿 岸
年 棚上量
漁獲量
(尾) (尾)

昭 38 12， 270 112 

39 9， 326 57 

40 23， 488 147 

41 11， 302 190 

42 18， 360 161 

43 16， 109 209 

44 28， 719 136 

45 29， 571 131 

46 25， 591 1日2 i 

C:A+B 

D: Cを年度別に灰分

D 
C 
年別

年級別資源量(尾)

資源、量
尾) 32 

12， 382 11， 144 

9， 383 8，633 

23， 635 22， 453 

11， 492 11，216 

18， 521 16， 669 

16， 318 14. 685 

28， 855 20， 025 

29， 702 19， 963 

25， 753 21， 375 

E:同一発生群の合計

F: E/B 

42-3 

1， 238 

750 

1，182 

276 

1，852 

1， 370 

7. 647 

8， 278 

3， 863 

E 
年級別

F 

総資源、量
再生産率

53 (尾)

13， 331 119 

19， 222 337 

23， 793 1日2

28， 818 152 

263 

1， 183 

1，461 

515 

また、河川内の産卵床数は 10 4 (第2表)で、人工採卵数は親魚 38尾(♀)から 13 9， 5 6 7 

粒であった。(第3表)

第2表サクラマス産卵床分布状況(老部J[1 ) 

I[5Z H 回 W V VI VII VIII 言十
推定産 イ蒲 ラ号
着卵数

昭38 136床者
13 37 3 。 46 。 ~ I 1時 23万粒

11 11. 6 33. 0 2. 7 01 41. 0 。

39 
7 10 12 。 3 22 。 3 

57 13 
12.2 17. 5 20.8 。5. 2 38. 6 。5. 2 
20 14 22 4 7 73 日 7 

40 
13 6 9. 5 14. 9 2. 7 4.8 49. 7 。4.8 147 35 

41 
15 22 40 2 5 101 。 5 

190 45 
7. 8 11. 0 20. 8 1. 0 2. 6 53. 1 。2. 6 

42 
12 25 26 2 5 75 。 4 

149 35 
密 漁、 12尾

8. 1 16. 8 17. 4 1. 3 3. 4 50. 3 。2. 6 人工採卵 2尾

43 
2日 42 21 2 9 82 4 6 

192 50 
密 漁 6尾

13. 5 21. 8 10. 9 1. 0 4. 7 42. 7 2. 1 3. 1 人工採卵 1尾

44 
26 14 22 。 5 32 。 。

99 33 
密 漁 20尾

26.3 14. 1 22. 2 。5. 1 32. 3 。 。 人工採卵 17尾

45 
9 6 22 8 1 42 。 。

88 31 
死 亡 5 (♀) 

10. 2 6. 8 25.0 9. 1 1. 2 47. 7 。 。 人工採卵 32 

46 
16 14 19 2 5 38 6 4 

104 37 
盗・死亡 5 (♀) 

15. 4 13. 5 18 3 1.9 4. 8 36. 5 5.8 3.8 人工採卵 38 

(第 1図参照)
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第 1図産卵床分布区分図

太

平 ~ 

。保護水面は目区

洋

第 3表サクラマス人工採卵実績表

年 人工採卵数 使用親魚数 (♀) 

昭43 19， 618粒 11尾

4 4 56，840 17 

4 5 112， 000 32 

4 6 139， 567 38 

2 棲息ヤマメの性状調査

7月におけるoオヤマメの体長は 5.2-8.2 cm平均 6.8c視で、前年よりやム小型であった(第4表)。

第4表産着卵数とヤマメの生長(7月)

年 産卵床数 推定案着卵数
7月のヤマメ(0年魚)

標本数 備 考
体長範囲平均体長

(床) (万粒) ( c祝) ( c前) (尾) (捕獲月日〉

昭38 112 23 8.6 - 10.4 9. 0 3 

39 57 13 6.9 - 10.4 8. 6 24 

40 147 35 7. 4 - 10.7 8. 9 6 

41 190 45 6.2 - 8.8 7. 6 17 

42 149 35 4.7 - 8.6 6.74 23 7 月 2 7 日

43 192 50 5.8 - 9.0 7. 4 21 7 月 3 0 日

44 99 33 6.7 - 9.6 7. 71 10 7 月 1 1 日

45 88 31 5.0 - 10.7 7. 28 64 7 月 2 4 日

46 104 38 5.2 - 8.2 6.8 29 7 月 2 日

また 9月は 10月よりも摂餌量が少ないとの結果が得られた。
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3 河川環境調査

月別平均気温を第 2国花、平均71<温

を第 5表('C示すが、今年は夏期の気温、

水温が例年に較べて低自に経過した。

第 5表年別月別平均水温

℃ 
251-

20 

15 

10 

5 

第 2図年別月男Ij平均気温

一一一一昭 44

-ーーーー昭 45

4 5 6 7 8 9 10 11月

下

19. 1 

18.3 

下

10. 0 

11. 3 

季節ごとの流水量を第 6表に、底棲生物を第7表K、水質を第8表に示したが、環境基準の Aはも

とより AAをも満たすほどの河川といえる。

第 6表 中ノ又沢の流水量

年 月 日 時 間 気 温 71< 混 流水量ば/s国
4 5 6 1 1 1 7時o0介 ℃ 1 9. 0 "c O. 1 9 

7 2 4 1 4 3 0 2 2. 4 O. 3 4 

1 1. 1 8 1 0 : 4 5 7. 1 O. 2 0 

4 6 1 2日 1 0 : 0 0 1 3. 8 7. 2 O. 3 2 

，ο 、 2 8 1 3 1 5 1 1. 0 8. 9 1. 8 8 

6 1 1 0 0 0 1 3. 5 

寸 2 1 1 5 0 2 O. 4 0.2 6 4 

9. 8 1 4 3 0 1 5. 8 1 4. 4 0.3 3 

1 2 1 7 1 2 5 0 8. 4 5. 0 0.4 9 6 

4 7. 2 9 1 4 3 0 1. 9 2. 6 O. 3 1 

測定場所:ふ化場下
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第 7表底棲生物

場所 年 月 日 野勝目 毛麹目 主責麹自 双麹目 端脚自 その他 イ席 考

45 6. 11 128 f閏 58個 16 r固 26個 3 f回 19 r回
ふ 7. 24 118 30 2 4 。 6 

イヒ 11. 18 57 29 7 7 2 14 
土蕩 46. 6 1 202 19 3 42 8 7 

下 7 2 76 8 1 56 3 7 

9. 8 73 6 1 12 自 11 

45. 6. 11 93 10 4 21 。 11 

藤 7. 24 98 41 6 1 1 6 

曲
11. 18 51 2 2 41 1 8 

46. 6， 1 100 36 9 31 。 19 

り t 2 14日 20 2 96 。 30 

9. B 73 24 18t 4 9 2 

45. 6. 11 88 15 4 8 2 1 

第 7. 24 100 21 2 4 3 16 

11. 18 46 9 9 26 。 10 
一 46. 6. 1 118 21 9 24 84 10 

橋 守. 2 77 7 3 58 6 4 

9. 8 96 7 1 4 13 8 

サーパーネット :25X25cm

第 8表水質調査表

場
年月日 時間 天候

気温
水(1:温l PH 透i視cml度 DO DO  B OD 

s s 
備考

所 (1:) (p戸1) (~l (PIIT占 (ppm) 
時分

46. 1. 2日 09.00 e 1.9 2. 6 6. 7 > 30 13.19 100. 0 COD 0.45 
老 3.28 08.55 b c 9. 1 5.5 COD 0.66 

部
6. 1 10. 50 c 15. 1 14.0 7. 1 > 30 10.60 106. 2 0.90 2. 3 
9. 9 10. 50 b c 22. 1 18. 7 7. 0 > 30 9. 25 101. 9 0.42 O. 4 

橋 12.18 09.25 r 5.0 7. 0 > 30 13. 09 105. 9 1. 88 
47. 2.10 09. 00 b c - 1. 8 O. 9 6. 9 > 30 14. 67 106. 2 1. 44 tr 

ムEコ 46. 1. 26 09. 50 c 4. 8 2. 8 6. 7 コ> 30 13. 04 100. 6 COD O. 71 

流 3.28 09.40 b e COD O. 83 
点 6. 1 10. 20 c 14. 1 14. 5 7. 2 > 30 10.50 106. 3 0.78 〆戸、、
丘ロh 9. 9 10.30 b c 21. 0 18. 1 6目8 > 30 9. 31 101. 5 O. 26 tr 

流後 12. 18 09.40 r 4.7 6. 9 三> 30 13. 00 104. 3 2. 82 

、ーノ 47. 2. 10 09. 15 b e - 2. 0 O. 9 6.8 > 30 14. 79 107. 0 1. 67 0.3 

合 46. 1. 26 3 

流 3.28 
点 6. 1 10. 25 c 14. 1 14. 3 7. 2 > 30 10. 45 105.4 0.79 2. 9 ，戸、、

合 9: 9 10. 20 b c 21. 0 18. 1 6. 9 > 30 9. 90 107. 9 O. 66 tr 
流 12. 18 09.45 r 4.5 6. 9 三> 30 13. 22 105.5 2. 82 
前
、.，/ 47. 2.10 09. 20 b c - 2.0 0.5 6. 8 コ> 30 14. 70 105. 2 1. 90 0.5 

ふ 46. 1. 26 10. 25 e 3. 4 3. 0 6. 9 三> 30 13. 10 99.6 COD 2.05 

3. 28 12.00 b e 9. 2 8. 7 COD 1. 30 
イじ 6. 1 10. 10 c 17. 6 13. 7 7. 4 > 30 10.86 108. 1 。目 93 tr 保

場
9. 9 10. 00 b e 20. 6 15. 7 7. 0 > 30 9.81 101. 9 O. 95 1.4 
12. 18 10. 00 r 5. 1 7. 1 > 30 12. 78 103.4 1. 86 

下 47. 2. 10 09.45 b c 1.7 1. 2 7. 0 > 30 14.96 109. 2 1. 28 tr 護

中 46. 1. 26 14. 40 c 3. 1 2. 6 6.7 > 30 12.93 102.0 COD 1. 12 
3. 28 11.00 b c COD 1. 11 水

ノ
6. 1 09.55 17. 3 13.7 7. 4 > 30 10.52 104. 7 1. 09 0.6 c 

又 9. 9 09.00 b c 19.4 15. 1 守.1 コ> 30 9.80 100. 8 0.47 0.2 

12. 18 10. 10 r 5. 1 7. 0 三> 30 12.49 101. 1 1. 68 面
滝 47. 2.10 10. 00 b c 1. 2 O. 8 7. 1 > 30 14. 55 I 100. 5 1. 01 O. 1 
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太
平
洋

小
合
流
点
(
合
流
後
)

↑
合
流
点
(
合
流
前
)

本流.&-

類型 PH  BOD s s DO 

AA  
6. 5以上

1 PPm以下 25PPm以下 7.5 PPm以上
8. 5以下

A 同 上 2 PPm以下 同 上 同 上

B 同 上 3 PPm以下 同 上 5 PPm以上

生活環境基準(河川|参考

調査成果および今後の課題

調査の成果

保護措置によって全川にわたって密漁や乱護を防止する結果となり、ヤマメのみならず生息魚糧す

べての資源保護K効果をもたらしている。

さらに地先海面のサクラマス漁獲量が安定増加していることにより漁業者に直接的な利益セ与えて

N 

L、る。

今後の課題

保護水面(河}11 )内のみならず流域、海域全般にわたる環境の保護が必要である。

(詳細は一保護水両管理事業報告書・青森県水産試験場・ 19 7 2・2) 
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w水質汚濁監視事業

I 調査の目的

青森港、入戸港の水質汚濁IT_現状を適確に把握し、水質の維持.浄化のための基礎的な資料の蓄積を

目的とする、

立調査内容

l 調置期間

4 6年 4月-47年 3月

2 調査場所

青森港.八戸港.図 1、2参照

3 調杏員

淡水養殖課課長長峰良典、 技師林義孝

4 調査項目

海水の塩分量. 71<温.濁度.透過度、透明度.r由介、 COD
5 分析方法

a 権分量 ST-2型塩分水温計によった弓

b f濁度 積介球式濁度言十を使用しカオリン換算を行な 4た。

c r自 分 界面活性斉1)を添加して、ミキサーにより油介をエマルジョンとし、積分球式濁度計K

より、油分を濁度として光学的に測定した。単位は A重油換算である。

d 透過度 透過度計を使用し、精製水を対照、として測定した。又参考のため、カオリン換算とし

ての濃度計算を行な 4 た。

e COD  アルカリ性酸化法(7]<浴 20介間)i'(ょった、

E 調査結果

1.青森港 表 1のとおり

2 八戸i巻 表 2のとおり

百調査の成果および今後の課題

1 青森港…・・水質汚濁K係る環境望書準の類型Uてあてはめると融雪期を除くと A類型、水産 1級K該当

寸る。

2 八戸港……水質汚濁陀係る環境基準の類型にあてはめると A類型、水産 1級に該当するが、各観測

点問の測定値Vて大きな差があり.局所的な汚濁が進行していると考えられる。

3 今後の課費

水質汚濁堅持見事業は現在までは主陀有機物による汚濁を主体に調査を行なってきたが、今後は無機

物 Kよる汚濁にも注目したい吋
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第 1表

::;〔
46年 5月

6月

7月

8月

9 !'l 

10月

47!，J三 1月

2月

3月

年度平均

青森港水質調査表

士主分濃度 %。 1街

調査
最 最 平 最

点数 高 イ氏 均 日同司

f直 (甫 イ直 (直

10 30.60 11.5 22.20 19.3 

10 33.02 26.3 31. 20 6.2 

10 29.75 12.5 26.51 35.8 

10 32.60 26.0 30.16 12.8 

10 32.88 29.83 31. 59 17. 3 

10 33.16 29.65 32.41 12.7 

10 33.48 31.90 32.75 4.6 

10 31.08 11. 5 2410 16.6 

10 31. 50 14.5 23.30 32.0 

32.00 21. 52 28.24 17.4 

度 ppffi 透視度 ω 71< 

最 五千乙 最 最 王手 最
低 均 斥回司 イ氏 均 向

f直 f直 f直 イ直 {直 イ声

1.15 8.37 三>30 15.0 25.5 11. 5 

1. 76 3.57 >30 17.8 27.6 15.8 

1. 55 2.94 三>30 10.8 25.0 24.0 

0.68 1.84 三>30 25.0 29.5 28.0 

0.45 4.26 つ>30 11.0 28.0 20.2 

0.63 2.46 コ>30 14.8 27.2 17.2 

0.56 2.40 三>30 16.9 27.9 8.8 

1.85 6.38 三>30 15.0 27. 1 4.9 

1. 26 11.79 三>30 6.4 19.1 7.1 

1.09 4.86 三>30 14.7 26.3 15.2 

.酔

温 。c 油分濃度 ppffi C 0 D ppffi 透過度%

最 エド 最 最 平 最 ~ ヨI 平 最 最 λiL 

イ氏 均 両 f氏 1匂 両 イ氏 均 r司 f氏 均
f声 。査一 f直 {直 値 値 {直 f直 値 f直 iu自

9.6 10.6 22.8 8. 0 12.9 7.60 0.53 2.30 97.9 80.2 92.6 

14.8 15.4 9.6 3. 6 6.8 2.74 0.49 1. 37 97.8 90.4 94.8 

21.8 22.4 15.9 3 6 6.4 22.41 1 69 5.19 97.2 78.0 92.8 

24.7 26.4 7.8 0.7 2.7 4.18 0.41 1. 64 98.0 86.6 94.4 

21. 2 20.9 12.5 O. 2 2.6 8.37 0.39 1.99 99.3 94.5 97.9 

15.2 16電3 6.6 ( -) 2.0 2.89 0.57 1.17 99.5 88.6 96.8 

8.0 8.4 13.2 O. 7 5.1 4.63 0.68 1.94 97.7 78.6 932 

7.3 6.0 34.4 7. 0 13.9 27.00 0.61 4.38 982 83.4 93.4 

9.2 8.0 17.4 3. 4 9.3 17.68 0.97 4.16 98.9 70.5 88.9 

14.6 14.9 15.5 3. 0 6.8 10.83 0.70 2.68 98.2 83.4 93.8 



、、

八戸港水質調査表

[日
塩分濃度%。 濁 度 ppm 透明・度 m 71< 温で l'ill介撲変 ppm C 0 D ppm 透過度 qト

調杏
最 最 平 最 最 平 最 最 玉手 最 最 平 J設予 I円!li i誌 ムF会' E広れ守ι- 最 平ー

点数 I局 イ氏 均 r'ilJ イ氏 均 高 イ氏 均 r， ヨワ f氏 均お 均 1Eιη 2 {H: l勾 i口"J 11¥ 呪7

f荷: f南 {u声 {I古 値 f直 1長 f前一 1直 M: f直 他 !i!{ I (~: l ft古 il古 ([1'( 11古 1[1伝 il古 官官
、. 

46"f 6月 16 32.40 25.04 29.84 8.0 2.30 4.12 4. O. 1.3 2.4 16.9 13.7 14.2 112.1 1 ::1 8 i 7.80 3.17 0.97 1.70 96.0 76.8 85.2 

円圃由E ・E 圃』

7月 16 31.85 27.89 30.14 28.2 2.62 8.54 5.4 0.3 2.4 22.9 21.7 22.2 時.:1 0.2 2日2 4白日 1.02 1.91 97.5 79.4 94.4 

f--..一ー一一

日月 16 3:1.12 26.60 :n.56 13.1 2.69 6.20 3.3 0.4 2.0 22.3 20.6 21. 0 9.2 0.4 3.0(j :'， 54 0.56 1. :18 ~J:1.6 64.5 78.3 

----_.. 

12Jj 16 33.74 28.54 :12.05 10.7 0.57 2.70 11. 0 0.9 3.7 12.1 8.3 10.9 1:> 2 2.3 6.4，1 14.59 0.6:1 2.06 100 89.4 !Hi.H 

一一一一一 ー一一一一

47年 1月 16 34.14 29.02 33. 13 7.7 0.84 3.30 12.0 0.9 5.0 9.8 4.8 7.8 12.9 1.5 6.80 2.57 0.51 1. 48 

一一ー

年度平均 33.05 26.87 31. 34 13.5 1. 69 4.90 7.1 0.76 3.1 16.8 13.8 15.2 11.1 1.6 5.34 5.73 0.73 1.70 96.7 77.5 88.6 
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青森港調査地点第 1図
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八戸港調査地点第 2図
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青函トンネル工事排水に伴をう漁業影響調査V 

的

青函トンネノレ工事に伴う排水が、水産生物vc.与える影響を調査し、被害を最小限度に防止するととも

に、漁業経営の健全な発展を図るための基礎資料とする。

目査調I 

4 6年 10月 10日から 11月 30日まで

第 1図のとおり

円相

令

調査期間

2. 調査海域

3. 調査員及び調査船

(1)調査員

内査調

1. 

E 
~ 

彦

介

典

夫

孝

勝

謙

良

禎

場

井

峰

山

義

4馬

松

長

青

林

4馬力)

技師補

課長

技師

場長

漁業課

淡水養殖課

" 

" 
(2) 調査船

4. 調査項目及び方法

(1) 生物分布状況〈底刺網使用)

(2) 魚類貝類に対する影響(生賃設置〉

(3) ワカメに対する影響度(垂下式施設を設置)

(4) 排水口を中心とする水質調査(PH塩素量、 COD、濁度の測定)

丸(1. 0 9トン

" 

~ 

吉E大

果

生物分布状況

刺網による漁獲試験は、排水口より沖合 17 0 m水深 9.5mのところで6回実施し、魚類11種軟

体類1種を得た。なお調査時の透明度は 9-9.5 mであった。

2. 魚類貝類vc.対する影響度

(1 ) 魚類

魚類生貨は、影響想定区域内の ST 8及び想定区域外の ST4vc.設置したが、何れも時化のため

生貨が破損し、はっきりした結果を得られなかった。

(2)貝類

陸上沈澱槽における生貨試験の結果は、アワピについては調査日によって大差はあるが42-

7 1時間で全滅し、サザエでは 75時間後で全滅した。 42時間で全滅したときの水質は次のとお

りであっすこ。 PH 9. 7 2 -1 o. 0 0 C 0 D o. 8 1 - 1. 4 5 P P m S S 3 2. 2 -4 9. 0 P P m . 

c .e 1 1. 8 0 - 1 2. 2 3臨海面の生貨試験の結果では、排水口に近い ST 6での影響が顕著であ
った。

(3) ワカメに対する影響度

ワカメ種苗をつけた種糸を ST9、

出来なかった。

(4) 排水口を中心とする水質調査

4 6年 6月 10日排水口を中心に海面 13点、沈澱槽 2点の水質を調査した。

海面 P H 8. 2 8 -8. 7 0 濁度 O. 8 8 - 1 5. 3 P P m C 0 D O. 0 1 -1. 3 4 P P m 

沈澱槽 P H 9. 3 0 - 9. 4 9 " 1 6 !l - 2 4 9"  "0.  7 7 -O. 9 1 

この結果から、海面に濁度が高い水域が存在することと、沈澱槽の機能が十分働いていないこと

'々
n
t
 
2
 

ST10vc.垂下固定したが、時化のため流出し、結果は確認

11 

結査調

1. 

E
 

‘ 



を指摘出来る。

1 調査の成果

(l)排水口付近に定着又は回遊する魚類 11種、軟体類 1種を確認した。

(2) アワピによる生資試験の結果i士、沈澱槽では 42 - 7 1時間で全滅、海面では ST6l!C排水の影

響を認めた。

I;)! 71<質分析の結呆~海面における PHの上昇および濁度の増加が認められた。

(4) 沈澱槽内の懸濁物は 6.5- 9 6 6 P P mで、平均 90 P P mであっナこ。

今後の課題

この種の調査は事前調査が重要であり、今後工事が進むにしたがって排水口の数も増えることが予

想されるので、それに対して排水が出される前の調査を蓄積しておく必要がある。

調査の成果および今後の課題lV 
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魚類、ベントスの

的

社団法人日本水産資源保護協会により、小川原湖矛117.kの影響事前調査が実施され、

調査と並行し、表記の調査を分担し7こ。

目査の調I 

4 6年 9月 17 - 1 8日および 47年 3月 3日

淡水養殖課長 長峰良典

技 師林義孝

水質底質一般化学分析

円相

合

問

員

内

査期

査

査調

調

調

1. 

2. 

E 
a邑

.. 

湖内VC2 2の調査点を設定し、 5m毎に採水した。採水器はエックマン透明

採水器を使用した。

ベントス用に採泥した中の一部を分析に供した。採泥器はスミスマッキンタ

イヤー型を使用した。

水質底質とも常法によった。

自

法

マ'
h

項

方

泥

調査

4. 調査

(t)採

採(2) 

3. 

法析分(3) 

水 質

本年度の小川原湖の水質は、塩素量について見ると例年と非常に異った現象を示した。通常表面の

塩素量は 0.5%。前後て安定していたが、 46年 9月観測の際は 0.1-0.2 %。で、例年の約半分、 37 

年小川原湖が高塩分化する前の状態と同じであった。またこれより 6ヶ月後の 47年 3月観測の際は、

表面の塩素量がO.9 -1. 2 %。で、前田とは異り非常に高い濃度を示した。

次に、この湖の場合特IrC問題になっている銅、鉄イオンの濃度は、 46年 9月観測の際、七戸川河

口付近と湖の中央部にや L高い濃度を示したが、その他は伊j年と大差がなかった。

底 質

採泥は昨年度はエックマンパージ採泥器を使い、今年度はスミスマッキンタイヤーを使ったため、

昨年より深層を採泥したことになり、硫化物が非常に高く出ている。採泥深度の相異により、硫化物

が加速度的に増加すること I~ この湖の化学的環境が生物に必ずしも好ましい条件を備えているとは

云えないことがこの結果から推定出来る。海域の場合底質悪化の目安は、硫化物0.31111}/ム COD 

3 0 m<;/ fI以上とされている。今回上記の量を越えているのは 13点のうち 6点あり、湖の中央の深

い部分及び南側の陸水の影響が強い部分に分布している。

果結査調E
 
1. 

2 . 

• 

調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1)小川原湖のベントス調査の一環として、水質底質の化学分析を行つずら

(2) 今年度の特異現象として、塩素量の変動が顕著であった。

(3) 無酸素層は、秋冬とも存在し、この湖の生物生産にとってマイナスの要因となっている。

2 今後の課題

(1) 今年度は塩素量の変動が著るしかったカ¥その原因を確かめるまでに至っていない。色々な原因

があろうと考えられが、塩素量・湖流・水温を常時測定出来るパイロットプイの設置が望まれる。

(2) 小川原湖は、上北鉱山の4動1<vcよって、重金属汚染を受けたのであるカミ鉱山海動を停止した現
在もなお流入が見られていることは水質分折の結果から見て明らかである。恐らく、廃坑から湧水
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とともに重金属イオンが出ていると思われ、これを放置することは小川原湖を利用するために重大

なる支障とすることは明らかで湖を守るために今後取り上げなければならない大きい問題の一つで

あうと考えられる。

第 1図調 査 点

N 16L(J 
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V200000 
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結果

よそミ 採水月日 気温℃ 水温℃ P • H D • 0 酸素飽 透明慶祝 水深 m 塩素量%。 塩分量%。 鉄 ppm 銅 ppm 備 考
採水時刻 ppm 和度%

1 - 。46.9.1 7 19. 1 19. 1 7. 4 9.45 105. 1 2.0 8.0 O. 107 0.22 O. 317 0.050 
08: 45 

5 19. 1 7. 4 9. 38 104.2 O. 168 O. 33 O. 170 0.027 

2- 。46.9.1 7 16. 7 19. 1 2. 2 14.6 
09:40 

5 19. 1 

1 0 19. 1 

3 - 。41 6.9.17 18. 8 19. 0 7. 4 9. 22 102.3 2. 3 15. 9 O. 191 0.38 O. 140 0.012 。:00 
5 19. 0 7. 4 9. 01 100. 0 0.202 O. 40 0.088 0.012 

1 0 18. 8 7. 2 7. 92 87. 6 O. 232 O. 45 0.057 O. 021 

1 5 18. 4 6.8 4. 31 47. 2 3. 306 0.59 。.045 0.028 

4- 。46.9町1τ 19. 1 18. 9 7. 4 7. 39 81. 8 3.7 19. 0 O. 221 0.43 O. 057 O. 012 
10 : 30 

5 18. 9 7. 4 8.28 91. 6 O. 219 0.43 0.057 0.012 

1 0 18 7 7. 4 7. 99 88. 1 0.222 0.43 0.033 0.012 

1 5 18. 6 6. 8 0.70 7. 7 0.382 O. 72 0.070 0.017 

5ー 。46.9.17 20. 0 19. 1 2. 3 6. 1 
11 : 30 

5 19. 1 

6ー 。46.9.17 20.0 18. 9 2. 6 20. 5 
1 1 : 10 

5 18. 9 

1 0 18. 8 

1 5 18. 6 

7ー 。46.¥).17 19. 1 3. 1 20.0 
10: 50 

調査水質湖原小川表1 第
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気温'cI 7]¥: liWt寸;っ--1-~.~~) I票=~I 透日時抗

下1771-1

7K ，雰 m I j主素景払|士包分量%の 1，鉄 ppml銅 ppm 挟7]¥:月日
採7]¥:時間》ミ1
46_9_17 
10 : 50 7 - 5 

1 0 

一一→一一一一一一一一
1 5 

2 0 

46_ 9.1 7 
11 : 50 

一→一一一一一一一ー
12. 0 3. 3 

二二L二十一
19. 0 20.2 円- 0 

ー一一一←一一一一一一一
19. 0 5 

19. 0 1 0 

7. fi o 01府O. 045 O. 41 0_ 207 22_ 2 3. 4 R9.8 iリ 119 リ9 - 0 

O. 052 O. 215 0.41 o 209 
-
N
∞
N
l
 

O. 033 O. 112 O. 41 O. 211 

O. 060 O. 050 0.49 O. 253 

O. 027 O. 412 10. 55 5. R31 

1 5 

2. ::1 2. 1 

2 0 

10- 0 

つ~-2]";1日寸寸 57工r-û.012 12 2 ~- 0 97. 1 1 1ー()

O. 012 O. 022 O. <12 O. 216 90. 5 5 

十川一
十
|
一

。1120_ ~:l 0_ 219 9fi. 8 1 0 

O. 050 O. 12 0_ 21:' 8_ ::1 3. 4 93. 7 8_ 40 7 府19_ 3 20. 4 
46.9.17 
13 : 10 

1 2 - 0 

77下τ~ 0.012 O. 015 O. 41 O. 210 98. fi 19_ ::1 

46.9.1 7 
14: 50 

5 

3. 2 

、・

8.9 

2. 9 

2. 6 

19. 6 

19. 3 

18. 5 

16. 5 46.9.1 7 
15 : 1 5 i 

1 3 - 0 

1 4 - 0 



‘' 

14- 5 
46.9.17 19. 3 15 : 15 

15- 。46.9.17 16. 0 19.4 一 1. 8 
15 : 35 

1 6- 。46.9.18 16.8 18. 5 一 3.0 
09: 50 

1 7- 。46.9.18 17.1 19. 0 7. 7 8. 81 97. 7 3. 2 10. 2 0.214 0.42 O. 120 O. 017 
10 : 10 

5 19. 1 7. 6 8.75 97. 3 。.213 0.42 O. 157 0.027 

1 0 19. 1 7. 6 8.62 !l5. 8 0.214 0.42 0.050 O. 012 

1 8- 。46.9.18 17. .1 18. 8 7. 7 8.79 97. 2 1.9 0.211 0.41 0.070 O. 012 
10 : 30 

1'- 。46.9.18 18. 4 18. 7 2. 1 3. 4 
12 : 15 

4'- 。46.9.18 18. 5 18. 5 2. 0 6. 0 
1 1 : 40 

ー 5 18.4 

7'.一 。46.9.17 19. 0 一 2. 9 
16 : 25 

1 6'一 。46.9.18 17. 8 19. 2 7. 7 8.80 97. 9 2. 8 14.5 0.210 O.U 0.057 0.027 
09:25 

5 19. 2 7. 7 8.78 97. 7 0.211 0.41 0.045 O. 038 

1 0 19. 2 7. 7 8.75 97. 4 0.211 O. 41 0.045 。目 017

ー槍
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P、コ

αョ
よ込

訟史跡月四|気温℃
採水時間

1- |4733| 。15 : 1 5 1. 5 

5 

2ー 。47.3. 3 1. 4 1 5 : 30 

5 

1 0 

1 5 

3- 。17.3. 3 1. 2 1 5 : .1 5 

5 

1 0 

1 5 

1- 。47.3. 3 1. 2 16 : 00 

5 

1 0 

1 5 

5- 。47.3 3 1. 9 14 : 05 

5 

6- 。47.3. 3 1. 8 
1 4 : 20 

5 

1 0 

1 5 

水温℃ P'H 
D. 0 再費素官包
ppm 和慶%

2. 1 6. R 13 78 103. 0 

2.0 6. 8 13. 64 101. 7 

1. 9 6. 9 13 92 103. 5 

1. 9 7. 0 13. 97 103 9 

1.8 6. 9 13. 89 103. 0 

1. 8 6. 9 13. 91 103 4 

1. 9 6.9 14. 05 104 5 

1. R 6. 9 13. 95 103 1 

1. 8 6.9 13. 90 ! 03. 1 

1 7 6. 9 13. 57 100. 4 

1. 8 6. 9 14. 02 104. 0 

1. 8 6. 9 13.89 103 0 

1. 7 6. 9 13. 80 102. 1 

1. 7 6. 9 13 91 102 9 

1. 6 6. 9 14. 00 103. 3 

1. 5 7. 0 14. 08 103. 6 

1.8 6. 9 13. 93 103 3 

1. 7 6. 9 13. 90 102.8 

1.6 6. 8 13. 96 103. 0 

1. 6 6. 9 13. 86 102. 2 

透明度m 71<深 m 塩素量%。 塩分量%。 鉄 ppm 主同 ppm イ蔚 考

2. 5 8. 0 1. 02 1. 871 O. 133 O. 017 底水温 2.0 

1. 08 1. 979 O. 113 o 020 

2. 5 15. 0 1. 05 1. 925 O. 127 (ー)

1. 05 1. 925 O. 113 0.002 

1. 08 1. 979 O. 100 (→ 
1 09 1. 997 O. 093 t→ 

2. 3 17. 6 1. 04 1. 907 o 127 O. 002 底水温 2.0 

1. 05 1. 925 O. 12! 0.025 

1. 05 1. 925 O. 107 O. 010 

1. 15 2. 088 O. 127 0.002 

2 3 19. 7 1. 05 1. 925 O. 161 O. 012 底水温 3.3 

1. 05 1. 925 O. 127 0.020 

1. 11 2. 088 O. 100 O. 005 

1. 1日 2. 124 O. 100 O. 010 

2. 5 7. 2 1. 05 1. 925 O. 140 O. 030 底水温1.5 

1. 04 1. 907 O. 127 O. 012 

2. 3 20.0 1. 04 1. 907 O. 133 O. 012 

1. 05 1. 925 O. 133 O. 010 

1. 12 2. 052 O. 127 0.022 

1. 16 2. 106 O. 100 O. 037 



‘ 

6 ~ 20 1. R 6.0 7.4 (一) 5. 32 9.633 0.462 O. 010 

7 - 0 
47. 3.3 1. 2 1.7 6.9 14.03 103. R 2. 3 19.5 1. 06 1. 943 O. 161 0.022 底水温 4.7 
16 : 15 

5 1.7 6. 9 13.91 102. R 1. OR 1. 979 0.093 0.007 

10 1.7 6.9 13.96 103.3 1. 12 2.052 0.OR7 0.005 

15 1.6 6.9 13.76 101. 5 1. lR 2.160 0.093 0.020 

R - 0 
47. !3.3 

O. R 1.6 14. 06 103.7 10. 3 1. 05 1. 925 O. 107 0.025 底水温 1. 6 
13.: 30 

6.9 2.6 

5 1. 6 6.9 13.95 102. 9 1. 13 2. 070 O. 100 0.010 

10 1. 5 6.9 13. 96 102.7 1. 16 2. 124 O. 173 O. 010 

9 - 0 
47. 3.3 

2. 5 2.1 7. 0 13. R7 103. 7 2.7 22.9 1. 16 2.124 O. 093 O. 012 底水温 7. 9 
12: 15 

5 2. 2 7. 0 13. 93 104.5 1. lR 2. 160 0.075 0.005 

10 2.3 7. 0 13. R4 104.0 1. 19 2.17R 0.062 O. 005 

15 2.3 6.9 13. R9 104.4 1. 19 2. 17R O. 056 0.027 

20 6. 1 7. 4 O.OR O. 6 4. R4 8.74R O. 3Rl O. 002 

10 - 0 47. 3.3 O.白 1.6 6. 9 13.92 102. 7 1.5 1. 06 1. 943 O. 113 0.025 底水温 1. 7 
13 : 15 

11 - 0 47. 3.3 3. 9 2. 0 7. 0 13. 99 104.4 2. R 11.4 1. lR 2.160 O. 100 O. 015 底水温 1.9 
1 1 : 40 

5 1.9 7. 0 13. 99 104. 0 1. 19 2. 17R O. 127 0.002 

10 1. 9 7. 0 13.91 103. 4 1. 19 2.17R 0.093 0.002 

12 - 0 
47. 3.3 

1. 0 2.6 13.39 101. 5 1. 1 1. lR 2.142 0.113 0.005 底水温 2.6 
13:05 

7. 0 

13 - 0 
47. 3.3 

4. 2 7. 0 14.02 106. 0 2.2 2.17R 0.093 O. 010 底水温 2. 5 
11 : 25 

2. 5 1. 19 

14 _;_ 0 47. 3.3 2.0 1. 9 6.9 13. 79 102.6 3. 0 15.4 1. 21 2. 196 O. 075 O. 010 底水温 2. 0 
10 : 10 

一

“ 
Fι 

!
日
∞
印
1



位二主
採水刀日

気温じ 水温℃ P • H 
D • 0 酸素飽

透明度m 水深 m 指針~.j~o 1tL l;-} h~ 鉄 PPm 会ln]P P m 伝詰 :考
11 fl寺If~l P P m 和度%

47. 3. 3 
2. 0 6. 9 13. 97 104. 2 1. 21 2.211 0.093 0.005 14 - 5 10 : 10 

「一一一一

10 2. 0 7. 0 13. R6 103.4 1. 21 2. 214 o. OR1 0.002 

._-一一・」ー

15 2.0 7. 0 13. 6R 102.0 1. 22 :ι232 O. 161 。015
1、

1:>一()
47. 3. 3 

2. 2 1.9 6.9 13. R7 103. 1 (一) 3. 0 O. 075 O. 002 庇水温1.9
10 : 25 

16. 0 
47. 3. 3 

3. 0 2.5 7. 1 13. 69 105. 5 2. R 3. 1 17R 。100 (ー) 11 2.2 
11 : 10 

17 - 0 
47. :1. 3 

2. 0 2. 1 7. 1 13. 99 104.6 3. 0 11. 5 19li o. 06白 0.010 11 2. 1 
10 : 40 

5 2. 1 7. 1 13. 90 103. 9 1. 20 2. 196 O. 093 O. 025 

10 2.1 7. 1 13. 93 104. 1 2. 214 O. 06R 0.002 

」一一ー

1R - 0 
47. 3. 3 

1. 4 2.0 6. 9 13. 92 103. H 3. 0 1. 720 1. 11:3 o. ()02 底水温1.9
10 : 35 

l' - () 
47. 3.:{ 

1. I:i :~. 3 6. H 13. 72 10:1. 1 2. 0 1. R15 (). 167 o. 015 1. R 11 
17: () 5 

5 2. 0 6.白 13.59 1!l1. 4 1. 190 。.153 o. 022 

イ- 0 
47. 3. 3 

1. G 2. 3 6.9 13. 71 103.0 1.4 5. 2 o. 64 1. 961 O. 221 0.015 底水温1.白
1 G : '10 

5 1.7 6.白 13.93 103. 1 1. OR 2. 196 O. 127 () 040 

16 - 0 
47. 3. 3 

3 0 2. 1 7. 0 13. 93 104.1 2.6 6. R 1. 20 2. 214 o. OR7 ().002 !ま水温 2.1 
11 : 4 0 

5 2.0 7. 0 13. 97 104. 2 1. 21 0.093 O. 015 

l
N
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第 2表 小川原湖泥質調査結果

4 7. 3.4採取

.i 

採泥 …1C O D 採泥時間 水 深m 古色 温℃ 7.K 分 イ席 主号
場所 % mg/乾ぬ U2mg/乾泥g

、. 1 9 : 00 9. 5 1. 6 61. R 0.62 27. OR 

2 9 : 20 15. 6 1. 6 74. 7 2. 72 36. 01 

4 9 : 40 19. 7 3. 6 日5.9 10. R7 R4. R6 

5 10 : 25 2品 1. 6 22. 5 O. 004 1. 04 

7 10 : 05 11. 5 1. 4 32. 2 O. 06 5. 93 

9 11 : 00 23. 0 7. 6 R7. 6 16. 37 91. 53 

1 1 10 : 45 3. 0 1. 4 21. 4 O. 01 1. 13 

1 2 11 : 15 1. 4 2. 2 18.6 o. 009 O. 29 

1 6 12 : 05 2. 0 1. R 21. 5 O. 007 O. 99 

1 7 11 : 50 10. 5 1. 4 41. 5 O. 71 9. 42 

1 R 11 : 40 3. 5 1. 5 18.9 O. 006 O. 07 

l' 13 : 45 6. 2 3. 2 73. 2 1. 11 47. 43 

4 13 : 15 5. 0 1. 6 68. 9 1. 5R 56. 93 
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vn 沿岸水域調査(親魚関係)

I調査目的

日本海沿岸陀同様するサケ親魚群がどのような田波状況を示しどの河)11の再生産魚群であるか陀つい

て調査を行なうものである。

H 調査内容

L 調査期間

2 調査海域

3 調査員

昭和 46年 10月~昭和 47年 3月

西郡深浦町

次長 頼 茂

淡水養子直課技師 青山禎夫

漁業課技師 中 田凱久

4 調査項目 (1 ) 標識放流

5. 

(2) 再 捕

調査方法

標識放流は深浦沿埠IJL設置きれた大型定置網陀乗網魚の背ピνの前側筋肉質に標識票(ボタン付ス

パゲテイ・タイプ)を船上で付し沖合(距岸3.00 0 m (男IJ国》へ運搬後放流した。

持捕に喝してはp県内.県外(富山県まで)の組合及び調係機関に依頼して再捕時の状況について報

告を求めた。

前言問者時果

1 供試魚

魚体の大ききは 49-8L4cm(F・L)の範囲でこの期間中のサケ群の体長(尾叉長)と体重の

関係を求めるとw=1 0 - 6 X 1. 3 1 6 L 3.5191となり、第 1図のhぉηである。なお放流期間中の
来遊サケ群の体長(尾叉長).体重組成をを第 2図に示したが供試魚の年令は 3年生から 6年生まで

でその割合は第 1表に示すとおりである。

2. 標識放流尾数及び放流時期

標識尾数は下表のとおりで、一応11月10日までを初誌康洋とし.それ以降 11月 20までを盛期

として合計 130尾を放流した。放流期間中の海水温は 15. 8 - 1 6. 8 .Cの聞であ内た。

放流月日

1 1月 2日-10日

1 1月13日-20日

放流尾数 備

4 9尾 i放流回数4回

81尾|放流回数 6回

1 3 0尾

なお、深浦におけるとと数ヶ年のサケの初漁日と終漁日の状況を参考までに示せば附表のとおりであ

る。

3 再捕

再捕は本県始め、秋田、山形、新潟県の各地でみられたが.富山県からは 1尾も再捕報告が得られ

なか丹た。各期群の再捕状況は次の通りである。

(1)初期群(第 3図)

一般に本州域V亡回併する魚群は北海道へ回器産する魚群より待期的に遅く日本海側に回瀞するのは

1 0月に入門てからである。網の建込みの都合と漁模様から 11月上旬lrC.49尾標識して放流した

が、 30尾再捕され南南率は 6L 2 %であ 4 た。ただこのうち 2尾は反転北上し.深浦より北の本

県沿岸で再捕されている。
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(2) 盛期群(第 3図〕

1 1月中句ltL8 1尾標識を付して放流したが. 4 9尾再捕され再捕率は 60.5%であ....，た。この

群から新潟県三面川水系ltLl尾、山形県月光JI¥水系ltL3尾のそ上魚がみられた。文北上反転して深

浦より北の本県沿岸で再捕されたものが 1尾あ司た。各坊鮮の再捕状況を纏めると下表のとお ηで

ある。

各県における各期群の再捕状況

青森県 秋田県 山形県 新潟県 富山県 言十 放流数 再捕率

初其騨 3尾 16尾 8尾陣 3尾 。 3 0曙 49尾 61.2 % 

盛期群 4尾 25尾 (河11139事犀 (河1¥1ぽ 。 4 9尾 81尾 60.5 % 

言十 7尾 41尾 27尾 4尾 。 7 9尾 130尾 60.8 % 

W 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

日本海側に回瀞するサケは月光川水系の魚群が圧倒的K多いことが報告きれているが、深浦沿岸域

K回携する魚群は 11月のものは若干本県産の魚群も混合しているものの、その大部分は本県より南

の糸統群で秋田県の男鹿半島入道崎における再捕内容を除けば、月光川或いは三面JIIの魚群と推定さ

れる。

即ち男鹿半島尖端で再捕されなか司たならば‘おそらく月光川、三面川へそ上する魚群であ内たろ

うと恩われる。

然し、富山県で 1尾の再捕もみられなか内たことは、富山県への魚群は沖合を国務したものか、或

は回務経路が異なるか.さらには時期的に早く回器産するのか今のところ不明である。

2. 今後の課題

(1) 標識放流尾数を出来る丈多くして資料の蓄積を図ること。

(2) 再捕報告の周知徹底を図ること。
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附表深浦におけるサケ漁期

-・・・

|、
初漁期 終漁期

10月 12凡月 i・翌1年月

昭 42 18日(63) 26日

昭 43 13日(56) - : 25日

昭 44 8日(21) 15日

昭 45 山間~ 12~日一
l 昭 46 6日(228) ー; 7日

-・・

• 
• • 

• •• .• 
• 
• 
-

H

 • 
-2 ・・ ③ . . 

.@ ... 、
・也}

. . 
. . ( )の数字は 10月の漁獲量. . 

. -

第 1表放流魚の年令組成

~ 3年魚 4年魚 5年魚ド宅
不明魚 言十

尾ー「一一尾 「一一尾 「ーー尾 t一一尾一
初期群 16 17 13 1 49 

盛期群 25 33 20 。 3 81 

言十 41 50 33 2 4 130 

百 80FL(cm) 50 ω 5 70 自
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第 2図サケ親魚の体長(F L )組成

N=  160 

% 

、，

4 _ 

3 -

2 -1 

1 -1 

尾 芽生 FL平均

o 97尾 67. 0 cm 

♀ 60尾 68. 5 cm 

言十 157尾 67. 8 cm 

「
l

l「
L L一一一

」

サケ親魚の体重(B W)組成

N=  160 

% 

;: ~ 11 I 
11 

ε 19 0 

8 -1 

7 -1 

6 

5 -1 

4 -

3 

:JJ-L  
l 一口

1.0 1. 5 2.0 2.5 3.03.54.0 4.!1 505.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 90 kg 

数 BW平均

ぢ 97尾 3.7化守

♀ 60尾 4. 1 Icq 

言十 157尾 3.9 Ic舟

ハ吋りム白】



第 3図 サケの標識放流と再捕状況

。:放流地点 130尾
( 11. 2' 71 - 11. 20' 71放流)

jム:再捕地点 ロ
( 1口1.2γ'71 - 1口1.10げ， 7九1trr.亡放流)

l x :幕鞘捕地点 47尾
( 11. 11' 7 1 - 11. 20' 71 trr.放流)

日本海

※ 2. 't 7 2現在

円 xx)<x I能代

xおよユ22tAP
北浦 秋田県

で

山形県

、、

物川

県名

海面

河川

県言十

県別再捕一覧表

青森 秋田 山形

7 41 24 

。。 3 
7 41 27 

合計再捕数 79尾
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別図

、. 

.: 

ト

深浦地区サケ定置網(昭和46年秋)
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@放流地点
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沿岸水域調査(稚魚関係)

調査目的

サケ、マス再生産の維持拡大のため沿岸水域におけるサケ、マス幼魚の生活の実態を明らかにし適正

な漁業並びに増産管理体制の確立に資する。

I 

昭和 46年 4月-6月

西郡深浦町

西郡岩崎村

次長 頼

技師 青

技師 林

技師 小田切

魚体調査

環境調査 f水質調査も含む)

餌料調査

調査内容

調査期間

調査場所

1. 

E 

茂

夫

孝

二

課殖養

H

水淡

員査調

2. 

3. 

禎

義

譲

山

謀

仙

凶

附

査調

調査項目4. 

調査方法

調査区域は第 1、 2図に示すとおり比較的沿岸部(距岸 100-600m)の岩崎地区の定置網3

ケ統(予備 1ケ統)と沖合部(距岸1， 600-2，500m)の深浦地区における定置網3ク統f予備

1ケ統〕を選定して稚魚採集を行ない採集量を記録すると共にその一部を持帰り魚体調査を行なった。

環境調益のうち気象、海象関係については深浦地先で日観測を行ない餌料生物及び水質関係について

は鯵ク沢地先について期間中、 3回実施した。

5. 

調査結果

沿岸域の稚魚の回器産(時期、量〉について

今回の調査で実際に標本を確認したのは5月 18日の朝網(深浦地区)によるものであったが聴取り

りKよれば、 4月中匂からサク稚魚をみかけるという。

即ち、ヤリイカの盛漁期である 4月中匂から 5月上旬にかけては、ヤリイカの棒受網にも乗るとい

うことである。

又、 4月中頃より 5月始めにかけて B1t1:3-6尾程度のサケ稚魚が朝網、タ網の何れにも乗網した

というし、 5月 7日から 16自にかけて 1週間程は朝、夕何れの網にも乗網し、その量は 5/cCJから多

いときに』主 30-40kCJも混獲されたとL、う。

例年は多くても B1t1:10-15尾程度が偶にとれる位であったというから本年は特別にサケ稚魚の回

瀞が多かったと云えよう。

1. 

E
 

以上のことから本県日本海におけるサク稚魚の回続時期は、本県以南の県における河川放流する時

期によって多少のズレはあるとしても、大体4月中匂から 6月上句にかけてのようであり、本年の北

よサケ稚魚回瀞のピークは 5月中匂頃にあったものと，思われる。

サケ稚魚の採捕実績は下表のとおりである。(含聴取……x印〕
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月
深 滞 地 区 岩 崎 地 区

言十日
朝夕網別 朝夕網別O.K O.M O.K O.M 

x 4 6. 5. 1 5 朝 100尾 100尾
ヤ一一一一一一』

X 4 6. 5. 1 6 タ 朝 8 kg 一 18 kg 

4 6. 5. 1 8 
朝 12尾 x 6尾

タ 75尾 1尾 88尾 0・M
タ 1尾 2尾 (s.尾〉

4 6. 5. 1 9 
朝 69尾 4尾

タ 110尾 251 吊犀 ( 04尾.M 〉
タ 72尾

4 6. 5. 2 0 タ 50尾 タ 63尾 1尾 尾 O.M
113 A (1尾)

4 6. 5. 2 1 タ 17尾 17尾

4 6. 5. 2 2 ー タ 109尾 109尾

言十
204尾

12尾 474尾 i 2尾 678尾 (14尾)
10 k9， 8ι9 18lcg 

このサケ稚魚と同時に水揚された魚種と漁獲量は第 1表のとおりである。

なおこの時期のサケ稚魚は岩崎地区では沿岸部の 20机以浅で捕れているが、深浦地区では沖合部

水深 48机の網で混獲されているところから国務方向は沿岸の潮の流れと共に沿岸の池形的な条件に

も多分に左右されるものと思われる。

2. 生長について

採集稚魚の体重は下表l!(示すとおりである。又体長組成を第 3図に示した。

( )内はサクラマス稚魚

F L ( mm ) B w ( 9 ) 
採捕年月日 定点 標本数(尾〕

範 図 平 均 量百 間 平 均

4 6. 5. 1 8 深浦 12 107 - 125 121. 5 10.0-17.2 14. 85 

1/ 岩 崎 50 102 - 125 116. 5 11. 1 - 19. 9 15. 88 

5. 1 9 H 74 84 - 119 105. 5 3.2-16. 5 11.1 

1/ 深 浦 121 95 - 133 116.2 6.9-22.0 14.65 

( 4 165 - 187 175. 5 51. 6 - 77. 4 64. 75) 

5.2 0 1/ 50 101 - 125 113. 9 9. 9 - 17. 6 13. 7 

11 岩崎 50 82 - 115 105 5.9-14. 4 11. 1 

130 130 21. 0 21. 0 ) 

5. 2 1 1/ 17 95 - 110 102 7. 0 - 13. 0 9.5 

5.2 2 1/ 65 76 - 116 99 4.2-14.2 9.06 

このうちに昭和 46年 3月 22目、月光jけから標識放流された稚魚 3尾が含まれているが、これから

推して約 2ヶ月間で体長で約 3倍、体重で約 30倍近くの生長増加が窺われる。

標識魚の魚体調査

再捕年月日 再捕場所 標識部位 T.L F.L B.W 備 考

日旨ピνなし mm 官1m
16.g 3 4 6.5. 1 8 岩 崎 右複ピレ痕跡

123 114 

4 6. 5. 1 8 1/ 
脂ピレ痕拐:

121 174 16. 1 
右腹ピレ再生

4 6.5. 2 0 沢 辺脂ピレなし
左腹ピレ再生

113 104 9. 8 3月中匂 平均体体重重 40胴
の大きさ平均 0.559 
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なお岩崎地区のものは深浦地区のものに比して一体に小型であるが、生長量の小さい稚魚の添加が

行なわれているものか、時期の推移による相違なのか不明である。

3. 食性について

採集標本の胃内容物について秤量分析した。

年月 日 定 点 標本数
胃内容物量(~) 胃 内容重量組成(%)

範 囲 平 均 0-0.4.9 0.5-0.9 1.0-1.4 1. 5-1. 9 

4 6. 5. 1 8 深 滞 12 0.05-0.21 o. 145 100 一 一 ー

" 
ZιiヨA 崎 50 。.62-1.2 0.847 82 18 

5. 1 9 " 75 。-0.8 0.405 62.7 37. 3 一

" 深 浦 121 0-1.1 0.377 57 36.3 6.3 一
( 4 0-2.7 0.45) 

5.2 0 " 50 。-0.76 0.48 54 46 ー 一

" 岩 崎
50 。-0.5 。目 188

96 
0.4 0.4) 

4 一
5. 2 1 " 17 。-0.18 0.09 100 ー ー

5. 2 2 11 65 0-0.6 0.26 78.5 21. 5 一 ー

胃内容物は捷脚類、端脚類及びサパ仔魚が主体で、その傾向は時期的に場所的K異なることはない

が、その摂餌割合についてみると下表のとおりである。

( )内の数字は個体数の範囲

標本採捕 胃内容 物 内 訳
地先名 標本数

C品tanffkdal~cap&da I~叩.ß..kp&da 仔 魚 その他 不明 空胃年月日

深浦 12尾
12尾 4尾

一46.5.18 
(131-144) ( -) 

50 4尾 24 
一 一46.5.18 岩崎 50 

(397-808) (1-15】 (1-6の

66 1 47 
一
1尾
ー46.5.19 岩崎 75 一 ( 1 ) (1-45.】 (-) ( 』 ) 

74 3尾 60 9尾 1 
46.5.19 深浦 121 ( 1 ) ( 5-300) (-) (ー) ー(21-503) 

50 10 
46.5.20 深浦 50 一 (2-9) 一 一 一 l

38 1 17 2 8尾
46.5.20 岩崎 50 

( 1 ) (1-11) (-) (ー)(6-134) 

16 7 1 
46.5.2 1 岩崎 70 一 (ー) 一 (ー)( 

33 56 7 3 
46.5.22 岩崎 65 ー 一 (3-46) (ー)

ー
(ー)(19-41) 

また胃内容物から日周摂餌状況をみると、深浦地区の同一網で 5月 19臼朝採捕した稚魚と同日夕

刻採捕した稚魚とでは夕刻のものには空胃のものをみないが、朝のそれには空胃のものがみられる。

総体的には夕刻のものがよく摂餌しており、それも捺脚類を主trc.摂っているのに対し、朝のそれは殆

んど、サパ仔魚を食している。
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f受 餌 内 容
朝夕の別定 点標本数 空胃のもの

サパ仔魚 甲殻類 稚甲混食 そ の他

4 6. 5. 1 9朝探 j甫 40尾 6 ( 15，%) 31(77. 5%) ( 0) 1(2.5%) 2 (5 %) 

4 6. 5. 1 9夕深 浦 50 。(口〕 2( 4 %) 2Z( 44 %) 26( 52 %) 一(0 ) 

4. 環境について

第 2表第 4図に示すように 5月下匂になると、 7J<.混が 15 'cを超えるようになり、深鴻地区におい

ては 5月 20日以降、 1尾も採摘されなかったが、岩崎地区て1土品月 7日、イカナゴの若手に散見され

たのが最終確認稚魚であったと L、う。

サケ稚魚は岩崎地区においては南東風の天候不良のとき、 71<.が濁って下り潮のときに多く混獲され

るとL、う。

又同地区て吋岸寄りの網よりも沖縄への入りがよく、朝網の方が夕網vr.比して混獲される率が比較

的高いといろととである。

その他の環境条件については、第人 4、 5表及び第 3図に示したとおりである。

N 調査の成果及び今後の課題

1 調査の成果

(1 ) 本県日本海沿岸域におけるサケ稚魚の回読書時期は大凡そ 4月中旬から 6月上句にかけてのようで

あり、そのピークは 5月中匂頃と思われる。

(出) サケ稚魚の回波移動の条件としては潮流並びに沿岸地先の地形と密接な関係があるもののようで

ある。

(3) サケ稚魚の生長増加は時期の推移に伴って明らかであるが、降海後約 2ヶ月で体長にして約 3倍、

体重にして約 30倍近くの成長を示すことが明らかになった。

(4) 稚魚の餌料は他魚種の稚幼魚、甲殻類が主体で、その傾向は地域による差異は殆んどなくその場

の餌条件が内容に反映しているが、日周摂餌状況につL、ては軒と夕とす比較した場合後者の方が総

体的に摂餌を行う傾向にある。

2. 今後の課題

(1) 稚魚の生態、す把握するためにはやはり標本すある程度得る必要があると考えられるし一方その追

跡調査上においても採捕可能地点の選定を充分行う必要がある。

(2) 降海直後の椎魚の生活内容について調査する必要がある。

(3) サケ稚魚と同様サクラマス稚魚につレても並行してその生態の追求謁査が必要と考えられる。

(4) 本謁査の性格から云って自県のみゴコ状況把握に捉われず広く議接県の状況等も加味しながら事業

の推進を図るべきである。
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第 1図 深浦地区定置図

←一級網く関与;ご1;会:
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第 2図 岩崎地区における定置網位置図

2，000 m 、.
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第 1表 岩崎・深浦におけるサケ
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稚魚と同時に混獲された魚種

カ ヒ コ メ サ ア コぇ ア ア ウ イ ブ カ タ

ノ ク メ ブF カ
、ン
カ

ナ

Lノ フ ノ、. フ ズ ノ ガ 言十
シ

マ7
てさ フ コニ シ

ナ シ

イ メ ロ ノレ ス ス キ メ イ タ ゴ ブ イ

k拝 kq 

1. 1 4. 9 

kg 

2 4. 5 36. 5 

首.
尾
1 25.0 

kg ιq 比事

1.2 2 O. 6 3. 5 7. 3 

比官

6. 1 O. 4 48.7 

k守 ιF 
2.3 6. 5 125 188. 8 

kq 

1. 3 0.4 1. 7 

kg 

0.8 1 1.8 

2.2 200 3.6 365.8 

ιq 
65. 7 5. 5 7. 5 24. 8 7.0 497. 0 

13.9 19. 2 54. 8 93. 3 

比日

32.2 7. 4 14. 6 1.0 86. 

5. 6 1.2 8. 4 

4. 8 2. 0 10. 4 

1枚 1. 1 7. 0 114.4 

1. 0 2. 2 8. 8 
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第 3図体長組成
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第 2表鯵ケ沢地先における各年勾別平均海水温 第 3表餌料生物(鯵ケ沢地先〉

線型S 42年 43年 44年 45年 46年
℃ 

上匂 8. j 9. 3 7. 5 7. 2 8.1 
場 所

四

中勾 9.2 10.0 8.4 7. 9 
時 間

月
下匂 10.4 10. 1 10.2 9.7 10. 3 

採集方法、

上句 12.4 11.5 12.6 11. 5 9.0 
ネ y ト規格

五
申匂 13.4 12.4 13.5 13. 7 13. 4 

湿 重 量

月
下句 14.8 13. 6 13. 1 15.0 14. 6 

沈 澱 量

-'-
上匂 17. 1 15. 7 14.0 15.9 15.1 ノ、

Co.1.o.7I...j，d.ι 

月 中匂 17. 5 17. 0 16. 6 16.8 16. 5 
D.e.o"'O"d.o. 

H戸.._"td.o.

Ts.o.1.j，o.c.._" 

M..n..o.tv-i， :J1...;'d" 

そ σ3 他

第 4図

℃ 

20 

水

15 

混

10 

深浦町における九人 6月の水温と cl

観測地点 2深浦町漁協事務所より

直線にして 200悦沖合(赤灯台突端〕

水温 / 

19. 10 

・・-四喝目

46.5. 19 46.5. 31 46.6. 10 

鯵ケ沢防波堤 11 " 
10: 00 10 : 00 1 0 : 00 

水深5.4m
H 冒

垂直曳 5回

口径G22.5m 11 
口径 30伽悦

GG 50 xx8 

0.6 9 1.09 1. 7 9 

5.0 CC 7. 8 cc 8.0 cc 

60 2.970 15. 055 

15 。 10 

20 。 。
10 。 。
。 。 25 

18 9 11 
、、ー

。i

19. 5 

~ 19.0 
18. 5 

18.0% 

月日少急 6 912151R 212427 30% 6 9 1215 18212427300/2 5 81114 172023 26 29 
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W 十和田湖資源、対策事業調査

I調査目的

前年度に引続き十和田湖ヒメマス資源の生物学的変動を調査し今後の資源対策K資する。

E 調 査 内 令'*' 

1 調査期間 昭和 46年 4月~昭和 47年 3月 3レ

2 調査場所 十和田湖

3 調査員 次長 頼 T受
淡水養殖課按師 青山 禎失

漁政課技師 佐藤直三

4 調査項目

(1 ) ヒメマスの降下移動調査

(2) ヒメマスの湖内における移動介布調査

(~l ヒメマス資源に関寸る諒査

(4) 魚群構成U亡関する調査

5 調査方法

(1¥ 子ノロから流出する奥入瀬川筋に図 lVC示す袋網を子ノロ橋下流 20m地点K設置し、午前、午

後の 2回観測並びに調査を実施した。

(2) 供試材料の捕獲に使用した網はナイロン製剤網で、長さ 45抗、身丈 4m、日合 5.4cmのもので

ある。網の~は、青色で中山半島(停雲崎〕、大川岱土色先に夫々 1 反を用いた。(第 1 図参照〕網

の穆込みはタ亥1]午後 4待より 6時頃空でに投入し、翌朝 9時頃から 11頃までに取り揚げを行なっ

た。同時V亡失々の場所の深度、水温、風向、表面水の流れ装の観測を行なった。

又羅網魚1数は 1反の網を下図のように高さと長さについて、上中下に讐外vcl7箇し、各層につい
て観測し魚体調査は各漁場において同一時期に採捕された全尾数について調査した。

手い I Tのイ luのイ 1m?)ィ| →沖
。_;;ヲ

大川岱

第 1図

。
和
井
内
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化
場

中
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西

/脇被禁漁区域

ーー以南の湖内は 43. 7. 1 0 

ょη10 - 2 0まで自主規制

区
湖

¥ 

300m 

v 金ケ森崎 一306ー



.. 

(;.JI全納舎員について個々の年間漁獲号調査を行ない解析を行たった。

(41 現場で測定する外一部標窓を持帰り魚、休調査を粁たったn

E 調査結果

1 -(1) 袋網E9晋僚所の環境状i'JU第 2図参照〕

年月日

4 6. 5. 1 4 

4 6. 6. 1 5 

4 6. 7. 3 

1 -(21 降下時の表面湖水温

i1rE 凍

0.3 m /町C

i 0.36 m /s配

4 6年 6月 16 E1袋網を設置し、 7月 5日まで観測したが、その結果は第 1表に示寸とおりで、こ

の間 40尾から 400尾に亘る群の来遊が網口附近Uて4回認められたが、採捕する支でには到らなか

っfこ。

なお、 7月 10日空で回併するヒメマスをB撃したが徳井 (1970)のヒメマスの研究(VI】に

よれば、洞爺湖におけるヒメマスの降下期は平均表面水温がヒメマスの降下高混となる 12. 1 'cの 6

月である左述べている。又降下開始時期は水湿が急激に上昇し、前後の温度差が、 288'Ce.なった

時で、降下の停止は 15 'c近い水湿の連続のときに起ると述べている。これから 1967年以降の十

和田湖におけるヒメマスの降下期と停止期を各年毎I!l.推考してみる左第 3図e.tt. ~，年によって開始

時期に幾外のズレはあるが宏湖のヒメマス降τは大体 6月 t伺から始空り、 6月下伺Vては停止するも
のと思われる。

各年における月別匂別湖水表面平均水温

|冶
5 月 6 月 7 月

中 下 上 中 下 上

4 2年 810 'c 8.80'C 11.0 6'C 11.55'C 16.98'C 1 5.3 8 'c 

4 3年 7.72 8.27 11.45 1284 17.36 1 83 8 

4 4年 8.1 6 6.83 8.1 0 1 1.1 8 14.31 1 4.28 

4 5年 7.60 8 1 9 10.76 1 2.02 13.91 17.00 

4 6ー竺 -竺三_1___!._(1~一一 巳土 竺竺 14二日; _L__2_2_80 
1 -(:11 降下魚について

今回の調資では実際にヒメマスを採捕するに至IJらなかったが、とれL空でにヒメマスの降下は夕刻jか

ら最も慶んで、夜中は殆んどなく早朝に多少降下するもののPの出後は全く中止する Eの報令がある。

今回の調査でヒメマスの回併を目撃したのは、夕刻 2回、早朝 1問、日の出後 1回の 4IPlであったが、

袋網口附近に国務してきたn とれらのヒメマスば魚体の犬きさからいって何れも 2年魚と思われる。

文その他の魚種についても湖と河川内を牲復しているととが窺われる。
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第 2図(イ}袋網の構造
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第 1表袋網Uてよる採捕結果f於子ノロ〕

採 捕 厚 数

調査 調査 ヒ フ コニ コ. ト ド 7J イ

年月日 時刻
天候 水温 メ ジ

ジ 昔十
備 考

、、、 ワ.マ ヨ

ス ナ ピ ヨ ウ カ ナ

℃ 尾 尾 尾 尾
-1 3尾7 46.6.17 5: 10 E 11. 0 23 7 6 1 一一

H 17: 50 e 13. 5 3 4 一一 7 

46.6.18 6: 00 e 13.0 12 一 -1 12 宇樽部地区より子の口橋上に防

止網を張る
， 16: 20 r 12.0 一ー nゴミ f木の葉)多し

46.6.19 4: 45 c 11. 5 3 一一 一一 3 

/1 16: 30 c 12. 0 4 2 6 

46.6.20 5: 10 b c 10. 5 -1 13 -1 13 防止網取除きを要求

連絡(吉田氏へ〕

" 16 : 20 b c 12.0 。

46.6.21 5 : 10 b c 11. 0 -1 21 14 -1 35 水位測定開始流巾 25 - 4 m 
H 16: 30 b c 10. 2 -1 11 13 2 一 -1 26 午後3時防止網除去

46.6.22 4: 55 c 11. 6 11 20 -1 31 

目 17: 05 巴 11. 2 2 7 2 一 -1 11 
46.6.23 4: 50 c 12.6 11 43 6 -1 60 

府 16: 20 c 12.4 一 。子の口橋下に 300尾のヒメマスの

務泳を認む

46.6.24 5: 15 。12. 6 17 13 41 - -1 34 

' 16: 20 b c 10. 8 8 7 一15
46.6.25 4: 50 b c 12. 4 81 50 8 -1 66 

関 16: 40 b c 12. 6 2 3 5泥入

46.6.26 4: 40 b c 12. 5 71 21 3 -1 31 

H 17: 00 b c 15.0 51 20 一 一 一 -1 25 
46.6.27 5: 00 c 14. 0 13 35 15 2 -1 65 

， 16: 40 e 15.0 1 3 6 11 11 

46.6.28 4: 55 r 14. 5 91 27 8 -1 44 

ー
16: 30 c 15.0 5 3 1 1 10 

46.6.29 5: 35 E 13. 3 1 2 3 

H 17: 30 e 13.0 2 7 一 9 

46.6.30 5: 15 b c 13. 5 o 1 2年魚 400尾位
子の口橋附近に群れ

• 17: 50 b c 12. 5 41 12 -1 16 全 4 0尾位

46.7. 1 4: 50 c 15. 3 13 3 4 -1 20 

46.7. 2 7: 20 b c 16.0 。子の口橋下に 2年魚

400尾位見ゆ

' 18 : 00 e 17. 8 。

46.7. 3 4: 50 r 16. 1 。

46.7. 4 6: 05 e 17. 4 12 9 -1 21 

46.7. 5 6: 30 e 17. 6 。網撤去

言十 01138 307 !150 5 31 11 21616 

〔註〕 調査期間中、午前 8時より午後 7時まで子の口橋附近の観光船発着桟橋拡張工事のための堀削

工事が行なわれ騒音と濁りの影響が多介にあった。
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第 3図 十和田湖ふ化場前における湖水混(s 4 2 - 4 6. 5 / 1 5 - 7 / 5 ) 
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2 -(1) 穣網方向

各漁場において捕獲された各月の魚群の擢網方向については、下記のような結果を得た。

7月中山漁場(停雲崎)

日

置

中山崎→休屋

休屋→中山崎

7月大川岱漁場

日

霞

滝の沢→和井内

和井内→滝の沢

上とはし E、田のイの層以下中下についても同様

網の上層部の水深巾は 8.25 - 9.55 m、中層 9白 55- 10.85抗、 下層は 10.85 - 12. 15 1凡で、中山

漁場の網設置箇所の水深範聞は 16.4-17. 8抗、内11岱;のそれは 6Z.5 - 70抗である。

8月中山漁場

中山崎→休屋

休屋→中山崎

8月大川岱漁場

日

置

滝の沢→和井内

和井内→滝の沢 I4 

日

I童五
ーコ主主」子ι土主1

網の各層の水深巾は上 12.75- 14. 1抗、中 1411- 15. 45 m、下 15.45 - 16. 8 mで中山漁場の網の位

置は 7月のそれより稼々沖合(水深 20.5-21m) 

大川岱漁場は岸寄り (45- 61抗)である。

9月中山漁場

白
一
置
一
屋休↓

 

崎山中
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9月大川岱漁場

月 日

位置

方i滝の沢→和井内

向l;f日井内‘滝の沢

各層の水深巾は上 15- 16. 35 7:1.、中 16.35 ，-17. 7 m、下 17.7 - 19. 05 mで中山、大川岱漁場とも 8

月の位置より岸寄りで建込位置の水深は前者は 18.5-20.6祝後者は 35.2-55.8 mの閣である

10月中山漁場 、
J3 日

量

中山崎→休屋

1e.J 11~ド屋→中山崎

10月大川岱漁場

月 日

量

滝の沢一明日井内

和井内→滝の沢

各J醤の水深巾は上 16.5 - 17. 85 m、中 17‘85- 19. 2 m、下 19.2 - 20. 55視であるが 10月 20日の

大J11岱漁場のそれは上 19.5-20. 8 m、中 20.8-22.1 m、下 2己 1- 23.4 mであった。中山漁場の

綱設置水深は 20.5 - 21 7凡の問、大川岱漁場は 56.5- 65視の伺である。

以上のことから、 7月から 10月にかけての中山漁場におけるヒメマスは総じて中山崎から休屋に向

かう、即ち外海から西潮内に向って凶瀞移動するもわが多数である。ただ水温が成も上昇する 8月に

は余り大きな移動を行なわず、狭い範囲内を一定方向に向ってではなく、漫然と移動瀞泳を行なってい

るようである。

また大川岱漁場についても滝の沢から和井内へ同って即ち外海から西溺内に向うものが多数を占め

ているが、中山漁場のように漁獲されるヒメマスが絶対的多数同一方向に向って権絹されてなL、。

松井(1936)ば十和田湖の夏季におけるヒメマスの移動万向は御倉山、中山、中の岱各漁場とも概

して時計の針と同一方向に向うが、和井内漁場のみはその反対を示したと述べている。この和井内漁

場のみが反対方向を示したことについて、犬川岱漁場の魚詳の移動方向を調べることによって託明さ

れるであろうと述べているが、今回の大川岱漁場調査の結果から推して一概に時計起り K移動してい

るとは1."、暫く 1つは時計の方向に移動する魚群とこれと反対の魚許の 2種があると思われる。

(2) 漁詳の構成

各漁場における魚群の構成を示せば第 2表のとおりでこの 2漁場における各月の魚体の大きさには

着工なし、仇中山崎漁場の魚群の方が一体にバラツキが大きL、。このことは大小不同の魚群の寄り集ま

りであることを示している。

以上のことから湖外から西湖vc.入ってくるヒメマスの魚群はさきの擢網状態からしても 2漁場同時

に来携するものと思われるが、その中でし 9月の親魚群は産卵のため、和井内地先へ回帰するもの

と見倣してよく、魚体は大川岱漁場の方が平均して大きL、。

漁獲したヒメマスの♀合比は各月とも古が優位を占め、♀の約 2倍近い数値を示している。
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各漁場における月別♀ 3別採捕尾数

I~ぞ 中山漁場 大川岱漁場

♀ o 言十 ♀ 合 計

7 月 82尾 165尾 247尾 30尾 ι 46尾 76尾

8 月 138 251 389 37 55 92 

9 月 100 154 254 45 64 109 

1 0月 5 11 16 27 21 48 

計 325 581 906 139 186 325 

キラの魚体調IJ定表

|、
中 山 大 ;11 岱

平 均 平 均 平 均 平 均
B L (ι叩) B w un B L (ι官) B w Ui) 

7 月 23.6 180.9 24.0 192.3 

8 月 23.1 177.9 24.6 207.7 

9 月 24.1 201.8 24.7 226.0 

1 0月 24.7 206.2 24.8 203.6 

親魚の魚体調Ij定表

、ミ 中 山 大 ;11 岱

平 均 平 均 平 均 平 均
B L (~7Il) B w (9 ) B L (ι明) B W (9 ) 

8 月 28.0 (1η 328.9 28.2 (2② 345.6 

9 月 29.0 (53) 381.0 29.2 (め 410.0 

( )内は測定尾数

2 -(3) 水温、深度と漁獲の関係

7月から 10月交で実施した三者ーの関係を中山漁場について示せば第 3表のとおりであるが、ヒメ

マスの棲息適水温と云われる 120'C-130C において多く漁獲されている。よって漁業者は経験的に

その水温層を求めて月々によって網の設置水深を変える訳である

即ち地区別月別網設置水深を示せば第4表のとおりであるが、大川岱地区だけが他地区と大きく異

なるのは漁場の湖底状態が他の地区の漁場と異なることによるものと恩われる。

第 4表地区別月別網設置水深

休 屋 大 ;11 岱 宇 樽 部

5 月 6 - 7.5宵l 18 - 19.5抗 7.5 m 

7、 8月 18 - 19.5m 12 - 13.5 m 18 m 

9 月 12 - 18m 10.5 - 13.5祝
16.5 - 18m  

1 0月 16.5 - 18官t 15 - 16.5m 

1 月 24 - 25.5m 10.5 - 13.5 

6月中匂と 10月中匂は 3地区とも浮かし、空すこ可成り高水温帯においても漁獲があると左からし

てv ヒメマスは一時的にせよ表層近くまで滋泳する。
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第 3表 中山漁場における漁獲状況(水温、水深、漁獲関係)

月 層 水温('C) 漁獲数量(尾) 一反当り，寵網尾数O犀 網設置箇所の水深(机) 網の深さ(吋

上 17.6 - 18.7 56 14:00 8.2号-9.55 
七
中

月
12.8 - 14.8 1 01 25.25 16.4 - 17.目8m 9.5号-10.85

下 7.9 - 1 1.4 1 27 3 1.75 10.8 5-12.15 

上 18.6-21.21 日9 23.00 12.7号-14.1
/1、

33.66 20.5 - 21.0悦 14.1 -15.45 中
月ー

17.8 - 19.2 1 01 

下 8.7 - 1 2.2 122 40.66 15.4 5-16.8 

上 17.0 - 18.5 39 9.75 15.0 -16.35 
九
中 16.4 - 16.8 28.00 18.5 - 20.6机 16.3シー17.7

月 -，; 1 0 (1 27.25 17.7 -19.05 

Hi  t叶」寸1三竺一」十← り i 〆 45i-

16.5 -17.85 

I 1ワ0 20.5 - 21.0m 17.8号-19.2

月 一一一一一一一ァ一一一一一一一一一一二一三:一三一一一」「 19.2 -20.55 「、

一 一
2ベ4) 移動と語離との闘係
このことについて松井(1936 )は出J支が一陣VC:30 m前後の漁場では距岸距離との関係は顕著でない

と述べているが今回の調査の結呆を整理してみると第 5表のとおりとなる。

但し中山漁場における網設置場所。水菜は 18_. 20 mの閣で距岸 350m大川岱漁場では 50-日O視

で距岸 200mであるが下表からみる限り、夫々の漁場の水深及び距岸距離の範囲において擢網尾数と

の聞には大きな関係がないようである。

即ちこの範囲であれば夫々の漁場tておいて魚道の中心部をなしているものとみてよかろう。

第 5表 距主義距離別橿網状況

8月 (4回 9月 (4回) 1 0月 (2回

m I 1 E E I 1 I rr 1m 
93尾 124尾 142尾 128尾 90尾 l

大川岱I32 I 24 I 22 15 38 39 34 1 40 1 36 113 119 117 

但し大川岱7月分の実施回数は 313

I、E、国は距母距離番号で 1:0 m間隔である。即ち中山i魚、場における Iは距岸 350m+15視とな

り350から 365mの範囲ということになる。次に十和田潮における各月の魚群の動きKついて概況を

述べれば

7月:;親魚 2オ魚とも沖より西湖へ回J携してくる。

8月:親魚と 2オ魚は別々の詳をつくって毅魚群は 15 m以内を、 2オ魚群は 18- 20 m層を滋泳す

る。

9月:親魚群は群れて比較的遠浅のところへ来滋し、 15m内外の底層を滋泳する。それに比して 2

オ魚群は湖心部の深みに。

1 0月 : 親魚はホリ Kっく、 2オ魚は 22-24視のところを日に垂直移動を行ないながら瀞泳

する。

1 1 - 1月:1 1月末から 12月にかけては 3-1  2視の浅所へ回激してくる、 2オ魚は 18 - 2 0 

m附近の告乏〈へ容ってくる。

2 - 4月::春先の融雪時には 33-35mの深所へ入る但しその年の寒気の強弱Kよって 20日か

ら1ヶ月ンつズレがある。

5 - 6月:;魚L主浮ょしてくるが、天候によって 1日毎に波依層が違う。浮上する頃 1週間から 2週間

'" 
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粍姿を7月寸ことがある。この時期には網に覇軍ま司てかからなL、。文、年によっては沖

より西神へ入って来ることもふる。というととであるが、これば商湖を中心にしたヒ

メマスの動きについてである。

第 2表 大川岱、中山崎の体長組成

てミぞ 7 月 8 月 9 月 10 月

大川岱中山崎 大川岱中山崎 大川岱中山崎 大川岱中山崎

18.5-19.4ι明 尾 尾 尾 4 尾 尾 1 尾 2 尾 尾

19.5-20.4 2 13 2 9 

20.5-21.4 2 aO 4 31 日 15 3 l 

21.5'ー22.4 11 41 3 55 自 14 6 1 

22.5-23.4 16 67 9 74 7 25 拘 3 

23.5-24.4 19 67 15 93 B 31 4 n 
白

24.5-25.4 14 53 21 76 25 55 4 4 

25.5-26.4 自 14 1 1 25 33 40 11 2 

26.5-27.4 7 18 14 10 1 2 1 5 6 2 

27.5-28.4 1 2 4 10 7 16 3 

28.5-29.4 1 2 9 3 15 1 1 

29.シー30.4 1 1 1 1 1 

3也.5-31.4 1 1 日

31.5-32.4 2 

32.5-33.4 1 

計 77 285 92 395 1 09 355 47 1 6 

平 均 値 24.0 23.8 25ι 23.7 25.2 25.2 24.5 24.7 

標準偏差 0.84 1.02 2.54 1.36 2.27 2.6 2.29 1.54 

変動係数 0.033 0.043 0.1 0.057 0.09 。目103 0.093 0.062 

体 重 組 成

、道 7 月 8 月 9 月 10 月

大川岱 中山崎 大川岱 中山崎 大川岱 中山崎 大川岱 中山崎

76-100fi 尾 1尾 尾 3尾 尾 1尾 2尾 尾

101-125 12 2 36 6 16 2 1 

12か-150 1 1 49 6 63 日 19 1 1 2 

1 51-175 23 72 8 77 6 26 5 2 

176-200 14 67 1 7 1 04 8 32 5 2 

201-225 13 36 19 63 20 41 3 5 

226-250 4 23 8 20 21 39 8 1 

251-275 2 5 6 1 1 22 17 6 2 

27日-300 8 11 6 2 8 1 1 3 

3 01-325 1 5 9 5 4 6 2 1 

326-350 3 4 日 2 10 

351-375 1 3 5 2 8 

376-400 1 3 l 8 

401-425 9 

426-450 1 1 3 

4 5 1【 -475 3 

476-500 1 3 

5 01-525 1 

526-550 2 

551-575 

576-目。。
会Mトe 77 285 92 395 1 09 255 47 16 

L一一一一一一
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3 -(1)十和田湖におけるヒメマス魚は 4月に始まって、大体 10月をもって終漁となるが各月の漁獲量

と使用反数から単位努力当りの漁獲量を計算し、 De-Lurv の方法によって昭和 46年の漁期始

めである 4月当初における資源量を推定すると第 6表第4図から 77- 100 トンとなる。

本年の総水揚量は 22 トン(第7裁であるから総資源、の約 1/3 -比が水揚げされたことに

なるが 4月のヒメマスの平均魚体重 1329から尾数K換算するとこの漁期始めの現在尾数は 58 万尾

尾から 75.7 万尾と推定される。然しこれは 2年魚についてのみの尾数であるから、これに親魚候

補魚並びlて O.1年魚を加えると最低 100万尾から 150万尾の資源量が棲息分布していたものと推定

され、前年度行なった。十和田湖における各年の総資源推定号と略々同じ結果を示している。

弟日表 ヒメマスの漁獲記録

1 

月 漁獲量 kg延使用反数反 C(t)×10 K9 K (t) kg InC (t) 十 1 E ( t) 反

4 346.0 1 28 27 。 0.43 。
5 1.864.0 95日 19 346 0.2 B 128 

自 744.1 27 2 27 2.210 0.43 1.'U 84 

7 3.097.5 1.051 29 2.954.1 0.4日 1.356 

8 3.39 0.2 1.509 22 6.051.6 034 2.407 

9 3.日目 4.7 1.4 54 25 9.441.8 0.40 3.9 16 

1 0 2.405.3 1.245 1 9 1 3.1 06.5 0.28 5.370 
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終漁期におけるヒメマス親魚の漁獲状況第 4図
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第 7表昭和 46年地区別月別ヒメマス漁獲量

〕ミ寸毒 休屋 大川岱

漁獲量操業日数 漁獲量操業日数

188.k9 g 
日
66. kJ 4 32 

5 1. 037. 9 265 426. 6 

6 288.6 55 378.3 

7 1. 885. 0 373 1. 370. 5 

8 2. 092. 7 553 1. 234. 4 

9 2. 100. 3 520 1. 386.9 

10 933.4 346 1. 596. 4 

11 43. 8 13 201. 4 

言十 r 8. 570. 6 2. 157 6.661. 4 

同漁獲量主内臓を除去しむ、生の重量

6月は 6月 10日まで操業以後禁漁

7月は 7月 10日まで禁漁以後操業

11月は11月 5日まで操業

日
20 

133 

52 

244 

298 

309 

319 

39 

1， 414 

宇樽部 言十

漁獲量操業日数 漁獲量操業日数

日
436.kg 日

57 109 

901. 6 436 2. 366. 1 834 

278. 0 127 944. 9 234 

829. 3 304 4. 084. 8 921 

1. 047. 5 458 4.374.6 1. 309 

1. 261. 7 438 4.748.9 1.267 

600.0 424 3. 129. 8 1. 087 

216. 0 46 461. 2 98 

5. 314. 3 2.290 20.546.3 5.861 I 

なおこの外ltC試験用として漁獲量 261.3kg及び遊漁者による推定漁獲量 70 0 kgをプラスする

と約 22トンの総漁獲量となる。

4ー (1) 体長、体重及び年令組成

下表から西湖に親魚が回携してくる時期は 7月頃からと推定される。

また年令については 4月までの 3年魚は鱗相形成からみて停止帯から成長帯に移行しかけたもの

で漁獲魚が明 3.，; 4年魚によって占められてL、ることはou年のとおりである。
第 8表月別魚体損IJ定表

l年月
B • L B. W 測定 網設置 年 令

範囲 平均 範囲 平均 尾数 水深 4 
検鱗尾数

3 5 

18目 8cm ι明1 78 fI 1165 4 
尾 宵1 尾 尾 尾 尾

45. 12 
-23.8 

20.6 
-170 

20 22 -24 19 1 一 20 

46. 1 
19. 5 

20. 8 
92 

114.4 20 18 - 20 20 一 20 
-22.2 -150 

2 
20. 6 

22. 9 
104 

152.4 22 20 - 22 21 1 21 
-25.9 -212 

3 
19. 5 

22. 1 
98 

152.4 28 20-22 28 一 28 
-23.8 -192 

4 
18. 5 

21. 4 
88 

132. 2 25 18 - 20 25 一 25 
-23.0 -175 

5 
18. 9 

20.7 
91 

127. 5 20 9 - 12 2 18 20 
-22.5 一-168 

6 
17. 8 

21. 2 
79 

132. 3 412- 4 。
-29.4 -161 

7 
20. 2 

24. 3 
115 

187. 8 25 4.5-5.5 24 1 25 
-28.2 -292 

8 
21. 4 

24. 2 
130 

192. 1 30 
14. 5 

2 28 1 31 
-27.2 -257 - 18. 3 

9 
19.6 

23.5 
106 

183. 5 19 15 - 19 3 16 5 24 
-26.0 -254 

10 
21. 1 

24. 7 
119 

206.2 16 
16.5 2 l 3 6 

-28.5 -311 - 20.5 

計 229 
122 89 10 

221 
55. 2婦 40.2% 4.6% 
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4 -(2) 親魚について

A 採捕状況

月
地曳 建網 刺網 言十

ムロ 言十
♀ 色 ♀ o ♀ o ♀ 合

9月
( 9/9 - 9 /30) 

4，792 4， 822 688 540 。 。5. il80 5.362 10， 842 
1 0月

( 10/1 -10/19) 
275 305 70 96 71 12 416 413 829 

言十 5.067 5. 127 758 636 71 12 5，896 5，775 11，671 

その他試験用として♀ 39、古 58及び合親魚不用分その他として 2.38 6尾が採補されているの

で最終的に本年の親魚採捕尾数は 14， 1 5 4尾となる。

なおこれまでにも多い年には充分な親魚採捕を行なわなかった年 (1966)もあり、また合親魚

については採捕されても搬入の対象にしなかったりで、これまでの親魚採捕尾数を用いて資源量推定

を行なう場合には充分留意する必要がある。

本年の親魚の接岸田滋は'WI降三(昭 44 -9月 25日、昭 45-9月 22日)に比し、 2週間程早目

であった。

また上表から♀合比は約 1: 1の割合となっているが、合が途中で間引かれてL、るとのことで、これら

を整理すると最終的には本年の♀古比は 100:148となり、年々合の割恰が増加している。

一方♀親魚の採卵使用率は 49.2 婦と極めて低く、途中へい死率が高いのは取扱い及び管理l:~問

題があると思われる。

B 親魚々体

♀合について夫々 10尾の測定結果は第 9表のとおりであるが、前年と略々同じ大きさではあるが、

型は一般に揃つでいた。

第 9表親魚測定値表

♀古別 平均体長 平均体重
G.W GW/ 平均苧卵数 備 考
範囲 BW  

C冒1
34124 1 47~6H 3 14.4~117 gb 680粒

♀ 29.0 
(588-788粉

池中養殖親魚の平均字卵

f 

合 29.9 361. 4 9.4-16.7 数は 509粒である。

C 天然産卵床

年

昭40

42 

44 

46 

第 10・11表、第 5図に本年の水温、降雨量、湖水位を示したが、ヒメマスの産卵期における環
境条件としては最も適し、特に水温については順当な下降状態を示し降雨量も前年に比し多く、それ

に伴い湖水位も高く保たれた。

1 0月 18・19自の両臼に亘って第 6図に示す箇所で覗きによる天然産卵床調査を実施したが、

第 1 2 表のよう ~6 床を確認した。

第 10表十和田湖表面水温(十和田湖ふ化場前)

雨 量 i'b 月 日 天候

1. 068尼僧 1 10月18日 b c 

1. 633 
2 1・ H 

3 H n 
1. 341 

4 10月19日 H 

1. 347 5 ， " 
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時 間

9. 00...... 9. 40 

9.40-10.0。
O. 15-10. 30 

4. 15......14.30 

4.50-15.25 

平均 E備

水温

13. 2 'c 

13. 7 

7.07 

9.35 

8.90 

距離

150m 

50m 

200叩

100加

113.6 1400m 

.床数

金会森崎東側 。
全西側 2 

休屋 。
滝の沢 。
ご夜島 4 



第 5図十和田湖水位(子の口)

9月

10日 20

10月

10 20 10 20 m 
400.0 

399. 5 - S 40 0一一一。

42 ・一一一・
."，・

399. 0 - 44 6-ー一一-6.

46 x-->< 

398. 5 叫

第 6図 天然産卵床調査地点
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W 調査の成果及び今後の課題

1. 調奄の成果

(1 ) 降海開始は湖の表面水温が 6月中句の 10 'c以上に急よ昇した時、停止は 6月下句から 7月上匂

にかけて、 1 5 'c附近の連続した時に起こるものと思われる。

(2) 降下は昼間より夕暮れから夜間にかけて降下するものと思われる。

(3) 十和田湖におけるヒメマス降下魚は 2年魚と推定される。

(4) 二漁場で行なった魚群の穣網方向及び魚群の大きさの変動係数から、この期間(7 - 1 0月)の

両漁場陀おける魚群は何れも沖から西湖の中央へ向って移動する群によって掛られていると言えよう。

(5) 二漁場における魚群の構成をみると魚体の大きさの上では差して違いはないが、中山漁場の方が L 

分布巾が広く大小不同の混りが多いことを示している。

(6) ♀ぢ比は各月漁場とも古が優位を占め♀の約2倍近い値を示している。

17) 水温と漁獲の関係をみると 12-13'C附近が最も漁獲効率がよL、。

(8) 水深との関係をみると 10m以深 20m附近までが多数漁獲されている。

(9) 湖底の傾斜が割合と緩慢な場所陀おいてはヒメマスの魚道巾は広い。

叩1) ~年漁期始めの 4 月 Uておける現存霊長主 1 0 0万尾から 150万尾と推定された。

2 今後の課題

十和田湖のヒメマス資源管理の適正を期するため陀は更に次の調査を追加実施する必要がある。

A 天然産着卵の生残率

B 各年級群の生残率(再捕試験)

C ff卵群の生態

D 害敵による食害実態調査
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